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ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

態
勢
の
弱
点
で
も
あ
り
ま
す
。

月
自
益
辿
一

群
馬
県
柔
道
連
盟
会
長

こ
の
度
、
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
「
ぐ
ん
ま
柔
道
」
の
縮
刷
版
を
刊
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

平
成
六
年
五
月

群
馬
県
柔
道
連
盟
に
広
報
部
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
六
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
時
の
連
盟
会
長
は
元
県
医
師
会
長
、
故
八
段
関
口
林
五
郎
氏
で
し
た
。

爾
来
、
版
を
重
ね
て
七

0
号
、
足
掛
け
二
十
四
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
連
盟
会
長
は
故
八
段
関
口
恒
五
郎
氏
、
八
段
関
口
孝
義
氏
と
か
わ
り
、
現
在
に
い

た
っ
て
お
り
ま
す
。

「
ぐ
ん
ま
柔
道
」
は
当
初
は
年
四
回
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
不
定
期
の
刊
行
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
内
の
柔
道
関
係
行
事

を
細
大
も
ら
さ
ず
網
羅
す
る
つ
も
り
で
て
が
け
て
お
り
ま
す
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
思
わ
ぬ
ア
ナ
も
空
い
て
お
り
ま
す
。
素
人
集
団
で
あ
り
ま
す
し
、
連
盟
内
の

こ
の
小
紙
に
登
場
す
る
人
々
は
数
千
に
達
す
る
と
思
い
ま
す
。
チ
ビ
ッ
コ
選
手
と
し
て
登
場
し
た
人
が
、
厳
し
い
修
錬
を
へ
て
立
派
な
社
会
人
と
し
て
、
ま
し

て
や
連
盟
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
を
見
る
に
つ
け
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
早
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

「
ぐ
ん
ま
柔
道
」
を
通
読
し
ま
す
と
、
本
県
の
対
外
的
な
成
績
が
、
昭
和
五
十
八
年
の
「
あ
か
ぎ
国
体
」
の
総
合
優
勝
を
機
に
、
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
全
国
教
員
大
会
の
一
、
二
、
三
位
入
賞
、
全
国
高
校
選
手
権
大
会
女
子
個
人
戦
の
一
、
二
、
三
位
入
賞
。
そ
し
て
一
昨
年
の
国
体
総
合
四
位
入
賞
。

平
成
五
年
度
は
全
国
警
察
少
年
柔
道
大
会
に
お
け
る
準
優
勝
、
全
国
高
校
総
体
女
子
団
体
三
位
と
大
試
合
に
お
け
る
入
賞
が
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

小
紙
の
発
刊
を
機
に
、
群
馬
県
柔
道
連
盟
の
昭
和
四
十
年
代
以
降
の
発
展
の
跡
を
た
ど
り
、
さ
ら
に
ま
た
大
き
く
充
実
し
て
ゆ
く
糧
に
な
る
こ
と
を
念
じ
て
、

縮
刷
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

． 

大

林

宥

範

．． 
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昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
日
（
第
八
号
）

刊
行
の
こ
と
ば

昭
和
四
十
七
年
四
月

昭
和
四
十
七
年
七
月

昭
和
四
十
七
年
十
月

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
日
（
第
六
号
）

昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
（
第
三
号
）

一
日
（
第
四
号
）

一
日
（
第
五
号
）

一
日
（
第
七
号
）

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
日
（
第
九
号
）

昭
和
四
十
九
年
六
月
十
五
日
（
第
十
号
）

昭
和
四
十
九
年
九
月
十
五
日
（
第
一
一
号
）

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
日
（
第
一
＿
＿
号
）

昭
和
五
十
年
六
月
二
五
日
（
第
一
＿
＿
吾
）

昭
和
四
十
六
年
九
月
十
五
日

a到
品
》
）

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
五
日
（
第
二
号
）

目

次

57 53 49 45 41 37 33 29 25 21 17 13 

，
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大

林

宥
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昭
和
五
十
六
年
九
月

昭
和
五
十
六
年
六
月

一日（第――――-＿号）

一
日
（
第
翌
号
）

昭
和
五
十
五
年
九
月

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
五
日
（
第
―
―
一
号
）

ヽ

133 129 125 

一
日
（
第
邑
号
）

121 

昭
和
五
十
五
年
六
月

117 

昭
和
五
十
四
年
十
二
月

昭
和
五
十
五
年
三
月
十
五
日
（
第
―
-
＾
号
）

113 109 105 

-”弁卑
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＂
・
一
門
自

t
戸
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E
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昭
和
五
十
一
年
十
二
月

一
日
（
第
一
＾
号
）

謳
祉
E
B
a
-
至
胃
昌
ヰ

m
t
〗
士t出
i
】

翠
ユ
E
B
a
-
E
"
'
因
翌
目
t
i全―因
9】

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
五
日
（
第
＿
＿
一
号
）

昭
和
五
十
三
年
五
月
十
五
日
（
第
＿
＿
＿
＿
号
）

昭
和
五
十
三
年
九
月
十
五
日
（
第
l

＿量
P
)

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
五
日
（
第
＿
＿
匹
号
）

昭
和
五
十
四
年
四
月
十
五
日
（
第
＿
＿
置
P
)

昭
和
五
十
四
年
八
月
十
日
（
第
＿
＿
査
号
）

一
日
（
第
云
号
）

一
日
（
第
元
号
）

謳
叫
EB11
雰
舅
屈
君
目
t
戸
1
-
困
竺

99 95 91 87 83 79 73 69 65 61 



昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
二
日
（
第
羅
号
）

昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
日
（
第
量
号
）

昭
和
五
十
七
年
七
月
二
四
日
（
第
癸
号
）

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
八
日
（
第
君
号
）

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
四
日
（
第
天
号
）

昭
和
五
十
八
年
七
月
十
七
日
（
第
晃
号
）

昭
和
五
十
八
年
十
月
十
五
日
（
第
巴
号
）

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
五
日
（
第
匹
一
号
）

昭
和
五
十
九
年
五
月
十
五
日
（
第
翌
号
）

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
＿
1

五
日
（
第
望
号
）

昭
和
六
十
年
三
月
三
一
日
（
第
匿
号
）

昭
和
六
十
年
七
月
二
十
日
（
第
盟
号
）

昭
和
六
十
年
十
二
月
ニ
ー
日
（
第
臭
号
）

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
十
日
（
第
匹
菫
P
)

昭
和
六
十
一
年
九
月
二
八
日
（
第
哭
号
）

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
三
一
日
（
第
匹
玄
P
)

昭
和
六
十
二
年
四
月
三
十
日
（
第
邑
号
）

昭
和
六
十
二
年
八
月
三
一
日
（
第
M

一号）

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
三
一
日
（
第
奎
号
）

昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
（
第
量
号
）

229 225 221 217 213 207 203 195 189 185 179 175 171 165 161 157 151 145 141 137 

ヽ

三
年
九
月
三
十
日
（
第
空
号
）

塁塁塁塁塁芯塁塁塁塁塁塁塁塁塁塁月

i 月
三

日

目
， 

四
年
一
月
三
十
日
（
第
査
号
）

四
年
四
月
三
十
日
（
第
査
号
）

四
年
六
月
三
十
日
（
第
奎
号
）

四
年
十
月
二
五
日
（
第
突
号
）

五
年
一
月
三
一
日
（
第
窄
号
）

五
年
四
月
三
十
日
（
第
宍
号
）

五
年
七
月
十
日
（
第
究
号
）

五
年
十
月
三
十
日
（
第
さ
号
）

群

馬

県

体

育

史

群

馬

県

体

育

史

群

馬

県

体

育

史

三
年
六
月
三
十
日
（
第
｛
一
号
）

三
年

（
第
一
巻
）

（
第
二
巻
）

（
第
三
巻
）

一
月
二
九
日
（
第
さ
号
）

二
年
十
月
二
五
日
（
第
発
号
）

二
年
六
月
三
十
日
（
第
宍
号
）

一
年
十
月
十
五
日
（
第
癸
号
）

二
年
一
月
二
十
日
（
第
老
号
）

316 313 305 301 297 293 289 285 281 277 273 269 265 261 257 253 249 245 

一
年
六
月
三
十
日
（
第
蓋
号
）

239 235 

三 ー• . 



(1) 創刊号 ぐ ん ま 柔 道 昭和46年9月I5日

嘉
納
師
範
遺
訓

柔
道
は
心
兵
の
力
を
最
も

有
効
に
使
用
す
る
道
で
あ

る
そ
の
修
業
は
攻
撃
防
禦

の
練
習
に
由
っ
て
身
体
精

神
を
鍛
錬
修
菜
し
斯
道
の

神
髄
を
体
得
す
る
事
で
あ

る
さ
う
し
て
是
に
よ
っ

て
己
を
補
益
す
る
が
柔
迫

修
業
の
究
党
の
目
的
で
あ

る

』 .... 
左から豪先樺沢、寓聾、倉林、平井〇各遍手

＼ 埼玉 栃木 干葉 神奈Ill 茨城 群馬 山梨

埼玉 ＼ 企 ① ＆ 巨lEl A 
栃木 R ＼ ① R ① ① G) 
干葉

＾ 
企 ＼ ＆ △ ① 企

神奈川 ① △ G) ＼ Ai ① 田
茨城 国 A ① R ① 企

群馬 にl企 公 △ 企 ＼ 企し
山梨 ① △ ① El ① ① ＼ 

勝率•騎分負 3 ゜
5 2 2 5 I 

2 

゜゜
I I I I 

I 6 l 3 3 

゜
4 

得点 16 4 16 7 11 15 3 

順位 3 7 2 5 4 l 6 

発行人

群馬昂柔道追盟

編島立

iiり瞬市文京町二丁目14-12
（柳谷勝之宅）

TEL 糾 54 0 9 
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口

冒

虞

1
1
富
鴫
●
●
”
"
•
言
彎

9
t
,
1
1

・
＂
鴫
賓
山

5
"
I
t
"
;

＂
鴫

・

ー

吹

こ

言

雪

己
召

平
井
選
手
ら
大
＞
に
健
闘
す
る

薗

蘭

皆

茶

鵞

屠

沢

（

琶

｀
靡
倉
体

（
醤
）
、
男
は
平
井

g』
す
．
彼
を
採
に
お
て
が
往
り
手
。
農

烈

翡

”

『

層
プ
ロ
ッ
乞
函
は
、
八
塁
翁
永
（
高
）
の
猛
坐
が
磁
い
盃
得
点
さ
甚
作
戦
が
当
っ
合
戦
し
な
け
れ
笞
臣
に
く
い
こ
む

ニ
せ
屑
市
の
県
晶
屈
で
開
か
考
先
の
畠
大
企
茎
倍
な
っ
ヤ
、
平
井
、

裔

屈

蘭

雇

一

召

も
っ
て
い
ま
す
；
ら
に
罷
し

れ
p
こ
の
モ
様

m幣
限
を
占
め
た
た
翌
荼
手
柔
謡
に
、
志
晒
勢
は
大
障
し
て
い
る
の
も
如
味
で
し
た
．
名
県
ヱ
漁
を
県
面
に
く
い
と
ウ
会
3

が

閲
束
蔽
の
総
当
た
り
戟
ヱ
璽
の
よ
随
躙
し
、
総
合
盛
菩
蒻
一
引

U”
で
の
冥
力
が
平
均
し
て
き
て
、
古
罰
倣
よ
倣
掛
ぷ
と
で
す
．

い
虞
に
五
チ
ー
ム
が
本
大
会
に
出
埠
で

二
位
の
千
惑
緊
品
さ
る
と
の
大
会
を
て
る
の
は
む
ず
か
し
い
が
、
み
な
ょ

g．
本
県
か
且
復
高
91
（
裂

i
ト
p

＜
や
っ
を
れ
ま
と
」
・
国
体
で
筋
ヤ

巴
｀
区
藍
井
（
恩
、
虫
蓋
~
住
A
歪
二
昼
藷
該
「
匿
漿
屈
井
、
開
わ
ポ
イ
ソ
ト
乞
‘
ク
ー
に
し

中の数字は得点

△は敗け

〇は勝ち

口は引分け

0
は
謄
ち
、

口
は
引
分
It
.
△

は
n
I
t
．
中
の
数
字
は
分
母
が

勝
ち
微
．
分
子
が
う
ら
わ
It

本
大
＾
＾
は
屈
否
員
陳
の
父
と

い
わ
れ
る
照
閏
1

学
五
郎
八
殴
の
隠
を

た
た
ス
、
遺
風
を
伝
え
る
た
め
に
閲
か

れ
る
も
の
で
、
隣
臼
虫
＾
の
大
会
で
あ

令
試
合
は
県
内
お
支
部
を
△
3
別
に
よ

り、

A
Bの
三
ブ
ロ
ッ
乞
と
分
け
て

1
グ
載
を
行
な
い
、
名
ブ
ロ
ッ
ク
の

垣
ふ
盈
上
蚤
年
に
い
れ
か
え

令

（

但

A
プ
ロ
？
ク
の
侵
勝
と

C
プ
ロ
フ
ク
の
晟
下
位
陸
の
ま
ま
）
．

蜃
は
塁
と
廻
昼
蘊
討
し
て
決

荏
五
）
・
今
回
は
C
プ
ロ
ッ
ク
で
四
鵬

l
s
4点
娑
笞
”
に
麿
畜
蔦
合

鱈
暉
祗
口
森
を
、

B
プ
ロ
ッ
ク
で

四
罰
点
を
表
げ
た
負
・節
祢
支
部

奮
鰻
膀
曾
大
禰
三
男

F‘

.,'――-＝＝＝,＇

-li_'

番
窮
組
費

a＾プ
ロ
ッ
名

関
口
大
杯
は

C
プ

ロ

ッ

ク

屠

．

農

畜

が

は

い

り

、

B
プロ

,'――――-＝＝-――-＝-＝＝―――――-＝＝＝=-,'’璽

9
名

は
A
か
呈
羅
畜
が
、

C
か

懇

9叫
円
空
藷
先
罠
揖
で
行
な
わ
れ
た
領
尼
ょ
ら
粧
墨
盈
が
は
い
る
．

cプ
ロ
ッ
ク

覇

舅

靡

魯

閉

璽

醤

n-
＆

裂

＾

翡

巖

暑

に

柑

t-に
は
B
の
閂
防
苔
雙
郎
が
は
い

杯
賣
息
会
は
四
生
'
-
日
た
あ
と
亙
0
奮

め

ら

れ

ち

る

．

創刊 祝 創刊

外科
整形外科

祝

関

院長 関 口

口 病

恒五郎

渋川市辰己町 17 0 3番地

TEL② 2378 • 1647 
院長自宅② 0 7 1 6 

院 関口整形外科病院

院長 関 口 林五郎

前橋市千代田町2丁目 1番

TEL病腕代表。）） 8871

自宅紐 61 5 0 

-1-
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＇
暑
中
畏

Iは
を
箆
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9
5

癒
＂
＂
、
醤
屠
、
石
栂
項
岱
薔
ー
烈
望
―
•
高
臨
養
―

i名
▽
衰
釜
纂
厖
嬰
金
胃
旦
こ
＞
醤
匿
屑
登
蒻
口
登
郎

▽
監
零
公
甚
平
明
、
真
上
柔
、
鈴
本
R
-

、
襄
宮
冥
岸
宏
｀
震
訳
光
評
誡
員
閲
1
愕
A
g
、墨翌笑郎、

•……, 

．．．
 

，

とだ天ていたが、今年度は熾重点

．

会
長
凋
口
笠
藷
▽
理
叩
各
茎
巽
、
名
農
、
各
副
羽
烏
泊
嚢
雄
、

g
g
r
8胄
、
昇
礼
層
竺
、
大
葱
裔
、
含
塁

.

i

層
「
論
化」に油き`
肇化賓口

'

一
副
金
長
嚢
芥
盃

．塁
、
各
屋
、
各
測
貫
長
、
各
▽
斑
懃
曾
醤
部
掻
渠
目
蓋
、

9
・概
屈
｀
江
訊
晒
函
係
欝
蘊
囚
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）

4
石
川

a罪
3

▽
巖
の
部
①
面
4
(
r
B
品）

e
欄
（
田
g
)
1
讚田

(fir
井

）

ば

田

（

堅

a
)
L
g
（出品）

て
リ
ー
グ
載
鷺
な
い
、
各
プ
ロ
ッ
ク
い
工
哭
．
jQj
癸
、
望
大
、
匹
昴

日
全
位
＿
一
校
が

g
iトー
も
＾

察
＾
亀
賢
大
の
五
校
が
嘉

K

5

臣蝠
(
E
)
勢
乱
一

a
8滋
）

姦

日

む

1
高
底
窮
＆

ン
ト
菜
な
っ
ヤ
P

竺
＇
五
令
つ
の
景
で

1
・

グ

戦

が

誓

員

）

1
匠躙

（

国

）

扉

（

洒

面

）

ー
大
編

（水井）

E
．萎―
_＿年の郎】

月
屈
置
昌
盈
孟
焉
は
リ
↓
行
な
わ
れ
ヤ
こ
群
摂
＾
は
品
一
引
分
倍
覆
――ー

（

磁

）

村

田

臼

・

袖

）

1
屈

昂

）

【

中

学

広

一

年

の

邑

高
鑢
（
弘
羅
）
1
山
田
（
閲
口
）

纏
田
（
苫
岡
）
1
山
本
（
羽
屈
）

？
峨
母
偲
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
細
け
で
切
饂
隣
｀
高
経
大
も
二
轡

mn
▽
二
段
の
隅

e新
井
泰
一ーー（柴
崎）

巖

(m血）
1
町
田
（
永
汗
）

F

農
足
与
ー
ム
ワ
ー
ク
の
岱
翌
け
で
一
臣
に
な
り
•
閲
S
が
い
に

e
糸
井
攀
一
（
永
井
）
撃
麿
之
高
疇
末
（
普

a
n
)
I罷（
襄
）

、

g
g
)
1寺
山

（

襄

）

斎

藤

（

奔

）

↓

(

松

（

員

）

径
巴
雇
奮
B
)

6

醐
志
に
も
〈
け
て
い
ャ
よ
う
だ
．
扇
黛
歪
祐
た
二
酋
展
の
通

9・e

4

チ
ー
ム
の
空
椅
爾
塁
点
は
開
器
―
藤
一
烈
“
2
1
恩

醤

大

繋

”(m沢）
1
中

JII(g)

貪

【

輯

山

（

唇

伊
な
（
弘
蘭
）
1
千
2
窮
島
）

▽
忌
笞
屑
員
（
罪
）

e
匠
条
（
展
）
I
恩
i

（
園
）

る
ぺ
邑
も
の
が
あ
っ
た
．
（
柱
也
ー
ー
堕
一
引
分

19
点
8
平
吝
唇
販

和

訟
薩
ー

8
滋
）
＇
聞
（
永
志
田
昂
）

1
今

井

会

戯

）

中

屈

（

吉

閥

）

1
村
上
（
爵
8
)

昭

【成
績
】
V
A組
9
高
エ

e彗
上

e間
15点

襄
笛
之
魯
v
B果
半
合
6
児

む

Q
烈
虫
正
夫
（
田
扁
）
斎
（
癌
む
ー
吉
田
(fBlw)

平
ャ
嵐
（
藍
）
1
賽
以
（
田
馳
）

十
二

H
u央
柑
属
対
ば
北
柔
遥

闘
岱
校
の
対
抗
榮
11

を
は
に
、
今

¢
の
本
県
ょ

m渾
盟
の
主
な
る
行
事
は

紐
わ
っ
た•
E宙
に
セ
み
る
と
試
6

計
は
た
へ
ん
ジ
い
お
で
あ
る
．

晨

X
会
の
直
に
捻
店
支
饂
C
とに

罠
大
会
慮
大
会
が
叫
か
れ
た
と

詈
が
｀
＿
あ
眉
は
二茎郎
か
ら
い

た
だ
い
た
の
み
で
あ
っ
ヤ
P

全
皿
の
昂

刊
に
は
前
誓
匹
岐
四
支
饂
埓
微
井

弘
氏
、
牛
込
葬
囮
氏
に
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
っ
た
．

次
碍
は
必
抒
＝＝日
に
出
す
予
定
で

あ
る
．
こ
の
問
は
試
合
笞
eま
り
な
い

の
で
匹
さ
ん
の
昂
の

g
籾
零
娑

＜
蹴
甚
い
氣
い
手
．
烏
瞑

C
磁
易
裟
塁
匿
茎
喜
苓
・
さ
い

編

集

後

記

団体旅行の御用命は．”

群馬観光自動車株式会社

高崎市柳川町 1番地
TEL ⑫-5 0 0 5 
⑬-1 1 1 2 
⑬-8 7 3 6 

井
野

配
送
セ
ン
タ
ー

麻
崎
市
寺
尾
小
学
校
前

T
E
L

⑳
五
0
七
l

i

株
式
会
社
井
野
五
滴
店

豊

（
五
段
）

窃
崎

rli倉
賀
野
町

ニ
ハ
一六

T
E
L
(O
吾＿
．）⑮
-
5
-
i
-

九

五
福
綿
ふ
と
ん
製
造
販
売

本
社
麻
崎
市
南
町
大
通
り

T
E
L

⑬
五
0
七
阻

諸
官
庁
昧
田
胡
吉
美
堂

御

用

文
具
・
事
務
器
と
タ
イ
ブ
印
刷

． 
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第3号 {l) ぐ ん ま 柔 道 昭和 47年 4
 
月 ー B
 

一

嘉
納
輝
範
遺
訊

柔
道
は
心
身
の
力
を
最
も

有
効
に
使
用
す
る
辺
で
あ

る
そ
の
作
業
は
攻
撃
防
累

の
練
爾
に
由
っ
て
身
体
精

神
を
鍬
鰊
修
業
し
翔
道
の

神
髄
を
体
得
す
る
事
で
あ

る
さ
う
し
て
＾
た
に
よ
っ

て
己
を
補
益
す
る
が
柔
道

修
業
の
究
党
の

n的
で
あ

る 群馬県柔道述盟

関ロ t!L五郎
編集迫

前橋市文京町二T目14-12
柳谷謄之宅

鼈話 0?72-21-5409 

発行所

発行人

戟
っ
た
．
戦
況
．
戦

mは
す
で
に
妍
間

｀
 

守
に
よ
IIIVJ
．
り
か
な
の
で
行
内
す
る
．

し
一
占
邑
C
．
自
国
の
名
脊
の
た
の
に

各
旧
か
ら
集
っ
た
精
観
が
＊
花
を
欣
ら

半
か
ら
．
東
洋
．
ア
7
リ
カ
．
欧
州
の

立
馘
な
体

W
鱚
C
中
で
北
米
か
ら
．
隋

h
ー
ル
デ
ン
プ
ラ
ン
の
翠
国
と
し
て
＂

に
九
＂
初
旬
の
中
郎
ド
イ
ツ

C
空
の
下

L.-・ ‘, 
あ
く
ま
で
必
（
睛
れ
わ
た
っ

＂
の
二

．

3
i

．

匹
日
C
-—
ー
百
問
間
価
さ

七
一
年
度
批
界
柔
辺
這
登
把
＾
＾
え
が
九

iii．
ル
ド
ヴ
f
ヒ
ハ
ー
こ
ン
で

一
九

て
た
人
口
約
十
八
万
の
化
学
の
旭
力
証

ル
ヒ
の
街
か
ら
ラ
イ
ン

111c＊
絋
を
闊

四
狛
の
学
郡
で
店
な
＾
イ
デ
ル
ペ

伽
を
獲
得
す
る
た
の
に
は
．

一
紐
？
雄

く
み
と
れ
る
．
日
＊
が
全
初
縁
C
這
千

枷
を
饉
得
し
た
い
と
C
立
向
は
充
分
に

是
非
と
も
ヨ
ー
。
ッ
パ
暉
で
畢
界
遺
乎

で
は
日
本
勢
と
太
刀
打
ち
で
さ
な
い
が

近
い
将
来
墨
景
紐
．
無
陀
別
級
だ
け
は

将
来
そ
う
と
・
＆
繭
に
立
っ
て
軽
飛
紐

つ
く
し
て
い
る
．
ョ
ー
ロ
ッ
パ
園
で
は

四
十
キ
0

以
上
C
巨
謀
C
饗
成
に
力
を

身
K
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
．
体
悪

g-．

手
が
紐
庫
し
．
後
に
つ
づ
く
名
と
し
て

ズ
ネ
●
ツ
2
‘
等
日
本
竺
籟
級
2
湛

ス
カ
．
四
独

mグ
ラ
ー
ン
．
ソ
連
？
‘

が
磁
ん
で
．
爪
lit紐
は
オ
ラ
ン

9
C
ル

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
各
旧
と
し
に
柔
jli

重量級だけをねらうヨーロッパ

中学生に正しい柔道を

て
”
パ
体
的
な

一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
．

化
委

Û
q`
抒
及
委

H
会
で
取
り
あ
げ

え
方
か
ら
後
者
を
公
IUI計
阿
と
し
て
弧

尽
し
て
い
た
だ
島
た
い
と
思
い
ま
す
．

ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
間
価
さ
れ
卓
の
た
め
の
指
渭
打
鵡
可
会
亨
も
県
教
委

県
柔
連
遅
事
長

関
日
恒
五
郎

い
遵
お
仔
島
S
て
雄
化
す
る
形
の
紅

一不
足
で
あ
り
．
よ
さ
指
導
名
の
屈
さ

逹
心
を
指
導
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
る
―
-
＿
以

'
5二
六
・
一
％
）
・
山
4
上
・
校
で
は
さ

と
が
最
も
＊
ホ
を
一
と
と
ヴ
え
ら
れ
る
1

．
り
に
大
111に
下
ま
わ
る
も
の
と
息
わ
れ

可
餓
性
が
あ
る
が
自
己
iltm、
ま
た
宣
一
汎
し
て
当

g曹
切
な
這
惰
の
上
に
．

HIJ的
な
柔
辺
C
伸
び
に
は
隕
界
の
あ
る
一
翫
少
な
い
紬
設
を
充
分
に
柄
J
f
l
し
．
す

こ
と
は
叩
白
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
巧
＿
ぐ
れ
た
指
導
名
C
養
成
と
学
生
．
生
徒

の
正
し
い
柔
追
C
指
導
に

一
肩
C
力
を

正
し
い
柔
道
は
ど
二
ま
で
も
伸
び
る

＊
躙
立
し
て
中
学
生

c”か
ら
正
し
い

力’

｀ 一
峯

屈

に

柔

追

m底
．
を
拡

ろ
う
．
況
IUI計
画
し
勿
論
＊
切
で
あ
る

口
か
夢
が
無
憚
に
敗
ら
れ
る
―
P

と
が
あ

JUI計
国
の
み
に
よ
っ
て
い
て
は
い
つ

c

？̀
‘
7
.
‘
?
‘
7
.‘
y
4ヽ
ャ
oI、,94ヽ
5
4
`
.
9
4
`
'
4
‘
.
9
4
‘
.9
4ヽ
’
4
‘
ク
4
`
‘
4
`
'
T
、
S
"
‘
.
9
T
、
.
、
4う
T
、
S
T
、
.
、
T
、
.
9
4
‘
.
9
4
‘
,
9
T
、
ゥ
4
`
S
4
‘
.
'
o
I
4

1

1

1
1
,
＇1,' 

‘
‘
`
‘
 

1
,
 

.
‘
、
.
‘
、
.
‘
,
．
‘
,
．

．
 

疇
に
日

る
．
群
馬
貼

cm先
生
に
も
現
状
を
頂

二
位
冗
五

•
-1%
）
で
あ
り
（
全
旧

五
位
）
．
糾
閻
い
は

io七
箔

．

o

の
は
群
島
貼
で
Ji入
・
五
％

（^

内
第

場
の
大
小
を
問
わ
ず
ぷ
沢
さ
IL
て
い
る

で
あ
る
．
汎
状
公
立
高
拉
で
す
ら
柔
道

ら
れ
な
い
．
そ
れ
は
紬
紐
の
不
炎
屯

し
か
し
こ
の
翡
に
ふ
g
聞
は
さ
It

位
性

u＊
続
さ
れ
る
も
の
と
巧
え
る
．

う
ユ
く
糾
合
わ
さ
れ
て
こ
そ
H
＊
の
優

雄
化
C
俎
JUl"訓
と

KIUI計
阿
と
が

．． 

ト
ト
，
．
，
＇
，
＇

．．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

9

9

9

9

 

.

.
 

r
 

ふ
り
か
え
っ
て
わ
が
群
馬
貼
柔
辺
渾

ぼ
を
あ
げ
て
も
ら
い
た
い
と
息
い
立
す
．

昨
年
の
世
界
還
下
備
を
上
1
b
る
成

介
皿
か
ら
は
皇
た
と
り
い
“
ら
れ
立
す
．

U
醗
技
紐
＂
か
ら
は
ず
さ
れ
よ
し
た
が

．

す．

さ
さ
の
ノ
キ
シ

n
＊
公
で
は
柔
jii

も
ま
ず
拿
ず
の
成
摯
を
あ
げ
立
し
た
．

ま
た
．
咋
缶
瓜

m
m
in椙
r
弧
化
」

れ
て
い
ま
す
．

の
各
中
ヤ
槙

m佼
へ
撫
料
で
配
布
さ

餓
『
ぐ
ん
よ
柔
辺
」
し
発
刊
さ
れ

IIA内

と
共
伽
で
行
わ
れ
ま
し
た
．
逃
盟
の
公

さ
い
．
述
盟
と
し
て
し
で
さ
る
か
ざ
り

の
英
＂
と
熱
意
で
比
庫
し
て
い
っ
て
下

い
か
と
思
い
皇
す
が
．
そ
れ
を
仔
さ
ん

で
修
匹
し
て
い
る
抒
さ
ん
は

a躇
も
多

に
も
ま
し
て
の
第

＂
条
件
で
す
．
池
方

す
．
疫
好
名
が
増
す
と
い
う
こ
と
は
何

息
い
事
す
．

醤
遍
皿
を
築
き
あ
げ
て
い
さ
た
い
と

C
-
＿
協
力
を
え
て
、
よ
り
よ
い
群
島
県

た
だ
さ
た
い
と
息
い
ま
す
．
付
さ
ま
方

県
柔
道
連
盟

会

長

関

日

林

五

郎

_

_

 
｀
_
’
 

間
さ
．
い
よ
い
よ
八
月
＊
か
ら
は
ミ
ュ

＊
年
は
礼
餞
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
幕
が

と
抒
訳
い
た
し
ま
す
．

U
各
位
に
は
ま
す
ま
す
3

一
北
紐
の
二
と

輝
か
し
い
昭
和
四
七
年
を
迎
え
．
会

拭
店
佼
＂
ク
ラ
ブ
紐
勁
＂
魯
迂
”

ら
多
数
の
人
が
参
加
し
、
ま
た
｀
中
学

た
．
夏
の
怜
小
積
古
に
は
連
日
這
方
か

紺
た
な
企
回
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

盟
は
．
咋
年
は
各
位
の
-
—
協
力
に
よ
り

少
年
柔
辺
の
熱
は
輯
も
し
い
か
ぎ
り
で

で
ま
い
り
ま
し
た
．
五
場
対
坑
に
み
る

ひ
と
-
l

ろ
に
比
べ
て
魯
加
名
も
漸
培
し

い
と
息
い
ま
す
．
県
内
C
各
隙
大
会
も

体
で
得
点
で
き
る
と
二
ろ
ま
で
伸
し
た

今
年
は
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
し
｀
同

れ
、
よ
い
割
庫
可
栄
賽
剤
に
し
て
い

会
し
ま
す
．
多
諏
の
方
が
た
が
諷
戦
さ

閃
東

mぇ
り
抜
き
の
精
鍼
が

一
堂
に

干
這
が
わ
が
群
馬
は
で
問
催
さ
れ
ま
す
．

年
は
全

u＊
翠
憚
大
会
の
閲
東
雄
区

の
後
を
情
し
み
ま
せ
ん
．
ま
た
、
今

創業安政元年

現代の刀鍛治

シャッター•サッシ•SS雨戸

田

桐生市本町3丁目 5の3

n
 

行 慶

戸締まりの総合メーカー

悶中屋熊五郎商店
B(22)3 7 8 3 

6
②
二

0
八
五

群柔連北群馬渋川支部

柴

崎

洋

行

事

務

所

渋

川

市

半

田―1
0八
ノ
ニ

総
務
部
長
阿
部
正
市

II 
II 

横

内

正

晴

小

竹

恒

夫

副

支

部

長

石

田

昭

支

部

長

関

久

三
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昭利 47年 4月 ー 日 ぐ ん ま 柔 道 第3号 (2) 

＝＝各界の名士

若き頃を語る

品
匹

u
休
上
郎
分
k
u
J

r
咋
年
よ
り
な

る
が
尽
し
た

い
．
贔

と
埠
絆
と
述
ぺ
た

．
 

引
さ
給
さ
輯
平
公
に
う
つ
り
．
駄
切

L
．
柔
辺
北
屈
の
に
S
に
日
力
で
は
あ

が
『
こ

U
を
慨
に
．
心
ふ
薪
た
に
修
ぷ

昇
段
ヤ
ル
』代

1
し
て
北
爪
茂
雄
六
ぽ

ー
名
の
計
六
十
四
名
．

前
に
掲
竺

三
ぽ
十
七
名
．

一段
ヤ

ー
名
．
罰
段
十

以
下
五
名
．
五
段
十
二
名
．
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＊
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＊
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．
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岱
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．
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．
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群馬県柔道選手権大会
町田． 大藤が関東選手権に出場
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位
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予
遺
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七
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憚
＊
全
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日
．
懸

翌

僅

に
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行
な
わ
れ
に
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当
日
は
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四
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本
県
武
這
輝
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行
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わ

れ
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閲
軍
柔
這
這
乎
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大
会
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含
品
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柔
辺
翠
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閻
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雌
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予
這
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．
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．
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膿
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這
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．
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．
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＂
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＂
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＂
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＂
仕
次
郎
訓

野
沢
紐

ー

ぃ
＂
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＾
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．
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．
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＿
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＿
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）
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勢
鵬

町
m
云
腎
）

e世
田

一
警
）
優
勢
輯
ち
越
域
（
邑
蜘

の
金
谷
が
前
躙
．

正年
の
柏
倉
を
返
し
拉

に
敗
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一
ふ
優
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し
た
．
柏
介
は
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紐
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匡
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年
生
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石
倉
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費
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込
足
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崎
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勢
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m
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ず
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ポ
イ
ン
ト
を
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て
切
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騨
L
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卒
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．
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庫
C
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で
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覇
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た
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四
既

2
郎
は
わ
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主
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あ
r
た
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右
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石
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段

大

藤

一

＿＿
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騨
成
績
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暉
一
欧
二
引
分

＊
会
に
代
表
と
し
て
出
場
す
る
．

~
砥
竹
m

i
一鵬
i
敗
．
引
分

鯨
で
行
わ
れ
る

OO東
近
は
絞
別
這
手
憧

位

柏

倉

~
一
騎一引
分

各
阪
の
軍
”
名
は
＿―

-n
-干
B
に
講
五

0
初
撃
A
I
J
ー
グ

県
這
乎
枷
名
に
な

っ
な
わ
け
で
あ
る
．

県
下
政
別
這
手
蠣
大
会
子
這
成
績

“
介
這
乎
は
『
一
れ
で
六
年
連
紐
五
段
m

＿
f
に
は
抗
す
る
ー
』
と
が
で
さ
な
か
っ
た
．
＿
人
が
出
嶋
し
て
大
鵡
鵬
で
あ
っ
た
．

が
練
冑
C
賀
．
鼠
と
し
に
臆
る
石
倉
湿

柴
竺
澪
・

一浪
111支
躙
ー
が
出
場
し
た

書
加
し
た
．
五
阪
m
郎
l
j
.
f
十
七
オ
の

生
が
多
く
．
，
二
阪
に
は
腎
翔
11が
六
名

c
四
十
名
が
参
加
し
た
“

＂
段
は
高
佼

吐
段

一五
名
．
四
ぽ
．
1
名
．
五
段~一名

の
這
子
で
切
竺

0
名．

芯
印
[
+
名

ら
樵
ギ
ん
さ
れ
た
切
ぽ
か
ら
五
ぽ
ま
で

這
鱈
で
開
か
れ
た
•
-
＿
れ
は
各
支
部
か

紐
大
全
甚
干
這
は
i
iH

-る
i-
a
に
県
武

会
警
田

一五
回
東
京
郡
近
整
段
別
翠

昭
和
四
十
七
年
県
下
ぽ
訓
選
手
憚
大

乎
C
出
覗
が
C
ぞ
ま
れ
る
．

て
初
優
腱
し
た
．
―
-
C
ク
ラ
2
は
十
五

雌
位
を
お
び
や
か
す
箋
欲

eき
っ
た
這

町
111．
周
東
C
国
体
這
子
を
し
り
ぞ
け

沿
し
な
か
っ
た
．
m
大
怠
に
石
倉
五
阪
c

訊
動
ぽ
員
が
i-
I
ぷ
J

に
な
り
、
人
蘊
が

し
た
行
が
磁
人
い
る
が
今
大
会
に
は
出

古
客
苔
ょ
う
だ
．

品
ぢ
郎
は
腎
煤

臓
名
の
小
に
し
＊
牛
や
実
霙
団
で
紐
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も
体
甘
"
C
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点
を
生
か
し
一
占
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を
代
哀
す
る
遵
尤
だ
っ
た
．
若
手
の
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・
一段
の
郎
は
群
＊
の
＊
航
が
切
優
闘

じ
だ
が
．
過
去
砒
乎
』
の
二
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が
群
馬

先
行
さ
が
攣
L
み
で
ム
る
．

H
)
は
今
年
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ら
は
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と
退
い
た
惑

＊
兵
C
わ
り
に
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庫
に
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が
あ
り
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な
い
．
同
年
の
佐
藤
五
段
（
利
恨
暉
敦

力
肴
．
体
瓜
も
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十
＊
口
は
あ
ろ
う
か
＂
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1
十
一

ォ
．
往
年
の
攻
撃
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は
凡
ら
れ

墜
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店
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｛
．
．
i
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年
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で
一
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の
実

石
倉
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殴
竺
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年
追
鵬
だ
が
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今
年
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で
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金
谷
ほ
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で
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麟
．

令
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域
は
そ
の
中
2
責
置
な
存
在
．

別
大
会
で
は
一
年
C
喪
で
優
麟
．
玉
千

て
民
問
m
遵
ヂ
は
非
常
に
わ
ず
か
で
あ

は
な
れ
る
わ
け
に
行
か
ず
．
柔
這
は
家

凜
し
ま
し
た
．
仕
男
で
＾
る
私
は
家
を

私
は
．
大
正
五
年

．

云
~n
．
高
中
を
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で
し
た
．

叫
内
に
は
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葎
は

i
人
し
“
り
ま
せ
ん
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さ
れ
て
し
ま
い
拿
し
た
．
出

咬

か
り
感
激
し
．
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か
り
柔
這
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と
り
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さ
．
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比
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す

っ
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阪

・
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t
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し
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．
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る
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＾
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ぷ
年
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高
崎
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の
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S
指
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を
受
け
ま
し
た
．

先
中
の
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を
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け
．
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年
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切
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学
．
．
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平
C
雌
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門
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C

し
て
切
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笥
を
身
に
つ
け
ま
し

年
で
し
た
．
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は
高
崎
中
学
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に
入
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そ
れ
は
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と
＊
正
m
か
わ
り
日
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館
C
試
合
に
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．
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．
切
限
で

b
．
講
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．
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＂
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友
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．
＂
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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と
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干
t
M
.
”

あ
り
ま
す
．
こ
れ
は
サ
ン
ポ
が
直
緯
的

技
し
て
ま
い
り
ま
し
に
．

団

g
鐸
台
で

U
+は
ソ
遮
と
激
L
(
l
l

国
際
サ
ン
ポ
大

会
に
参
加
し
てi“~"

• 置眉

で
？
＊
．
閲
輝
位
で
の
五
・
・
介
t

賛
は
．
本
暉

A
で
行
な
わ
l
L
．
拉
伎

似
て
い
ま
す
疇一
服
翡
は
ヤ
ょ
ふ

glKt.）

柔
辺
と
訂
ゎ
“
る
如
く
非
常
に
柔
辺
に

ビ
＾
＂
せ
た
し
の
で
す

．
＿
＿
れ
は
ソ
這
式

噸
術
」
と
い
う
紐
の
頭
文
字
を
つ
な

鱚
名
で
は
な
(

r
武
粋
ル
＿
特
た
な
い

サ
ン
ポ
と
い
う

C.M9晶
は
闘
布
"

0
サ
ン
ポ
と
は

あ
と
で
す
“
し
か
し
『
』
の
サ
．

w
~
の
働
辺
と
柔
這
打
で
柔
滋
の
9
ー
ル
で
試
＾
＂

に
這
ん
に
な
っ
た
の
は
第
．

i*
＊
峨
の

ソ
濾
C
サ
・
品
が
切
め
て
日
本
の
柔

柔
辺
に
比
べ
て
脹
史
的
に
は
浅
（
．
籾

〇
柔
道
と
サ
ン
ポ
と
の
交
わ
り

し
て
鰈
え
ら
れ
た
C
は
．
ル
．汰
年
で
．

一す．

も
許
さ
れ
て
い
ま
す
”
サ
ン
ポ
が
形
と

け
で
な
く

M
．
紐
足
可
＂
股
皿
節
序

は
ポ
イ
ン
ト
だ
け
で
す
．
関
節
は
肘
に

往
で
C
-
＊
．
判
定
等
で
決
せ
ら
れ
ま

大
会
の
十
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
い
皇

岬
苔
名
な
柔
這
選
手
が
日
本
C
サ
ン
ポ

黛
梅
＊
整
．
．
 凹
（
出
聾
色

す
．
た
に
し
絞
技
は
な
く
．
仰
を
一
を
出
場
し
．
岩
釣
（
氏
帆
叫
贅
）
．
佐
暉

柔
辺
選
手
が
砥
杭
な
（
サ
ン
ポ
大
会
に

か
げ
に
し
＊
宜
中
3

戦
．
樟
敗
し
た
例
し

見
て
く
る
と
全
体
的
に
は

n＊
庄
謄
C

な
事
疇
も
起
り
虫
し
た
．
＿
＿
の
よ
う
に

Ill
の
で
敗
れ
る
と
い
う
シ
＂
ッ
＊
ン
グ

―
-
『
シ
チ
デ
ン

nli:
巴
慇
げ
か
ら
C
十
字

予
籠
者
の
岡
”
道
手
が
ソ
追

9
-琉
の

＿
九
六
七
年
の
學
日
職
で
は
全
日
本
這

不
覚
を
虞
L
を
』
と
も
あ
り
拿
し
た
．

対

一
と
日
本
が
大
韓

L
ま
し
た
．
餓
に

伊
蘊
（
出
葵
環
＊
）
が
ソ
遥
遠
征
で

ま
す
．
翌

F
C訪
ソ
で
は
パ
討

i
．
し

し
で
さ
ず
引
分
け
た
り
．
ま
た
輿
Ill.

四
対

．．
 

Ii対
0
と
日
本
が
騨
そ
ぃ

リ
ッ
ツ
の
巧
紗
な
十
字
固
の
攻
勢
で
何

撃

が

来

nし
．
し
ハ
吋

．．
 七
対
．． 

｀
 
ら
れ
た
り
．
東
京
で
白
心
遵
が
シ
ュ

そ
の
紐

t
．
九
六
ょ
年
に
は
i
0
名
C

位
）
が
シ
ュ

IJ
．
ツ
に
十
字
囚
め
で
と

軍
と
も
匹
名
が
~
ぇ
i位
に
入
賞
し
皇
し
た
．”釆
H
の
柑
前
111
這
予
（
後
＾
土
日
本
．

紐．

i名
．
箪
昂
“
.
i名
が
参
加
し
．
虹

ォ
11
ン
ピ
ッ
ク
に
は
ソ
遠
か
ら
は

"lit

紗
と
日
本
が
圧
謄
し
ま
し
た
．
東
京

使

t
好
ん
で
練
習
し
直
す
．

ら
な
い
た
2
確
尖
に
一
本
と
れ
る
閲
即

ど
ん
な
に
具
事
に
般
げ
て
竺
本
に
な

へ
“
追
り
下
さ
い
．

は
年
額
（
四
回
色

二
百
円
e
“

集

ま
す
が
｀
直
復
“
過
を
希
蟹
さ
れ
る
方

を
通
じ
て
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

・ヽ

さ
し

i
般
含

2
c方
に
は
各
茎
岬
エ

c
狐
皿
C
先
生
を
通
じ
て
“
た
ず
わ
下

未
荀
の
平
佼
が
あ
り
ま
し
た
ら
柔
這
郎

い
る
か
も
知
れ
三
七
令
も
し
．
皇
に

ど
(

C
は
発
行

aか
ら
か
な
り
た
っ
て

な
い
か
・ら
柔
滋
郎
の
告
さ
ん
の
手
に
と

会
が
闊
か
れ
る
C
は
．
定
期
的
で
は

布
す
る
よ
う
“
瓢
い
し
て
あ
り
ユ
す
．

仝
公
立
中
干
位
．
“
位
の
柔
辺
郎
へ
配

伍
会
．
ぶ
惇
此
仝
．． 
4

サ
は
虫
姦
廷

『
ぐ
ん
拿
柔
辺
』

C

全
高
絞
寧
莉
比
会
を
通
ヒ
て
県
内
の

サ
は
中
学
ぽ

編
集
襲
記

紙
面
で
“
礼
ん
』
巾
し
あ
げ
ま
す
．

し
て
お
覺
訊
い
た
だ
さ
立
し
た
仔
撮
に

感
し
ま
す
．
紐
り
に
今
皿
の
切
ツ
に
対

這
の
輯
究
鰊
序
を
し
て
い
く
必
要
を
輝

_＿れ・

2
c氏
所
を
と
り
い
れ
さ
ら
に
柔

な
る
二
と
は
な
い
と
思
い
虫
す
．

も
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
と
て
マ
イ
ナ
ス
に

る
そ
う
で
す
が
―
ー
れ
ら
は
ど
の
醗
技
に

手
が
細
翌
す
る
・
ご
＾
テ
ム
に
な
っ
て
い

V
｀
レ
ス

11
ン
グ
し
柔
迂
も
．
人
の
追

そ
れ
ピ
け
を
が
門
的
に
す
る
C
で
は
な

い
ま
す
．

ソ
述
で
は
サ
ン
ボ
の
這
手
は

ア
レ
ス
リ
ン
グ
で
も
泄
界
的
な
這
手
が

で
し
ょ
う
．
誠
ら
C
中
に
は
ア
マ
チ
ュ

モ
ン
h
ル
相
は
2
漿
が
雄
敵
に
な
る

ご
玉
み
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
＂
に

ン
C
パ
ラ
ワ
・
9

．
中
団
の
シ
ュ
ワ
イ
ジ

イ
ラ
ン

c
n
シ
テ
イ
．
ア
フ
”
_
＿
ス

9

ル
n
C
カ
ラ
ク
ジ
ャ
ク
、
ヤ
ク
レ
イ
｀

多
あ
り
ま
す
．
泄
界

c
m闘
往
に
は
ト

を
倒
そ
う
と

3
.
s
っ
て
い
る
も
C
も
多

し
か
し
＂・
サ
ン
ポ
以
外
に
も
日
本
柔
這

苦
戟
す
る
こ
と
は
な
い
と
息
い
ま
す
。
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美

nm武
道
館
に
“
い
て
峰
直
に
喰
行
さ
れ
た
．
一

應

寺
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賢

一
同
醤
碑
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"
J
L
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烈
鴨
C
＊
ぷ
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切
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れ
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製
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し
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＾
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る
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．
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北
群
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．
訊
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訊
む
ー
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と
が
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島
る
か
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か・
2
B糾
へ
転
硲
し

た
店
崎
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B
机
庫
蒻
C
上
に
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＾
＂

ffi謄
を
飾
“
る
か
に
し
ぼ
ら
れ
た
．

四
点
索
＂
点
し

E
A
f
l
l
C
饗
”
令

い
は
北
罪
謁

．
訥
Ill1土
郎
が
断
然
弧
＜

す
ぎ
に
選
子
も
出
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し
て
い
た
が
．
ま

に
ま
だ
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の
農
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~

高
は
咋
年の
精
人
戦
で
優
騨

し
て
以
来
旭
JJ
を

r"`

庁
暉
が
れ
ょ
に
得
点
し
て
危
な
げ
な
（

騨
ら
進
ん
に
．

い`  
上
政
が
謁
ち

｝
黛
級
の

m

絃

岱

高

は

金

芥

？
ン
マ
ン
＋
ー
ム
だ
が
．
大
点
が
少

な
く
．
よ
く
金
谷
C
得
点
を
生
か
し
て

一芯
陸
輯
ら
践
っ
た
の
は
賞
讃
さ
れ
る
．

：
一
の
紡
果
耶
決
謄
に
碍
ち
践
っ
た
114チ

一
ー
ム
と
阪
ぷ
＂
＂
祈
戦
で
”
で
か
び
上
っ
た

前
IRi．
中
之
条
ぢ
＾
杜
＂
」
ハ
＋
ー
ム
が

六

JIt
じ
＂
吊
盟
県
館

Illiliで

行
な
わ
“
る
閃
収
＊
会
に
出
渇
す
る
―
j

と
が
決
定
し
た
．

一

g舟
茂
膊
紐
繍
竺

角
に
っ
た
が
．． 
i

旧
戦
で
7
(
b
t
l
J瓜
一

躙
と
対
戦

し

．

命

罹

が
刊
儀
暉

一

年
の
塙
江

-ig"）
に
引
｀
u

分
け
ら
れ
｀

二
対
一
で
敗
れ
た
C
は

践
4
・
高
暉
は
臀
復
活
輯
で
も
前
商

に
敗
れ
閲
癸
全
の
出
場

urliした
．一

二
れ
に
対
し
て
小
之
条
芯
位
は
販
者

復
紐
戦
で
く
ヒ
逼
に
窓
ま
れ
、
関
卓
優
騨
i

闘
人
戟
U
食
谷
．
ば
が
順
内
に

．i
位

令

IJs．
前
旧
の
午
年
別
湛
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I
・
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部
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．
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K
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-
H
C
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体
戟
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一
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戦
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も
な
く
．
む
し
ろ
芍
予
還
予
の
攻
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は
体
霞
制
で
只
十
四
位
が
参
加
し
お
＂
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滋

IJl

雙
＂
慣
謄
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窃
崎
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部
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合
納
層
晶
に

L
な
る
．
群
島
を
代
翠
る
巻
六
阿
の
位
紐
体
は
前
暉
が
六
速

膊
C
名

・
藤
塁
郎
は
そ
れ
ぞ
れ

111
漿

と

し
て
ひ
さ
紐
さ
醤
的
に
箇
耀
勝
し
た
が
＾
＇
年
は
前
暉
は
ず

っ
と
チ
ー

年
＾
飢
•
B
e
l
l
の
第
位
で
今
年
下
位
し
て
L

・5
い
た
い

．

ム
が
小
閉
化
し
．
m
々
決
腺
で
官
岡
店

と
対
載
L
.
.
 i対
i

で
敗
れ
七
鴻
覇
を

＾
饂

団
体
戦
緯
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そ
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す
る
繋
綱
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砕
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選
予
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島
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莉
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十
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．
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化
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．

H
漿
臀
＂
＊
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に
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い
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R

な
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た
名
．

望
器
裟
m
枷
せ
ん
す
品
尋

N

号
＇
平
拉
．
嚢
．
大
学

C
体
官
選

巖
怜
脊
文
nに
弧
化
秀
＾
坦
柔
這
聾
百
な
ら
び
に
喜
柔
這

会
を
四
~
き

．

指
迫
漿
団
に
関
す
る
菜
壁
責
任
苫
揖
せ
ん
す
る
肴

綱
な
ら
び
に
畑
化
指
定
選
手
団
を
醤

0

還
手
C
指
定
お
よ
び
鰈
降
は
繹
年

し
に
．

累
は
一
般
九
人
．
贅
六
―
―
―月
中
に
決
定
す
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咎

而

暉

）

隈

裕

盆

．． g
~l 

＇ 
•
一
の
各
級
代
き
は
人
＂
ュ
．

五
．
四
U

に
小
翡私

μ
叫
佑
四
ょ

n年
十
九
オ
の
吟
．

m
n府
け
ヤ
価
烹
＂
に
天
神
冗
悶
泣
柔

笥

m砂
捻
杏
．
郎
先

t
に
人
門
．
＂
占

を
給

nま
し
た
．
週
に
．
云
品
平
＂
を

{
ユ
げ
ま
し
に
．
虞
繁
期
は
休
み
な
C

で
武
磁
全
群
鳩
士
郎
の
情
古
が
匹

・
九

m
nで
＂
に
六

n
ぁ

IJ.;”
年
に
キ

翫
以
上
出
慮
す
る
と
＂
勁
訂
が
出
ま
し

に
．
「

ゎ

J
l述
続
で~
i皿
r
t
l
き
ま
し

た
．

武
炭
あ
教
師
は
閲
口
登
五
郎

先
生

M
め
．
罪
屈
．
“
I
A
．
小
瓜
和

)
各
先
生

tに
．

人

葬

一年
11411

武
兒
お
愚
べ
郡
の
人
会
に
京
郡
木
揺

よ
り
磯
IIた
中
と
小
心
ム
泊
郎
先
生
が

人
定
と
参
・
り
れ
て
．
貼
下

m先
生
ゃ

紐
C
者
を
川
予
に
し
て
の
＂
ト

11
が
火
に

立
派
で
珠
に
比
往
の
比
ト
さ
に
は
私
は

ー
す
っ

か
り
絋
敵
し
ま
し
に
．

大
正
只
年
よ
り
級
制
ぼ
が
出
来
ま
し

一
と
輛
級
か
ら

一
紐
ま
で
あ
り
ま
し
た
．

＊
正
~
祐
・
四
n
武
l
e会
群
馬
支
郎
＊

会
に
私
は
二
紐
で
高
点
試
合
に
出
場
し

ま
し
た
．
李
い
高
点
で
本
郎
よ
り
賞

状
に
氾
71
一
販
り
受
賞
し
拿
し
た
．

私
は
柔
這
の
窯
を
該
（
し
て
東
京
へ

行
き
．
充
分
の
精
古
を
望
み
．
＊
塔
―
-

年
四

n杢
笛

身

m柔
迫
と
窯
復
闊
＂

→ 

個
人
は
金
谷
． 
山
田
． 
平
賀

丹
羽
七
段
技
能
賞
を
受
賞

全
国
高
段
者
大
会

rn爪
先
生
の
熟
生
と
な
り
点
し
た
．

午
前
巾
は
撞

it術
μ
門
い
．

T
後
は
柔

号
＂
小

3

で
二
年
六
ヵ

n修
巧
巾
賽
父

が
痢
公
C
た
め
婦
宅
し
｀
ま
し
な
く
亡

く

な

り

ま

し

な

＊
jE五
年
H

翌

柔
辺
々
場
を
紐
誼
．
指
導
を
始
の
ま
し

た

．

＊

正
Ji年
に
蹟
遵
館
に
入
門
．

畜
介
を
受
It
．
一
紐
に
編
入
さ
れ
．
試

＾
＂
に
出
る
二
と
を
許
さ
れ
．
七
人
は
い

竺
．
繊
C
上
位
に
進
み
．
ぢ
試
＾
11

で

[K
は
い
て
切
阪
を
免
咋
さ
れ
ま
し
た

大
正
六
平
紅
自
試
介
で
二
段
に
進
み

*
j
E
七
年
紅
白
試
介
に
交
位
い
て
比
群
馬
県
柔
遵
盟
は
品
”
ご
十

脊

群
立
殴
に
当
FJ
外
阪
を
咋
さ
れ
ま
し
た
に
罪
島
県
堕
＂
輝
会
館
に
お
い
て
総
会

*
j
E
古

転

・四
阪
に
進
み
．
昭
fll叫
を
閏
Rliし
た
が
慮
上
合
UIJC
一
郎
を
変

懇

サ

天

A
御
皿
位
記
念
裕
災
立
試
更
し
｀
従
来

i
名
で
あ

っ
た
刷
含
苔

介
澁
県
代
表
選
北
と
し
て
出
場
．
試

る
函
制
に
し
．
ま
た
梃
来
C
五
郎
（
庶

＾
＂
小
し
つ
れ
て
北
綱
れ
し
て
布

ljlを
突
痛
暉
全
叶
郎
．
畜
躙
部
．
指
導
醗

4
"関
節
腹
臼
に
て
不
弔
に
も
試
＾
仕
普
及
郎
）
に
研
た
に
広
輯
郎
を
加
え
る

行
不
餓
に
て
nfiiRItと
な
り
ま
し
た
『
一
と
に
し
た
．

昭
fll七
年
五
既
に
昇
ぽ
し
ま
し
た
．

締

役

＂
は
次

C
通
り

昭
和
九
年
武
衷
采
・
部
よ
り
粒
士
の
刷
会

a
"屈
行

一

六

九

オ

枷
9
ヽ
を
揖
与
さ
れ
ま
し
な
昭
和
十
前
緯
市
城
東
町
攘
サ
師

嬰
平
六
既
に
昇
段
．
昭
和
二
言
＿年
七
広
輯
郎
長
斬
井
礼
次
郎
―
―
―
五
オ

欧

に

昇

ぽ

す

．

勢

多

晨

林

高

校

敷

諭

以
上
の
通
り
概
団
の
経
験
を
別
に
記
広
織
躙
郎
伍
圃
谷
膊
之
一
＿
＿四
オ

埠
も
な
い
の
で
犠
然
と
記
し
ま
し
た
．
前
嬌
市
文
京
町
攘
竹
師

●
新
設
広
報
部
は

新
井
・
柳
谷
氏

●
田
島
行
ー
氏

副
会
長
に
追
任

斯
辺
憂
好
益
甘
c
何
か
の
参
ケ
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
．
g
c
ま
す
ま
す

5-M闘
を
“
揖
り
巾
上
げ
ま
す
．

現
住
所
孵
島
郡
罪
島
町

暫

追

参

与

八

ぽ

七

ナ

ハ

オ 會右から金谷 ・山田 ・平fI選手
9.... 

Illm
（
利
應
虞
勢
鵬
ち
亀
岡

・
腐

九
山
（
．
）
＂
饂
床
．
＂

輯
棗
級

平
買
（
利
暉
）
移
り
輯
今
井

・
店
商

鵞
山

（
農
二
）

Itさ
固
め
＊
＊

・
虫

．．．
 

下
代
飢
”

IIJIll敏
弔

令
行
柚
引

餃
笠
暉
ら
柏
介
促
夫

つ
り
こ
み
爬
人
LIi
る
文

優
勢
膳
ち
況
111"誠

決
膊
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飢
川
駅
前
C
閾
口
綱
院
C
広
大
な
蠍

雌

？

門

弘

暑

は

竺

て

い

る

．
．
 

A
士

苔

青

畳
C
囚
脚
を
広
く
と
っ

た
．
広
広
と
し
た
辺
場
で
正
町
に
嘉
納

師
醐
揮
奢
c
m
を
は
さ
ん
で
右
躙
に
“

輯
C
ヰ
冗
．
左
躙
に
弘
辺
館
C
訓
紐
名

絣
匹
口
字
五
郎
先
生
の
ヰ
立
が
懸
け
て

ふ
る
．
間
口
年
五
郎
先
生
C
人
と
な

り
と
弘
五
郎
空
庇
史
は
荘
島
叫
そ
ポ
ー

ッ
七
ン

9
1
に
あ
る
団
氏
C
頌
螂
碑
の

避血
m碑
文
に
よ
り
紹
介
し
ょ
う
．

そ
C
腐
な
人
筍
と
卓
越
し
た
指
導
の

力
に
よ
っ
て

一
人
C
教
化
は
万
人
に
及

ん
に
．

．
 苔
毛
1
位
復
術
に
“
い
て

上
直
奥
を
究
の
そ
C
杵
及
斃
楓
に
努
力

し
群
島
貼
懇
＂
帥
会
を
結
成
し
て
斯
菓

塁

c

ぶ
g
を
知
さ
．
昭
和

一十
八
年

な
＂
六

U
^
+――
オ
の
天
北
を
代
・
工
．
＂

L.-. ‘, 

多
く
の
人
材
を
育
て
る

嘉
納
師
範
の
命
名

こ
ん
に
ち
は
II.

弘
道
館

＝マレーシアを指導して＝

拉
げ
の
懇
を
演
ず
る
塩
＊
四
紐

C
下
に
井
出
晶
呵
五
段
が
岬
認
代
と
な

っ
て
青
少
年
の
栢
導
を
し
て
い
．る
．

釈
古
は
月
＊
金
の
週
――i8
だ
が
七
十
余

る
名
の
守
少
年
が
熱
心
に
堕
・
11
に
励
ん
で

い
る
．
―
-
C
這
鳩
か
ら
は
噸
和
＿＿
＿七

年
に
東
出
好
和
五
ぽ
が
群
馬
貼
か
ら
は

戦
後
初
S
て
全
日
本
選
手
耀
に
出
場
し

て
い
る
．
そ
C
他
病
院
に
は
罷
柔

専
出
身
の
若
予
翠
も
多
数
お
り
径
掌

団
大
会
に
出
場
し
て
も
か
な
り
た
た
か

聾
嬰
経
営
）
内
に
再
這
さ
れ
た
．

塁
農
、
佐
村
十
紐
．
中
野
九
段
．

小
宏
＾
紐．

石
＊
入
段
・
2
c
“
胚
々
を
・
そ
る
と
息
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
．
ー
—

紬
め
県
内
外
か
ら
多
緻
の
豊

i-れ・り
の
人
た
ち
が
閉

一塁

出

翌

・を

n
て
七
月
二
十
日
に
這
＊
な
這
鳩

IIU危
の

ざ

L
.
＾
肯
＊
這
干
枷
に
出
場
す
ぺ

環
在
は
閾
口
館
長
く
綽
日
猛
紐
閃
を
し
て
い
る
．

が
行
な
わ
れ
た
．

い
ま
先
考
雙
』
仰
ざ
そ
の
遺
凰
を
伝

え
る
た
の
農
す
る
人
々
m
寄
I
J
-
-
C

碑
を
た
で8
•

あ
あ
速
の
山
阿
あ
る

鼠
り
＿
＿
の
人
を
祁
I
J
_
-
C
合
＂
え
よ

国
を
翼
す
し
の
は
人
に
あ
り
人
を
磁
叫
和
四
卜

;
醤
匹

n十
日

tの
は

n本
古
来
の
裔
に
あ
る
――

閲

品

必

盤

盗

塁

霜

農

易

と

を

旧

ヒ

梵

m
地
に
柔
道
tll3
の
弘
道
館
は
昭
約

一0
年
七
凡
戦
災

＊
金
字
m
を
打
に
て
た
偉
＊
な
る
功
労
で
繁
へ
す
る
2
で
前
壁
限
＇
代
田
町

C

れ
が
柔
道
輯
帥
入
段
閻
口
学
五
郎
先
生
閏

n研
院
内
（
現
群
柔
追
会
伍
閲
口
枯

で
あ
っ
た
．

五
郎
氏
峠
営
に
に
あ
っ
た
．
ら
厖

-
？
し
て
高
納
itr五
郎
先
生
の
門
に
で
林
五
郎
氏
汽
五
陣
氏
冦
罪
事
邑

入
り
使
を
印
さ
心
を
練
IJ
這
に
蹟
道
館

t窃
は
幼
考
え
か
ら
贔
』

U
Lく
餓

怠
の
神
撃
を
修
ウ
哨
約
平

．
孟
・
え
ら
れ
た
．
農
岳
紘
懇
笞
ヵ

群
馬
の
民
・
心
を
懸
起
し

n為
の
人
け
を
氏
．
元
魯
填
院
議
以
伊
藤
躙
這
氏
．
副

g字
・ペ

（
前
輯
市
に
嘉
納
先
生
の
命
＾
良

111瓜
行

一
氏

．

棗

屑

＊

囚

名
せ
る
弘
屠
を
開
証
し
広
く
門
戸
を
雄
氏
・
り
は
惰
―
C
巌
館
で
粒
え
を
受

関
い
た
．
磁
名
を
慕
い
て
教
え
を
乞
う

It
に
人
追
で
あ
令
北
罪
鳩
扉
小
符

笠
紐
々
と
し
て
集
い
県
外
に
門
m
万
村
に
あ
る
そ
几
郎
先
生
の
更
“
参
り

一

を
以
て
誼
え
る
に
至
っ
な

進
ん
で
呵

．
を
す
る
泊
委
ら
が
迂
場
は

111に
あ

U
*＂
平
拇
外
鳩
力
閃

範

裟

槻

翠

督

塁

霧

袋

崖

ち

寄

い

る

と

の

邸

晋

よ

り

．

と

し

て

昭

和

四

位

・

―

-.g
"に

．．
 
箪
・
七

n絨
Illの
IIUロ
畠

（

出

鵞

し

．
昭

fll四
ヒ
平
．．． 

n
-ヒn土

ー・・，
．． 
＇
ー

•
-
I

・
・
―

愈

製

ど

を

堡

偽

輯

と

な

り

｀

昭

和

．
--

!
＇
ー
ー
•
•
」|
|
_
1
|

＇
柔
漿
醤
誓

一裔
阻．で
柔
道
指
導
出
さ
＿
み
四
忍

9
―

，

這

士

館
）
は
｀
笥
＊
芳
嬰
嬰
．
玲
翡
国
し
直
し
に
の
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
柔

疇
吋

"

"

"

"

五

汀

且

”Irでふ

疇
這
館
の
耳
窪
に
よ
り
．
女
子
郎
道
墳
中
夏
の
国

(n本
の

g
名
い
た
い
問

さ
餞
玲
沼

彰
．沿

呪

を
lWIJ
て
約
一
闘
モ
ー
哀

一
杯
磁
ヒ
ー

な
の
で
切
の
は
柔
道
を
み
危

為

ゃ

這
館
『
号
上
で
汗
を
絋
し
た
．
け
で
汗
が
グ
ラ
グ
ラ

・＿＿

g
-
平
皿

沿
』

又
．
＿
般
守
年
翌
＂
古
を
行
う
＊

ia
指
導
が
で
さ
0

の
か
と
日
分
を
以
っ
と

鳩
を
絵
し
．
嘉
納
治
五
郎
先
主

C
S
M(
•
S
い
で
す．

t^
マ
レ
ー
シ
アA
U

像
の
前
で
記
念
狐
厖
を
行
っ
な
が
東
京
と
U
ぽ
閲
ヒ
で
宙

面

か
ら
1

そ
の
他
．
燿
発
に
は
東
京
9
ワ
ー
及
び

Il
た
っ
て

い
王
す
．
マ
レ
ー
シ
ア
で

—
羽
醤
沿
で
ジ
ャ
．9
-
~慨
の
飛
び
立つ
は
ど

―

ー
令
2
t
-
H
本
人
と
兄
る
と

の
を
品
牛
し
＊
音
で
婦
嗣
し
た
．

柔

這

g

.
を
(
fl
ど
刃
れ
る
11
ど

柔
辺
焦
の
麻
い
旧
で
す
“

皮
面
揖
岬

肴
が
い
な
い
と
い
う
-
―
と
で
す
．
各

州
に
は
必
ら
ず
辺
場
が
あ
り
．
鎚
B
綽

苦
に
励
ん
で
“
り
ま
す
．
中
で
し
＊

さ
い
の
は
行
昴
ク
ア
ラ
9
.
9
プ
ー
9

の

...
 
_．
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9
オ
ス
．

マ
レ
ー
シ
ア
ー

七
ラ
ン
h
ー
ル
ジ
ュ
ー
ド
ウ
ク
ラ
プ
で

生
紐
約

一
0
0名．

HBM日
か
ら
士
“

虞
で
緯
Fl
一
岱
間
平
の
鰊
営
で
す
．

マ
レ
ー
シ
ア
は
困
際
柔
這
に
加
磁
し
て

い
立
す
の
で
事
縞

M
Kで
あ
る
買
さ
ん

と
い
う
中
国
人
と
わ
れ
わ
れ
で
昇
阪
の

想
ん
を
す
る
』
一
と
が
で
さ
ま
す
．

翌

．

器

の

有

名

を

一限
が
砒

露
で
最
近
か
な
り
布
阪
希
も
ふ
え
て
い

出
す
．
各
州
大
会
は
紐

Jlt-
5
行
な

わ
れ
ま
●
“
二
れ
は

n本
の
団
体
と

岡
じ
で
二
年
月
度
シ
ア
ッ
プ
ゲ
ー
ム

（
シ
ン
ガ
心
ー
ル
．

9
イ．

・ペ
ト
ナ
ム
．
ビ
ル
マ

．

と
い
う
大
会
に
東
m
t
ン
ア
六
ヵ
国
が
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．
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中
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＊
＊
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代
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．
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攣
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仁
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車

二
~
号
に
躙
讚
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瓢
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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＊
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．
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＊
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＿
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．

忠
ぷ
C
瓢
に
山
鳩
し
を
醤
富
沢
這

鳩
も

IL
位
に
人
賞
し
た
．

等
全
国
各
Jdl
か
・
ユ
竺

一匹
＋
ー
ム
が
●

加

し

竺 全
国
少
年
武

道
練
成
大
会

w怠
這
場

S
I
O

＿
＿
＿
回
戦

桜
井
這
場

4
1
0

這
鳩

一
軍
芭

鵡
閲
分

E

門

口
島
氾
鳩代

資
戦
で
騰
ら

（宮
域
）

1
1
1公
仙
沼
少
年
団

渭
四
阿
＾
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．
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懺
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．

久
び
色
の
躙
ffl
会
で
受
鵬
着
C
紋
位
を

訓
麟
し
な
か
っ
を
』
と
も
あ
っ
て
金
県

下
か
ら
百
ー
エ
名
が
参
加
し
．
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．
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．
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．
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．
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＾
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．
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．
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．
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．
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．
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瓢
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＿
＿
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仇
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．

躙
拿
で
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．
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．
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．
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．
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叶
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．
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＊
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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＿
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î

i

凧
量
紐

U
贄

28*

編
集
後
記

入
月
か
．
＂
”
柔
濯
広
攣
間
に
つ
ぎ

n

一
云名
が
i
n
“
さ

IL.
『
ぐ
ん
皇
拿

ia

も

411出
す
き
』
と
に
な
っ
た
．

一一

太
エ
―
印

部
い
れ
か
え

――
ぽ

布

川

正

人

（
紅
g
．
渇
浚
）

牛
込
＂
沿

＂
名
贔
紐
鵡
“

高
g
l
l
i
4
1
貨
“

34
オ

石
井
情

i

33
オ

”
属
県
蝉
総
ヤ
佼
舷
諭

*
正
+
｀
年
以
立
桐
生
中
中
位
教
織

=
-
i
位
佐
籐
閃
＝
＂
閾
•
町
ざ

＊
正
十
一
年
畔
馬
県
縛
輯
年
ぽ
平
寓

S
に
の
死
屯

心
叫
匹
闊
叫
●
（
砂
lflLIIfm

-．
位
高
虞
酋
叫
{
“
崎
・
鑓
ほ
＿

I
紐
は
と
な
り
C
紐
稟
1
1
1
器
馳
に
令

忌

IP"岳
2

"
）
さ
し
忘
れ
い
る
い

2
C
戴
枷
に
戴
っ
た

l-i
位

“

瞑

成

帽

（高
崎
・
ほ
片
）

リ
了
ム
を
し
た
IJ
し
て
合

じ

ゃ

ぎ

＞

籾

ぼ

の

躙

名

た

．

畑

り

は

U

本

at滋
郎
と
N
H

．
位
訊
喰

一
暉

（が1
四
・
咎
2
i

k
紘
追
セ
ン

9
1
ル
i
名・
し
霞
九
9
景

盃

伯

令

保

＊

面
園
・
水
汁
）

ギ
篇
し
に
．

-
f
位
亀
判
諷
弘

(IIq綸
・
`
i
l
t
)

二
U
か
．
？
a
紺
年
ィ
供
違
の
た
？

t
-

＿拉
庫
I
l
l
"
宜

（伊
勢
幻
訟
贔
）

文

間
C
に
C
に
し
＆
け
て
行
―ー
う
と
改

▽

―

―

紐

の

躙

2

み

ぇ

さ

せ

ら

れ

立

し
た
．

一位
大
日
裕

e
~蘊
・

官
訳
)
-

m
m
宣
瓢
T
I
l
l
沈
ぷ
n
I
I
紀
｝

品

茂

＊

爵

面

縞

・111山
）

お

く

や

み

i
—
-
l
i
t
m
正
ぽ（

闘
）

忌
閾
知
竺
"

-
石
原
得
重
氏

▽
―
―
―
ぽ
の
麟

肝
島
以
柔
辺
述
田
参
午

N
卓
t
大

証削
蝸
•
I
l
l
邑

H
U
訓
行

（
滋Ill"jll館
｝

"
i
絋
一
に

し
メ
柔
這
の
/
ッ
カ
嶋
這
館
＊
辺
退
で

＂
占
を
行
っ
た
．
子
供
遠
は
テ
に
ま
で

か
な
H
と
っ
に
．

A
A十
ヱ
H
｀
本
年

八

"
1"
Fl
い
立
訓
縞
州
院
で
ヴ・
9

七

m

い
つ
し
な
が
ら
躊
這
"

た
が
元
公
云
ぃ
団
張
り
良
い
思
い
I
l
l

i
ー
と
(
I
l
l
.
か
な
り
さ
つ
い
積
占
だ
っ

＂
占
は
辺
吋
間
と
は
云
え
汗
“
I
M
れ
る

車
“
と
し
て
は
芯

一
つ
な
い
．

さ
わ
や

μ
た
と
云
・

1
共
"
i
i
t
m
胄
丑
の
上
で
”

沼
田
柔
道
教
室

恒
例
の
講
道
館
夏
季
稽
古

て
し
と
の
柔
這
を
戴
宣
に
復
話
さ
}
る

潤
lfllfj
軍
柔
辺
少
年
団
が
條
鵬
し
に
．

旧
UIllIA.
“IlliliB. 

^
.
m
m
“
陶
B
.

IRIUiiilti 

llJIlliii成^
．

書
F
.
I
ム
は
左
記

lo＋
ー
ム
で

以
武
辺
餓
で
問
か
れ
に
．

ー
ツ
少
年
閲
柔
辺
＊
全
は
＾
月
二
十
日

＂ 

沼
rniiim
..
 
~
 

一元
江

打
四
H

u

二

位

＊

間

e
町

ご
以

沼
Illiii庫^

沼
田
東
が
優
勝

県
下
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

畔
黒
ぃ
．
同
敦
委
主
饉
の
以
下
ス
ポ
I
H
I
U
l
l
i
東
B
.
＊

118々
町
．

1

＂
凶
H

A
.
w岡
村
B
．
高
IIJ
け

製氷

有限会社

． 蒟蒻
副 会． 食堂

野村商店

采
道
部
長

事
務
局
長
＂ 

会

辰 長

代 表 野村秀夫

沼田市下の町

電2-2375． 
8

3

 

7
 
番地

3 1 5 1 
2
 

金

井

加

市

岩

瀬

弥

市

小

島

森

次

田

嶋

武

治

岩

瀬

清

平

邑
楽
郡
体
育
振
興
会

-20-



(1) 第 6号 ぐ ん ま 柔 道 昭和47年 l2月20日

嘉
納
師
範
遺
訓

柔

道

は

心

身

C

力

を

最

も

布

効

に

使

用

す

る

迂

で

あ

る

そ

の

修

業

は

攻

撃

防

禦

の
練
習
に
由
っ
て
牙
体
精

伸
を
鍛
錬
修
業
し
斯
辺
の

撓

富

を

体

得

す

る

事

で

あ

る

さ

う

し

て

是

に

よ

っ

て

己

を

舗

益

す

る

が

柔

道

修

業

の

究

況

の

目

的

で

あ
・

る

- 9― 

m優
”

C
腎
“

一
笠
紋
チ
ー
ム
は
菩
H
m.
C
畢
ま
り
で

一0

発行1i/j-

兌行人

群馬県柔j立述盟

倶lEI 恒五郎

編集曳

jiij固Ii文点町二T目14-12
柳谷謄之宅

.,'ltltf; 0272-21-5409 

前橋警察署

大胡警察署

過
去
五
●
5
●
●
社
瓢
し
あ
り
．

34
．

31
.
“
.
“

.
“
年
と
一
年
“
e
に
慢

讐
瓢
畢
刻
坑
l

＿
麟
三
人
"
)

C
掌
嘗
を
出
立
し
た
．

中
で
賢
騎
訊
数
が
＊
午
で
慕
に
＋
i

旧

尤
栄
に
は
浴
せ
な
か

っ
た
が

"
i
E
F
で

前
偽
”
u
沿
よ
二
十
午
間
C
庄
史
の
あ

っ
た．

警
霰
畢
対
杭
＿
瓢

（
七
人
制
）

M
中
九
回
の
の
優
騨
で
あ
り
．
五
年
連

紐
ぼ
鵬
の
偉
鵞
を
な
し
と
げ
C
．
金
Hl

o—---芥=7 ,.: -9 百if"T\.--．—---
.. n,．j聾さ II U 11{1 
遠で ・・腸ヽL ・腎 FLL
聘 1111 411: "，・県衣四
を饂腎 ：・-:

-;. 
、\:合• • I ・

鰤が＂ ＂I'l'I・ il'.l: l•I t: 
... 1し介 で 1"・1館北年
9.: ；a I•il u tK Iこ iltIll! .,9人 J.:I』 9ヽ ・,).: I¥¥

• :: M . ̀  ` 5t,.. 
:．・.に力’8じて！よ贄
"“トIJ で 公 1・沼
でいぽ Iii J.: I)'/Ir-
t］ て 謄 1凸 I: ．・ •. i •I 
閾 I.I し が 1:ll,．m;

•一― ----------―-・-ぽ ltl I.! U II9 1111 9L 9鳥—• -. ,とせ r: ・I・＊し
ff.I.令＊ 1』 ―-．全て
Ill 本蒻がい •,t• Ill 色
- 9 賞 t11'1 99 雰 9.:
寄 ー・穐 9ら 11’ `1• 1!11 ・
‘'［E,!} 官 1こ島公応
』t-:-m を 劣粒と 1塁
附 ~•r l:',11．えら n・ 囁 1:/1
が紬 9・け、』し ’’し
す ー 1119.: ん 引t,i ふ柄
~ ・ :-: • :.t r• 1 r沢
ぷ •4i t:11'関な i翌て 1:
る 1、i —• 人~料i -r、いあ
属 11!1や hりを の 9.: .;.

0,:  I.: i屯-・ IF  
—• つ 官え央 tr
殷 9.: 円る 1こ五
詈 ””讚い段
寧，，，千 91 の
合 f91 で 1よ紐
同 贄ムまほ* arcる,:，，，
食 澱 .,.,..:
-,.、第,:;t 
鴫 の -: 9JI. b 
-― -
七

給匂pIlt，，，

人
耀に i国で

雷
しな ,f• .... 

` ．． 鼻’ ，，， つ でる

本
＊
会
が

m
..i郎に
わ
か

U
た

C
は
昭
埋
工
・
几
年
の
節
品
＊
＾
ぷ

ら
だ
が
そ
の
年
の
侵
鴫
は
富
I
l
l
チ
ー
ム

ぉ
（
胃
）

．
池

醤

竺

一
般

）

を

昂

―二
年
に
二
皮
め
C
優
聾
咋
年
．

主
力
に
大
凶
(

i

竺
．
＊
多
(
"
-
＊
年
と
濾
絨
鰻
”
し
た
．
午
繭
c
-
C
"

訟
＊

ー一

般
ー
籠
豆
（
賢
）
と
元
公
看
紅
で
大
胡
に
汲
騨
戦
で
情
敗
し
に
富
悶

を
そ
う
と
ら
布
輝
は
当
然
C
騨
利
と
チ
ー
ム
は
介
阿
＊
会
で
U
四
対

0
と
交

＊
訓
粁
C
切
優
騎
＂
瞑
動
力
は
彦
坂
息
え
る
．

lfl優
”
C
鑢
林
＂
孵
力
も
貪
●
し
．
名
誉
を
紐
闘
し
た
．
富
閾
の
松

よ
た
前
緬
C
齢

n
ii
e“

L
よ
（
敢
闘
し
．
竺
笙
爪
を
は
が
し

一

て
紐
孵
輯
に

U
出
場
で
さ
ず
＾
士
鵬
貫
の
さ
．

＿
＿
—
-
でし
侵
騨
を
鰤
っ
た
．

＋
門

nll縞
u
年
前
の
”
”
紅
に

U
さ
つ
つ

良
で
あ
っ
に
．

o
＿
紐
警
窪
含
四
大
会
二
躙
=
-
＾
巴

遺

f
も

fll庫的
に
富
載
し
た
．

ぽ
C
鍵
闘
が
の
に
っ
と
．

“Ill. 
ば
洒

を
雄
（
し
た
．

東
粋
＊
籍
序
C
巾
川
―-＿

戟
を
高
く
評
価

L
に
い
．
州
決
謄
C
前

虞
．
霜
崎
帆
が
ヤ
“
上
の
決
謄
職
の
嶋

一警

署
対

般
警
察
合
同

察

抗

署
対
抗
は
前
橋

．
 
大
胡

七
ら
れ
る
が

i-i位
に
な
っ
た
“
“
C
讐

甘

月

上
ID
二
阪
（
一
載
）
C
全
騎
賞
ぐ
み
と

鑓
攣
四
直
の
讐
闘
に

n・
つ
と
―
ー
る
＊
で

あ
る
．

閾
三
設

（
賢
）
．

g-竺一
成
）

の
全
”
貫
翡
が
優
鵬

n
E動
力
で
あ

る
．
＊
緯
―-
＿
紐
も
小
兵
で
あ
る
が
属
れ

た
仕
の
”
主
で
あ
る
．

m優
謄
C
*

潤
＋
ー
ム
は
二
塁

で

二
討
二
C
阿
点
全
鵬
賞
畳
賞
攀
＿

内
吝
謄
ら
で
責
ぼ
を
鴎
し
．
攣
決
”
•
塁
塁

で
b
填

+
1
ム
に

二
社

一
C

翌

塁

翌

1
1
1
9

委：
I
l
l
嘩
ー
（

輯
ち
で
決
麟
畷
に
進
出．

g
i
g息
竺

＊

胡

）

．

＂

”

悶
＋
ー
ム
に
名
を
な
さ
し
c
e
-＿
蔽

一崎
逸
（
宮
岡
）

．
石

原

功

（

世

に
な
っ
た
＊

Iilチ
ー
ム
は
第
二
位
＂
＊

一

鱈

●

攀

會

閾

＊

＊

訊
が
問
●
で
苔
職
し
た
墳
を
四
対

一
"
i
i
i川
正
人
（
高
崎
）
、
松
躙
竺
富
躙
）

点

で

破

っ
に
こ
と

U
取
悶

fll"
g
-#"伯
=

塁

n.ill這
久

Ê
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C
と
“
り
で
あ
っ
た
．

十
八
オ
未
綱

斉
●
利
＂
（
鳳

二）

一
疇
一
敗
（
ニ
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二
十
＾
オ
未
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謳
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鵡
賛
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一
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し
虞
二
c
”
轟
．
皿

lRir
叫

"tN滴

に
ん
と
小
咽
化
し
た
磁
し
で
憫
人
的
に

人
躙
で
は
そ

12
と
も
ス
ケ
ー
ル
が
い
ら

C
試
介
も

fn蟻
的
な
“
試
介
を
し
て
い

年．

二
年
と
i
士
芯
空
＾
会
で
層
謄
し
ど

m
”
が
な
か

っ
た
．
f
l
l
I
N
暉
丸

IIJIt
-

ァ
―て
＾
と
大
い
て
い
た
が
決
輯
戦
で
は

翫

tL
て
以
来
互
い
に
ふ
る
わ
ず
決
鵬
進

出
で
さ
ず
に
い
て
．

ユ
る

一
平
ぷ

Il
の

対
輯
で
あ
る
．
利
揖
繭
は
紋
”
で
正
選

。た
が
決
謁
暉
の

rIVIに
対
し
て
は
守
勢

-
Jj
で
あ
っ
た
．
干
叫
は
二
年
で
IlJ体

濯
手
に
選
ば
“
に
あ
と
急
に
g
n
と
つ

＂
に
よ
う
で
あ
る
．
紀
し
て
介
回
C
研

IL
た
仲
と
が
咋
年
m
精
人
戦
で
酬
名
が

g
る
人
会
で
過
上
に
何
団
と
な
く
●
ゎ

以
内
人
貪
を
息

h
+
た
が
＊
符
戟
C
拙

干
川
正
樹

0
亀
閾
緻
弘

可
＊
計
＊

0
佐
纏
償
”

高
僑
反
夫

内
臓
温
し
角
口
籠
士

蘊
ル
猛

illo

引
分
＂
斥
下
鍵

汗
n
揖
1
1
1
1
1
1
h
弘

引
分

It
人
山
一
文

前
繍
暉

2
ー
1
利
恨
暉

望
ま
れ
る
．

沢
鵬
戦

県
的
に
―
-
C
冬
の
い

『
そ
う
m
奮
“
が

m
二

0
岡
県
下
高
誼
輯
人
柔
辺
＊
公
一
九
山
以
外
に
は
の
に
っ
た
選
子
は
い
な

は
十
•"

・
ト
六
H
.

を
島
C
て
問
か
れ
た
．

繍
は
農
人
二
寓
．

以
武
這
館
に
“

い
て
摂
よ
は
四
十
二
ぽ
C
-
｀
―
―
年
生

今
年
の
霞
膿
鐵

高
暉
．

刊

tRiRi．
前

嶋
暉
c
四
g
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
が
．

綽
年
C
ー
ー
と
な
が
ら
繹
人
鴨
は
各
t
i
t
c

囀
力
が
正
軍
に
は
わ
か
ら
ず
．
詳
細
な

干
忠
は
立
て
に
く
い
．
農
大
二
高
は
三

回
戦
で
富
口
“
と
対
鴨
一
面
二
C
E

点
で
あ
る
が
内
で
去
で
敗
れ
た
．
咋
平

C
輯
人
嘱
で
隠
謁
．
介
年
虞
イ
ン
9
1

苔
す
る
．
f
l
l
山
翡
は
よ
く
鍵
悶
し
利
恨

暉
に
た
い
下

っ
ん
が
＊
匂
磯
で
ふ
り
さ

ら
“
に
．
中
之
条
U
闘
立
あ
ふ
れ
た
試

＾
＂
四
庫
で
霞
暉
と
揖
戦
し
．
勧
C

-―ー位

輯
で
二
社

一
の
内
吝
派
に
訊
を
C
ん
だ
．
―

冨
閃
高

4ヽ

咋
庄
今
年
と
よ
く
上
位
入

貫
を
醸
作
し
て
い
る
．
決
輯
暉
は
納
庫

』
ふ判
慎
滴
c
”
戦
で
・
-
_
C
"
戦
謂
人

g
．
県
紐
体
．
全
国
＊
会
干
＂
と
あ
•
e

前商チーム

か
っ
た
．
現
在
の
陣
で
で
は
ど
C
年
仕

が
イ
ン
9
1
ハ
イ
に
出
鳩

L
て
し
干
革

r
-＿
園
戦

＾
イ
出
鳩
C
鼻
＊
二
高
は
＿
＿
C
あ
と
し

ば
ら
く
異
＊
i-
高
＂
代
が
絨
く
か
と
思
＞

h
l
L
に
が

h
ず
か

一
年
で
王
ぽ
が

ilt.＆
-
＊
I
l
l
3
I
l
暉
四
点
ー
3
1
0
勢

Jl
っ
て
し
よ

っ
た
．
＊
閃

再

起

と

闊

ー多
晟
．
納
1
1
1
5
1
0
松
井
H
I
.
f
l
l
t
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3
1
2
闘
エ
．
＂
冥
2
1
l
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尊
．
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安

中
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工
5
1
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．
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暉
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轟
工

伊
躙
3
1
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鑢
鼻
．
農
il
4
1
0
暉

介
士
技

1
1
1
．
官
閾
2
1
l
上
武
l
.

0
万
鳩
．

5
1
0
械
工
．

リ
ー
グ
で
C
苫
輯
は
免
か
れ
な
い
-
全

-＊
問
々
e
_
2
霰
口
．

Yt羹．
1
高
崎
．

4
1
0
間
虞
．

繭
2
1
l
f
l
l
繭

▽ ▽ 

＊
エ
~
ー
1
軍
糸
．

―-＿回親

利
川
暉
2
_
l
l
x
岡

前
庸

副
這
5
1

訥
川
R
ー
2
館
枯
．

fIIm異

廿
攣
農
3
_
2
韓
名

利
恨
暉
5
_
o

ilq
暉
3

1

高
エ
5
1
0
伊
工
．

中
之
条

＊
臭
甲
1
m
I
D
.
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1

1

県
下
高
校
新
人
戦
1
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9
9
・
・
鼻A
9
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・
・
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9
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•
9
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ヽ
9
9
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・
。
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・
贔
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9
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・
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9
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9
‘
e
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4
t
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遷
に
つ
い
て
乃
え
て
み
た
い
．

し

さ

二
｀
缶

iil館
拍
辺
が
た
ど

っ
た
震

欠
m
這
手
の
燿
1
1
1
を
諷
・
？
？
に
冥
蘊
を

以
て
し
た
と
C
-
＿
と
で
あ
る
．
ー
』

2
事

柄
C
可
畜
に
砒
て
諭
ず
る
賣
鴨
も
．
拿

た
考
K

も
な
い
が
．
＊
件
今
櫨
C
虞
行

が
注
H
そ
れ
る
と

-
hつ
で
あ
る

第
二
ぽ
柔
這
は
"
“

(
＂神．

牙
体

で
は
な
い
．

糎

M
し
な
い
零
ー
ニ
｀
躙
追
で
あ
る
．
」

と
断
ヒ
．
岡
旧
民
違
も
二
れ
を
支
符
し

す
―
ー
と
は
狐
化
嘗
遭
で
あ
る
．
―
-
れ
を

晏
丑
は
日
（
．

中
韓
禽
岳
鑓
攀
し
て
書
疇
繹
奮
に
専
土
軍
、
学
生
違
と
鐸
鑢
と
C
意
志
箪
遍
c

iltれば
疇
利
を
糧
得
す
る
―
ぽ
割
を
演
者
』
と
．

9
t望

_
＿
と
不
可
籠
に
近
い
C
で
・
韓
胃
中
C
輝
●
纏
が
鼠
か
れ
た
儡
e
編
と
し
て
以

生
活
を
支
え
る
た
n
戴
着
の
宜
伝
を
為
下
述
ぺ
虞
い
＿
＿
と
で
あ
る
．

順
序
と
し
て
先
づ
泊
五
郎
醐
髯
が
諷

か
れ
た
攀
這
C
冗
裏
を
掲
げ
る
．
輝
蠅

は
諜
精
も
i
＿
承
知
C
通
り
―
―-
m
隋
に
柔

ill"定
暉
を
疏
か
れ
た
．

第
一
段
柔
這
は
柔
C
道
に
従
い
．
攻

撃
及
び
馴
瓢
＂
方
法
を
躙
ず
る
b
C
で

あ
る
．
之
は
往
笥
C
最
し
優
八
た
特
m

を
謁
げ
．

2
3た
し
C
で
あ
る
が
．
＾
澁
fHl

『
還
手
は
シ
ー
ズ
ン

惰
さ
｀
た
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ス
＊
＇

ii

故
師
範
は
喜
ん
だ
か
？

デ
ー
ジ
I
O
C
会
長
が
反
省
を
亨
め
ん

と
し
て
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
C
ー
選
手
を
失

羅
わ
れ
て
い
る
―
ー
と
に
対
し
．
ブ
ラ
ン

疇
勢
u
常
に
宣
紐
し
て
輝
ま
ぬ
し
C
そ
C
前
に
私
は
喝
ら
か
に
し
て
置
さ

で
．
ー
』
と
わ
ざ
に
微
枯
鍼
賓
世
の
門
と
度
い
―
』
と
が
あ
る
．
そ
れ
は

固

R

ー

2

虞

＊
.
r
 ;
i
;
:
n
3
1
0
泊
か
巾
し
拿
す
が
．
今
年
の
礼
観
＊
リ
ン
〇
私
は
柔
這
を
賣
富
と
苫
鍵
庫
と
艦

高
．
利

IH
塁
3
ー
1
廿
攣
屈
．
利
瓜
暉
ピ
；
麟
往
に
峠
て
そ
C
-
＂
を
見
た
曲
に
終
鰊
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
修
拿
名
で

s
l
o
*
r
d
l
々

.ilU暉
4
1
0
ょ
ェ
よ
う
に
思
い
皇
す
．
ク
ー
ペ
ル
9
ン

IIJ
あ
り
．
柔
這
の
定
鴫
が
何
で
あ
ろ
う
と

登
3
1
1
漿
ぶ
ユ
条
1
1
0
嗣
扇
は

r
＊
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
鵬
つ
―
ー
と
に
利
害
閻
係
“
金
餓
な
い
―
ー
と
．

lRi．
店
景
3
1
2
k
R
g
磯
が
あ
る
m
で
な
（
．
之
に
参
加
す
賃
藁
C
"
I
U
I
が
皐
這
鱈
柔
這
の
環
直

>

準

々

浪

鵬

る

―

ー

と

に

真

2
編
が
あ
る
．
」
と
U
I
l
l
織
．
I
l
l
亨
が
峙
＂
と
共
に
躙
よ
窯
鯛

腐
2
1
0
副
比
．
利
暉
2
1
1
f
l
l
震
．
7
に
そ
う
で
す
が
．
そ
m
鴫
n
u
回
を
し
て
行
（
過
は
と
同
＂
で
あ
り
．
m
細

腐
3
1
1
高
エ
．
径
瀾
R
ー
2
中
粂
辺
エ
届
し
．
今
や
疇
を
馴
す
る
一
』
と
薫
陶
を
憂
It
た―
r
と．

準

汲

鵬

が

嘩

一
m
目
的
m
細
く
に
な

IJ."に
ゆ
し
ば
し
ば
内
の
贔
過
を
忘
れ
輝
蠅
と

ォ
I
{
卜
り
ヤ
や
7
9
ン
ス
で
は
布
名
懇
鰭
し
た
り
．
麟
檎
に
瓢
行
．
＂
に
は

這
手
が
ス
尋
ー
や
ユ

ーーホ
ー
ム
に
冨
肴
慎
伎
c
m
手
を
阿
付
か
っ
た
―
ー
と
．

C
マ
ー
ク
e
”
し
．
ヰ
真
繊
駆
す
る
な
〇
ア
マ
十
ニ
ア
C
久
や
す
さ
か
ら
＂
門

ぞ
拿
看
C
繭
霊
主
鵡
に
宵
直
し
．
瓢
I
l
l

を
憂
It
る
―
ー
と
が
出
然
C
-
』
と
と
取
り

3
1
1
寓
躙

“ 東北柔専に大勝

寸東北柔専対抗

C
な
り
』
と
さ
れ
た
行
は
勿
菫

r
阿
後

は
皐
な
る
ス
ポ
ー
ツ
で
な
い
．

日
本
委
員
に
な
っ
て
け
ら
れ
た
が
柔
辺

第
一
二
段
柔
這
は

9
カ
を
最
言
紐
m
し

て
社
＾
H

に
貫
鍼
で
さ
る
人
間
を
作
さ
―

』
-UP
ち
A
l
l
J
の
完
成
を
訓
す
る
も
C
で

C
潤

lil
が
ム
た
か
し
柔
辺
精
神
に
閃
る

と
喧
伝
さ
＾

e-と
が
災
＂
し
て
酔
畷

懇
n
を
鑓
．
P

と
U
龍
力
C
駄
冑
柄
I
l
l
と
門
＂
に
柔
這

ほ
請
止
の
憂
目
を
比
た

生
研
膚
す
2
餞
颯
C
方
紐
で
あ
り
．
之
C
で
あ
る
が
そ
C
後
追
駐
箪
将
我
S
柔

を
利
I
l
l
し
て
マ
・
m
と
し
て
一
人
n
r
,
i
t
t
鐸
鵞
に
よ
り
訊
＂
は
＂
．
躙

し
両

岱
最
終
目
的
に
違
せ
ん
と
す
る
も
の
立
皿
を
残
し
た
C
が
．
＂
5
C
条
件
と

で
窪
に
於
て
切
＾
て
古
皐
I,

ri:J
と
し
て
『
:
ポ
ー
ツ
柔

H
と
し
て
」
と
閉

と
称
す
る
所
以
加
さ
几
に
が
り
峙
篇
批
判
に
欧
迎
し
て

し
あ
る
の
だ
と
諷
か
れ
に
．

叫

g
.

m
ぼ
希
に
与
え
ら
れ
ゑ
岳

書
に
、
『
旧
憧
益
々
研
晒
し
饂

B
研
這

に
給
て
輝
蠅
た
る
こ
と
を
躙
す
ぺ
さ
し

益
々
研
膚

LIDi辺
に
於
て
先
這
た
る
―
i

と
を
I
U
I
す
べ
さ
し
C
な
り
J

と
さ
れ
た

布
li-
＿
C
第
一
i-s
l
t
n
辺
”
n
鸞
義
を
体

9
す
る
―
]
と
を
闊
”
さ
れ
た
鎚
で
あ
る

と
＊
っ
と
し
C
で
ム
る
．

あ
n
は

11か
昭
印
十
一
石
・C
_
＿
と
で

ス
ポ
ー
ツ
JD
鶴
往
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
何
の
た
n
g
姦
鐸
か
専
鱗
に
苦

し
C
し
C
で
あ
る
．

（＿
＿
れ
は
私
C
感

r
這
」
惰
や
慎
古
心
か
ら
述
べ
合
で
ば
な
（

で
あ
る
と
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
9
C
鱈
技
観
一
峠
然
た
る
第
一＿＿名の
工
場
か
．
＂
奇
翼
に

感
じ
て
い
る
と
＿
＿
ろ
で
あ
る
．

）

日
に
柔
辺
を
加
え
に
こ
と
を
確
（
否
定

さ
れ
を
』
と
を
知
る
や
知
ら
ず
ゃ
．
“

輝
の
比
後
オ

11
ン
ピ

ッ
ク
麟
技
籟
日
に

ぁ
；
と
思
ぅ
．
私
が
11
絨
扉
木
土
店
加
え
る
こ
と
に
努
力
し
．
之
に
成
功
し

g
"
暉
縄
は
第
五
露
塁
協
直
＿
て
歓
芥
し
た
C
で
あ

16．
屯

裔

ば
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士
悶
玉
貸
式
に
夢
列
？
山
の
網
＊

iii
手
直
が
本
体
と
な
っ
た
し
の
で
．
．
 そ

C

る
し
C
と
宣
ぼ
う
し
た
C
で
あ
る
．

祐
エ
鰈
輝
霙
は
n
（
か
O
l
o
c
c

違
し
た
と
息
わ
れ
る
人
が
年
々
霜
庄
に

r
:
ポ
ー
ツ
柔
ja
」
と
喧
伝
さ
れ
．
不
昇
道
し
て
い
る
C
も
亭
実
で
あ
る
．

知
不
繊
m
楓
に
柔
這
は
輝
蠅
が
諷
か
れ
之
は
柔
這
が
人
筍
完
成
を
最
終
目
繹
と

た
第
二
ぽ
．J
I
n
ち
聘
負
C
方
法
を
鵡
ず
す
る
も
m
な
ら
ば
自
己
~
で
さ
る
が

小

島

友

治

郎

柔
道
の
変
遷
に
ひ
と
言

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
」

ー
ふ
た
も
の
を

rin

わ
る
と
さ
れ
た

C
で
あ
る．

に
闘
つ
こ
と
が
旧
向
と
さ
れ
た
．

皿
ら
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u
ど
“
．
っ
た
．
富
岡
嚢
c
＾
土
峰
闊
c
一
少
な
く
な

っ
て
さ
た
．

―-
C
中
で
す
す

遵
手
？
ほ
と
ん
ど
が
こ
で
繊
百
し
た
．
ん
で
通
そ
く
る
者
は
い
く
分
芸
人

昭
和
．＿
十
七
．
＾
年
と
旧
体
に
出
場
し
た
ら
と
ら
が
っ
た
公
が
い
し
感
じ
る
と

た
小
I
l
l
竺
．
宏
兄
弟
、
明
泊
＊
中
へ

追
ん
だ
Ill
"
-―ー兄
印
亭
々
い
（
多
C
名

高
千
を
輩
出
し
に
．

昭
＂
1
-
卜
六
平
．

律

it院
悶
凜
に
と
し
な
っ
て
双
化
庫
に

ia場
し
“
転
し
に
．
作
因
は
し
と
C
皇

虫
で
そ
こ
か
ら
通

thし
て
“
ら
れ
る
．

―――ー

で
騨
冑
し
て
い
る
小
↑
生
に
さ
い

て
み
に
．

阿
S

た
め
に
．
‘
辺
に
通
っ
て

『
か
ら
だ
ゃ
ふ
名
に
し
た

に
U
n
分
C
か
り
に
C
紐
く
か
ざ

IJu

評
判
し
よ
い
．
訊
攣
C
嫌
式
が
多
贔
化

し
．
辺
場
過
い
を
す
る
子
ど
も
し
年
々

た
よ
ん
欲
目
で
は
あ
る
皇
ぃ
．

』
一
の
噴
・ー
と
に
冑
少
年
C
巧
え
Ji
が
紐

ち
J
.7
浮
暉
に
な

っ
て
し
た
．
し
っ
く

ヽヽ
ぅ． り

柔
辺
の
綽
”
を
す
る
こ
と
に
よ

2
J

•

-
S沢
凰
を
越
花
し
た
い
“
そ
C
に
C

―ー
の
道
場
を
守
り

g
く
と
江
公
軒
昂
な

と
―
zi:”
士
て
く
れ
に
．
ん
＋
オ
を

『
体
W
C
成
績
が
よ
く
な
っ
た
．

』
と

．2
-と
を
よ
く
き
く
よ
う
に
な

っ
生』

か
を
し
な
（
な
っ
た
•
』
.

遍
9
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
『
兄
珀

9
ん

r
繊
C

戦
後
柔
道
の
草
分
け
1

1

青
少
年
の
気
風
に
活

闘
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町

高
蝸
讀
字
・
馳
U
小

金
子
向
人

・
附
属
小

園
停
戦

優
襲
ニ
に

-＿＿
位

大
盛
況
”
前
橋
市
民
大
会

高
岸
・
亀
岡
選
手
優
勝

古
HI
直
田

・
誠
軍
小

昭
和
匹
十
七
年
度
潤
Ijllli
民
ス
ポ
ー

●
釈
柔
辺
麟
は
U
＋
月
十
五
U
託
島
叫

武
這
館
に
“
い
て
閲
饂
さ
れ
た
．
広
合

は
幼
年
C
瓢
（
小
学
生
一
．
少
年
C
瓢

（中
年
生
）
．
“
位
生
C
郎
．

一
般

C

扉
．（
有
ぼ
看
と
饒
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者
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分
け
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c
五
郎
門
で
そ
れ
ぞ
れ
鱈
人
戦
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行
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わ
れ
に
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虫
た
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一
中
庫
区
．
ー
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中
磁
区
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ー中
雌
区
．
四
中
庫
区
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四

プ
P

ッ
ク
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分
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て
C
団
体
輯
が
行
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中
庫
区
が
置
騎
し
た
．

偏
●
●
の
み

――-
．
匹
年

中

9
四
追
区
か
・2
e
-
i槙
ず
つ
の

代
れ
が
疇
加
す
る
〒
迫
を
一
拉
彙
I
l
l
C

た
C
七

12
に
な
り
．
ー
』
れ
を
ニ
プ
ロ

ッ

9
に
分
け
て
リ
ー
グ
戟
を
行
な
い

．
さ

ら
に
決
麟
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
紐
畢
霜
崎

工
稟
と
太

IU高
の
決
疇
載
と
な
り
高
崎

工
禽
か
咋
平
に
紐
い
て
二
這
麟
を
鰤
っ

た
．
潤
工

C
紺
人
這
千
．
寓
エ
C
漏

選
手
亭
の
紐
I
l
l
が
C
に
つ
い
た
．

ぶ
崎
工
零

旧
蝸
暉
寧

嗣
虫
下
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榛
名
町
が
五
連
勝
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島
郡
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体
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柔
辺
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＂
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潤
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八
追
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．
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．
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伽
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軍
｀
北．

四．
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g
村
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勢
多
郡
民
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大
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勢
多
郡
民
柔
這
＊
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は
十
"
+
J
i
a

芥
撼
村
立
珈
域
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中
字
控
体
冑
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で
行
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わ
れ
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．
参
加
チ
ー
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は
七
町
村
．

一
位
か
絨
け

二
位

＊

111
町

三
位
宮
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甘
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郡
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勝

県
青
年
祭

+

n
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1
1
貼
武
辺
鯨
に
“
い
て
f
l
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七
血
訂
島
県
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q
t
m
柔
辺
大
会
が
行
な

加
チ
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ム
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六
＋

1
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一
位
ニ
に

賓
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五
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櫛
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仔
謁
郡
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．
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勢
多
町
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抗

昭
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七
年
記
北
印
鳩
．
檎
川
．
勢
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町
＂
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-＿＿
―-

.a
絨
川
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柔
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さ
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C
＊
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前
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血
．
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示
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史
を
行
ら
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蝠
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っ
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十
＾
＋
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ム

・一

が
蓼
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＋
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＾
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．
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．
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＊
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．
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＂
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．
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．
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古
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＊
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．
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．
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．
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岩木五段跳ね塵で石橋三段を敗る
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合
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云

潤
千
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参
加
し
．

．
．

lhilhi戦
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ナ
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で
行
な
い
．

腸
ち
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に
四
澤
干
に
よ
り
リ
ー
グ
戦

で
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還

T
枷
名
．
収
代
火
ク
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争
わ

れ
た
．
紹
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一
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ろ
順
”
J
に
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を
つ
け
て
い
る
大
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一
引
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勝
．
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二
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．
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瓜
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東
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手
権
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＂
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．L
位
二
れ
が
関
東
へ
出
場
で
き
．
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＿
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か
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よ
ン
ガ
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ー
C

＂
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プ

9
ペ
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の
ス
パ
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9
ク
ス
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多
c
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u
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す
2
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さ
た
が
こ
C
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ど
よ
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や
く
認
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が
お
り
｀

七
H下

旬
に
来
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で
さ
る
こ
と
に
な
っ
に
．
こ

の
そ
ッ
プ
に
は

一
咋

年

虹

納

111高
校
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山
本
栄
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懺
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か
け
て

祁
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.
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こ
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っ
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＿
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本

鳩
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弧
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あ
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っ
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パ
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タ
ク
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あ
っ
た
．
近
薔
体
予
湿
は
出
場
名

は
ふ
え
る
価
向
に
あ
る
が
．
こ
の
段
別

這
櫂
は
平
節
が
駆
い
の
か
参
加
者
が

少
な
い
．
連
盟
の
指
定
選
手
が

1
"位

竺
峯
．
＿
―
-
段
、
四
段
．
五
設
．
烹

名
し
か

111場
し
な
い
と
い
う
姿
勢
に
し

問
暉
が
あ
ろ
う
；
目
は
赤
城
青
年

m

寡
の
這
場
開
さ
で
県
内
の
高
位
の
う
ち

上
位
四
紐
（
餅
人
戟
の
成
縞
ー
が
詔
拇

試
介
に
参
加
し
た
の
も
守
干
C
影
響
は

あ
ろ
う
が
そ
れ
に
し
て
し

一
般
の
低
H

ぶ
り
は
ど
う
し
た
わ
け
か
．
支
郎
に
よ

っ
て
は
文
郎
対
杭
形
式
を
と
る
関
口
杯
．

凩
2
大
会
｀
民
贅
合
同
＊
会
以
外
に
は

a支
郎
か
ら
緊
を
出
場
さ
せ
る
二
と

を
ま
っ
た
（
今
え
な
い
支
郎
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
ほ

ど
で
あ
る
．
支
部
か
ら
追
絡
が
諷
れ
て

-

l

な
い
た
め
出
場
の
惹
芯
が
あ
り
な
が

念
の
懺
会
を
持
て
な
い
布
為
な
人
柑

が
あ
る
の
で
は
な
か
み
う
か
．
出
場
這

子
も
各
支
郎
と
も
各
ぽ
i

名
以
内
と
い

う
制
約
し
衷
靡
に
は
立
文
に
な
る
＜
ら

い
参
加
名
が
あ
っ
て
し
か
る
ぺ
色
だ
ろ

ぅ
．
這
手
に

t
役
且
に
も
這
手
憚
の
持

っ
鵞
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
に

9
う
か
．

試
合
は
．
初
二
阪
は
県
内
の

一
臆
遵―

T
の
出
場
が
少
な
か
っ
た
た
め
凡
二
た

え
の
あ
る

b
の
が
少
な
か
っ
な
そ
の

中
で
し
富
鼠
（
利
恨
塵
一
年
）

．
饂
屈

（
削
暉
三
年
）
は
小
兵
な
が
ら
よ
く
鍵

闘
し
た
．
―
ー・
段
の
原
沢
は
練
賓
凪
の
羮

で
侵
謄
し
た
．
―
-
西
騨
に
は
他
に
も
富

拉
峙
代
一
紘
選
手
で
あ
っ

た
も
の
が
何

人
か
出
場
し
た
が
笞
櫨
の
ス

9
ミ
ナ
に

つ
い
て
い
け
な
か
っ
ぢ
四
段
．
五
段

で
は
大
暉
．
塩
＊
が
順
当
に
腸
ち
を
お

さ
め
た
．
ま
だ
こ
の
二
人
に
互
格
に
闘

ー
る
選
手
は
貼
内
に
は
数
人
い
る
だ
ろ

•
がJ
l
l
9
の
差
か
ら
かU
?
-
ん
だ
ま

ま
で
い
る
の
は
践
念
で
あ
る
“
い
ま
や

こ
の
二
人
は

rな

E
閲
＂
重
量
級
を

代
表
す
る
選
手
に
成
長
し
た
．
各
段
C

限
騰
名
は
一

1g-＋
-a．
講

醤

で

行
な
わ
れ
る
閲
東
近
は
ぽ
別
遺
手
櫨
大

全
に
県
代
裟
と
し
て
出
沿
す
る
．

各
戴
虞
●

◇

細
段
の
輝

一
位

な

皿

窟

勢

多

二

位

湯

汲

填

高

崎

三

位

稟

瓜

広

良

太

m

◇

-＿
蹟
の
瓢

一
位

饂

瓜

芙

広

餓

Ill

二
位

広
瀬
ift夫
太

uI

三
位

惰

＊

正

芳

群

馬

◇

―――撃
の
瓢

一
位

庫

沢

武

-
1
位

佐

暉

賎

県
讐
富
岡

争刀9父の輝 -
1
位

iiilll正
人

◇
四
殿
の
霞

こ
立
大
謹
忠
昭

二
位

成

旧

一

O
茎
阪
の
郎

一
位
岩
木
昭
太
郎

二
位
颯
込
征
石
＿

蘊

友

・m

原

蚊

夫

・
甑

嚢
鰤

•

太

富

旦

電

・
勢

山

g
岱

・
高

下

田

庫

・
畔

棄
広
広
良

・
太

五

a松
昂

・
吾

＊
崎
良

＿・

勢

高
田
昇
•

太

湯

浅

躙

・
高

ほ
贅
諏
Ill

県
腎
絨
JIl

高
崎

市
川
正
人
・
石

三
禰
昭
夫•
前

佐

葦

騒

・
富

小
休
広
辺

・
警

，
原
沢
武

・
冑

緬
井
轡
＿

・
滋

右
櫨
吉
一
・
勢

・
西
J
I
l
藷
吉
•
富

＊

謳

巌

・
警

上
原
信
l

．
滋

復
品
'
_
「

罐
込
征
吾

・
絨

岩
木
昭
太
郎
・
警

五
紐
品
ー
L
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蘊

暑

翌

昂

昭

和

四

八

年

群

馬

県

限

渭

I
紐
大
会
は
二
月

一
八
日
午
紐
二
峙
か
ら
県
武
這
館
に
お
い
て
行

な
わ
れ
た
．
―
-
の
日
は
初
印

＝

l”
,．

i-iぽ
八
名
．

g
i段
．
五
段
各
二
名
合
計
二
七
名
と
そ
一
と
に
低

曰
で
あ
っ
た
．
原
則
と
し
て
各
吝
郎
と

k
g
i名
以
内
を
山
場
さ
せ
る
二
と
と
い
う
条
件
つ
き
で
あ
っ
た
が
．
結
果

と
し
て
は
一
＿
＿
名
以
上
出
場
し
た
支
耶
は
警
謀
を
断
け
ば
わ
ず
か
に
一＿＿支
醗
＿
名
も
参
加
し
な
か
っ
た
支
郎
が
五
支
輝

支
部
の
姿
勢
に
問
題

・・-

麿

•

国
立
赤
城
屈
妥
m
武
辺
館
（
柔
は
ど
な
た
に
i

好
評
で
す
．
集
団
蓋

姐

・
剣
追
場
）
が―
-
C
は
ど
完
成
し
に
必
姿
な
最
少
隕
の
マ
ナ
ー
を
守
れ
る

二

n
一
入
口
に
そ
の
屈
式
な
ら
び
に
人
な
ら
ば
少
し
も
同
苦
し
い
』
一
と
は
な

記
念
大
会
が
県
内
石
紋
の
上
位
四
位
を
い
と
思
い
ま
す
．
ま
を
一
れ
は
青
年
C

集

め

て

行

な

わ

れ

た

．

寧

ば

か

り

で

な

（

ど

こ

に

あ

っ

て

も

守

―-
C
這

鳩

竺

暦

n
ン
ク
リ
ー
ト

＿

る
ぺ
き
一
と
な
ん
で
す
か
ら
．
せ
っ
か

隋
紐
て
で
七
二

q
m這
場

m他
に
シ
ャ

(

C
濾
誼
で
す
か
ら
ど
ん
ど
ん
仔
さ
ん

ワ
ー
．
昏
所
．
僻
．
塁
蛮
．
講

C
た
の
に
開
し
て
下
さ
い
．』

師
痒
亨
を
傭
・
シ
て
い
る
．
天
井
は

n
ン
国
立
赤
颯
青
年
の
拿
を
筐
用
で
＇
る

ク
リ
ー
ト
を
井
げ
た
に
直
み
た
い
へ
ん
人

昂
宕
感
じ
素
屯
．
石
綿

M
を
使
っ
屈
則
と
し
て
一
泊
以
上
渾
在
し
て
研

て
い
る
の
で
剣
遵
場
名
も
し
ゃ
断
で
修
す
る
四
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

き
る
よ
う
に
な

っ
て
“
り
柔
五
場
と
し

e
勤
労
守
年

て
は
魯
の
体
誠
を
虹
え
て
い
る
．

②

在

学

青

年

（

覇

・
学
生
｝

竪
赤
城
官
ぢ
寧
は
昭
和
四
六
年
③
行
少
年
捐
導
者

（
学
校
教
ガ

・
社

四
月
に
全
国
で
＋
か
所
中
七
香
め
に
闊
会
改
訂
閲
係
空

所

し

な

堕

111醤
懇

で

は

珈

城

〇

そ

の

態

質

が

芸

た

名

．

＿
か
所
で
あ
る
．
甜
誠
邑
辺
の
畜
蹴
試
間
＾
a
士
先

誠
場
か
ら
東
北
へ
三
•
六
キ
0

黒
松
林
勢
多
郡
口
士
凡
村
珈
城
山

を
切
り
問
い
た
二
五
万

h
,
9ー
ル
の
団
立
赤
撼
背
年
の
家

広
大
な
載
庫
の
中
に
は
行
車
研
修
ほ
．
惑
竺

0
二
七
二
八
八
―
―
-＝

――――

サ
ー
ビ
ス
械

（文
堂
．
笛
哀
．
紐
埠
虫

（六
月
か
ら
自
動
）

．
裔
亨
）

．
腐

樟

（四
百
人
収
吝
繹
愕
試
合
成
攣

）
体
P
館
．
武
道
館
．
グ
ラ
ン
ド
（
四
ー
i
ー
l'’
ーしー
＇
↑
ー，↑

_
i
，

↑

，

亨

↑
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↑

↑
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ヽ
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↑

¢
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,

↑

↑
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,
t
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,
＇
に
ー
↑
ー
↑
ー

汀
[
1

杞
い
い
中
学
・
高
校
指
者
講
習
会

ち
並
ん
で
“
り

．

g

胤
を

二
•
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
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＜
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．
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菜
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＊
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＿
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．
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．
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．
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＂
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．
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．
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．
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追
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．
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．
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＊
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．
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追
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．
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＂
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．
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．
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っ

た
峙
代
で
し
名
前
中

m先
輩
で
螂
軍

＊
佐
に
な
っ
た
育
＊
と
言
う
方
は
．
前

憐

m今
井
町
か
ら
通
中
し
た

m
で
す
か

ら
庄
竺

0
軒
（
ら
い
歩
い
て
鉦
日
通

学
し
た
わ
け
で
す
．
現
在
で
も
わ
た
＜

し

m歩
(

C
が
ヰ
い
と

B
ぅ
方
が
あ
り

ま
す
が
．
学
生

C
5槌
歩
遁
学
し
た
“

蹟
だ
と
思
っ
て
感
暉
し
て
い
ま
す
．

中
で
低
学
年

m頃
は
柔
道
と
剣
這
を

や
り
．
三
年
生
か
ら
柔
這
か
雙
乎
岳
｀

る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
わ
た
く
し
は
小

兵
で
し
た
か
ら
剣
這
向
邑
で
し
た
が
．

高
緯
行

一
郎
先
生
に
石
井
は
靡
が
し
っ

か
り
し
て
パ
ネ
が
あ
る
か
ら
柔
這
血
さ

に
｀
柔
這
郎
に
這
入
れ
な
ん
工
口
わ
れ

柔
這
に
進
ん
だ
わ
け
で
し
た
．
畠

"Ii

土
用
精
古
や
寒
"
+
3
が
猛
烈
で
．
と
く

r
気
合
は
人

一
倍
＊
さ
い

ク
』
、
な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
．

今
後

t
．
生
翡
ゃ
後
輩

m
た
め
に

微
力
を
私
で
は
あ
り
ま
す
が
尽
力
し
｀

姦

各

へ

C
せ

？

も

の

隠

営

．

柔
道
C
進
展
の
た
り
に
躙
稟
る
覚
岱
で

す
の
で
．
宜
し
（

i-
指
導

mm.

に
寒
精
古
は

411暗
い
五
峙
起
床
で
．
利

恨
河
畔
の
前
中
に
念
い
り
．
i

訪
か
ら

聾
3

が
始
ま
る
の
で
大
震
で
し
に
．
そ

の
頃
．
い
る
い
み
の
先
生
が
た
が
ぼ
古

を
つ
け
に
来
て
屈
り
ま
し
た
が
故
墾
皐

秀

ti先生
（
前
塁
瀑
姦
）
は
生
紐

涅
か
ら
一
番
恐
ろ
し
が
ら
れ
て
い
ま
し

た
．
慣
笥
し
て
柔
遵

mの
下
に
露
衣
な

ん
か
噴
ー
ん
で
後
ろ
C
方
に
い
る
生
徒

を
見
つ
け
．る
と
．
『
前
に
出
さ
と
引

痕
り
出
し
．
痛
い
足
払
い
で
二
．
＝
直

た
た
き
つ
け
．
得
立
C
背
負
い
拉
げ
で

た
た
ミ
つ
け
る
の
で
す
か
ら
．
山
嵐
と

言
っ
て
忠
情
C
的
で
し
た
．
県
ー
に
何

人
と
屈
ら
な
い
実
力
C
-
―
―
紐
で
．
＾
呑

パ
ネ
C
よ
う
な
方
で
し
た
．
先
生
に
は

生
紐
に
け
で
な
（
．
寒
繹
古
に
来
て
い

た
初
段
．

二
蹟
級
の
猛
苓
も
恐
れ
を
な

し
て
お
っ
た
よ
う
で
し
た
．
そ
C
か
わ

り
進
ん
で
＂
古
を
願
う
と
観
切
に
指
導

い
巾
し
上
げ
ま
す
．

“
醐

霰
井

m西
中
動
響
）

―-
n
 __ n
n
]曰
｀

ge

懇
心
の
は
か
野
球
し
庭
球
し
訟
上
し
す

ペ
て
優
”
し
．
進
学
中
し
い
下

一
で
す

か
ら
、
空
間
と
体
＂
は
連

fTす
る
し
の

と
今
で
ム
思
っ
て
い
ま
す
．

柔
五
郎
C
坐
よ
決
謄
畷
は
詞
範
佼

柔
友
会
（
鈴
木
元
ー
会
長
）

の
第
二
二
回
阿
会
は
三
月
二
五

日
午
紐
一
閃
か
ら
慎
111高
校
武

醤
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
．

こ
の
日
は
県
内
各
雄
か
ら
会
貝

が
約
四
0
人
集
ま
り
、
滋
高
．

前
暉

c柔
這
郎

U
を
加
え
て
ニ

悶
閏
半
熱
心
に
汗
を
ぼ
し
た
．

前
半
は
乱
取
り
練
習
．
紐
半
は

荘
暉
康
彦
五
段
が
追
り
足
払
い

井
出

B
叫
五
房
＊
外
刈
り
、

＂
口
雄
望
五
段
が
小
内
刈
り

．

閲
口
情
六

mが
埠
瓜
絞
め
と
そ

れ
ぞ
れ
穂
ぢ
得
意
巷
姦
重

し
互
い
に
研
究
し
あ
っ
た
．

柔
友
会
は
昭
和
四
二
年
六

n

に

m一
回
の
例
会
を
開
い
て
か

ら
順
潤
に
阿
を
霞
ゎ
．
多
い
崎

に
は
“
校
生
し
含
め
て
百
十
人

を
越
す
―
]
と
も
あ
り
．
そ
2
郡

度
乱
取
り
練
団
の
は
か
に
位
ゃ

形
の
綽
苦
｀
審
判
法
や
指
導
法

の
研
修
を
積
み
あ
げ
て
さ
な

全

A
の
数
し
八

0
人
を
超
え
ま

す
ま
す
槌
ぢ
i

浅
を
た
ど
り

一
つ
つ
あ
る
．

し
て
下
さ
る
あ
り
が
た
い
方
で
し
た
．
麻
布
の
病
は
井
出
苓
氏
さ
ん
が
柔
辺
か

前
中
は
わ
た
く
し
の
五
年
の
頃
ぱ
柔
．
好
さ
で
し
た
の
で
わ
た
（
し
も
辺
鳩
に

出
て
積
古
し
ま
し
た
が
、
厖
軍
で
人
符

を
し
た
＂
＂
四
ぽ
や
相
濃
ム
が
り

C
H

捕
三
段
等
多
雹
屈
り
．
ず
い
分
”
え
ら

れ
ま
し
た
．

大
正
十
二
年
．
高
祖
臀
寮
苔
と
の

！
 

柔
道
で
敢
闘
精
神
を

っ
ち
か
う

と
名
ぃ
石
原
害
を
纏
し
た
畔
愚
醤

を
破
っ
た

m
で
．
わ
れ
わ
れ
選
手
一
同

は
・心
か
ら
喜
ん
に
わ
け
で
す
．
わ
た
（

し
た
ち
前
に
は
黒
嘗
は
居
り
ま
七
ん

で
し
た
．
前
巾
を
本
案
し
．
上
京
し
て

腎
視
店
麻
布
腎
寮
そ
に
由
Iie．
し
て

就
置
し
、
柔
道

eに
け
た
わ
け
で
ず
．

対
杭
試
合
で
二
人
憫
し
黒
帯
を
許
さ
れ

ま
し

rr
贄
視
庁
の
ぽ
位
は
級
で
四
繊

手
が
講
五
館
の
枷
既
相
出
．
中
が
二

ぽ
筍
．
上
が
＿＿
＿
殿
格
で
＊
B
＊
伝
柔
jn

と
言
っ
て
．
四
絨
C
下
C
免
状
も
左
鱗

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
．．
 

大
正
十
二
年
四
月
．
腎
机
庁
の
誼
場

し
た
．

に
昇
級
試
合
に
出
か
け
四
級
C
中
を

m

さ
立
し
た
．
試
合
前
わ
た
く
し
と

一
紐

に
控
泉
に
壁
た
わ
た
（
し
の
印
手
は

わ
た
く
し
が

m干
と
知
っ
て
か
知
ら
ず

か
r
石
な
ん
か
ず
い
分
小
さ
く
て
軽
そ

う
な
男
に
な
あ
．
俺
は
二
十
貫
（
七
十

J
i
*
D
)
以
上
あ
る
ん
だ
、
四
紐
C
中

な
ん
か
わ
け
な
（
取
る
ん
に
．
』
と
域

磁
っ
て
屈
り
と
て
し
膳
て
る
と
は
息
っ

て
い
虫
せ
ん
で
し
た
．
串
い
に
も
捨
身

2
載
法
が
功
を
奏
し
．
守

nい
投
げ
で

叩
き
っ

It.Lll下
輯
士
よ
り
膚
名
彙
り

を
受
It．
匹
繰
の
中
一
現
在
C
二
段
）

と
な
り
．
柔
蜀
と
黒
帯
を

m戴
し
ま

そ
の
犠
司
法
試
輝
に
全
力
を
傾
It
.

大
正
十
五
年
に
＾
品
~
す
る
と
口
つ
猛
鰊

蘊
を
し
た
の
で
柔
這
と
縁
が
切
れ
て
仕

算
い
ま
し
た
が
．
敢
闘
精
神
だ
け
は
残

っ
て
い
る
C
も
柔
這
C
お
か
げ
と
感
寓

し
て
い
立

す

．

（

前

嬰

）

器

所

醤

裏

町

一

1
7
1
1
5

年

麟

六

十

九

オ

得

意

技

背

ぃ

扱

．
小
外
刈
り

斗ふ外

虹関＇ 
手外

ロ 病 院
院長関口

渋川市辰己町1703

恒五郎

n(2}2378 • 1648 
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ゃ
義
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講道館試合

審判規定一部変更

一
、
規
定
第
四
条
に

関
す
る
も
の

r
こ
ん
ば
ん
は
I.
」
と
少
年
た
ら
C

妥
な
声
品
ぇ
ら
れ
た
．
臓
集
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
み
な
柔
追
が
好

』
ー
ニ
桐
生
逗
士
館
は
国
鉄
綱
生
駅
前
＿
き
で

g.＂
な
い
岡
士
．
忙
し
い
庶
問

を
東
ヘ
一
キ
Cl

半
ほ
ど
行
っ
た
街
の
暉
を
や
11
・

し
て
辺
鳩
へ
駆
け
つ
け
る
．

烹
ら
や
や
遣
ざ
か
っ
た
と
―
―
る
い

．

“
一
人
玉

111日
出
夫
氏
は
丑
は

る
．
今
回
は
薪
井

．
＂
谷
二
広
輯
郎
μ
紐
製
寧
の
か
た
わ
ら
印
立
綱
生
工
案
石

がー
―

-gi八
日

に

お

訪

わ

し

た

．

位

m柔
這
鱗
暉
と
し
て
．
夜
は
ま
た
道

這
士
館
で
何
よ
り
し
を
ろ
く
の
が
場

m指
這
者
と
し
て
多
忙
な
中
に
も
す

少
年
た
ち
の
滋
情
だ
．
四
十
A
1
1
ど
C
っ
か
り
柔
這
と
密
芍
し
た
生
柄
を
し
て

少
年
が
も
と
立
ち
の
可
年
部
の
布
阪
者
い
る
．
小
学
佼
＿
年
と
四
年
の
兄

mも

相
乎
に
＊
ま
じ
め
に
練
習
し
て
い
る
．
父
観
の
を
』情
り
て
？
ら
さ
誠
を
上

tも
ど
“
し
の
い
わ
ゆ
る
遊
び
的
な
げ
て
い
る
．

綽
習
晨
は
み
ヒ
ん
も
比
え
な
い
．
日
刷
巌
士
館
の
＂
曲
は
昭
和
五
年
叫

分
の
番
が
＂
ら
さ
れ
ず
に
う
し
る
の
方
故
填
”
精
雄
参
議
院
議
貝
に
よ
り
蘊
て

で
も
S
て
い
る

T
も
い
る
．
外
に
は
ま
ら
れ
た
．
四
十
没
の
辺
場
の
閲

IUIE

“
寒
気
が
双
っ
て
い
る
の
に
辺
鳩
の
中

IHIの
“
下
を
の
ぐ
ら
し
て
町
口
場
と
し

は
少
年
た
ち
の
熱
気
で
い
っ
ぱ
い
．
窓
て
は
か
な
り
広
々
と
し
た
怠
じ
だ
．
ニ

を
あ
け
放
し
て
ま
だ
汗
を
ポ
9
ボ
ク
荀
の
辺
鳩
へ
墳
野
館
紙
は
鴨
年
夏
休
み
に

し
て
い
る
そ
t
L
い
る
“
多
い
雌
U

束
不
か
ら
＊
ヤ
生
を
追
れ
て
来
て
館

U

U
に
八

0
人
L
の
少
年
が
集
ま
さ
＿と

と
絨
曹
さ
せ
に
．
こ
の
中
か
ら
天
虹
試

が
あ
る
と
い
う
．

』
ー
ニ
で
は
少
年
た
ら
＾
a
に
出
場
し
た
太
Ill正
＿
邁
手
や
故
五

ど
“
L
C
練
習
は
あ
ま
り
や
・
名
な
い
箭
雙
．Pll．
＊
以
星
＂
．
吉
醤
之

＋
ど
も
が
人
に
Jf
と
な

＿
人
が

m打
に

lUJ.Rl
口
紐
峨
黒
沢
薫
等
の
優
秀
灘

あ
た
れ
る
よ
う
に
謡
冑
計
画
を
与
．
委
爵
し
た
．
暉
紐
は
靡
磁
治
男
．

青
年
部
の
人
た
ち
が
代
ら
ま
わ
り
で
指
沢
井
良
之
助
．
晶

J
I
l
j
f
l

-•

高
平
木
限

渭
し
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は

ErIll.R也
氏
ら
が
柄
蹟
切
・
野
口
雄

危
も
た
ち
の

Itが
は
は
と
ん
ど
な
い
．
望
IL既
し
こ
の
近
場
で
絨
苦
し
て

lii体

譲
た
ち
し
安
心
し
て
綽
習
に
通
ゎ

t
ら
還
手
に
な
っ
た
．
璧
打
に
没
後
辺
場
曹

“

令

指

登

守

星

占
5

潤
．
仕
は
ク
汗
は
館

M
が
共
同
で
行
な
い
．
互
遺
の
―

第
二
項
場
外
に
出
る
と
刊
断
さ

れ
る
衷
伎
の
場
＾
＂
｀
試
介
考

m

方
の
動
作
が

一
雌
中
断
し
．
暫

店
そ
の
閲
係
に
変
を
生
じ
な

．
 

い
と
μ
ら
れ
る
と
色
は
．
眺
項

と
岡
紐
に
し
て
、
そ
の
形
の
ま

ま
遍
幽
の
さ
＿
ろ
へ
引
邑
い
れ

r試
合
を
継
続
さ
せ
る
．

〇
右
C
場
怠

一
項
と
同
様
に

r
そ

一

の
ま
ま
』
と

n宙
L
て
か
ら

r
よ

L
」
と
宜
告
す
る
間
2
崎
間
は
試

合
間
か
ら
瞼

v.

リ
ー
ニ
ン
グ
凜

・
魚
商

・
運
転
手
等
々

蟹
館
氏
に
高
枷
渭
策
氏
．
副
館
長
に

菜
滋
．
荘
柔
堡
匹
氏
が
選
ば
れ

竺

少

年

郎
は
県
這
場
対
航
に
“
ぃ

て
匹
七
年
は
小
学
竺
―
―
年
＂
躙
で
軍
本

む
が
藻
鴫
．
匹
年
の
郎
で
佐
暉
等
が
一
―
-

位
を
信
”
し
て
い
る
。
四
六
年
は
衷
に

儀
騨
名
が
一
二
人
で
な
こ
の
識
底
し
た

堕

一項
立
ち
鵬
負
に
お
い
て
も

前
項
に
準
じ
て
取
り
級
う
こ
と

が
で
色
る
．

〇
布
の
鳩
合
も
、
『
そ

m
ま

さ

と

哀
g
し
て
か
•
t
r
よ
し
」
と
烈
E

す
る
間
の
峙
問
は
試
合
碕
間
か
・り

除
く
．

二
規
定
第
一
＿
士
一
条

（
総
合
勝
ち
に
関
す
る

も
の
）
0
警
告
を
受
け
た
し
の
が
更
に
抑
え

こ
ま
れ
た
場
合
は
．
二
十
五
砂
を

し
っ
て
他
力
を
総
合
謄
ら
と
す
る
．

少
年
た
ち
に
み
な
ぎ
る
熱
気

子
ど
も
五
人
に
指
導
者
が＿ 
人

練
習
ぷ
り
か
ら
は
じ
ゅ
う
よ
ん
に
考
え

ら
れ
る
こ
と
だ
．
少
年
郎
は
年
杢
行
事

と
し
て
元
且
に
市
内
＂
＊
迫
山
か
ら
闘

来

鼻

し

．

そ

m
年
一
年
の
醗
墨
を

醤
す
る
“
紐
い
て
寧
積
古
｀
寧
中
マ

ラ
ソ
ン
．
暑
中
精
古
等
を
行
な
・
7
．
足

利
這
士
鰭
竪
醤
と
は
年
に
二
壁
'

つ
往
復
し
て
お
互
い
の
往
を
鰊
い
合
っ

て
い
令
幹
郎
詣
氏
も
餌
週
顔
を
見
せ

て
は
少
年
た
ち
を
蹴
励
し
て
い
る
．
―
―

m
誉
ま
れ
た

g
填
の
中
で

g
．
ニ
ら
れ
た

少
年
た
ち
は
邑
っ
と
に
（
ま
し
い
・心
身

を
鋼
え
た
若
者
に
成
足
し
て
い
（
―
-
と

だ
ろ
う
．

渋
川
ー
大
胡
線
富
士
見
役
場
前
圃
ニ
ニ
六
七

麺
類
・
飯
類
・
単
菜
各
種

出
張
卓
料
理
も
始
め
ま
し
た

＇ 
:~ 汀

中
国
料
理

子
は
こ
れ
か
ら
講
道
館
柔
這
は
ど
ん

な
も
の
で
あ
る
か
を
ざ
っ
と
観
明
し
よ

う
と
息
う
が
．
そ
れ
に
は
疇
這
館
柔
逍

の
沿
革
か
ら
述
ぺ
る
の
が

一
書
は
や
み

ち
で
あ
ろ
う
．

織
葦
前
に
も
柔
這
と
い
う
名
称
は
な

い
で
も
な
か
っ
た
が
詈
通
柔
術
と
か
体

術
と
か
い
っ
て
償
に

r
や
わ
ら
』
と
称

え
た
も
の
で
あ
る
．
し
て
そ
れ
・2
c目

的
と
す
る
所
は
攻
撃
防
御
C
術
を
練
習

す
る
に
あ
っ
た
．
固
よ
り
練
宮
の
結
果

と
し
て
身
体
も
丈
夫
に
な
り
精
神
C
修

養
も
で
邑
た
に
相
違
は
な
い
が
饂
目
と

す
る
所
は
そ
＿
＿
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ

i

る
．
子
が
柔
裕
を
官
い
給
め
た
の
は
織

面
種
で
あ
っ
た
が
．
当

9
数
え
た
先
生

i
c
考
え
も
雪
い
に
行
っ
た
子
C
考
も
や

ー
は
り
攻
摯
肪
闘
の
方
法
の
練
四
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
．
然
る
に

一

年
・
ニ
年
と
碍
を
経
る
中
に
だ
ん
だ
ん
身

体
に
変
化
を
見
る
よ
う
に
な
り
`
1
・1年

し
修
掌
を
絨
け
た
級
は
肉
付
が
苓
し
く

一
よ
く
な
っ
た
．
＂
神
に
L
そ
う
快
嘉

一
え
．
少
年
の
頃
か
ん
し
ゃ
く

mで
あ
っ

[
た
が
辛
は
も
よ
く
な
り
気
質
し
だ
ん
ピ

一
ん
窪
荀
い
て
く
る
し
そ
の
他
紐
々

m神

L

上
に
利
益
を
得
に
よ
う
に
磁
じ
．
虫
た

ぷ
撃
堕
ぢ
練
醤
の
結
果
龍
す
る
に

至
っ
た
阪
翌
．
人
生
存
般
の
事
に

し
応
JtJす
る
こ
と
の
で
邑
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
二
と
を
は
ず
る
に
至
っ
た
か

ら

r
こ
れ
は
誠
に
布
益
な
修
棠
で
あ
る

＿
＿
う
い
う
し
の
は
白
分
ら
だ
け
稽
＋
11
す

る
に
止
め
ず
広
く
人
に
学
ば
せ
た
が
よ

か
ろ
う
」
と
考
・村

い

た
．

IUl治
十
五

年
の
守
ま
で
は
下
・旧
崖
住
い
を
し
て
店

た
C
で
そ
の
志
を
過
行
す
る
二
と
が

111

来
な
か
っ
た
が
そ
の
年
の
二
月
に
初
の

て
下
谷
の
＊
呂
寺
と
い
う
寺
の
一
郎
を

情
IJ
て
そ
―
ー
に
数
名
の
書
生
と
一
請
に

住
む
こ
と
に
な
っ
た
か
・り
｀
し
ば
ら
く

先
づ

n分
の
再
生
に
教
え
姶
S
｀
外
か

ら
も
数
名
C
本
人
だ
の
学
生
だ
の
が
来

て
日
日
繹
古
を
す
る
―
ー
と
に
な
っ
た
．

元
来
子
は
天
神
真
楊
統
の
柔
笥
を
詈
い

植
に
起
倒
諏
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら

最
初
は
―
―
れ
ら
二
諏
の
折
直
し
た
よ
う

な
も

m
を
敦
え
て
店
っ
た
の
で
あ
る
．

然
る
に
―
―
れ
ら
二
唇
よ
ほ
ど
纏
を
具

に
し
て
屈
る
の
で
長
短
相
禎
な
う
こ
と

が
あ
り
．
＿
流
の
柔
帽
で
は
と
て
も
11

ん
と
・
る
事
は
わ
か
ら
ク
ニ
諷
で
も

不
十
分
で
あ
る
．
顧
わ
く
は
緻
多
の
諏

に
互
っ
て
研
究
し
て
み
た
い
と
い
う
志

を
比
く
に
至
っ
た
．
そ
れ
か
ら
詣
諷
の

輝
墨
寧
と
も
交
際
し
て
互
に
考
を
交
義

羞
嘗
な
ど
も
示
し
＾
＂
っ
た

一
方
に
は

ま
た
昔
武
術
事
が
文

lltmも
mと
し
て

紐
識
し
て
店
っ
た
免
許
董
伝
等
各
馘
の

醤

が

古

樽
t
尺
の
店
珀
に
出
て
屈
っ

柔
道
本
義

そ
う
い
う
わ

た
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
．
そ
う

ぃ
ぅ
粛
を
只
い
鼠
の
に
ん
だ
ん
研
究

し
た
結
果
大
い
に
得
る
所
が
あ
っ
た
．

ま
た
＿
方
か
ら
与
え
る
と
今

nloi柔
辺

は
単
に
攻
撃
防
御
の
方
法
と
し
て
は
さ

ほ
ど
大
切
な
し
の
で
は
な
い
．
自
分
が

＊
い
に
そ
の
利
益
を
嶋
じ
た
の
も
そ
の

庫
塁
が
広
（
外
の
こ
と
に
応

mさ
れ
る

と
い
う
こ
と
｀
そ

m身
体
精
神
の
戴
鰊

修
饗
の
上
に
得
る
所
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
．
さ
す
れ
ば
『
今
紐
は
攻
撃
訪
卿

の
方
法
た
る
と
lnJ肉
に
貴
重
な
る
犀
環

の
研
究
と
か
身
体
精
神
の
修
養
の
方
法

と
か
と
し
て
之
を
数
え
な
＂
れ
ば
な
ら

g
．
主
た

一
諷
の
年
術
で
な
（
諏
流
の

品
を
紐
●
て
之
に
遍
出
な
工
夫
を
加
え

て
｀
今
日
の
批
に
這
す
る
よ
う
に
せ
わ

ば
な
ら
を
と
考
え
た
．

碍
撃
剣
．
柔
街

m名
事
が
様
を
嶋
れ
不

慣
れ

miii況
に
手
を
出
し
て
失
敗
の
水

流
浪
し
て
憐
れ
な
生
柄
を
な
し
．
あ
る

苓
は
躙
"
?
資
を
得
ん
が
為
に
武
術
ル
』

興
行
物
と
し
て
恥
と
も
息
わ
な
い
有
磁

で
あ
っ
た
．
幽
峙
は
多
く
の
人
に
は
撃

剣
と
か
柔
術
と
か
い
う
名
を
聞
い
て
．

武
士
号
＂
筆
を
伝
え
る
含
棗
な

技
術
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
考
の
起
っ

て
来
な
か
っ
た
碕
代
で
あ
る
か
・
S
、
せ

め
て
は
名
称
で
も
翫
た
に
し
な
く
て
は

門
人
し
得
ら
れ
ま
い
と
い
う
よ
う
な
心

配
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
（
し
て
叩
泊
十
五
年
五
月
頃
と
記

憶
す
る
．
議
這
館
柔
道
は

2
岱
塁

精
神
の
羹
｀
膿
負
の
修
行
と
い
う

i=-

＊
綱
目
を
掲
げ
て
永
品
寺
の
干
が
守
齋

を
道
場
と
し
て
綱
鯰
セ
ら
れ
た
の
で
あ

.I~ 師

範
,
i
'
i

秤
‘
l
f

加
納
治
五
郎

け
か
ら
干
は
皐
這
館
を
起
す
に
当
っ
て

従
来
の
一
況
2
柔
術
に
よ
ら
ず
そ
の
目

的
も
原
糎
の
研
究

・
身
体
綱
神
の
修
羮

霞
鰊
、
攻
撃
防
御
の
方
法
の
綽
曹
と
い

う
よ
う
に
広
く
定
め
た
．
ま
た
名
称
も

従
来
広
く
行
な
わ
れ
て
震
っ
た
柔
噸

体
術
、
や
わ
ら
亭
は
こ
と
さ
ら
に
選
け

甑
め
て
拿
れ
に
し
か
用
い
ら
れ
て
扇
な

か
っ
た
柔
道
を
自
分
の
軟
え
る
も

c
c

名
称
と
し
た
．
従
来
憤
用
さ
れ
て
扇
っ

た
名
称
§
た
軍
由
は
外
に
も
あ
っ

な
幽
峙
多
く
の
人
は
柔
術
だ
C
体
帯

と
い
う
も
の
を
〒
が
考
え
て
い
る
よ
う

に
は
見
て
居
な
か
っ
た
．
そ
C
翡
体
樟

神
の
上
に
ひ
え
邑
あ
る
こ
と
慮
わ
ず

む
し
ろ
咽
疇
を
練
め
、
開
鰤
を
く
じ
邑

｀
サ
を
折
り
、
打
綱
さ
っ
傷
寄
手

る
―
ー
と
と
運
磁
し
て
店
っ
た
．
ま
た
当

編

集

後

記

お

く

や

み

る
．
し
か
し
当
峙
は
な
お
子
の
研
完
峙

代
で
あ
っ
て
、
当
峙
C
唇
鱈
柔
這
は

今
日
C
鵡
迫
鱈
柔
這
と
必
ら
ず
し
も
岡

＿
の
も
C
で
は
な
い
．
哨
泊
二
十
年
前

紐
に
至
っ
て
蛤
め
て
今
日
の
形
の
疇
這

．
 

鱈
柔
道
は
成
立
し
た
も

mと
い
っ
て
も

ょ
ぃ
．
そ
C
鵠
も
絶
え
ず
改
良
を
加
え

た
か
ら
疇
泊
二
十
年
か
ら
二
十
八
年
C

塁
心
を
紐
た
大
正
四
年

m今
日
に
於
て

は
ず
い
分
変
化
し
て
磨
る
に
相
違
は
な

い
が
．
＋
五
年
か
ら
一
＿
十
年
主
で
五
年

の
間
に
し
た
よ
う
な
変
化
は
な
い
の
で

あ
る
．か
く
だ
ん
だ
ん
斃
風
し
て
来
た
柔
辺

が
今
日
で
は
ど
ん
な
も
の
に
な
っ
た
か

を
明
に
す
る
た
め
に
先
ず
―
―
―
ー
に
登

C
定
義
と
目
的
と
を
掲
げ
て
．
―
-
れ
ら

を
鱗
飼
し
て
磁
明
す
を
一
と
に
し
よ
う
．

（続く）一

(
-
＿
の
原
稿
は
識
辺
館
玲
行
の
緯
誌

r
柔
辺
J
C
賽
ニ
サ
＾
大
正

IIY年〉

に
掲
諷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
．
一

松
島
光
治
七
段

昭
和
四
七
年

三

n-＿
匹

忍

昌

＊
の
た
の

U
宅
で
逝
士
．

明
治
些

一年

一
月
匹
口
生

群

墜

覇

運

撚

宵

藷

事

柔
追
窪
似
噸
伊
為
中
央

n動
車

政
習
所
社
最

昭
和
七
年
．
八
登
叫
治
神
出
＊
全
に

出
場
．

号
甑
り
が
ぽ
つ
ぽ
つ
聞
か
れ
る
頃

に
な
っ
た
．

中
｀
店
佼
で
は
運
動
房
暫
＾
郎

員
の
生
輯
が
演
ヒ
ら
れ
る
．
ざ
一
の

笠
苓
と
年
ぽ
始
め
に
は
登
屏
入
生

が
集
ま
る
．
そ
れ
が

一
人
馘
リ
ニ
人
諏

羞
年
を
卒
拿
す
ゑ
内
は
当
初
の
三
分

の
一
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
う
．

ど
こ

に
薗
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
．

911に
残

る
名
の
立
鳩
で
な
（
．
部
を
や
め
て
い

（
名
の
唇
立
っ
て
も
う
＿
恩
因
を

考
シ
て
み
よ
う
．
で
一
に
何
か
薪
し
い

発
比
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
．

『
ぐ
ん
ま
柔
這
i

し
告
さ
ん
＂

i-
協

力
を
得
て
よ
う
や
(
1・1年
を
修
棠
す
る

こ
と
が
で
と
た
．
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

あ
る
．

4
,
紐
と
も
い
っ
そ
う
の
三
負

を
お
顧
い
い
た
し
ま
す
．
（
新
井）

⑲ 雪野祖醒
抹式会社

赤城観光

自

大間

本社 ・工場

束京配送所

群馬県大間々町（東武線赤城駅前）
口大間々局 (02777) 2 -222洸り
東京都板橋区高島平6-1-1
板橋貨物センクー束群内
ft (03) 938-6230 

電話

車株式会社

々

大間々

町赤城駅前

(02777} 2 -2717 

群馬の代表清酒

全国清酒鑑評会 8年連続金賞受賞

酒は

しみじみと 心に通う

． 
＜特級・ 1級・金印＞

群馬県大間々町

株式会社近麗濯造店 社長近璽莫一郎
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嘉
鯖
饉
籠
遣
訓

柔
這
は
・
心
身
の
力
を
最

b

有
効
に
使
用
す
る
道
で
あ

る
そ
の
修
彙
は
攻
撃
防
禦

の
緯
詈
に
由
っ
て
身
体
精

神
を
鑽
鑢
修
業
し
斯
道
の

神
耐
を
体
得
す
る
事
で
あ

る

さ

う

L
て
是
に
よ
っ

て
己
を
繍
益
す
る
が
柔
道

修
業
の
究
覚
の
目
的
で

h

る

関

口

会

長

を

悼

む

蒻

怨

考

長

男

と

し

て

出

生

さ

れ

た

．

IInに
わ
た
っ
て
臨
ぽ
雰
野
を
微
底
的

騨
馬
県
柔
連
副
会
長
幼
少
よ
り
父
空
五
郎
先
生
か
臼
屠
に
研
究
さ
れ
な
．
そ
の
間
．
前

m
想

田

島

行

一

索

這

象

び

．

昭

和

―-＋
七
年
二
月
躊
？
よ

g
霊
と
な
っ
て
．
前

m博
よ

ii"閉
条

快

．

n屯
で

盈

茄

層

入

ぽ

（昭
和
玄
翌
＆
饗
”
彩
外
科
の
席
刊
行
の
た
め
に
大
さ

祝
中
の
さ
一み
径
ぢ
た
5
さ
”
二
十

粒

士

）
と
な
ら
れ
た
が
．
そ
の
生

iUiを
く
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
．

六

u午
逍
硲
四
士
北
“
滋
七
出
E
4
通
じ
て
柔
辺
＂
神
を
箪
憾
な
く
況
揮
さ
昭
和

i
-

一
を
講
道
館
四
政
に
進
み
．
翌

で
逝
安

Jg．
正
五
位
懇
．
翌
醤

JL.nuロ
＂
彪
外
科
紺
院
氏
と
し
て
阪

四
年
吾

nnuロ
整
昇
科
紺
院
主
間
証
．

館
＾
Plt．
梵
懸
醤
述
盟
含
詞
＂
陣
会
．
柔
穣
脊
．
教

W
界
．
贄
堅
界
．
院
伍
と
し
て

d
・
心
仏
・
心
．
を
迪
で
行

控
五

rた
裟
凹
保
＋

li団
体
に
よ
る
る
ポ
ー
●
毘

一
般
快
た
笛
じ
し
い
柄
か
れ
た
．
と
び
し
い
中
に
も
温
か
く
比

"̂M葬
儀
が
七

"
ii卜
iu午
後

一
碕
動
を
さ
れ
佃
＊
な
る
屁
騎
を
C
-
＿
さ
れ
讀
力
が
あ
る
人
柄
が
．

二
十
二
年
に
は

よ
り

（二
閃
ー
品
庶
＂
別
式

）
前
僑
“
た
故
人
に
対
し
て
ま
と
に
ふ
さ
わ
し
い
抽
さ
れ
て
県
厩
師
盆
副
会
長
と
な
り
．

H
5"町
の
臥
民
会
館
に
於
て
し
め
や
か
葬
償
で
あ
っ

rヽ

ニ
ャ
四
年
に
は
日
本
鼠
師
会
代
膿

A
、

に
と
I
J
“
_
＿な
わ

U
た
が
．
故
A
C
は

先

北

は

叫

治
一ギ

ニ
兜
―PH五
a．
二
十
六
年
よ
り
六
年
当
県
底
師
会
氏
を

を
慕
う
叫
広
い
醤
団
体
．
友
人
知
巳
北
群
嶋
郡
干
”
村
中
郷
で
潟
生
さ
れ
．
つ
と
め
ら
れ
県
医
暉
会
は
も
と
よ
り
代

門
下
生
．
滋
訟
紐
戚
等
剪
手
五
百
人
群
馬
師
疵
附
属
小
学
校
を
経
て
県
立
前
濃
員
と
し
て
＊
（
日
本
医
師
全
C
た
め

が
疇
列
し
て
県
下

一
を
”
る
公
館
も
人
．
僑
中
学
位
に
入
学
さ
れ
た
．
先
生
が
調
に
多
大
な
る
尽
力
を
さ
れ
た
C
で
あ
っ

人
で
溢
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
．

iオ
C
明
治
三
十
一
二
笹

iR．
父
孝
五
た
．

故
人
の
醗
号
は

『
最
紘
院
殿
医
這
松
郎
先
生
は
．
息
“
嘉
納
泊
五
郎
先
生
が
当
悶
日
本
匿
輝
会
内
で
東
に
関
口
．

臭

塁

J

.

~
(
;
定
訊
．
神
I
I
J
畔
命
名
さ
I
L
た
山
紐
あ
る
r
弘
遵
郎
」
関
匹
に
松
坂
（
広
島
県
）
あ
り
と
な
ら

U

島
県
知
亭
よ
り
嗣
千
閲
口
嘉
外
科
刹
口
道
場
を
前
僑
市
北
鷹
町
（
現
在
干
称
さ
れ
．
武
見
太
郎
先
生
の
人
物
力
量

屋
閲
口
覧
生
に
紋
人
C
位
記
伝
違
代
山
町
二
／
「
三

）
に
間
紐
さ
れ
た
．
を
み
こ
ん
で
日
本
医
師
会
長
に
樺
し
上

壱
悶
紀
状
の
揖
サ
が
あ
っ
た
の
ち
罪
二
の
道
場
こ
そ

et島
県
に
於
け
る
疇
這
げ
た
話
は
布
名
で
あ
る
．

堡
貧
痣
武
品
太
郎
H
本

醤

会

々

氏

館

蓋

晨

gと
な
っ
た
C
で
あ
る
．
ヌ
先
生
は
後
輩
召
而
躙
見
が
よ
く
人

C
式
辞
に
は
ヒ
ま
り
．
神

fllm馬
lu知
先
生
は
弘
辺
館
の
幼
年
絨
時
代
よ
り
を
つ
く
る
―
P

と
が
う
拿
か
っ
た

m
で
“

事
．
昂
馬
県
＾
ム
案
宵
其
．
石
井
前
醤
翌
ょ
（
伊
輩
に
耀
ん
で
て
い
た
．
阪
師
会
役
Jil中
よ
り
参
議
院
Iii員
の
JIL

靡
屈
．
池
上
群
馬
屈
底
輝
会
氏
．
派
し
か
し
友
惰
に
厚
く
載
ネ
行
で
兄
弟
息
立
重
R
先
生
．
素
議
院
躙
只
C
羽
生

m

名

群

馬

県

体

互

貪

＊

扁

扁

―
い
で
あ
っ
た
．
前
偽
出
店
代
は
抜
群
進
先
考
―

-
A
C
子
分
を
房
＊
さ
な

暑

災

良

．

行

m郎
H
本
柔
辺
虹
復

C
技
濶
で
主
将
と
な
り
そ
の
名
JJJ
を
う
力
で
日
本
政
界
に
追
り
出
さ
れ
を
一
と

雙

良

．

斉

暉

璧

璽

唇

窟

．

た

わ

れ

た

．

は

東

知

の

羹

で

あ

っ

て

．

右

手

に

羽

友

人

代

器

塁

塁

覆

鵡

M
．
没
＊
写
＾
年
．

B
*医
科
大
学
に
進
む
と
．
鷹
蚕
・
に
嚢
の
岡
譴
貝
を
も
っ

畠
腔
資
．
畠
元
群
島
県
知
平
共
に
柔
道
瓢
に
入
り
．
贋
＊
考
柔
て
い
る
よ
う
な
人
間
は
日
本
に
も
沢
山

ほ

か

蓼

<
c
翌
辟
が
搾
げ
ら
れ
た
．

ilt大
会
に
お
い
て
は
．
幽
悶
学
生
で
は
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
嘗
日
頃
先
生
は
ほ

弔
電
も
日
本
レ
ク
リ
ュ
ー
シ
雪
ン
協
数
少
な
い
三
苔
・蚕
将
と
し
て
軍
郷
に
ん
と
う
に
幸
饂
そ
う
に
自
慢
し
て
お
ら

会
鯰
雲
＿
＿詈
磁
仁
鵡
王
殿
下
、
饂

w．
勇
名
を
は
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
．
れ
た
の
で
あ
っ
た
．

＄

闊

畠

裔

．

江

崎

国

家

＾

委

＊

正

十

二

年

日

本

緊

＊

品

嚢

塁

桑

音

―

-

＋

一

年

に

は

羹

喜

責
最
醤
臀
累
々
宜
嘉
納
鵡
助
手
と
し
て
約
一
年
醤
務
し
．
大
正
只
に
樟
さ
れ
｀
数
年
に
わ
た
っ
て
贅

這
館
長
ほ
か
各
界
よ
り
四
百
通
を
饂
え
十
三
年
四
月
．
裏
応
讀
熟
大
学
医
学
輝
界
の
た
の
に
も
尽
力
を
さ
れ
｀
三
十
七

な

窮

界

科

が

問

取

と

共

に

動

裔

当

峙

日

年

に

は

県

＾

土

案

貰

発

に

樺

さ

れ

逝

去

本
に
お
け
る
鵞
形
外
科
2
植
威
で
あ
っ
さ
れ
る
ま
で
約
十
一
年
の
＊
さ
に
わ
た

た
前

m友
助
博
士
の
助
手
と
し
て
緻
年
っ
て
民
主
警
察
の
指
導
腎
専
に
当
た
ら

羞
暉
口
枯
五
郎
先
生
は
｀
元
辟
馬
県

惰
竹
師
会
丑
：
＾
Plt範
士
．
故
閲
口
＊
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畔
罵
県
柔
這
這
輩
会
長
．
晋
林
五
郎
先
土
は
．
含
竺
月
5
よ
り
鍵
虚
を

損
ね
｀
自
宅
で
羹
中
の
と
え
．
育
；
＂
且
・
前
零
時
桑
哀
の
た
め
逝

去
さ
れ
た
．
行
年
七
四
オ

累
は
先
考
醤
さ
れ
て
い
た
嬰
品
団
体
に
よ
え
＂
団
罪
に
よ

っ
て

肯

二
十
一
民
・午
慎
一
峙
か
ら

m島
県
民
会
館
に
“
い
て
し
の
や
か
に
と
り

行
な
わ
れ
た
．． 
故
今
讐
慕
う
人
々
が
叫
の
内
外
か
ら
集
立

n．
蓼
列
れ
は

号
層
名
を
饂
え
た
．． 

昭
和
二
十
六
年
群
馬
臥
柔
辺
運
皿
の
ぼ
立
以
来
私
た
ら
の
頭
上
に
さ
ん
然
と

”
さ
続
け
て
い
た
巨
邑
な
品
が
今
iffえ
た
．
し
か
し
先

t
c数
え
と
北
机
は
エ

た
輯
t
ぃ
光
と
な
っ
て
私
た
ち
C
前
造
を
皿
・
5
L
-；
（
“
る
で
あ
み
・
F
.

全
に
先
生
の
生
前
C

3
を
し
C
び
平
・寒
tlL文
"
mか
っ
た
111贔
行

i.＊

井
奇
箪
｀
暉
沢
和
典
i-

正氏
の
追
悼
文
を
載
心
紋
人
＂
冥
糾
を
研
る
．

れ
た
大
さ
な
功
組
は
県
民

m
uと
し
（

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
．

.
-＋
六
年
群
潟
県
冬
辺
速
叫
ば
立
に

当
っ
て
は
．
副
会
氏
に
批
さ
れ．

mば

秀
内
会

R
と
き
ム
と
は
．
会
虻
を
・

1"

継
ぐ
と
共
に
全

n＊
恐
辺
沌
盟
評
譲

U

と
な
ら
れ
た
．
な
Ji
四

t"年
に
は
閏

車
柔
辺
述
＾
m
会
の
会

K
に
推
さ
れ
て
．

屈
臥
は
も
と
よ

Ilnu虹
全

U
本
柔

ia発
展
C
た
の
に
＊
さ
（
寄
r土
＇
る
と

こ
み
が
あ
っ
た．

四
十
二
年
に
は
群
属
叫
体

rcr協
＾
ぢ

氏
．
訊
ス
ポ
ー
ツ
銀
閥
審
議
会
々
に
と

な
り
傘
下
ス
ポ
ー
●
団
体
の
贔
＂
兌
艇

の
た
め
襄
た
を
忘
れ
て
削
期
的
な
迅
人

的
紐
動
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
．

な
お
先
生
は
そ
の
ほ
か
群
馬
貼
体
撮

協
企
含
苔
．
群
馬
県
ラ
ジ
オ
体
樟
還

堕
＾
畠
．
醤
嘉
等
学
は
同
窓
会
紙

畔
島
県
レ
ク
り
エ
ー
シ
．
＂
ン
協
会
長
．

諄
島
大
学
“
中
・
小
年
佼
岡
窓
＾
な
r

日
＊
放
送
ほ
魚
悶
京

111m鑢
地
方
放
送

魯
組
審
諏

n．
前
檎
ロ
ー
，
I
J
ー
ク
ラ

プ
含
u
(
-
R
)
群
馬
印
整
＂
輝
全
備

亨
々
数
え
上
げ
る
と
さ
り
が
な
い
は
ど

ぁ
立
た
の
ほ
珊
に
つ
か
れ
娩
年
は
嗣
子

C
方
に
み
ず
か
ら
は
社
会
人

mCた
め

C
医
年
樗
士
閲
口
門
院
丑
に
病
院
を
ま

か
せ
．
に
絶
大
な
る
貫
賦
を
さ
れ
は
頭
で
寡
練

r
あ
・
ほ
ん
と
う
に
稟
し
い
人

生
だ
っ
た
な
あ
」

あ
．
｀

な
ら
れ
た
．

竺
出
を
残
し
て
衷

む
る
が
如
島
大
往
生
を
連
げ
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
．
_
-
C
偉
大
な
る
先
棠
閲
ロ

林
猛
廃
生
は
蓋
な
る
賞
只
の
客
と

わ
れ
わ
れ
後
進
C
必
嘆
は

惇
み
て
も
（
や
み
て
し
ま
こ
と
に
尽
さ

な
い
も
の
が
あ
る
．
し
か
し
た
だ
先
生

は
な
ら
な
い
．
わ
れ
わ
れ
柔
辺
人
は
．
一
て
界
敬
し
て
い
た
枯
五
郎
先
生
の
畠

先
生
の
ご
遺
芯
と
そ
C
偉
業
を
訊
承
し
ー
で
あ
っ
た
こ
と
と
．

て
．
い
よ
い
よ
柔
ja
の
限
胴
嚢
の
た

め
に
．致
協
力
す•
Oこ
と
が
泉
下C
先

生
の
霊
主
安
ん
じ
る
―
』
と
で
あ
ろ
・
P
.

こ
こ
に
諷
1
で
K
悴
の
誠
を
捧
げ
る
も

＂^ホ

の
で
j

る
．

凹
＂
た

生
と
い
え
ば
．

一
般
的
に
は

叫―
8

い

ユ

ー

手

に

岱

肖

閉

常
濾
人
」
と
い
う
印
象
が
雄
い
と
息
・
F
.

そ
L
-

ょ俎
ix-て
の
通
り
で
ん
っ

関
ll
林
五
郎
先
生

嘉

ぅ

貧

舟

外

に

は

磨

柔

・

り

か

く

．

駐
馬
県
柔
道
運
塁

i
-他
と
の
融
和
品
幕
ぃ
ら
れ
人
の
詰

永

井

賽

雄

を
よ
く
聴
く
｀
所
謂
高
し
上
手
、
問
さ

未
な
方
で
決
し
て
人
の
気
を
そ
ら
す

憬
を
一
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．

↑

t』息
・
み
で
ふ
る
．

俯
L
私
U
-
Z
C
庄
面
．
た
ル
の
人
し

な
り
の
庇
泣
を
な
す
し
の
は
不
凪
ギ
繰

の
闘
ぷ
で
ふ
り
．
そ
し
て
そ
の
関
ぷ
は

た

t
が
御
ヴ
父

Ill＂年

Ii郎
た

t
に
つ

い
て
幼
少
の
団
か
・
り
＂
定
さ
い
た
柔
辺

か
ら
体
得
さ
“
た

t
m
に
追
い
な
い
と

息
・
ユ2
よ
~
る．

私

u昭
m+.
年

-ifnか
ら
先
生
即

他
界
の

H
よ
で
r
．十
A
年
間
に
"]っ
て

先
生
C
躙
近
と
し
て
帥
が
さ
せ
て

mぃ

た
の
で
．
先
生
C
斗
志
を
物
印
る
数
多

（
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
復
し
て
米
た

m
で

あ
る
が
．

“zm'で
切
に
私
の
心
を
打

っ
た
こ
と
に
つ
い
一

4
ェ
い
て
み
た
い
と

息
う
．

卿
昨
父
登
五
郎
先
生
は
武
人
に
似
合

は
な
い
温
肛
無
Jt
な
人
柘
名
で
あ
り
忠

"
．
を
張
り
上
げ
る
紐
さ
』
と
は
決
し
て

な
か

っ
た
力
で
あ
っ
た
。

ん
ば
か
り
の
勢

m岱
t

そ
C
年
五
郎
先
生
C
成
年
の
荘
C
御

ホ
ワ
イ
ト
ペ
ア
ー
ス
キ
ー
ク
ラ
プ
会
伍
一

m子
が
硬
介
狐
で
名
を
取
る
石
僑
先
生

（
鵡
誼
館
五
ば
）
で
あ
っ
た
が
．
固
先

生
C
対
局
C
閃
C
口
動
の
漑
し
い
こ
と

は
非
常
な
し

m
で
今
に
し
閥
み
か
か
・
り

料
で
は
な
か

の
遺
ほ
を
は
び
悲
畷
に
（
れ
る
“
け
で
＿

っ
た
．

そ
ん
な
と
さ
．

い
つ
も
隣
表
で
私
と

対
h
中
C
林
五
郎
先
土
は
．
＿
＿

c怜
十

を
見
て
私
に

な

っ
た
し
の
で
あ
る
．

r
あ
れ
が
柔
這
家
の
立
の
姿
だ
．
ぁ

さ
れ
る
．
問
麗
は
―
ー
れ
を
生
活
に
ど
う

爵

で

eる
か
と
い
う
こ
と
だ
」
と
．

何

m鰈
昧
も
ケ
レ
ン
闊
も
な
い
平
凡

藁
で
あ
る
．

そ
れ
な
の
に
何
故
此
C
言
葉
が
私
の

飢
愕
を
そ
ん
な
に
動
か
し
た
C
か
？

そ
れ
は
i

私
が
＂
綱
な
人
惰
名
と
し

そ
の
峙
の
情
点
と

そ
の
打
姻
の
出
た
9
イ
・
・
｀
ン
グ
が
尖
に

ピ
ッ
タ

IIし
て
店
た
か
ら
で
あ
る
．

そ
し
て
其
C
関
の
感
動
が
北
C
扱
C

私
C
処
世
の
上
に
大
さ
ふ
雇
を
午
・
ニ

を
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
．

-
J
C
樟
に
内
に
烈
々
た
る
闘
志
を
認

阪
師
の
身
で
あ
り
乍
・
ょ
柔
這
を
心
か

ら
愛
さ
れ
た
先
生
は
．

mヵ
鴨
111自
餓

北
腐
岳
器
神
を
其
の
直
徳
g

の
瑾

と
さ
い
た
人
の
感
が
深
い
．

先

t
閻
生
ntlm佑
業
を
想
・
1
と
さ
＾
＇

以
乍
・
ぶ
へ
J
I
I
L
に

Ill大
の
＊
さ
さ
な
9

師

必
す
る
の
で
ム
る
が
．
先

t
の
柔
辺
に

MIt
．
り
れ
た
情
熱
と
旧
念
は
幾
多
の
関

牲
い
粒
訊
と
な

っ
て
永
辺
に
後
進
を

n

い
て
下
さ
る
で
あ
ろ
う
．

た
生

m
み
に
よ
の
安
か
れ
と
閻
妍
り

111し
K
i
r
る
と
と
し
に
即
旧
訓
を
脚
に

柔
辺
況
IJt
の
出
に
微
力
を
改
す
―
ーと
を

卯
帽
い
巾
し
上
げ
る
次
第
で
ん
免

関

口

会

長

と

私

薦

沢

和

典

玄
閾
蔚
に
立っ
て
プ
ザ
ー
を
鳴
ら
す•
-
9ク
シ
ー
の
/
1
9

ー
を
比
た
ら四
口

r
-
ら

ん
く
だ
さ
い
』

r
は
1
い」

r
暉
沢
と
巾
し
主
す
が
』
そ
れ
ほ
ど
大

さ
い
声
で
な
い
の
に
．
奥

m方
か
ら

r

“
ー
い
．
こ
っ
ち
だ
よ
．
―
ー
っ
ち
．
ん

が
っ
て
“
い
で
・
・
・・
・・・
・・
・・・

r
遠
籍
に
まr
 

い
り
立
し
た
」

●
 

い
ま

r
ご
字
＂
労
さ
ん

9
.
」

お
い
し
し

n
1ヒ
ー
と
入
れ
る

か
ら
ね
」
と
＿

い
な
が
ら
日
か
ら
モ
カ

の
守
り
を
た
だ
よ
わ
せ
た

n
1
ヒ
ー
を

つ
く
っ
て
島
』
て
く
れ
る
．

r
さ
あ
9
.

ど
う
ぞ
9
・J
..
..
....
.
 rど
う
だ
．
“
ぃ

し
い
に
ろ
う
」
熱
い

n
1
ヒ
ー
を
す
す

り
な
が
ら
．

と
ミ
に
は
｀
ま
す
C
な
か
に
躙
を
な
み

C
温
厚
な
＊
先
生
に
し
て
あ
の
斗
志
ビ
．
＿
な
み
と
つ
ぎ
．

柔
這
寧
2
曹
さ
も
謳
さ
も
闘
志
に
集
約

ま
す
の
す
み
に
塩
を
の

せ
て
さ
て

r
億
だ
っ
て
知
っ
て
い
る
だ

ろ
う
・・・・
・・
ア
＾
＾
＾
ハ
ー
」
｀
得
意
“

が
私
に
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
さ
な
い
．

ぁ
三
宣
、
先
生
に
ー
＿
朧
定
に
な
っ
た
．

杯
を
軍
わ
る
う
ち
．
す
っ
か
り
酔
い
-
―

_
＿
ち
を
事
し
．
胃

一
回
欽
む
こ
と
に

な
っ
た
．
お
互
に
家
を
出
る
の
に
れ

3^

が
悪
い
の
で
．
出
や
す
い
よ
う
に
し
よ

う
と

m
.
2
)
と
で
．

r
笠
避
』
と
名

付
け
へ
数
人
が
加
わ
っ
た
が
．

O
H.

8で
r
牛
滋
会
」
を
間
佃
し
ま
す
と

各
家
に
連
紐
を
す
る
と
．

し
5
持
の
よ
い
逗
事
が
逗
っ
て
J`

に
．

ぶ
さ
な
店
で
．
め
ず
ら
し
い
店
で
．

先
生
が
．
器
川
な
予
さ
ば
さ
で
科
雌
を

す
る
．
仔
ん
な
の

Dll
に
わ
け
て
く
れ
る
．
―

『

ム
で
さ
に
よ
9
.

本
に
翠
し
―
ー

・ヽi
だ
っ
た．

県
竺
冑
饂
会
長
に
就
任
し
て
か
・
2
.

埼
迅
輻
井
．
氏
崎
．
＂
石
予
．
和
歌
山

と
覺
籠
体
を
除
い
て
は
自
か
ら
先

頭

e切
っ
で
入
沿
行
巡
に
参
加
さ
れ
た
．

「
＋
翫
醸
技
U
と
ん
ど
応
汲
に
で
か
け

な
腸
っ
て
い
る
峙
は

9
を
の
り
に
し

て
応
伐
し
て
い
る
が
．
苦
職
を
紐
け
終

TIul近
に
な
る
と
．
か
な
・
r
ず
私
に
＾
＂

回
を
し
て
他
C
賊
伎
会
場
へ
向
・

1

ム・
O
H
.
私
に

ど

m
寡
か
・り

“
あ
が
り
・・・・・
」一

h
"
に
人
に
あ
・
つ
の

が
公
の
品
で
な
ク
ー
尺

聘
負
の
鐵
し

さ
の
な
か
に
し
．―
-
ん
な
に
饂
人
C
久

情
を
息
・っ
人
は
な
か
っ
と
で
あ
ろ
う
．

岩
手
旧
体
の
柔
ja^

鵡
は
廿
森
県
に
近

ぃ
久
慈
市
で
“
こ
な
わ
れ
に
．
潤
七
閲

＊
．
媒
岡
市
の
犀
館
を
出
兄
．
柔
辺
の

応
扱
を
し
て
他
の
会
場
を
綱
っ
て
き
た

•••• 

• 
s
.
u
o況
か
い
み
ち
の
（
は
す
っ
か

＂
下
れ
て
店
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
．

＊
口
を
越
え
て
い
た
．
無
瑶
を
さ
せ
た

も
の
に
と
痛
嶋
し
て
い
る
．

不
皐
●
で
な
ら
な
い
．
』
ハ
年
皿

ĉ
d

伍
生
柄
の
な
か
に
は
、
子
想
以
上
の
多

く
の
問
四
が
持
ち
こ
ま
れ
た
．

そ
の
た
び
に
私
遭
は
相
紐
に
う
か
が
う
．

た
生
は
口
を
と
が
ら
せ
に
り
．
爪
9
乎

入
を
し
た
り
し
て
．
聞
い
て
い
る
C
か

な
あ
！
・・
・
・
・
と
思
っ
て
い
る
と

『
わ
か

っ
た
」
と
一
口
、

畠

で

aIUIも
．
轡
寵
問
も
．

い
ろ
い
ろ
C
詰
躙
が
進
む
．
＿
先
生
が
い
て
．
先
生
が
通
り
過
ぎ
た
あ

と
は
．
す
っ
か
り
邑
れ
い
に
な
り
｀
閏

聞
は
自
然
に
”
決
さ
れ
て
い
る
．
ま
っ

に
は
僅
し
い
目
．

ペ
ッ
甲
C

た
＜
偉
大
な
先
生
だ
っ
た
．

ふ
ち
ノ
”
*
．
と
邑
に
は
鍼
く
．
と

4

＊
邑
い
可
た
Ir
．
太

い
ま
9
げ
、
よ
く
と
お
っ
た
鼻
璃
私

に
は
思
い
出
が
多
す
ぎ
ら
先
生
か
•
S

敦
え
ら
れ
た
人
生
訓
は
私
の
中
に
臓
々

と
つ
づ
い
て
い
る
．
私
は
亭
せ
だ
っ
た
．

（
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か
わ
て
か
ら
野
鳥
訊
柔
這
連
輩
で
招

聘
の
準
傭
を
す
す
め
て
息
た
＾
ン
ガ
リ

I
C
柔
這
チ
ー
ム
C
ク
ル
ツ
・
イ
エ
／

ェ
1
回
怜
以
下
八
名
C
選
手
．
撃
督
は

肯

二

十

a．
ゾ
逗
C
客
舶
ジ
ェ
ル
チ

ン
ス
キ
ー
サ
で
積
誤
袴
に
到
珊
．
翌
這

露
で
二
十
六
日
ま
で
繹
奮
槙
二
十
七
日

に
本
県
＾
り
し
．
各
雌
工
馨
試
合
を

し
．
二
雙
一
敗
C
成
績
を
お
さ
め
．
八

H
七
B
細
事
鬱
澤
か
ら
婦
昂
程

着
い
た
．
 

．
 七
月
二
十
8
．
轡
醤
に
着
い
た
一

行
九
名
は
直
ち
に
識
這
“
へ
直
行
．
ー
—

』
一
で
二
十
七
日
ま
で

Iilta．
午
前
警
視

庁
．
午
紐
鵡
這
鰭
で
指
導
を
憂
け
た
．

＾
ン
ガ
り
1
へ
は
今
三
で
日
本
か
ら

醍
庫
、
神
永
二
塁
艮
等
の
名
n
1
チ

名
這
手
が
訪
間
し
た
が
．
岡
国
か
ら
の

訪
日
は
切
の
て
．
馘
ら
は
二
竿
馘
一

遇
の
十
ャ
ン
ス
を
有
効
に
使
“
う
と
貪

欲
に
輝
費
し
た
．
オ
り
ン
ピ
ッ
ク
贋
鵬
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
も
出
場

考
．
堂
界
選
手
樋
の
僅
鵬
省
の
名
は
残
し
て
い
る
．
か
つ
て
量
界
遺
乎
憤
で
霰

ら
ず
知
っ
て
い
て
櫨
ら
を
凡
つ
け
る
と
瓜
導
翌

i
皿
戦
で
内
ま
た
で
役
げ
ら

戦
先
に
と
行
っ
て
伝
古
を
つ
け
て
も
ら
れ
た
．
蹟
辺
館
で
再
会
し
て
虫
た
そ
の

ぅ
．
J
J
J
C
は
酬
力
に
瓢
り
．
靡
を
引
い
内
ま
た
で
仕
げ
ら
れ
る
．
そ
れ
を
広
腎

て
い
た
者
も
鵡
這
鱚
を
引
島
上
げ
る
頃
が
八
・
・
り
で
撮
映
す
る
．
随
行
の
館
閏

に
は
か
な
り
正
嘗
な
羮
勢
に
宣
っ
て
来
記
名
は
醍
醐
氏
や
神
＊
氏
・
り
に
軟
よ
う

a
.、
輯
鼠
繊
C
サ
ポ
ー

・

フ
ニ
レ
ン
ツ
な
も
』
質
間
を
m
び
せ
る

•
r~
'
%
1
柔

這
手
は
容
ウ
リ
ー
を
山
翠
嘉
E
l
-
f
f
i

か
ら
杢
啓
竺
た
か
．
し

•

r
カ

の
十
四
日
に
醤
が
生
れ
た
額
米
パ
パ
ノ
ウ
ジ
ゴ
ロ
ウ
の
柔
遵
翌
は
．
」

．

さ
ん
．
．
 年
の
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ

r
・
｀
｛
ン
ヘ
ン
で
不
駁
だ
っ
た
日
本
が

ッ
ク
で
は
ソ
号
纂
ス
ス
リ
ン
に
謄
い
か
に
し
て
全
年
の
恨
界
善
櫂
で
＾
土

茎

一回
職
ま
で
進
ん
“
．
今
年
底
の
”
,
"
同
を
奪
還
し
た
か
．

」
等
々
．
と
に

ュ
ニ
ア
ヨ
ー
D

ッ
パ
翠
櫂
で
二
位
．
か
（
鴻
辺
館
で
C
i
週
皿
が
誠
ら
の
法

g
で
さ
な
か
っ
た
の
が
よ
ほ
ど
（
や
暉
鳩
だ
っ
た
．
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
吸
収

し
か
っ
た
の
か
講
五
館
へ
潅
い
て
か
ら
し
ょ
う
と
し
た
．
二
十
七
B
に
群
島
県

&
C
敗
歩
に
生
出
ず
．

u
た
す
ら
鋭
入
り
し
た
誠
ら
は
直
ち
に
一
＿＿
日

闘

尽

公
を
養
な
い
．
技
術
の
翡
に
命
企
が
瑾
嘉
紅
が
そ
れ
ぞ
れ
の
翌
好
を
一

な
い
．
重
量
級
の
パ
ル
ガ
這
手
は

i
.
＾
ら
し
て
の
も
て
な
し
に
披
ら
は
日
本
的

五
—.

-
―Q

•

日
本
で
ム
時
に
は
な
歓
血
の
仕
方
を
学
ん
だ
と
い
う
．
ド

兄
か
け
ゑ
＾
色
さ
ビ
が
醜
虫
わ
り
52[

イ
ツ
諏
．

o
．
ニ
ア
訊
な
ら
話
せ
る
観
・
S

昔
本
で
は

11
と
ん
ど
μ
ら
れ
な
い
．

羞
印
は
ま
督
を
験
い
て
ほ
と
ん
ど
が

勿
論
肥
滋
体
で
は
な
い
．
．
 
―
c
巨
人
が
ご
．
山
本
氏
か
ら
配
ら
れ
た
偽
成
C

”
ク
見
せ
る
一本
貨
い
に
は
謹
し
J
l
i
m
輯
で
急
場
を
し
の
ぐ

•
r
 
I
 

ci-
J
 

も
意
戯
を
つ
か
れ
て
般
げ
ら
れ
る
．
＂
と
い
う
』
』
と
ば
で
さ
え
わ
か
ら
な
い
日

雹
技
は
支
釣
込
み
足
．
学
生
の

五
追
ど
志
が
身
ぶ
り．

手
ふ
り
で
伝
え
る
の
は

』
一
る
が
時
々
二
れ
で
や
•
S
I
L
る
．

か
っ

＊
牢
なP
労
“
．
そ
れ
で
も
柔
道
に
関

て
C
世
塁
手
憚
希
や
n
*
C
―
絋
選
す
る
隕
り
は
ほ
と
ん
ど
通
ヒ
た
．
鯛
這

チ
が
相
手
を
し
て
も
彼
の
力
三
か
せ
の
館
で
は
比
ら
れ
な
か
っ
た
ハ
ン
ガ

II
ー

各
地
で
親
●
の
実
あ
げ
る

対
戦
成
纏
は
二
勝
二
販

翠
と
口
本
人
と
の
深
ま
り
が
群
馬
“

で
は
で
き
た
．
そ
の
綾
ら
が
i
た
ん
試

合
と
な
る
と
目
を
み
は
る
ほ
ど
ひ
ょ
う

変
す
る
．
謄
只
の
鬼
に
な
る
C
だ
．
＂

ン
ガ
リ
ー
に
“
い
て
鐵
し
い
戦
位
試
合

を
饒
ち
抜
い
て
果
た
た
S
ば
か
り
で
は

守
り
に
会
う
と
子
を
蛾
（
．
た
ら
ま
ち
あ
る
ま
い
．
サ
ン
ぢ
羹
は
皇
っ
た

遷
儲
の
人
気
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
．
（
な
い
は
ず
2
被
ら
だ
が
導
る
と
す
ぐ

し
か
し
小
技
の
う
ま
い
柑
手
と
糾
む
関
節
を
と
り
に
来
る

•

-
＿
れ
で
何
人
か

と
笞
嗚
な
ほ
ど
拉
げ
ら
れ
る
．
一
5

ハ
が
苦
杯
を
四
せ
ら
れ
に
“
総
体
的
に
み

五
一
．
七
〇
ヤ
く
ら
い
の
祖
手
に
さ
ん
る
と
ま
だ
ま
だ
技
が
荒
Itず
り
で
遠
登

ざ
ん
控
げ
ら
れ
て
す
っ
か
り
茶
縮
し
て
変
化
に
乏
し

い
．
衷
往
に
“
い
て
し
位

し
ま
っ
た
よ
う
だ
．

El本
の
柔
這
C
環
か
ら
技

へ
C
讚
HI
が
あ
り
す
ぎ
る
等
C

奥
に
今
さ
ら
な
が
ら
お
ど
る
い
た
感
ら
問
“
が
あ
る
．

●

濯
1.gi-

ロ・-..

と
も
あ
れ
ハ
ン
ガ
リ
ー

チ
ー
ム

m来
叫
は
群
馬
墾
畢
へ
も
＊

邑
を
教
酬
を
残
し
ぺ
い
わ
く
．
臣
人

遵
千
C
-
＊

T
負
．
し
つ
よ
う
な
間
師

技
．
守
り

m
弧
さ
．

＾
ン
ヴ
リ
ー
選
手
団
は
つ
と
の
て
日
5

＊
を
縄
窮
し
よ
う
と
し
た
．
事
の
使
い

方
ま
で
練
習
し
て
来
日
し
た
が
鴫

m
つ

It
方
が
ど
う
し
て
も
U
に
全
わ
な
い
よ

う
で
．
掌
t
1
1
と
ん
ど
口
に
つ
け
ず
．

，ょ
”
菜
と
果
物
を
文
ぺ
る
だ
け
で
一
の
確

行
n
れ
を
こ
な
し
え
た
C
は
さ
す
が
に

平
零
C
体
力
の
寄
＂
で
あ
ろ
う
．
本
来

内
を
多
食
す
る
彼
ら
が
す
さ
蛾
な
ど
に

も
11
と
ん
ど
食
指
を
動
か
さ
な
か
っ
た

C
は
昧

m
つ
け
方
が
諏
妙
に
追
っ
て
い

に
か
ら
で
あ
ろ
う
．
一

度
絨
肉
嵐
へ
追

れ
て
い

2
占
分
た
ち
だ
け
で
昧
つ
け

を
さ
せ
た•
5塩
と
訓
し
ょ
う
で
昧
つ
け

を
し
て
貪
ぽ
る
よ
う
に
文
ぺ
た
．
異
国

で
此
位
が
口
に
公
わ
な
い
と
い
・2
-と

は
た
い

へ
ん
を
一
と
だ
が
彼
ら
か
ら
は

そ
ん
な
泣
さ
「
g
．
つ
と
う

一
言
も
聞

か
れ
な
か
っ
た
．
こ
の

IUI十
九
B
間
に

“
よ
ぷ
漏
在
で
綱
警
試
合
は
二
堕
i
敗

間
口
枯
五
郎
前
金
疵

m寡
参
．
日
光
見

綸
．
平
埠
温
以
珀
り
出
恨
山
晶
等

m

か
ず
か
ず
C
思
い
出
を
残
し
て
八
月
七
―

日
午
前
十

一
峙
全
只
細
事
讀
浜
遷
か
ら

帰
国
C
追
に
着
い
た
．
群
馬
県
に
多
（

笈
人
知
己
が
で
鼻
．
鵬
切
な
待
遇
を

受
け
．
多
く
2
随
直
が
で

eを
一
と
を

喜
び
な
が
ら
．

ク
9
ッ
団
氏
磁

r美
し
い
日
本
C
国

わ
が
愛
す
る
柔
H
C
醗
袢
雄
日
本
で
息

う
存
含
柔
這

2
詈
が
で

e、
指
導
を

受
け
ら
れ
を
一
と
を
た
い
へ
ん
し
あ
わ

七
に
息
い
拿
t
-
-
C
経
麟
は
色
っ
と

＊
き
な
実
り
を
＾
ン
ガ
リ
ー
柔
這
に
も

た
ら
す
で
し
ょ
う
．
日
本
で
．
と
く
に

群
島
貼
で
会
紙
さ
ん
以
下
に
く
さ
ん

c

人
々
か
ら
“
受
け
し
た
鵬
切
C
か
ず
か
g

•··. ·--:· 

旧
ヤ

ず
は
私
た
ち
一
同
終
生
忘
れ
ら
れ
な
い

恩
い
出
に
な
る
で
し
ょ
う
．
あ
り
が
と
・

ぅ
ー
ー
ざ
い
ま
し
た
．
』

サ
ポ
ー

・
フ
ュ
レ
ン
ツ

二
五
オ．

＿
六
五
—.
6
3ヤ

n
1
9
9
．
フ

ェ
レ
ン
ツ

―――ー

オ．

パ
9
・ガ
・
イ
ム
レ

二
七
才
＿
八
五
＿

（
サ
ポ
ー

・
フ
ェ
レ
ン
ツ
と
サ
ポ
ー

ミ
＾
ー
イ
は
兄
m
)

＞
七
月
一
十
九
B
械
川
右
控

北
モ
湛
は
1
1
3
＾
ン
ガ
I
J
I

宮

累

躙

忠

切

ぽ

サ

ポ

I

F

o

（利
墜
向
）
靡
雄
十
字
園
C

裔

祐

吾

＿

段

n

ラ

ー
9

0

（
カ
ー
I
J
ッ
ト
）

調
饂
十
字
固

九
山
一
文
初
段
ヶ
シ
ェ
ル
ー
c

(flJ紐
商

）

属

鵞

〇
贔
谷
ぼ
美
五
阪
サ
ポ
1
M

（閏
口
綱
院
）
3^

往

只
”
政
笹
――
ぼ
パ
ル
ガ

(9
暉
大
学
）
引
分

＞
八
月
二
日

寓

四

"

g

匹
毛
逗
抜
2
1
0
＾
ン
ガ
リ
ー

＊
葬
緻
咽
―
―
一段

サ

ポ

ー

F

（軟

M
)

引
分

佐
軍
墜
―
一設

サ

ポ

I

M

（
自
嘗
）
引
分

。JII正合
＿
段
き
ラ
ペ
ッ

（
自
嘗
）
合
技

78伸

一
七
オ

ー
六
五

ー

ヶ
シ
ニ
ル
ー

・
ヨ
ー
ジ
ニ
r・

二
〇
オ

70ヤ

一
七

0
1

サ
ポ
ー

・・・
｀
＾
ー
イ

一
七
四
一

63
ヤ

n
ー
チ

覇
聞
記
者
七
h
工
・
ア
ン
ド
ラ
シ
ュ

邁
手

モ
ラ
ペ
ッ
．
フ
ェ
レ
ン
●

＾
ン
ガ
リ
ー
選
干
団

団
長
監
督

ク
ロ
ー
ネ
9
.
7
ュ
レ
ン
ツ

ク
ル
ツ
・
イ
エ
ノ
ェ
ー

Q
石

井

洋

四

紋

サ

ポ

I

F

・
（
桜
井
善
膏
院
）
移
犀

．
宮
墨
毎
―
-
＿
段
サ
ポ
I
M

（
自
嘗
）

．

引
分

．

ヌ
"
-
―
-B

憫

生

工

拿
高
拉

車
毛
這
紘
0
1
2
＾
ン
”
り
1

鑢
攣
輝
雄
匹
阪
サ
ポ
I
M

（
東
京
三
洋
）
引
分

裔

奏

初

段

サ

ポ

I

F

（
潤
這
高
）
引
分

山
崎
緻
明
＝l
紐

n

ラ
ー

ル

〇

委

）

背

負

い

拉

げ

,RI正明四
阪

ヶ

シ

ェ

ル

ー

群

馬

以

爵

醤

．

関

口

孝

五

郎

先

面

暑

贅

）

裂

“

生

碩

楼

霞

布

会

主
価
C
第
七
園
ロ

紙

戻

―

二
段

パ

9

”

e

杯

盗

埒

哲

匹

月

十

J

L

B

午

朋
l

墨
i-＿洋）

背

n葛
”

か

ら

問

Iulit辺
館
に
お
い
て
磁
＊

マ

分

晋

羹

這

館

に

存

さ

れ

た

．
今
年
の
見
ざ
一
み
は

金
群
鳥
3
ー
1
＾
ン
”
ー
＾
組
に
“
い
て
北
群
島
・
蹟
I
l
l
．
翡

糸
は
一

_
-
i
段
サ
ポ
ー
F
．
乱
．
m
I
l
l
o
．
面
に
咋
年
C
総
合

（

県

讐

）

引

分

廣

騨

祁

崎

が

ど

―

ー

ま

で

辺

い

上

げ

る

か

0
塁
羹
―
―
―
段
n
ラ
ー
9
_
-
C
A
組
み
の
つ
ぷ
し
＾
＂
お
問
随
を

（
県
警
）
守
負
い
拷
"

g

っ
て
B
組
．
C
組
C
ざ
ー
が
総
合
直

0
石
沢
袢
一
塁
ヶ
シ
ェ
ル
ー
岬
ま
』
な
し
と
げ
る
か
に
あ
：
た
．

．
 

（

喜

）

抒

負

い

拉

げ

―

-

C

大

会

で

は

纂

ぞ

ろ

い

の

＾

組

g
＊
昭
太
郎
四
直
サ
ポ
I
M
で
＊
量
得
点
し
総
合
属
鵬
す
る
C
l
o
i
豆

（県

警

）

小

内

翡

円

ゎ

苓

．

』

一

＿

＿

苺

B

組

か

ら

総

＊
謳
忠
昭
四
段
パ
9
”

。â伍騨
が
1
1
1
て
い
る
．
介
名
前
閾
が

（県
警
）

塁

十

字

月

＊

軍

岩

＊

の

県

這

手

饂

「

二

笹

[墨
k
]

．C
』
に
ペ
テ
ジ
ン
池
＂
を
加
え

．ーー
の

酪
毛
戦
、
先
鰊
次
鐸
の
関
輝
慎
他
に
和
子
を
露
し
王
＾
鼠
94点
を
あ
げ

は
魯
以
来
繹
胄
中
に
し
披
・
り
が

一
度

た

．
＿
＿
れ
は
A
.
B
.
C
--i組
を
通
じ

も
仕
ま
な
か
っ
た
も
C
.
―
-
C
日
の
た
て
意
烹
”
点
．
し
か
し
前
饂
は
高
崎
に

？
に
温
在
し
て
い
た
か
．
い
さ
さ
か
蹟

一
敗
を
畷
し
て
い
る
た
S
に
騨
平
は
1
I
-

引
な
技
だ
っ
た
が
•
_
-
g
i
J
l
さ
も
教
麟

一I
U
C
.
B
紐
優
腸
怠
稟
は

3
．
謄一

訓
．
中
苔
判
定
負
け
は
．
副
響
二
人
引
分
け
で
1
7
立
．
前
嬌
よ
り
少
碍
点
な

が
＾
ン
ガ
リ
ー
で
判
定
革
m
C
農

（
が
・5
腸
平
で
総
合
二
位
．
閲
＂
＊
栂
を

彗

り

U
近
い
技
＿
C
ら
が
い
で
あ
ろ
手
中
に
し
た
．

c紐
緬
暉
の
佐
誠

・
伊

ぅ
．
副
将
は
チ
ー
ム
の

2`
プ
テ
ン
｀
勢
臼
は
七
”
6
7
点
．
召
馬
峯
郁
は
八
陣

サ
ポ
ー
兄
だ
が
こ
ち
ら
の
方
が
設
者
が
1
7
“
を
得
点
で
警
―
つ
け
な
が
ら
リ
ー
i

上
．
大
将
戟
星
野
は
翌
王
＾

c
ポ
イ
ン
グ
臓
2
”
m
が
芦
＿
敗
で
1
位
．
佐

占

•
9
1
｀
積
患
的
に
攻
め
て
押
し
誠
・
伊
勢
幻
は

~
―i戟
全
膿
の
たc

.̂

益
に
引
分
け
は
警
戦
．
巨
人
パ
ル
ガ
B
.
C
-―i絨
を
通
じ
て
誡
條
秀
謄
牢
で

信
一
・
ユ
’
る
よ
り
鑢
に
方
法
が
あ
る
ミ
―
に
切
？
総
合
儀
闊
が
決
虫
る
．

去
い
．
社
塁
〗
戦
は
前
々
日
選
手
C
.

？

4
1年
は
山
1
1
1
器
部
が
人
且
不
足
C
た

・

全
名
が
ホ
ン
n
ン
か
士
に
か
か
り

39
委

場

し
た
C
は
蹟
念
だ
っ
た
．
削
檎

度
以
上
の
熱
を
出
し
．
深
夜
急
紋
車
で
は
九
七
点

t
取
り
な
が
ら
高
崎
へ
の

i

喪
底
へ
運
ば
れ
る
一
事
の
あ
っ
た
あ
と
敗
に
泣
い
た
．
＾
紐
で
総
合
鍼
膿
す
る

で
存
＾
な
サ
ポ
ー
兄

B
＿
人
二
要
‘
の
は
本
当
に
至
靡
の
わ
ざ
な
の
だ
ろ
う

出
場
し•
n
1
＋
の
モ
ラ
ペ
●
を

一

か
．
前
僑
で
は
池
田
が
立
っ
て
も
衷
て

貸

っ
て
の
出
鳩
体
重
翠
し
か
な
り
も
よ
く
戟
っ
た
．
対
訊
川
戦
に
お
い
て

あ
っ
た
．
引
分
け
ほ
し
た
が
サ
ポ
ー
兄
佐
“
を
抑
え
-
―
ん
に
の
は
庄

0
．
そ
の

．

C
薯
戟
．
石
井
の
移
り
裏
し
よ
か
っ
た
．
佐
暉
し
体
頂
の
絨
少
で
精
彩

e欠
い
た

一

対
軍
毛
戦
で
竺
羹
級
の
パ
ル
名

一

が
対
心
崎
戟
に
“
い
工
＾
農
慈
り

本
背
負
い
が
光
免
背
負
い
は
四
“
者
を
取
ら
れ
な
が
ら
訊
念
で
躁
ね
靡
で

一

ば
か
り
2
往
で
は
な
い
と
い

う
伍
弐
”
＊
取
り
返
し
た
C
は
さ
す
が
．
＊
年
度

佐
波

伊
勢
崎
初
優
勝

関
口
大
楯
は
邑
楽
・
館
林
支
部

県
這
手
櫂
ヤ
の
大
烹
＊
外
刈
り

e井

出

蔽

III)
が
返
し
で
取
っ
た
の
し
印

皐
に
残
る
．

． 

盆
馬
、
先
鋒
戦
巧
名
の
糸
井
に
し
て

攻
：
れ
な
か
っ
た
の
は
サ
ポ
ー
の
組

み
手
の
う
ま
さ
．
糸
井
に
い
ま
い
ち
に

ん
の
蘊
引
さ
が
ほ
し
か
っ
た
．
よ
鋒
．

中
翌
は
技
霞
？
ら
が
い
．
副
将
岩
＊
は

駄
わ
麟
で
撃
ば
な
い
と
見
る
や
小
内
刈

に
転
ヒ
て
拉
布
り
を
と
っ
た
C
は
作
戦

騰
ら
．
＊
将
職
．
順
調
に
攻
め
．
押
し

気
昧
の
皇
ま
”
間
か
と
息
わ
れ
た
が

一

嶋
の
虚
を
つ
く
腕
追
十
字
1
1
1
2
で

一
本

取
ら
れ
る
．
鵡
し
も
あ
の
匡
人
が
―
ー
ん

な
使
を
持
っ
て
い
た
の
か
と

g
然
と

L

た
が
こ
れ
は
明
ら
か
に
作
戟
ミ
ス
“

oo聞
試
合
の
経
臓
の
少
な
い
わ
れ
わ
れ

●
l
 

に
と
っ
て
は
大
さ
な
敗
訓
だ
っ
た
．
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県
高
校
総
体

笛
八
詞
邑
ぷ
拉
織
体
は
肴
＋
九
．
一

二
日
の
固
且
翌
天
会
C
予
遺
を
攣
ね

て
県
武
道
飢
に
“
い
て
間
饉
さ
れ
た
．

糾
人
戟
6
上
位
只
人
と
販
空
復
沿
職
で

一 輯
ち
這
ん
だ
前
醐
．
序
と
上
位
四
ぽ

が
六
月
九
．
十
B
に
茨
城
県
日
立
市
で

開
か
れ
る
閏
軍
＊
全
に
＊
県
代
澱
と
し

て
出
場
す
る
．

マ
伽
人
載

饗
鵬
干
叫
正
副
（
潤
暉
）

二
位

斉

暉

（
島
一
）
只
位

訟

沢
（
＊
鼠
ご
登
口
潤
（
高
々
）

店

丸

山

（利
限
暉
）
六
位

伊

丹
（
腐
）

烹
四
体
戟

属
鵬
窯
岡
露
拉

二
位
中
之
条
高
佼

只
位

利

tU農
杯
窃
ぽ

1
位

利

“iDi
掌""

昭

和

四

八

年

度

玲

裔

菜

別

這
＊
会
は
各
佼
代
竺

＿ー

名
が
夢
加

し

て

l

-n
.
I
U
武
這
館
は
い
て

開

さ

IL
た
．
弁
学
ぢ
結
果
は
ょ
"

通
り
．
マ
i

平
C
郎

目

磁

魯

元

々

一

-
．
位
情
＊

i
彦
（
塵
二＿

品

剣

符

久

克

(m

m
)

忌

石

墜

代

＊

（刷
商
）

を
年
の
郎

属
謄
我
胤
花
叫
ヱ
武
一）

豆
爵
昇
(*
ID

エ

益

窃

漏

＿
竺

削

工

）

-rに
山

lil巌

（利
椒
躙
）

p．
一革
の
郎

優

膊

孟

屈

（前

商

）

二
f
i
Z
g
t
l
J
竺
戻

一）

―-
＿位
J
L
山

一
文

（利

tU暉
）

-1
位
岳
原
這
也

(ift
高）

定
時
制
高
校

県
代
表
決
ま
る

昭
和
四
十
＾
年
全
国
出
閃
制
．
雌
fii

翌
塁
臭
含
翌
饗
芯
n

八

B
．
駐

醤

館

に

名

将

笞

i
十・四

名
を
編
2
て
行
な
わ
g
:
-
C
結
果

次
8
七
人

（六
．
ヒ
位
は
繍
M
)
が
八

月
二
十
六
U
に
鵡
這
館
で
行
な
わ
れ
る

貪
定
通
釧
＊
＾
た
県
代
汲
と
し
て
出

翠
色
ー
と
に
な
っ
た
．

石
~
l
l
u政
緻
宿
1
1
1
)

二
位
駆
沢
恒
＿

i（
ぶ
エ）

三
位
磁
m
茂
泊

E
．
之
条
ー

三
位
京
蘊
通
犬

｛利
料
皐
）

五
位
樋
口
庫
窪

（餌
繭
）

六
位
万
平
芙
人
（
差
）

ヽ

七
位
茂
＊
器
昭
（
前
暉
一

高
校
学
年
別
大
会

大 島 接 骨 院 細 野 接 骨 院
柔道整復師 大

前橋市城束町一丁目16-11

島 由

口加2476

安 柔道格復師 細

前橋市南町三丁目 19-10

野 嘉 晴

四 2351．切加453

-30-
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第．

ti回
県
下
邸
R
柔
這
選
千
権
＊

＾
＾
集
第
．

＿商
全
国
”
四
代
港
滋
＊
公
県

千
選
は
六
n
十
七
n
に
国
体
帆
．
．
 面

11
に
訓
人
戦
が
県
武
i
l
l
飢
に
Ji
い
て
行

な
わ
れ
に
．
決
暉
U
介
年
は
問
下
ィ
尼

で
エ
っ
た
＜
予
想
に
の
ば
っ
て
い
な
か

っ
た
前
躙
と
刊
恨
商
扁
で
争
わ
Il.

ぷ
対

る
で
利
恨
暉
が
ぼ
腸
し
．． 
「
年
ぶ

り
に
全
国
大
会
へ
の
1
1
1
場
櫂
索
軍
得
し

た
．
個
人
帆
で
は

JR訊
級
で
U
最
m
J
i
t

の
京
暉

｛唇

ー）

・
中
凪
．
懇
ば
と

も
に
刊
阻
暉
が
副
L
．
吃
闘
さ
を
．ぷ
L

た．
ぢ
墓
A
n
H
.
.
 
-f

四

U
に

-
ii震
県
名
叫~
r
l
j
で
間
か
れ
る
＾
ふ
E
5大
会

に
団
体
で
は
利
山
商
．
闘
人
で
は
行
級

．
 

浸
謄

t
が
＊
貼
代
表
と
し
て
1
1
1
鳩
す
る
．

昭
和
匹
十
八
年
の
同
体
県
干
還
は
七

月
士
ュ

g
．
次
子
這
．
八
月
卜

i-
u

E
-＊
干
這
を
そ
れ
ぞ
れ
県
武
道
館
で

行
な
い
出
店
を
決
定
し
た
．
今
芯

例
年
よ
I
J
参
加
遣
手
が
少
な
（

一
次．
i

＊
を
通
し
ぎ

九
名
で
咋
年
代
表
に
な

っ
た
中
．
爪
．
無
菜
別
品
呑
願
を

見
せ
ず
い
つ
に
な
く
琳
L
ぃ
干
湛
で
あ

っ
た
．
ら
出
ふ
祓
紐
C
糸
井
．
＂

小
量
腐
車
は
麒
然
緬
（

裟

悶

ぬ

谷

t
命
か
ら
沢

Ill閲

品
院
に
勤
務
し
て
い
る
が
•
=
-
C
級

で
は
募
蒻
C
庫
が
約
束
さ
れ
て
い

る
．
頂
景
饂
は
上
位
三
人
に
大
潤
を
い

れ
て
り
ー
グ
戦
を
し
・
全
引
分
け
で
匹

す
く
み
に
な
る
と
二
ろ
．だ
っ
た
が
わ
ず

か
に
纏
田
が
大
濶
を
下
し
て
抜
き
出

r‘

需
蓬
別
は
餞
中
最
以
上
の
~
砥
同
志
で

リ
ー
グ
戦
を
行
な
い

．
小
兵
の
原
沢
が

＊
勢
市
叫
．
＊
井
を
押
し
C
け
て
隕

騎
し
た
．
慨
動
隊
に
お
け
る
口
閃
繹

四
量
C
四
が
よ
（
剛
を
制
し
た
．

高
校
C
郎
で
は
干
叫
が
イ
ン

9
1
^

全
国
高
校

大
会
予
選

ィ
士
這
c
n
m
辱
属
し
径
謄
．
孟
噛

り
C
切
果
に
な
っ
た
．
数
只
C
郎
と
窃

代
C
郎
は
八
n
二
士
五
．
六

n
茨
城
m

日
立
市
で
行
な
わ
い
る
閲
東
プ
ロ
ッ
ク

干

唇

lll埼
し
．
敦
貝
は
優
騎
チ
ー
ム
｀

店
位
は
森
五
は
が
本
＊
介
に
出
鳩
で

さ
る
．
v
ia
m郎

悶

竺

63ヤ
以
下
）

一
位

糸

井

輝

―
-
m
3
腎
峨
動
g]
）

1
位

11

竺
竺

＂
中
量
級

(70今
以
下
ー

石

一

塁

羹

露

腎

隣

動

庫

）

i
i位

K
井
（
畔
）
ー
ー
砥
＊
品
（
細
~
）

中
量
級
印
石
以
下
）

一
泣
贔
谷
僅
芙
霰
川
閲
口
網
院

二
位
懇
竺
磯
）
緯
域
（
邑
）

碩
鼠
級

(80ヤ
以
上
）

＿
位
饂
田
利
竺
趾
賣
綱
動
摩
）

益
＊
井
（
寓
）
｀
佐
暉
（
宮
ー

輛
森
別
織

一
位
庫
沢
武
（
墨
警
識
動
騎
）

面
市
川
（
店
）
只
位・永
井
•
宮

を
制
す

個
人
も
二
階
級

利
根
商
＝
一
年
ぶ
り
の
優
勝

＿
籠
の
郎
代
表

マ
歎
n

C
揺

悶

i

羮

下
氏

一
高
）

暉

田

翡

面

善

）

暉
井
R
i
（下
仁

re東
中
）

菜

悶

而

篇

高

）

幕

竺

前

檎

東

小

）

乏
器
品

一
位
千
叫
正
樹

（前

躙

）

二
位

九

山
i

文

（利
槙
商
）

立
位
斎
藤
刊
町
（
農
＊
二
）

四
位
伊
丹
弘
叫
（
富
岡
）

五
位
訟
沢
弘
（
＊
泉
）

＊
だ
っ
た
が
）
続
い
て
I
t
さ
図
め
で
あ

っ
き
り
敗
れ
ゑ
氣
が
あ
っ
た
．
鵬
ち

を
あ
せ
っ
た
た
S
C
控
断
か
．
決
鵬
で

は
賓
軍
が
わ
ず
か
に
ポ
イ
ン
上
で
伊
丹

に
鵬
ち
．
中
量
級
は
干
想
通
り
丸
山
と

松
沢
C
対
戦
．
紐
ん
だ
宜
後
に
丸
山
C

背
負
い

一
閃
．
軽
畢
級
で
は
閏
が
下
m

を
合
せ
技
で
下
し
た
．
今
屈
l
1
位
以
内

に
高
工
．
燐
名
．
＊
泉
．
利
瓜
墨
亭
が

研
し
く
食
い
―
ー
ん
だ
が
ー
』
れ
ら
C
学
ぽ

は
団
体
戦
で
も
紐
闘
し
て
お
り
．
統
興

勢
力
と
し
て
先
が
稟
し
み
で
あ
る
．

二

畏
関
口
恒
五
郎

禰

"Iii凰
e＿七〇
三
竺
二＿
1
-
―-石
＾

n翌
二
1
0

七―-̂郎

“et”8・8
§
り̂

く
て
非
力
な
な
し

u．
力
で
勝
つ
こ

と
が
出
来
主
せ
ん
か
．5
．
往
を
岬
<
__
 

と
、
と
く
じ
燕
駄
な
力
を
使
わ
な
い
で

g
峙
に
全
力
を
島
中
で
さ
る
よ
う
心
lJt

け
ま
し
た
．
そ
の
た
の
常
に
n
然
体
を

係
つ
よ
う
に
し
ま
し
な
試
合
C
内
も

一体
を
と
っ

た
I
J
．
尻
を
引
い
た
り

決
鵬
は
一
対
＿
C
同
●
~
で

I
I
J
将
戦
に

な
り
．
前
暉
亀
岡
m
か
け
た
巴
般
げ
を

今
井
主
審
襄
技
へ
引
0
-
l
ん
だ
と
見
て

『
注
意
』
・
そ
C
犠
亀
岡
何
と
か
取
り

逗
そ
う
と
が
ん
ば
る
が
真
下
つ
っ
棗
っ

盃
鵞
ち
．
＊
将
躙
前
暉
脊
＊
―
点

を
取
り
逗
し
て
代
衷
戦
に
符
き
』
も
う

と
が

tr
し
ゃ
．
り
に
か
け
る
が
角
田
が
っ

ち
り
突
っ
弧
っ
て
寄
七
つ
け
ず
．
さ
ら

届

＊

ぢ

―
J

行
っ
て
n
m
の
守
1
1
2

団
体
戦
で
は
m
岡
は
繁
決
騎
品
っ
ぷ
名
iLIL-A摯
＊
を
堀
っ
に
感
じ
．
万

せ

翡

し
に
．
登
紐
・
右
．
匹
1
1
1
翌
す．

副
将
戦
の
決
果
い
か
ん
で
は

8
蒻
で
待

m・
位
人
貫
を
果
し

rf
ど
う
な

っ
て

い
た
か
と
情
し
ま
れ
る
．

＂叩

a．
樟
名
L
よ
く
鰭
闘
し
．
門

々

盟

豆

IUJ
の
ワ
ン
：
＇
ム
で
鰻
団
体
臓

決
晦
主
で
進
ん
だ
．

中

之

条

窃

は

以

馳

ば

閃
i

角
に
も
卜
っ
て
い
な
か
っ
魔
謁
利
恨
商
寧
六
桜

体
で
は
密
戟
し
た
が
ポ
イ
ン
ト
ゲ

ッ
タ
た
が
さ
す
が
に
伝
統
佼
．
よ
く
戦
っ
た
．
一

＿位

前

商

一-l位

望
．
農
＊
ニ

ー
が
な
<
.
m
々
決
騨
で
農
＊
一
面
に
中
で
も
千
町
は
位
罪
の
弧
み
で
渥
達
潤
A
峨

llt
れ
た
．
準
決
”
は
C
ぽ
り
調
子
名
衷
”
を
駆
使
し
て
み
な

一
本
麟
ち
で
あ
重
鼠
紐

干
贔
暉
に
E
n
I
t
し
た
か
り
官
岡

っ
た
．
f
J
l
m
商
は
決
騨
虫
羹
点
二
点
濯
膿
m
暉
利
明
（
農
＊
二
）

戦
の
旭
力
が
昂
邪
で
さ
苫

対

0
で
欧
は
立
誡
．
み
な
小
兵
だ
が
洗
繹
さ
れ
た

二
位
伊
丹
弘
明
（
富
高
）

退

農

や

烈

磁

商

は

一
H
-
C
E
攻
守
で
r
．予
ぶ
り
に
全
国
＊
＾
H

へ

R
--i位
干

竺

蘭

）

室

岡

面

エ

）

点
で
代
互
戟
を
行
な
っ
た
が
第
5

パ代

れ

沢

情

を

つ

か

ん

だ

。

中

量

級

2
で
行
な
そ
引
分
け
．
鈷
m
委

．

闘
人
戦
は
噴
霞
紐
で
は
干
明
が
順
調
属
”
丸
山
一
文
（
利
磁
商
）

の
抽
せ
ん
"
I
t
．
主
掛
笠
暉
が
・2
こ
に
”
ら
過
ん
で
い

っ
た
が

ifl決
謄
で
伊

二
位
訟
沢
控
（
＊
皐
高
）

い
取
り
口
に
あ
っ
て
ま
っ
た
（
そ
C
往

丹

（富
岡
）
に
紐
ん
で
す
ぐ

云

貫

一＿＿
位

一戸
九

(flJ磯
農
）
野
上
（
農
二
）

を
封
じ
ら
れ
て
し
まっ
た
が
欧
内
に
紐
げ
ら
れ
使
あ
り
•
{
1
1と
ん
ど
一
軽
量
級

9ii’,’htー，h
・ー

',9ii_．，
i,9,．1

ご
匿
瓢
量
駐石
井

清

8
 

；
柔
道
と
わ
た
し
m
出
合
い
は
．
五
十
羹
｀

iiig含
ん
の
寝
往
な
ど
．

拿
前
に
遍
り
を
璧
＊
需
醤
碍
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
田
中
先
生
の
無

、
に
住
ん
で
い
て
；
＾
翌
”
小
学
餃
雪
m
邑
び
し
さ
．
そ
の
讐
さ
．
後
に
な

へ
通
っ
て
い
．品
．
前
中
文
学
っ
て
気
が
つ
い
た
の
で
す
が
．
当
峙
の

8
 

-
し
て
柔
這
を
敦
わ
っ
た
ば
か
I
J
m
年
上
先
生
の
技
の
冴
え
、
蘊
さ
は
抜
群
で
あ

C
友
遠
に
．
よ
く
堕
・2
台
に
さ
れ
て
．
っ
た
と
思
い
ま
す
．
本
当
に
先

生
か
•S

i
拉
げ
ら
れ
た
り
．
詈
取
ら
れ
た
り
し
一
委
れ
溢
荏
一
人

L
い
な
か
っ

8
た
の
が
最
初
m
出
合
で
す
．
そ
C
た
の
た
と
思
い
拿
す
．

5
 

iti""□5
"
こ甘（丘い（
会

て
い
ま
す
．
小
学
芸
四
年
C
5
で
し
た
．
い
わ

g
る
柔
辺
体
質
で
は
な
い
こ
と
を

・ヽ

i
．
正
式
に
柔
道
を
敦
わ
る
よ
う
に
な

っ

充
裟
知
し
て
い
ま
し
た
．
そ
の
非
力

i
.
C
は
謀
崎
忠
史
入
っ
て
か
ら
で
を
繍
・
つ
の

li,以店
；

＂

＂

8
す
．
先
生
は
田
中

a-―先
生
で
し
た
．
っ
て
ひ
た
す
ら
精
古
に
は
げ
み
ま
し

、

n
"
＂
"
ロ
・
げ
J
b
“

心
哺
問
裔
古
と
も

P
目
-)Cり
J
ニ
〖
グ
‘
[

費

は

正

m

g

唇

昂

先

生

か

ら

昭

和

＾

年

群

馬

閻

塁

・

控

へ

入

学

し

補

欠

、

一
転

L
て

全

鵬

＿
口

r
零
は
う
ま
い
わ
1

ほ
め
ら
れ
た
＿
＿
＿
＿
で
石
原
得
鵞
先
生
に
め
ぐ
り
あ
う

C
が
原
因
で
し
た
．
二
年
生
項
で
し
た
．
奉
を
得
卓
し
た
．
柔
這
と
人
生
を
結
び

稟

柔

道

111で
精
古
を
し
た
先
輩
紐
つ
け
て
呵
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
此

と
m
交
流
も
慎
し
（
｀
そ
m
而
影
が
5
か
ら
で
す
．
輝
範
学
校
は
全
双
酬
で

と
と
も
品
ズ
で
さ
ま
す
．
曰
翡
し
た
か
ら
．
贅
後
は
遅
（
ま
で
知
這

ん
C
＊
外
刈
．
羽
鳥
治
DII訟
さ
ん
館
で
精
古
し
ま
し
な
つ
い
に
は
知
這

諜
と
廿
負
拉
．
九
茂
凧

g
さ
ん
の
館
の
主
と
ま
で
仇
名
さ
れ
ま
し
た
．
繹

は
し
ま
せ
令
で
す
か
ら
当
碕
よ
く
丸

太
合
が
柔
這
を
し
て
い
る
と
冷
か
さ

れ
ま
し
な
ま
た
試
合
に
臨
ん
で
は
．

で
さ
る
だ
け
輝
碍
間
に
”
敗
を
決
す
る

ょ
う
心
川
け
ま
し
に
．

登
器
力
の
臨
さ
．
＂
械
的

・
自
発

的
に
や
る
ぞ
と
い
う
心
C
大
切
さ
し
禾

隕
”
二
位
三
位

閲

（利
墾
暉
）

下
田
康
史
（
榛
名
高
）

唇
辺
（
上
武

一）

奥
沢

（＊
泉
）

院

関

口
病
院

外
科
・
整
形
外
科

自―

思

い

出

の

深

い

高

中

時

代

中学の覇者は吉岡（北群馬）

堕竪蒻術 個人も一、三位を制す

第
命
靡
年
総
体
は
八
月
四
El.

#
u
m
岡
n
県
武
道
館
に
“
い
て
行
な

―

わ
れ
た
．
試
合
は
靡
悶

Ili-

の

畠

中
が
侵
靡
．
咋
年
＾
自
第
五
位

に
な
っ
た
訥
川
北
中
は
一-i
位
に
な
っ
た
．

nAlAし
余
勢
を
か

っ
た
W
岡
中
が

一
位

と
．ユ
位
を
占
め
た
．

▽
団
体
戟

優
韓

W
閾
中
ヤ

（北
群
謁
）

.
]位

下

仁
阻
舟
み
・

（せ
芝

只
位
柄
川
北
小
牛

匹
位
太
1
1
1
東
出
中

▽
闘
人
戦

儀
聘
じ
十
嵐
正
（
北
m
.
w
岡
）

ー一
位
n
1
1
1
1
9
1雄

(ill111
.
t
a
m
)

-
i
i

位

醤

加

（

北

m

.
1"図
）

四
位
製
沢
万
樽
な
内
．
”
鳩
｝

L
位
戊
＊
州
士

(*rn
．
人
m
)

六
位

一い
部
義
延

（納
川
・
北
＿

な
“
陪
勝
の
1
"
岡
巾
千
は

A"+IL

ll
．
宮
賊
叫
ス
ポ
ー
ツ
七
ン
ク
ー
で
閲

か
れ
る
全
旧
中
↑
代
索
収
K
会
に
水
い

を
代
衣
し
て

Ill場
す
る
．

疇`
6
1
-
t
iu56C6ヽ
R
・1
・E‘tt“
、ト

;V6“ht

堕

』通
し
て
敦
わ
り
土
し
に
．
県

r大
り

2
ず
ま
ず
の
成
組
を
収
め
る
―
]
と
が

会
の
際
扁
戦
で
な
し
C
組
の
な
＂
で
き
？
し
た
．
＂
力
m
、
顧
道
制
騨

が

炎

"
t
gの
川
の
ほ
げ
ら
れ
に
生
の
敦
え
に
し
い
（
・
り
か
近
づ
い
た
と

b

徒
が
”
に
当
っ
て
什
柑
し
て
1
1
1
鳩
．小
可
い
え
土
し
ょ
う
か
．

詭
に
な
り
土
し
た
．
＊
将
“
I
l
"
し
が
柔
m
の
得
と
し
て
．
し
う
i

つ
身
に

っ
て
身
も
に
え
し
て
い
去
し
に
が
ど
う
つ
い
て
い
る
こ
と
は
受
身
で
す
．

三
十

し
ょ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
．

fdl箆

っ
た

オ
前
後
の
5
で
す
が
｀
冬
C
使
年
C
畑

り
に
庫
誉
』
自
転
車
苓

っ
て
い
き
虚

し
た
ら
前
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
が
上
っ
て
来
．

そ

名

で

H
が
く
ら
み
．
辺
躙
の
砂
利

山
へ
傘
り
上
げ
．
—-
iノ
ー
ト
ル
下
c
m

ん
ぽ

へ
が
ら
―
J

み
ま
し
た
．
相
止
を
＾

ピ
ー
ド
で
し
た
が
代
我

＿
つ
な
く
m
C

中
に
ス

ッ
ク
と
立
っ
て
い
ま
し
た
．

X

零
3
し
同
様
な
耗
験
を
し
ま
し
た
C
で
、

{
a
C
練
腎
C
効
果
が
今
も
あ
る
こ
と
を

感
躙
し
て
い
ニ
す
．

石
駆
先
生
は
先
口
紘
人
と
な
ら
れ
ま

し
た
が
．
今
も
忘
れ
な
い
お
言
霙
C
l

つ
に
｀

r
柔
這
を
修
禽
す
る
も
C
は
．

単
に
技
を
わ
る
だ
け
で
な
く
｀
人
と
し

工
業
で
あ
れ
．
選
手
は
人
楕
看
で
な

く
て
は
な
ら
g
]
と．

（
箕
鐸
中
学
校
長
）

叫
中
学
校
丑
会
々
長

五
十
八
オ

わ
た
し
は
．
そ
れ
を
見
て
大
い
に
憤
慨

し
.

r
よ
ー
し
や
っ
て
や
さ
と
命
令

も
さ
れ
な
い
m
に
飛
び
出
し
て
い
さ
．

双
I
J
の
五
試
合
全
輝
”
つ
―
』
と
が
で
き

ま
し
た
．
そ
れ
も
仔
糾
ん
で
一云
＇秒以

内
に
跳
爬
で
と
り
ま
し
た
．
＿
＿
C
時
以

関
ど
C
試
合
に
臨
ん
で
も
動
ヒ
な
く
な

得
意
技
鯰
靡

・
送
り
足
払
い
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中
央
前
虞
駅
か
ら
ほ
ど
近
く
．
閲
絹
と
い
う
．
畠
峙
C
思

い

出

と

し

て

は

｀

行

．

翠

贔

琶

藷

i
-
＿
の
這
場
で

な
住
毛
街
の
な
か
に
あ
る
行
這
館
田
訟
か
つ
て
指
導
し
た
前
高
生
や
m
子
た
ち
畳
身
か
ら
密
っ
た

L
.
-111年
金
回
高

母

を

今

回

は

え

訪

ね

し

た

．

が

這

場

這

築

C
た
の
に
糟
々
餌
立
を
図
紐
遍
手
慣
C
重
量
紐
で
第
三
位
に
な
っ

馳
ケ
ヤ
＊
這
り
C
玄
閲
を
入
る
と
．

っ
て
く
れ
た
り
、
古
釘
抜

2
や
諏
子
洗
た
堕
悶
平
丼
款
這
手
（
環
専
k
)
も

古
緬
を
準
t
ら
れ
た
と
は
と
て
出
i

え
い
に
労
力
賽
ぽ
―
し
て
く
れ
．

g上
幼
謹
園
器
頃
か
ら
三
ウ
這
場
に
か
よ

な
い
鱈
長
日
贔
行
i

八
設
が
．

gに
樟
の
際
に
は
．
近
郊

m
農
家
の
人
が
紅
っ
て
い
た
．
疇
和
二
十
七
年
か
ら
冥
び

―
ー
と
お
山
迎
え
下
さ
れ
た
．
辺
場
は
ケ
饉
ぶ
情
し
あ
虫
IJ
芦
し
く
な
い
折
．

モ

前

羹

這

輝
C
瓢
間
と
な
っ
た
が
｀
＿
＿

ャ
キ
．
ヒ
ノ
キ
を
不
断
に
使
っ．た
江
戸
＋
を
多
量
に
つ
い
て
符

2
;`
て
惹
＾
？
年
前
高
は
火
災
で
煉
失
し
．
前
羹

翌
の
武
家
は
載
を
“
し
わ
ヤ
る
よ
う
つ
け
て
く
れ
た
り
烹
．
人
の
ほ
心
が
．

jn郎
は
全
面
的
に

111位
這
鳩
に
“
せ
わ

な
立
鑽
な
蘊
珈
C
中
に
．
四
十
秀
広
身
に
し
み
て
感
ヒ
ら
れ
を
―
い
う
“

に
な
り
・
_
-
C
中
で
前
店
は
m
四
回
の

さ
．
悶
り
に
芸

パ
の
廊
下
を
？

t．
爾

奉

一十
年
．
門
下
生
彗
手
名
を
臥
這
チ
に
優
韓
し
．
全
国
大
会
に
出
場

ス
7
り
ン
グ
が
よ
（
さ
さ
．
羹
且
つ
数
え
る
．
こ
の
な
か
か
ら
は
警
く
の
し
て
い
る
．
そ
の
峙
C
ノ
ン
パ
ー
は
富

堕
翠
ま
さ
に
心
身
C
諏
鍼
の
場
に
ふ
名
選
手
を
低
に
送
11
に
し
て
い
る
が
．

tlt勧
六
践
．
新
井
礼
次
郎
六
紐
．
枷
谷

さ
わ
し
い
．
そ
の
ス
プ
リ
ン
グ
の
羹
患
槃
告
．
腎
烈
で
柔
辺
を
指
辱
す
謄
之
六
段
．
m
村
（
＊
堕
修

一
五
段
．

品
m
館
氏
の
御
自
慢
で
．

一
寸
と
し
る
か
た
わ
ら
．
＂

t-ふ
福
十
四
年
石
上
＿羹

五

設

（町
山
市
．
復
骨
師
）

た
仕
切
で
パ
ネ
が
同
定
さ
れ
．

一
般
C

か
ら
前
中
．

M
土
ハ
年
か
ら
前
商
で
終
で
い
ず
れ
も
県
柔
述
C
中
認
と
し
て
酒

寄
合
い
に
し
す
ぐ
に
使
皐
る
・
ー
と
が
戟
ま
で
柔
滋
を
教
揖
さ
れ
た
が
二
れ
・
り

耀
し
て
い
る
．
今
も
月
ホ
金

C"古
e

で
き
る
と
い
う
も
C
で
躊
違
日
か
ら
わ

C
な
か
か
ら
し
鵡
這
鯨
国
際
郎
の
安
郎
に
は
約
卒
名
の
少
年
郎
が
夕
”
土
峙

ざ
わ
ざ
専
門
事
が
観
稟
に
學
た
ほ
ど
だ
一郎
八
段
を
箪
頭
に
小
"
”
墨
向
．
池

桑

分
か
ら
バg
i
-

•

小
・
分
ま
で
．
二
十

と

い

う

．

下

久

庫

1
酋
利
の
各
氏
を
ー
は
じ
の
翫
名
の
青
年
郎
が
七
閃
岳

｀
分
か
・
り
九

這
鳩
の
＂
音
．
昭
和

二
十
九
年
人
と
し
て
柔
道
料
の
み
な
ら
ず
広
く
各
界
関
ま
で
整
古
に
汗
を
試
し
て
い
る
．
＿
＿

n古
．
u
．
先
生
が
．

―
+
i年
T
に
わ
で
柄
耀
小
の
儀
多
の
ぼ
翠
品
”
て
ら
れ
れ
・
ょ

c指
導
に
は
況
在
は

W
ら
鱗
鯖
C

た
っ
て
動
務
さ
れ
た
臀
烈
竺
篇
一

た
．
よ
た
贅
畷
旧
偶
で
は
金
井
よ
郎
．
紘
騒
五
ぽ
が
当
っ
て

い
る
が
．
少
年
郎

の
職
を
な
げ
う
っ
て
．
曇
年
に
わ
た
っ

富
沢
中
五
郎
氏
や
閲
u
棗
．
佐
鹸
渭
の
沿
111は
2
ざ
ま
し
く
．
“
年
夏
休
み

て
身
に

つ
け
た
技
術
を

（器
菩
醤
次
郎
．
鈴
木
竺
登
ハ
ぽ
嘉
導
さ
u
．
に
東
京
C
式
直
輝
で
行
わ
れ
る
全
日
本

の
資
筍
中
で
に
取
得
し
て
い
ん
）
仕

穂

H
県
冑
が
＾
点
優
聘
を
す
る
下
雌
を
少
年
武
這
鍼
成
大
会
に
“
い
て
昭
和
四

含
ぢ
に
生
か
し
た
い
と
い
う
こ

と

つ
く
ら
れ
に
．

g-』の
腎
＂
＊
会
で
成

．． 
四
よ
年
は
中
学
生
の
揺
含
l

H
”
じ
り
庸
帽
爾
璽

ッ
ク
子
唇
＾
月
苓
ユ
．
i

ハ
nに
班
城
い
る
．C
が
紐
求
を
雄
C
る
し
と
で
し
た
．

県
H
立
市
で
行
な
わ
れ
た
．
木
県
高
ぽ
干
藁
旧
体
が
稟
し
み
で
す
．

』

這
手
は
＊
活
庫
し
｀
咋
年
に
続
い
て
．

i

一
度
の
の
IJU東
馴
覇
を
な
し
と
げ
た
．

数

M
の
証
は

一
回
戦
で
神
窄
川
と
”

戦
し~面
0
で
惰
欧
し
た
．

佐
々
＊
庄~
一
郎
鯰
彎
蹟
．r百
轟
を

先

R
．
干
明
を
大
将
に
し
っ
て
行
っ

た
作
戦
が
見
事
に
出
っ
た
．
今
年
は
這

． 

高校の部は関東で優勝

国体関東プロック予選

i

見

人
格
完
成
を
最
終
目
標

門
下
生
一
l

＿
千
を
数
え
る

全
国
高
段
者
大
会

昭
和
四
十
八
年
虞
全
国
嚢
農
這

大
会
は
贋
―
i

十
八
日
に
麟
這
“
天
這

場
で
開
か
れ
な
今
年
は
交
通
セ
ネ
ス

ト
の
影
雙
｀
例
年
よ
り
参
加
看
が
少
な

V
•

本
県
か
ら
はI
L段
十
六
名．

六
設

八
名
の
二
十
四
名
だ
っ
た
．
＿
＿
の
大
会

で
畔
属
勢
C
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
出
場
し

た
鳥
谷
慎
美
五
祖
羞
な
体
箱
し
で

東
京
の
前
農
段
を
欧
り
．
房

累

に
選
ば
れ

r‘

＞

五

設

の

郎

上

殿

が

膿

ち

a甚
霙

体

窪

前

田
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東
京

佐

軍

勇

夫
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殷

久
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田
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井

出
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隅
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勢
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崎

・

高

知

上
酉

．
聾

塁

十

字

闊

域

込

隠

角
田
毎
可
上
壁
”
壁
屈
・
東
京

加

瓢

・

車

合

技

口

贔

懐

騒

大
靡
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岐

武

井

浪

典

繊
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・
埼

小

杉

茂

夫

湯

潤

賓

夫

＊

河

原
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糀

沢

光

箪
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磁

A

東
京

桜

井

弘

内
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・

神

小

瀬

・

茨

稟

ぼ

洸

田

中

武

引

分

鈴

木

・

東

．
そ
”
ル
ッ
＊
外
柴
崎
浮
行

駒
彰

・
茨
大
内
技
布

．＿＿隣
佐
古

”
沢
•
山
製
上
四
カ
園
神
宮
七
郎

▽

六

ぽ

C
部

松
Q
＿

郎

引

分

窪

m.Illgrt
魚
回

荻
瓜
・
神
支
釣
込
足

斬
倉
・
東
上
四
方
同

尤

山

武

嘉

引

分

金
子
守

lfirtさ

北
爪
紐
饂
体

工
暉
・
神
令

技窪

小
沢
•
山
梨

宮

Ulg
一
郎

内
山
ネ
．「
郎

佐
庫
郎
次
郎

笠
訊
・
東

松
川
・
東

金
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・
神

Ill中
歎

一

三
位
．
今
年
虞
は
惰
し
く
も
三
回
職
で

敗
退
し
た
．
こ
の
少
年
瓢
に
ひ
色
か
え

青
年
部
は
＿
輝
の
人
を
諭
い
て
昨
今
ゃ

や
出
濡
牢
が
低
鯛
で
．
峙
代
C
風
躙
と

は
い
え
固
靡
な
こ
と
．
苦
労
な
こ
と
は
．

さ
げ
て
目
さ

e
C稟
し
み
を
追
う
現
代

っ
子
気
賓
に
は
．
自
分
が
昭
和
二
年
か

ら
十
七
年
事
で

"rulに
六
回
に
わ
た
っ

工
叩
治
神
宮
大
会
に
出
場
し
｀
前
中
．

前
噸
警
襄
と

＿
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に
一――
ヶ
所
で
七
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間
に
わ
た
る
積
古
を
し
．
昭
和
―――
す
＾

乎
＾
段
に
昇
殷
す
る
ま
で
鉦
年
鴫
這
館

2
高
段
癸
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に
出
場
し
．
青
賽
を
．

人
生
を
柔
這

一
筋
に
歩
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で
』
』
ら
れ
た

m
贔
師
輯
C
目
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は
．
や
や
も
C
た
ら

な
そ
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で
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っ
た
．

結
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O
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迎
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猛
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．
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＾
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戦
後
の
道
場
探
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し
索
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す
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令
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撼
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．
情
し
何
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．
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．
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冨
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．
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＂
古
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．
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嘉
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“
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な
っ
て
か
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．
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間
が
霊
<

↑
麒
に
地
ん
C
が
胃
泣
し
た
ば
か
り
で

千
位
を
字
箕
し
．イ
ン

9
1
ン
を
終
え

そ
C
憧
私
は
雌
鰈
既
辱
E
g
H
＾
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．
＂
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仰
町
』
な
が
．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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I
I
J
m
潤
口
辺
鳩
を
“
訪
わ
し
た
．

籍
言
が
胃
っ
て
い
る
:
-
C
冬
は
し
・
F

一
度
言
が
g
っ
た
そ
う
“
.

る
C
は
よ
U
ど
太
滋
が
好
さ
｛
、
な
い
と

つ
と
よ
ら
な
い
．
肌
を
さ
す
よ
う
な
寒

•
l
C
i
a
鳩
｀
閻
人
の
辺
鳩
と

L

て
は

“
そ
り
（
罪
島
隅

二
の
大
さ
さ
だ
み
・
っ
．

広
い
叡
庫
C
中
に
約
六
五
坪

uど
の
紐

物

な

ぢ

和

頸

に

帽

邊

炊

事

鳩

2

で
つ
い
て
い
る
．
五
卜
丑
の
道
場
の
田

IIR
は

一
問
巾
C
楓

C
間
に
な
っ
て
い
る
．

で
し
”
昧
を
碍
つ
子
ど
し
に
し
た
い
と

い
う
鱈
長
C
配
慮
“
.

閲
口
零
嘱
鱈
給
は
＂
馬
叫
の
贄
窪
官

だ
っ
た
．
県
代
葦
と
し
て
国
体
を
は
じ

の
各
饂
の
＊
全
で
沿
直
し
た
．

IR包――

だ
け
に
こ
り
囚
拿
ら
ず
に
巾
広
く
何
に

田
に
は

h
庫
巾
し

H
い
て
あ
る
“
柔
五

た
．
女
S
子
し
何
人
か
い
る
．

五
．
六
A.

ig
し

イ
0

イ111を

4
げ
な
が
ら
絨
＂
し
て
い

さ
C
小
で

rど
し
這
が
ニ
卜
A
U
ピ
キ

な
い

-n＿
ま
で
冬
の
直
ja
を
絨
冑
に
卓

辺
し
“
装
さ
れ
に
．
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で
し
jrj灯
の
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で
押
し
寄

t
て
さ
た
．

で
•
-
ば
―
ー

μ
何
し
な
か
っ
た
が
罪
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の
被
“
.
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庫
を
日
っ
て
積
て
た
碍
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ま
“
因
問
に

C
上
に
あ
る
．

叫
和
四
十

一
平
E
-
C

駅
か
・
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車
ヘ
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キ
ロ
今
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ぶ
い
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宅
か
ら
八
＂
ノ
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ト

9
.

巾
之
条

の
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で
し
あ
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う
だ
．

閲
＂
先
中

ょ
．
』
と
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え
て
く
れ
た
．

町
の
名
枷

ら
r
あ
C
1
1
1
C
叫
る
い
灯
が
辺
場
で
す

街
の
人
に
辺
場
へ
の
這
を
に
つ
わ
た

十

一
月
二
十
八
日
ま
む
翌
郡
中
之

し
か
し
な
が
ら
．
紘
人
の
偉
＊
な
る

足
騎
と
A
m
の
立
誠
さ
は
．

JL
月
十
四

L
I
C
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狐
暉
零
麻
烹
t
佼
葬
に
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っ
て
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に
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に
．
ふ
C
這
大
な
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で
．
多
く
の
名
士
に
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れ
．
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場
を
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の
つ
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蓼
列
看
＂
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に
過
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れ
て
．
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夜
＂
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心
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り
を
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れ
て
．

畔
島
貼
高
佼
柔

カ
C
向
上
2
．
心
を
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．

常
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い

を
観
い
．

か
つ
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下
な
ほ
柔
這
C
火

し
か
し
．
幸
い
に
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て
．
先
生
に
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つ
く
人
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し
多
い
．
．
 
h
-
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奮

起
し
て
先
生
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』
遺
窓
を
つ
い
で
．
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で
あ
る
．

＂^ポ

副
f
令
＂
氏
と
し
て
．

x．
畔
島
l
U
“
体
遠
太
滋
郎
に
ム
っ

て
は
．

そ
の
重
貨

あ
る
皇
、
・

の
が
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
泡
“
で
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心
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さ
は
．

m
島
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下
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比
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る
し

さ
に

一
疇
神
仏
を
儀
み
た
く
な
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ん
の
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は
．
私
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か
り
で
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な
か

っ
た
で
あ
み
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ん
げ
た
の
で
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屯
そ
の
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力
の

げ．
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の
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暉
比
岱
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を
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ら
れ
よ
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と
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あ
ま
り
の
年
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の
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で
“
し
上

奮
斗
し
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．
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か
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に
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滴
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な
い
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て
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す
る
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．
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に
な
る
と
千
位
を
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紐
に
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2
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な
が
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元
公
に
籍
．

の
中
を
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う
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鵡
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て
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る
が
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h
・た．
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暉
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つ
く
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な
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大
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追
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比
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す
る
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う
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小
中
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て
中
千
生
が
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と
．

し
か
し

F
.
1
 絨
田
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A
9
近
く
土
で
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い
た
．

閲
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場
の
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中
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事
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る
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m
人
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W
に
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り
に
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出
し
て
い
る
．

女

f
店
は
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一
人
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い
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五
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腎
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を
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追

L
て
中
之
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町
に

槙
廿
院
を
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誌
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支
瓢
の
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饂
廷
に
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“
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あ
り
．

i_"分で
し
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た
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紐
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れ
た
．
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＂
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濾
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＊
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2
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る
．
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紐
を
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2
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＇
ユ
条
＂
紬
水
敦
帽
両

托
で
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の
金
井
次
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館
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L
て
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れ
た
．
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朱
i

中
の
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沢
氾
ふ
(
舷
嶋
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釦
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つ

前
矯
潤
の
政
金
＂
代
紹
耀

し
た
＂
け
掌
男
“
．
車
潟
＊
へ
這
ん
だ

宮
幻
姶
＂
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五
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ビ
．
県

腎
I
l
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勁
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＂
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水
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．
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史
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．
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．
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．
し
っ
と

L
-
＿
の
先
生
．
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＿
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．
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．
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は
約
四
十
畳
二
面
で
シ
ー
ト
載

で
ス
プ
リ
ン
グ
は
な
い
が
軟
ら
か
く
．

し
か
も
や
り
易
い
感
じ
で
あ
り
指
導
者

は
四
双
訟
下
斎
先
生
（
順
天
掌
＊

卒
二
十
七
オ
）
が
教
え
て
お
り
一
八
オ

か
ら
十
五
オ
宣
で
が
少
年
郎
で
多
数
織

． 

没
す
る
と
か
成
人
の
場
介
i

紐
か
・
り
切

fltに
な
る
C
に
七
年
位
か
か
る
C
で．
i

級
で
も
H
本
の
切
段
は
C
藷
さ
が
十
分

あ
り
ま
し
た
．

修
拿
肴
は
四
十
オ
岱
で
中
霜
に
然

心
に
し
か
土
摯
し
ん
で
や

っ
て
い
る
感

じ
が
し
．
棟
日
後
は
誼
場
に
つ
い
て
い

る
パ
ー
で
ピ
ー
ル
を
欽
み
な
が
ら
夜
を

遍
る
と
云
う
次
か
で
U
本
で
は
全
(
9
,

え
ら
れ
な
い
磁
な
れ
が
し
ま
す
．

月
閃
納
入
方
法
b
入
会
金
・
年
会

費
を
納
の
あ
と
は
這
鳩
の
入
口
に
あ
る

カ
ウ
ン
ク
ー
で
春
日
C
練
習
斜
含
委

払
っ
て
か
ら
辺
場
に
入
る
訳
で
す
．

イ
ギ
リ
ス
人
は
行
体
が
行
＊
9
（
醜

力
が
あ
り
小
さ
い
日
本
人
は
．
や
は
り

＊
変
だ
と
つ
く
つ
く
感
じ
ま
し
た
．
o

ン
ド
ン
に
は
五

unH澤
化
し
．
パ
リ
に

は
．
私
と
袋
崎
光
署
．
そ
C
友
人
で

一
絨
の
今
村
係
寇
C
只
人
で
行
き
．
五

ann清
在
し
．
五
ヶ
所
の
這
場
で
．
指

導
輝
響
を
み
っ
ち
り
や
っ
た
次
オ
で
す
．

ま
ず
．
プ
ロ
ン
パ
ス
先
考
案
内
で
パ

り
市
内
C
這
場
へ
案
内
さ
れ
技
C
デ
モ

ぞ
ト
レ
ー
シ
．
ン
と
練
害
を
し
皇
し
た

が
這
場
が
四
十
畳
で
小
さ
く
這
嶋

C
H

中
に
鉄
柱
が
あ
り
．
し
か
も
成
人
の
大

き
い
人
ば
か
り
で
苦
労
し
ま
し
た
．

五
段

北
群
馬
・渋
川
支
部

私
が
柔
這
を
腎
い
始
の
た
の
は
．
昭

fn-
1年
匹

n
m制
館
林
中
学
に
入
学
L

品

の

・＿＿と
“
か
ら
．
戟
中
戟
慎

m五．

六
年
の
喧
口
は
こ
れ
を
給
く
と
し
て
．

か
れ
＿
＿
れ
四
ヤ
年
c
a
"
を
へ
た
こ
と

に
な
る
．
国
体
に
出
場
し
た
と
か
．
還

を
暉
を
と

っ
に
と
か
い
う
事
や
か
な
湿

予
胚
は
な
い
が
．
と
に
か
（
四
十
年
近

(＿
-
C
辺
に
遭
っ
て
さ
ん
と
い
．

2
-と

は
．
”
り
に
し
て
も
い
い
事
で
は
な
い

か
と
．
内
・
心
息
っ
て
い
る
．

し

ら

え

．

柔

遵

唇

生

邑

て

4

た
な
ど
と
．

H
負
す
る
9
＾
符
は
毛
加
な

い
が
．
二
9

の
こ
と
を
継
続
す
を
』
と

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
何
か
が
．
私

m人

生
C
＊
さ
な
支
え
と
な
っ
て
色
た
こ
と

lt
．
た
し
か
で
あ
る
．

五
九
オ
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
で

も
．
週
に
一二
B
品
裏
を
漬
る
し
．

昭
和
四
二
年
一

月
か
ら
給
S
「た
校
内
の

＿
週
間

2
裔
古
に
は
違
絨
岱
動
し
て

い
る
し
．
食
g
も
生
捷
と

一
緯
に
や
っ

て
い
る
．
饂
年
七
月
下
旬
に
価
さ
れ
る

墨
這
館
の
夏
躙
鵡
雷
に

11
．
付
謳
い

C

名
目
で
欠
か
さ
ず
参
加
し
．

l

諷
現
役

選
手
の
指
導
に
も
攘
し
て
い
る
C
だ
か

川
島
泰
一

ら
．
ま
自
っ
て
み
れ
ば
．
柔
辺
は
下

千
2
鑽
好
色
の
方
で
あ
る
．
六
ぽ
昇
紐

は
昭
和
＿二
六
年
一
月
六

B
?』
と
に
か

ら
．
こ
れ
か
ら
出
て
く
る
誌
が
多
少
閃

代
が
か
っ
て
く
る
C
は
許
し
て
い
た
に

扁
C
中
学
位
に
は
紀
埓
位
と
し

ぅ
棗
か
ら
鍼
遺
さ
れ
た
敦

rが
い
て
．

ー
私
も
そ
C

一
人
に

っ
た

m
で
．
悪
ロ

は
口
い
に
く
い
が
ー
ー

r
ポ
ー
9
迎
ピ

孝

供

の
す
る
事

だ
．
男
は
柔
辺
か
鋼
辺
を
や
っ
て
｀
文

武
の
這
に
翌
ほ
｀
い
か
ん
」

と
．
翡
を
爛
り
立
て
た

m
で
．
私

な
ぞ
介
で
も
愚
直

g
g名
じ

．

吝
し
武
に
し
識
し
え
ぬ
．
吝
空
殷

C
這
に
追
っ
て
い
る
．

館
林
中
学
位
に
は
当
峙
．
百
蒻
＿t
●郎

と

い

う

釣

篇

．

魯
．
＊
外
刈
の
う

ま
い
四
ぽ
の
先
生
が
い
て
．
五
年
間
仕

込
ま
れ
た

m
で．

g体
病
と
＊
外

は
今
で
も
私

m中
に
”
っ
て
い
る
．

あ
る
碍
．
私
の
試
合
を
凡
て
下
さ
っ

て
い
た

Ill出
行

云
先
生
が
．

r111贔
音
の
技
は
．
京
暉
さ
ん
そ
っ

(
9
だ
わ
』

-』う．

•-ク”..,9•9

柴

崎

洋

行 鳶

問
じ
く
．
形
か
ら
入
っ
て
？
＜
賽
素
を

多
く
愕
っ
て
い

る
も
の
C
よ
う
に
思
う
．

そ
C
形
か
ら
ん
け
出
せ
た
ら
．
ま
ず

一

狐
だ
ろ
う
が
．
そ
れ
は
至
霞
の
露
だ
．

戟
儀
再
び
学
校
柔
這
が
復
活
し
て
．

野
木
村
璃
放
久
保
田
利
虞
正
田
文

男
．
宇
佐
堕
茂
囀
と

n
1
千
陣
も
そ
っ

そ

｀

私

C
勤
め
て
い
た
鰭
体
高
位
は

似
高
と
並
ん
で
．

lu下
で
も
最
弧
チ
ー

ム
C
中
に
加
え
ら
れ
．
閏
東
大
会
に
も

~. 
．^ と

U
め
て
下
さ
っ
た
＂
と

．
ぃ

に
う
れ
し
（
覚
え
て
い
る
．
昭
和
二
七

年
士
“
す
＾

n
C群
島
県
下
支
郎
対
広

C
決
謄
戦
に
“
ぼ
C
＊
将
に
出
て
．

9

侶
で

一
本
さ
れ
い
に
と
り
．
邑
素
館
林

チ
ー
ム
が
切
属
し
品
を
息
・
っ
．
た
直
た
且
謁
い
が
あ
り
．
私
は
昭
和

柔
道
は
先
生
が
熱
心
に
指
導
す
る
と
●
t
．
礼
年
四

n仰
生
女
＋
高
位
に
転
任
し

そ
C
技
は
勿
論
．
歩
さ
方
ま
で
似
て
（
た
．
綱
＂
し
C
私
は
飲
み
す
じ
て
は
畑

る
か
ら
面
白
い
．
ま
な
ぷ
と
い
う
こ
と
れ
な
く
な
り
．
よ
く
牛
絡
謀
鯖
磨

は
．
ま
わ
ぷ
ー
荘
似
る
ー
と
同
じ
言
零
泊
っ
た
．
正
門
わ
き
の
低
い
プ
ロ
ッ
ク

で
あ
る
．
柔
辺

t
E
l
*
C饂
の
翌
這
と
塀
を
棗
び
越
え
て
は
心
人
し
て
（
る
私

9ご

は
連
絡
を
と
り
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
．
ぜ

g
l輯下
さ
い
．
今
回
の
。

ン
ド
そ
パ
リ
に
“
け
る
練
闊
北
況
を

八
．．
 

I`J
フ
ィ
ル
ム
で
取
っ
て
来
ま
し
た

の
で
磯
会
が
あ
れ
ば
お
見
せ
し
た
い
と

思
い
拿
す
．

六

n上
匂
プ
0

ン
パ
ス
先
生
C
門
下

て
身
を
し
じ
っ
て
も
．
回
輯
が
尉
の
上

に
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る．
弘
は
弓
え
た
．

藁

犀

沈

〇
暉
電
紀
郎

0”"弘
神
宮
七
郎

〇
套
繁
2

行

角
田
長
UJ

爵

紐

平

〇
嘗
μ
i民

◇

i"ほ
m
郎

閲

久

一

引

分

利

恨
DI
．
壻

〇
佐
臓

m次
郎
け
さ
同
加
菫
・
東

鈴

木

竺

引

分

後

暉

・

岐

高

山

町

慶

勢

謄

仙

人

・
英

松
“

一
郎
上
四
”
因
江
IU.Lu梨
0

◇
七
紋
の
郎

〇
丹
羽
文
雄

女
翡
に
柔
道
を
粒

え
る
＿
＿
と
に
よ
っ
て
．
心
身
C
也
化
を

PJJ
ご
う
と
．

n遁
内
放
送
や
掲
示
を

通
し
て
同
好
者
を
つ
C
り
．
他
C
ク
ラ

プ
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
記
慮
し

て
．
紬
霙
前
C

―
峙
間
を
繹
可
に
あ
て

た
．
冬
C
朝
岱
峙
起
邑

m在
校
は
つ

ら
か
っ
た
が
．
翡
は
熱
・
心
に
私
の
指

導
に
つ
い
て
を
（
れ
．
呼
囁
も
よ
く
し
み
ヒ
み
と
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
．

あ
っ
た
．
年
末
に
は
お
礼
に
と
言
っ
て
ル
ソ
ー
は
そ
の
名
著
て
｀`エ

9
C
中
で
．

苅
紐
ウ
イ
ス
そ
ー
を
戴
上
さ
れ
た
り
し

r"い身
体
ほ
ど
わ
が
ま
拿
で
あ
っ

て
．
今
思
い
出
し
て
も
稟
し
か
っ
た
．
て
．
鵠
い
身
体
ほ
ど
柔
順
で
あ
る
．
知

マ
ッ
ト
を
載
い
た
体
冑
輝
や
ス
テ
ー
性
を
膚
く
に
は
．
そ
の
知
性
に
客
誓

ジ

gllt這
場
な
が
ら
．

T
n．
釣
込
．
れ
る
身
体
籠
力
を
憎
す
必
緊
が
あ
る
．

甜

．

紐

lll．
支
釣
込
足
な
ど
C
輯
訣
賢
咽
で
知
性
的
で
あ
る
た
り
に
は
、

な
技
に
生
咎
輿
昧
を
示
し
た
．

絶

え
ず
動

e拿
わ
り
造
り
．
声
を
出
す

平
泳
で
固
体
に
二
回
も
逗
絨
出
場
し
必
賽
が
あ
る
．
身
体
の
活
動
が
＂
神
に

た
＾
と
い
う
女
性
槌
の
場
合
な
ぞ
．
母
烈
害
で
あ
る
と
い
う
の
は
．
悲
し
む
ペ

を
見
て
．
腎
傭
＿

は
半
ば
あ
邑
れ
“
に
．
麟
C
方
か
ら
冬
期
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
さ
訊
鱗
で
あ
る
」
と
口
っ
て
い
る
．

『
先
生
が
泊
っ
て
く
れ
る
C
で
．
比
ぜ
ひ
柔
這
を
と
顆
み
二
ま
れ
．
而
く
ら
年
を
と
っ
て
技
術
が
高
ち
．
蒻
く
な

方
は
大
肋
か
り
で
す
．
先
生
を
見
れ
ば
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
そ
C
年
事
C

る
C
は
仕
方
が
な
い
．
し
か
し
鵬
敗
を

益
ぢ
泥
樟
も
逃
げ
出
し
皇
す
か
ら
ど
峙
は
家
笞
招
柑
さ
れ
を
一
と
も
あ
っ
麟
え
た
彼
荏
．
も
う
一
っ
C
営
界
C

姦

内

交

り

2
世

酔

を

言

っ

た

．

ち

あ

る

こ

と

を

．

i
l
l
g
r不
鱈
恥
づ
ペ

と
＿
＿
ろ
が
一
年
ほ
ど
勤
？
ぃ
る
間
女
子
に
柔
辺
な
ど
と
い
う
と
．
何
か
し
」
と
い
も
詈
臭
に
見
輝
え
た
い
一

に
．ニ・
C
低
い
螂
が
飛
び
鑢
え
ら
れ
な
妙
な
勘
ぐ
り
に
は
せ
る

trき
も
あ
ろ
う
（
県
立
畜
工
昂
拉
敦
鱗
・
国
詣
）

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
．
遥
栄
ぢ
太
が
．
そ
c
点
械
女
ら
は
緻
感
だ
か
ら
．

（
昭
和
四
十
六
年
上
毛
文
学
富
評
論
郎

り
す

Itで
．
鰍
耀
力
が
な
く
な
っ
た
上
比
方
に
不
綽
な
名
配
が
感
ゼ
ら
れ
れ
ば
．
門
受
賞

．
“
集
郎
注
）

に
．
靡
C
力
が
翡
（
な
っ
て
．
飛
上
っ

す

ぐ
に
や
の
て
し
ま
う
が
、

三
十
人
近

敲
hlI出
鳩
し
た
ll
ど
で
あ
っ
に
．
だ
が

あ
る
峙
私
は
．
＊
外
刈
で
生
紐
に
頭
か

ら
沼
さ
IL与
え
て
し
ま
っ
た
．
思
い
さ

っ
て
柔
辺
は
拾
て
．
も
っ
と
証
内
に
打

込
み
に
し
と
．

ぃ
覇
の
中
に
i

今

鼠

信

者

出
3

な

か
っ
た
の
は
．

ffl導
よ
ろ
し
邑
を
え
た．

私

C
A筍
の
高
潔

(9
.-
c
証
に
と
し

て
．
＊
い
に

If
っ
て

い
る
所
で
あ
る
．

綱
生
女
子
高
校
に
於
け
る
五
年
間
C

柔
這
C
甚
璽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
c
“
給
で
｀

暑
匹
一
年
四
月
裔
工
稟
高
位
に
転

任
し
て
も
．
六
年
間
の
プ
ラ
ン
ク
は
殆

ん
ど
感
心
ず
に
．
柔
道
の
載
昇
に
復
熾

で
邑
て
今
改
め
て
袷
て
よ
う
と
し
て

捨
て
え
な
か
っ
た
柔
道
と
の
え
に
し
を

霞
勢
謄

引

分
令
せ
往

不
戦
”

技

有

不
戦
輯

鰈

輯
十
字
肉

＂
負
般

ぬ

・
矢

生
、
エ

n
パ
ー
ト
さ
ん
が
来
B
し
祇
JIl

の
私
共
C
這
場
へ
来
る
子
で
す．

今
回
の
辺
鳩
巡
り
の
出
発
に
際
L
“

批
話
に
な
り
三
し
た
北
＂
島
滋
川
支
郎

役

M
並
び
に
柔
友
会
の
青
枷
に
環
く
感

躙
C
意
を
表
し
ま
す
．
（沼
Ill保
健
所
勁
詣
）

鈴
木
・
東

＊
け

・
茨

小
林

・
覇

宮
坂

．

8

金
子
．
＂

莉
枯

・
夷
3

森尾
．奥

訳
瓢
・
埼
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相

佐

林

福

藤

次

出

馬
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昭和49年 6月15日 ぐんま柔道 第10号(4)

で
も
国
際
的
な
湛
手
が
冑
っ
て
“
り
ま

襲
纂

届
髯
麗
〗
塁m
m
m祖

全

国

大

会

て

二

度

の

優

勝

目

麿

刑

事

）

：

名

そ

七

人
間
の
真
・
心
は
｀
碍
問
C
伍
饂
を
問
精
神
修
葺
に
も
な
さ
柔
道
を
選
定
し
た
寄
日
玄
巧
え
を
巡
・り
し
て
お
り
ま
し
た
兄
C
繍
佐
と
し
て
汗
を
流
し
て
お
り
ま

わ
な
い
な
ら
ば
．
い
つ
か
其
C
目
的
を
事
に
綸
っ
て
お
り
ま
す
．
“
い
し
い
枷
が
身
近
な
も
の
と
し
て
；
ミ
で
｀
柔
す
．

腐
で
色
る
と
い
う
．
し
か
し
｀
夢
多
は
貪
ぺ
て
み
な
い
と
判
ら
な
い
と
い
い
這
を
教
え
る
事
が
で
色
た
な
ら
｀
社
会
柔
這
C
み
な
ら
ず
．
全
て
C
事
が
蒔

い
少
孟
代
や
営
相
の
試
動
は
峙
と
し
ま
す
が
．
躙
鱗
あ
る
父
｀
よ
き
マ
ネ
ー
体
宵
c
i
助
に
な
り
．
青
少
年
の
心
身
い
た
鰈
通
り
と
い
う
事
で
す
が
．
若
い

叉
C
．
心
を
奪
い
は
含
這
ま
で

thll
ジ
ャ
ー
が
あ
っ
た
れ
ば
二
そ
舒
果
が

C
諏
練
に
な
れ
ば

一

き

q
で
は
な
か
屯
に
は
輛
駄
事
に
と
息
っ
て
も
｀
い

つ

研
さ
苫
て
し
ま
う
事
が
多
い
．
そ
ん
な
生
れ
た
事
と
思
い
ま
す
．

ぅ
つ
か
｀
ち
ょ
う
ど
：
く
ん
な
さ
一
る
か
自
分
名
と
な
る
と
は
先
生
の
臼
葉

中
で
．

一
貫
し
た
辺
似
を
歩
み
通
す
事
有
ぽ
名
と
な
っ
て
か
ら
も
｀
正
礫
を
へ
昭
和
二
十
八
年
．
鍼
域
挫
区
の
サ
年
で
す
．

が
で
さ
た
な
ら
、
吾
．
二
れ
』
一
そ
が
貫
く
政
闘
＂
神
は
玄
え
る
事
を
知

．S

で
大
域
．

Ill＂．

JII
日
．
楳
岨
中
沢
．
昭
和
四
士
云
・四
月
、
そ
れ
ま
で
十

人
生
で
あ
？
ぅ
．
ず
．
そ

C
武
勇
伝
も
緻
え
る
事
を
知
＊
薦
の
蹟
氏
が

°
•
2
わ
っ
ぎ
．
c
先
戴
年
紐
け
た
畔
馬
県
柔
這
連
盟
“
“
支

今
國
C
辺
場
訪
皿
は
・
高
崎
市
楔
寧
り
皇
せ
ん
．
し
か
し
．
あ
る
峡
考
え
生
な
ら
柔
辺
と
改
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
t

孵
ぢ
庫
を
勇
退
し
、
高
崎
市
鵡
会
議

口

醤

．
桜
井
這
場
で
す
．
道
場
C

る
所
が
あ
り
．
目
名
力
を
有
効
品
靡
｀
＿＿
t

』
に
辺
場
を
這
て
て
(
t
L
と

U
に
切
出
鳩
．
芙
事
幽
這
の
費
を
繕
ち

畠
品
醤
鱚
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
揮
で
邑
る
小
育
刑
躊
所
に
喧
和
九
年
か
患
顧
し
て
と
ま
し
た
．
早
逮
追
の
片
と
り
ま
し
た
．
這
学
で
は
．
柔
房
修

軍

召

｀

高

g市
街
雄
よ
り
問
属
町
団
ら
岡
二
十
一
年
ま
で
満
十
二
年

叫

e
隅
に
あ
っ
た
物

H
等
を
と
り
ば
し
点

笹
柊
＂
ゑ
＾
通
り
．
墾
“
品
屠
守
と
し
て
動
精
し

ま
し
へ
翡
小
菅
に
至
る
ま
で
全
て
有
志
窃
々

C
勤
労

'’

,’
t

崎
亀
沢
JIl
緯
．
北
方
は
高

g
噸
前
緬
パ
刑
癌
所
で
は
王
船
久
虞
先
生
が
柔
這
の
事
仕
に
よ
っ
て

聞

醤

．

桜

翡

鳩
C

.

イ
パ
ス
．
堕
名
屡

m鑢
緯
が
行
交
師
輯
と
さ
れ
て
“
り
ま
し
た
が
．
入
む
廊
ぷ
声
を
聞
く
事
が
で
さ
皇
し
た
．

9
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姿

孟

当

初

翌

年

間

は

．

．
東
京
C
-1
濶
“
t
t
j
颯
在
ま
で
の
門
下
生
竺

岱

＂命名

紐
が
あ
り
ま
す
．
館
伍
は
桜
井
四
止
郎
先
生
の
i-i浦
辺
場
で
霧
生
と
し
苫

年

・
辺
場
C
虞
術
輝
と
含
わ
れ
た
閃

m功
遼

七
阪
で
す
．

IIq
の
望
ま
っ
ま
れ
て
“
:
ま
す
．
現
手
を
は
じ
S
｀
久
依
．
＊
雀
．
神
窟
．

器

は

｀

＋
r
-
オ
の

5
誓

全

．
金

翡

代

品

嚢

は

｀

右

磁

爬

．

翌

阿

収

井

上

｀

111下
．
醤
｀
鈴
ぷ

盆
場
に
入
門
し
立
し
た
．
”
棠
峙
代
釣
込
凪
．
騒
小
亭
で
し
に
が
．
数
々
C

武
井
．
生
“
．
楼
井
履
茂
．

m
m
.
m

は
．
悶
n
i

風
のn
L

．
ゅ
に
ゑ
嫌
戦
訊
は
“
伺
い
す
る
“
け
に
臼
？
“
"
｀
宮
岨
小
沢
．
富
岡
．
打
叫
ぷ

~
，．
．

な
夏
の

U
も
｀
そ
し
て
．
品
の
峰
が
磁
さ
よ
す
．

H
．
大

".W駁
．
禎
水
の
名
嘉
手
を

J

り
つ
（
冬
C
H
に
ん
墾
・
＂
を
体
む
事
を
騎
白
の
登
に
給
ま

っ
た
柔
道
が
正

W
て
．
昭
和
．
元
・
年
．
翌
器
烏

全
く
知
ら
ず
．
苓
通
り
柔
這
の
ム
シ

嘩

心

を

百

堕

詈

器

を

追

り

1
し
対
笠
｀
優
庫
＾
白
少
年
奮
錬
成
＊

＇

｀

と
な
り
叫
和
』
＾
年
切
唇
な
り
こ
し

rp
た
が
｀
帰
繹
さ
れ
て
か
ら
は
｀
庫
填
の
会
で
は
第
盃
ぢ
叫
和
四
十
四
年
．
及

，
．
．

．↓

．
 

．
 
感

柔
這
を
始
の
ら
れ
に
動
譴
は
易
の
住
と
し
て
｀
民
秦
Jil．
嬰
慕
百
亨
び
．
昭
和
四
十
七
年
に
属
騎
し
て
“
り

岳
か
ら
で
は
な
く
｀
少
売
＂
代
命
を
唇
し
ま
し
た
．
棗
が
ら
．
科
に
ま
す
．

り
に

b
血
気
“
ん
で
喧
嘩
平
い
こ
と
は
＊
少
年
の
不
良
化
閻
疇
等
に
取
皿
み
亀

x．
先
生
の
艮
llJ
．
桜
井
屯
＂
阪
は

＿苔
品

に

与

tの
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
何
拭
畢
C
這
へ
は
し
る
の
か
．
あ
り
．
紐
の
鐸
菓
者
が
少
な
い
昨
今
．
IIに

か
ら
．
父
瓜
が
｀
•

-
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ル』

余
る
エ
＊
＇
ギ
ー
を
爆
鐸
さ
せ
る
ギ

の
石
庇
寄
七
鍋
を
皿
んで品
1^
1い
を
問
い

他
の
曲
に
向
け
よ
う
と
仕
々
守
慮
し
ん
で
き
る
墾
翠
霞
ゃ
体
宜
匹
が
あ
れ
ば
一

tfり
虫
す
が
．

m＊
．
岱

IU.nIll

紐

母

体

力
の
咆
し
さ
拿
な
が
ら
そ
の
予
防
に
な
る
C
で
は
な
か
み
う
か
翠
の
よ
う
に
サ
ン
ポ
や
ピ
＾
リ
ン
グ

＊

”
”
〗
罰
州

＿

”
[
m
[
い

靡

slu出
場
で
．
鉦
年
出
場
細
を
得
嘔
加
沢
筍

63
キ
ロ
以
下
の
順
に
＋
ー
ム
“
成

て
い
た
が
．
粒
只
C
郎
は
1
郡
7
県

中

年

齢

区

分

ーl
fム
で
-
_
2
躙
創
立
以
學
15年
間

成

甲

llJ
ィ

苦
杯
を
飲
ま
さ
れ
紐
け
た
が
•
5
0年か

ら
は
紺
flt出
場
で
さ
る
こ
と
に
な
る
．

遣
乎
阿
も
人
れ
代
tJ
｀
数
も
培
し
た
C

で
県
子
選
も
相
当
比
＿
―
た
え
の
あ
る
も

C
に
な
ろ
う
．
ま
た
富
佼
男
子
と
日
・
つ

名
称
が
な
く
な
り
、
少
年
男
子
と
な
り
．

年
鰊
酬
隕
内
に
入
る
者
な
ら
ば

m佼
生

国体参加要項

一部変更

三部門とも地区予選なし

少
年
男
イ

昭
和
32年

4
n
l
n

以
潤
に
生
れ
た
名

昭
和
32
年

4
n
l
"

以

aに
生
れ
た
嗜

成
年
男
子

一
緻

選
手
は
そ
の
都
府
県

rn
在
住
名

体
重
網
は
従
来
と
同
じ ー ー
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崎
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査 ＂ 
会
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郎
公委"“

則
委
A
K

県
高
体
連
柔

道
部
新
役
員

零
や
試
合
と
は
異
な
っ
た
言
し
み
を

心
C
底
か
・
え
咬
”
い
ま
し
た
が
f

這
苧

終
饂
で
.

rU!井
危
し
」
C
輯
が
伝
わ

る
や
．
市
C
内
外
か
ら
門
下
生
翡
氏
が

朧
七
参
じ
て
き
て
く
れ
た
峙
に
は
．
舅

公
百
信
し
て
、
何
よ
り
も
鱚
し
か
っ
た

と
、
し
み
ヒ
み
睛
る
先
生
の
鑽
麟
が
真

に
印
象
的
で
し
た
．

正
醜
と
．
敢
闘
輌
神
に
生
全
る
先
生

し
．
去
ゑ
昭
和
匹
十
九
年
四
月
十
日
．

一
人
絨
C
洋
子
さ
ん
に
＿＿＿
十
ニ
オ
C
若

さ
で
価
界
さ
れ
．
長
羹
々
．
そ
C
沈

輝
な
調
C
中
は
計
り
知
れ
ま
｀
ん
が
．

這
場
は
今
秋
．
鯛
立
二
十
五
圃
年
記
念

の
祝
賓
会
を
叶
國
中
で
す
．
今
櫨
C
塁

臓
を
心
か
ら
瓢
っ
て
や
み
ま
七
ん
．
順

這
鰍
桜
井
辺
場
に
栄
尤
あ
れ
．（
牛
槌
）
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一
郎

（富

芭

今
ル
＊
造

（富
濶
）

下
平
岨
助

（高
庫
）

噺
井
礼
庄
郎

（勢
塁
）

中
村
武
夫

(II)

＊
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＂
良
貪
~
露）

丹
羽
文
雄
露
暉
）

得

翌

衛

（

太

高
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＇実業団大会に参加を．”三
亘

亘
三

三
亘

三 亘
亘期日 12月1日 ＝ 

＇会 場県武道館 ' 

＇参加人員選手 5名・補欠 1名 言

＇ 参加賣格 県内所在の事業所を単位とする ＝ 亘
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亘
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第
二
十
七
回
東
京
近
県
柔
這
大
会
は
小
平
宴
正
偏
勢
鵬
ち
〇
譴
辺
・
東
京

沿

二
十

一
日
午
謙

一
閃
か
ら
躙
這
館

O
紐

ぢ

瓢

で
開
催
さ
れ
た
．
群
島
か
ら
は
次
＂
九
▽

＿
回
職

翠

が

出

邊

公

苓

革

品

で

出

鳩

〇
＊
沢
均
優
勢
韓
ち
ぬ
谷
・
軍
京

し
た
拿
内
合
が
決
慶
で
墨
＾

g
（宣

琶

且
『
＾
言
を
合
で
磁
り
初
崖
●
し
た
．
▽
二
回
載

ま
た
二
段
品
＂
＊
井
興
筵
そ
鰭
＊
沢

I
I
Q溜

・
東
京

し
三
位
に
入
賞
し
た
．
―
-
C
日
響

fll員
◇

二
段

品

と
し
て
参
加
し
お
委
一
六
段
．（
県
▽
準
々
決
麟

警
教
養
輝
）
は
―
』
C
a
獨
C
試
み

C
『

O
・
ホ
井
輿
泊
優
勢
騎
ち
石
井
・
干
藁

属
秀
響
判
Jil」
に
選
ば
れ
．
撃
”
さ
れ
（
富
岡
）

た

．

▽

鵡

決

庫

◇
小
学
U
平

C

郎

＊

井

II
O
匹
山
・
東
洋
＊

▽
決
鵬
載

0
主
紐
C
郁

金
子
尚
人

＾
も

使

池

田

・
東

京

▽

一
回
輯

0
小
学
六
年
の
部

0
佐

暉

騒

＂

井

上

・

東

京

▽

る
回
戦

（富
岡
＿

＊
多
博
之
＾
＂
七
技
〇
寺
本
・
軍
訳
▽
佐
藤
壁
賃
〇
守
池
・
敦
＊

6
迅
')

0
四
段
の
郎

◇
中
学

一
年

の

綿

▽

一
同
職

＞
．
皿

戦

艇

"flJ直

“
0
加
藤
・
寮
空
＾

O
WIllliĵ
"せ
使
木
村
・
東
JiC

（叫
鵞
＿

P
は
:
l

0
~
阪
の
8
1
1

翌

血

戦

▽

一
回
戦

淵

崖

鵞

ち

〇

箭

・

器

絨

業

昭

太
郎
伍
勢
戻
滅
・
神
密

Ill

0
中
字
．
京
・
の
郎

（県
警
ー

▽
え
凹
載 金

子
君
（
前
橋
）
が
優
勝

一

東
京
近
県
柔
道
大
会

お
く
や
み

田
島
道
場

二
十
周
年
を
迎
え
る

田

g這
場
（
鱈
長
111遍
行

一
八
阪
）

2
翌
二
十
闘
年
記
念
柔
這
大
会
は
斬

緑
攣
え
る
五
月
十
二
日

・
午
後
＿
峙
か

ら
羹
屠
で
開
か
れ
た
．

昭
和
二
十

九

年

脊
芦

B
品
笞

C
前
嶋
市
絨
墨
m
（旧
i
[
町
）
這
場

扁
誼
以
来
す
で
に
二
十
年
｀
門
弟
C

緻
彗
手
を
饂
え
る
だ
ろ
う
．
前
櫨
警

窪
暑
．
躙
塑
霧
1
｛
婆
牲
委

醗
畔
島
這
士
会
｀
弘
道
館
閲
口
這
場

醤
中
学
拉
。
前
緯
晦
禽
学
校
．
躙
櫨

賽
iエ
皐
学
絞
．
以
贄
齋
本
輝
．
羹

這

連

塁

畠

嚢

｀

団

＊

醤

学

聾
叩
で
軟
え
た
諏
は

一
万
人
を
は
る
か

に
鰭
す
だ
ろ
う
．
（
滋
場
に
関
す
る
記

平
は
本
砥
碍
＾
サ
•
四
十
八
年
九
月

二

士

号

に
諄
述
）
記
念
柔
道
大
会
は
小

、
中
学
校
が
学
缶
．
高
慎

一
載
は

絞
別
で
行
な
わ
れ
た
．
小
学
生
の
輝
で

は
各
兄
9
付
さ
滋
い
が
多
く
．
＊
ア
で

声
饂
を
追
嘉
墨
八
ミ
リ
カ
ノ
ラ
を

印
け
る
父
観
等
で
命
場
は
＊
に
ざ
わ
い

だ
っ
た
．
皇
た
卓
が
か
ら
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2
m友
久

訊
渥
之
八
屯
浅
ll．
品
＇
八
殿
が
か
け

っ
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＋11
式
の
形
C
韻
式
。
紐
く
祝
貿

＾
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は
前
中
学
＂
代
の
敏
え
姜
郎

一郎
人
紐

（鵡
辺
館
国
際
郎

t事
）
等

が
観
辟
を
述
べ
和
れ
あ
い
あ
い
の
う
ち

に
会
は
紐
了
し
た
．
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郎．^

m
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柔
速
警
サ
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筍
一
．2
｀
く
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たs
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死
亡
．
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＊
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で
は
八
月
十
八
El
（
日
）
一
技
』

.

r
繹
究
協
患
等
が
行
な
わ
れ
た
の
に
受
講
名
数
は
械
め
て
少
な
か
っ

に
見
貪
を
対
象
に
農
C
伝
這
鴫
た
が
本
県
で
は
峙
間
品
堕
｀
固
S

た
．
＾
上
く
参
加
し
な
い
支
部
と
多
数
あ

璽
詈
雨
償
し
た
．
＿
＿
れ
は
去
る
＿＿＿
月

甚

Itが
行
な
わ
れ
た
．
＋^
2
口
の
講
5
t
"
”
.

＿
＿
れ
は
“
エ
・
り
（
連
絡
が
支
瓢
紙

二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
食
遍
は
畠
代
柔
随

l
C
研
究

0
K取
"
5
C
C
所
か
ら

一
歩

t
外
へ
出
て
い
な
い
た

主
饉
C
全
国
指
導
看
鵡
言
会
で
受
講
L

木
村
光
郎
六
ぼ
．
問
績
で
は
あ
る
が
目
の
だ
み
う
．
全
杢
進
．
県
柔
連
の
好
企

て
き
た
も
の
で
躊
酬
は
犀
高
体
追
副
委

晨
の
下
平
慶
助
六
紐
と
薪
井
礼
次
郎

六

費

全

国
C
鰭
吉
で
は

r
柔
道
音
及

C
a
l
t
閾
』
．
r
拉
げ
技
』•
r
固
め

匹

峡
庫

・
山

修
は

・
東

郎

m農
．
硼

旱

・

東

i
t
n
盟
m
•

神

中
学

・
栃

川
口
•
閲

日
大
＿

・
東

0
1
0凍
掏
大
相
瓜
・
神

s
_
0
m府
エ
・
山

2
1
1
氏
家

・
硼

"

1

1

0

箪
沢

・
神

決
靡
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

芹
—
h
p

」E
i
i
ム
”
3
E
-

薪
し
い
木
村
六
段
C
鵠
技
に
鰊
れ
畳
疇

者
一
同
あ
・
り
た
め
て
先
人
の
創
と
努

力
に
讃
噸
し
た
．
し
か
し
七
っ
か
(
"

fHiし
で
遠
綺
期
間
し
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ
っ

鰤
も
寧
纏
で
つ
よ
れ
て
し
拿
っ
て
は
覆

念
で
あ
る
．
支
輝
内
の
遮
緯
方
に
つ

い
て
各
支
郎
と
し
一
号
を
賽
す
る
と
＿＿

ろ
で
あ
る
．

一
回
職

〇
農
古

＿

露
崎

〇
利
磁
商
前高
二
随
戦

1ー

4

2
1
2
 

2
I
S
 

2
1
1
 安

・
干

霧
ふ
'o

国
学
院

・
砺

国
士
館

・
束

0

前
磁
晦 ＂ 
利
揖
商 ＂ 
2
|
1
 

＂ 
露

幻

3
1
0
 

2
_
2
 

9B 

Ill 

2
'
,
1
 

II 

＇
會

’.2

育

' 2
ー。

，， 

2
_
1
 

◇
団
体
戦

農
＊
ニ

、
リ
ー
グ

2
'
,
0
 

疇
二
十
二
回
閲
車
高
控
柔
這
大
会
は

六
月
―
`
―

-
B
に
神
賽
Ill曰
ヰ
蠍
―
IJ
立

体
宜
軍
に
お
い
て
、
閥
東
各
都
県
C
代

斑
憫

A
-
＿
十
四
選
手
、
団
体
四
十
八
校

を
集
の
て
悶
饂
さ
れ

r‘

本
県
代
殴
は
六
校

C
.
2品
5

校
が
決

鵬
ト
ー
ナ
ノ
ン
ト
に
進
出
．
皇
大
二
高

が
三
位
に
入
賞
し
た
．
置
人
戦
で
は

m

待
さ
れ
た
塩
江
は
以
わ
ず
．
萩
庫
が

一

人
決
腸
ト
ー
ナ
ノ
ン
ト
に
残
っ
た
．

〇
農
＊
ニ

利
紐
躙

掌
決
騨

鼻
＊
ニ

◇
髄
人
職

子
戦
り
ー
グ

掘
江
芙
也
（
利
横
暉
）
一
鵬
i

敗

丸
緯
和
重

（
上
武
一
）
一
鵬
＿

耽

萩
原
正
町
（
上
武

一
）
一
謄
l

引
分

霰
瓜
は
干
這
リ
ー
グ
同
中
で
抽
鵬

の
結
果

一
位
と
な
り
決
謁
ト
ー
＋
ノ

ン
ト
ヘ
出
場
．

決
膿
ト
ー
ナ
ノ

ン
ト

―
iul戦

駄
原
＾
＂
せ
使

繹
Ill
．
騎

茂
企
狂
g

（
前
商
）

m村
観
”

（富
岡
）

肖

嵯

（

前

暉

）

全

日

＄

筵

匿

大

会

>]/////
l
_
S
I
V
I＊
出
・
寒

0
ー．
3

2
1
2
 

゜

徊
霞

・
神

国
士
館

・
東
〇

洒
t
1
日
’
臼
声

‘’ 
＝一.... 
位位；位：

定時制の県代表決る

第
五
回
念
閑
菰

暑
癸
会
m県
〒

選
は
六
月
―

i+El
に

鼠
武
屠
で
各
絞
の

代
攣
三
士
分
素

2
て
闊
偏
さ
れ
た
．

ら

緯

果

k
位
五
名

が
括
環
六
．
七
位

が
繍
欠
翠
と
し
て

八
月
二
十
五
B
(B
)

講
屠
に
お
い
て
皿

饂
さ
れ
る
全
日
＊
全

に
県
代
滋
と
し
て

111

場
す
る
．

大

沢

均
”
そ
ぼ
閃
匿

48年
墨
箆
薪
人
職
団
体
二
位

49年
県
遷
櫨
切
阪
C
瓢
優
鵬

49年
墨
悽
体
団
体
擾
鵬

49年
偽
拉
学
登
別
饂
人
二
位

＊
沢
哲
夫

47年
県
中
学
饂
人
＿
＿
＿位

49年
県

嚢

青

体

二

位

“

2

国

嚢

大

会

翠

覆

鵬

0
年
倍
学
年
別
飢
人
属
鵬

盟
焉
48年
憐

埠

壽

閏

人

属

騎

”
a
a
紺
位
鯰
体
“
含

一位

49年
＾
松
益
拉
＊
＇紅
子
戟
中
は
級

儀
”

外
科
・
整
形
外
科

関

口

病

院

院

長

関

口

恒

五

郎

渋

Illiii辰
巳

町

七

0
-i-
6
（
二

ご

―_＿
七

・l

H
宅
(•• 

)0
七
云

原
沢
研
佑

48
年
為
幕
人
翌
媒
艇
騨

国
体
選
手
の
横
顔
（
高
校
の
部
）

蠣
江
実
也

47年
鵞
佼
学
年
別
饂
人
偏
”

48年
翌

篇

A
職
団
体
岳

49年
盈
佼
学
年
馴
饂
人
唇
”

“
年
塾
紐
緯
体
鯛
A
優
鵬

2
1
1北
馳
高
（
饂
井
）

o
_
2筐
山
寓
（
山
口
）

農
唇
〒
戦
リ
ー
グ
で
敗
退

◇

饂

人

輯

重
量
級
山
岸
克
弘
（
利
枷
繭
）

二
敗

中
量
級
蓑
登
鴫
ヱ
武
＿
）

一
引
分
一
敗

紐
葦
縁

m
m
宏
（
蘭
檎
エ
）

一
引
分

一
敗

い
ず
れ
上
干
戟
で
敗
追

倉
忠
這
綱
寓
棺
甦
王
＾
会

â-＋
五
日
鵡
辺
館

群
2
1
3

磁
岡

"

2
_
2
I
L
J
n
 

干
遣
リ
ー
グ
で
阪
辺

＂ 

◇

団

体

輯

塁醐 八
月
二
｀
―
-＿、

四

日

橿
岡
県
飯
塚
市

全
国
高
校
柔
道
大
会

土地の造成分譲仲介か
（住宅ローン 500万円付）

〇パチン コ

総合レジャーセンター°スマートポール
〇ポウリング

緑のオアシス 〇ピリヤード

緑のコ ンサルタ ン ヽ ヽ

ら建売りまで…

……中央群馬ポウル（株
土木工事一式…

御食事御宴会に..............................

中

中

央群馬土地（株

央群馬造園悌

中央群馬焼肉センター

ff 02737 -3 -1248 

ff 02737-3 -1300 

事務所ft02737 -3 -1252 
農場n 02737-3 -2so1 

'ft 02737-3 -0295 
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閤匹
|
I
L
年
ぼ
‘
木
述
叫
t
f
U
i
c

賽
fJl墨
門
＾
ム
は
肯
七
＂
貼
武
辺
館
で

間
か
れ
た
．
昨
年
に
紐
い
て
C
閲
偏
な

の
で
畢
切
S
て

n営
名
は
f
t
i
名

と
少
な
か
っ
た
が
．
＾
た
i
で
は
六
十
公

名

n磁
況
で
あ
っ
た
．

埠
師
は
指
導
郎

n今
井
字
磁
．

一

『 49年度
．

．

 

群
島
い
柔
述
で
は
咋
年
ハ
ン
ガ
リ
ー

旧
m

Z
パ
ル
ク
ク
Z
公
辺
ク
ラ
ブ
を
招

い
た
が
．

成
L
た．

舌

f
品賃＊
4
日
』

介
年
U
-
2
c
以
礼
と
し
て
M

ク
ラ
ブ
か
・
品
柑
~
さ
れ
た
＂
沌
盟
で
は

介
U
に
祐
哨
ク
は
っ
た
と
こ
ゑ
ふ
i

の
ノ
ン
パ
ー
が
ん
濱
し
て
湛
1
団
を
“

．
行
C
"
料
は
し
Jl
．ぷ＇i

＂羽Ill冗．

n
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
回
り
で

^
n
五
＂
プ
9

ペ
ス
ト
芍
．

＂良

で^

＂
M
釉
四

••
•• ー
し
1
ヽ
J
-
．

旧
内
観
た
．

＾
＂
 

下
平

慶
助
．
閲
＂
切

．
搾
沢
光
碑
氏
が
れ
也

L
午
前
中
は
条
文

m品
明
．

盆
長
伎
指
召
．
ぶ
陣
晶
氏
が
ほ

塁

介

を

行

い

．

翁

烹

扁

や

畜

悶
目
を
か
す
の
て
C
と
わ
ど
い
篇

等

m櫨
百
．
遷
祠
に
立
っ
た
鵡
判
生

踏
氏
目
を
し
る
＜
ろ
さ
せ
る

一
寡
‘
0
あ

飯
I
l
l
r
l
i
土
紐
棠

勢
多
郡

益
仔
郎
九
面
叫

33オ
互
rJt

+
――
-11
か・り

一
備
c
尤
心
で
ウ
f
ー

ン
．
＋
ュ
ー
11
ッ
ヒ
．
ロ
ー
マ
守
を
iL

千．

A
U
-
+
"羽
w杓
．
往
復

C"

Illloi"
じ
n
川
ハ
．
w
”
リ
ー
滞
化
小

C
"
川
は
＾
ヰ
icI先
“
n
m
.

泡

TMl

旧
は

n
1
十
佐
贔
力
人

冶＂ ＂ " 

＂営

PJIll
“ill

3
8
オ
五
ぽ

し
：
IIIi

.I
I
-
1
 

mIlliEIul 

剃
生
“

MIll“ 

34
オ
flJ恨
暉
”
9
枚

II

25す

屈”ば教
ll

打
沢
抒
r
l
i

＂営

内
ば
jE
序

28オ
28
オ

AtR 

匹
ぽ
小
試
紐

四
限

出
料
臼
．．．
 
廿
... 9
 

硲
崎
W

整
追
苓
・
佼
生
将
比
級

A
"
改
平

2
2オ

t
~阪

利
似
郡
"
”
益
ぷ
四
年
瑣
＂
氏
織

り
｀
爆
箕
の
連
続
で
あ
っ
た
．

＂
め
て

m
人
は
．
喜
u
こ
ん
な
に

し
む
ず
か
し
お
か
と
息
わ
れ
た
か
し

tII
れ
な
い
が
．
喝
は
冷
”
な
四
ぼ
で
公

介
れ

m動
さ
を
亙
[
に
給
る
"
と
亀

内
諷
を
火
し
な
い
判
斯
が
必
緊
と
＾
内
“

が
磁
忠
を
し
ら
し
て
い
た
．

llllllllll若 手 有 志1111111111

スバルククスの柔道場前広場にて 篠田選手映す

つ
い
て
い

っ
た
．

仕

"・5い
一
；
＂

紋

n・
り
“
て
し
卜
絨
t
s
上
り
に
糾
み

て
ん
土
“
な
い
仏
U
.

水
を
閲
た
魚
の
よ
:
J
.F
U
L
(

て
も
•
5f
な そ

こ
で
私
u
.
j
E
"
の
時
間

＂企

ja“
け
で
U
掬
Id.＂ず
．． 
く
の

r

c
 ．．
 
↑
JuI
か
・
り
＂
外

m
北
辺
邸
に
．
＾
“

さ
サ
た
＂

し
て
い
な
私
を
少
な
か
・
り
ず
が
”
か
り

伎
I
f
“
れ
と
り
の
如
L
ぃ
北
辺
を
忠
像

文
れ
の
釉
門
に
町
＂
郭

Il.
ば
げ
た
11

さ
一
み
が
．

ヤ
年
皿
と
い
う
し
t
n
u

ん
だ
． ク

ラ
ス

＿
に
な
り
た
い

••• 

ヽ
~

．

.,' 

.̀
;
5,
 

、ト
'
(
9
＄
心
．ぶ

・・

私
と
矛
尾

林

信

夫

湛
r
c
勁
さ
や
．

私
が
柔
辺
を
11
い
姑
C
た
の
は
人
111

小
?
位

(111訓
）
に
．
＾
牛
L
て
か
・りビ．

中
oI
籾
C
出
ぶ
・
I
t
l
u
.
＂
辺
が
拓
＂
で
．

疫
心
か
剣
辺
S
い
ず
れ
か
を
湛
出
し
な

"flば
な
・
り
な
か
っ
た
吋
代
で
．

腕

n

凶
り
の
私
U
．
し~じ
な
く
柔
辺を
沼

し
と
よ
り
ぼ
れ
た
＊
n
や
体
“
が
あ

る
わ
け
で
は
な
<
.
（
ク
は

(
9
な
り

に
が
U
L
ゃ
．
り
に
や

”
と
し
の
で
．
体

力
的
い
衣
え
た
い
ま
に
な

2
よ
え
が

え
る
と
．

よ
く
や
r
に
し
の
だ
と
息
r

ク

9
ス

て
い
る
．
北
辺
を
狛
S
を
4
"私
は
．

面
に
な
う
:
と
隈
み
．
そ
s
＊
に
は

位
内
で
P

番
C
弧
名
に
な
り
た
い
と
か

ん
が
え
た
i
c
だ
っ
た
．

れ

梵

蒔

3
．
皐
嬌
荒
雄
（
国
古
田

O
B
．
七
ぽ
）
皿
瓜
軍
鵡
（
＊
正
＊
。

B
．
七
竺
詭
諄
み
"
(
U
*
O
B
.

^
f
l
t
ご
”
が
＾
c
先
生
か
ら
敦
え
を
丑

け
名
龍
丑
．
間
“
先
生
は
一
元
＂
知
C

と
“
り
、
い
ま
な
“
＊
い
に
あ
っ
く
切

I
M
L
て
J
i
.
S
I
L
免
蛮
な
C
で
．
蛇
比

は
さ
け
る
が
．
釆
揖
先
t
は
い
船
貼
出

ク
で
．
哀
潔
素
翌
と
し
た
印
い
先
生

で
．
と
く
に
試
介
C
駆
け
引
き
と
か
．

掛
使
と
い
っ
た
甚
喪
旧
｀
ら
指
導
に

力
を
入
れ
た
方
だ
っ
た
．

翫
年
前
．
私
が
．
太
111応
泣
C
這
予

を
引
ホ
L
て
．
漏
和
工
に
追
証
し
た
と

e
．
偶
然
に
も
回
位
の
顧
間
敦
細
が
震

嬌
先
生
だ
っ
た
．

技
は
遺
伝
す
る

卒
工
年
ぶ
り
C
料
会
で
．
先
生
し
よ

み
＿
＿
ん
で
“
ら
れ
た
が
｀
私
は
―
-
C
試

＾
＂
で
．
ひ
と
つ
C
し
の
を
兄
μ
し
た
．

ー
ン
と
い

っ
た
t
C
が
．
凶
佼
C
近
T

と
し
＾
チ
く
似
か
よ
っ
て
“
り
．

な
け
れ
ば
刊
訓
L
に
く
い
と
い

っ
を
‘

ム
い
で
｀

布

121を
し
な
が
り
め
ん
く
・
り

っ
ん
ば
ど
に
っ
な

人
へ
ん
火
礼
な
い
い
J
i
に
が
．
先
生

泣
の
企
辺
の
―
ー
オ
イ
が
必
．
r
の
私
に
し

み
込
み
｀

そ
U
が
な
I
卜
年
し
ほ
c
t

紐
に
ち
に
し
収
っ
て
い
に
か
・
り
で
．

い
か
え
て
い
・2
.
・
り
ば
．
伍
紐
と
い
•
F

か
．
辺
伝
と
い

っ
た
も
の
が
．

K
さ
な
5
出
＂
を
し
た
・
り
す
か
を
．

企
jrj竺
皿
じ
て
研
切
に
止
ヒ
と

：
に
よ

う
な
公
が
L
に
＂

ふ
“
1
ん．

、
．

る
IJ

．
 

る
4
]

｀
介
磁
び
C
パ
9

飢
を
比し●

•• 
ヵ・
Iニ
“
“
 

“
c
累
訪
代
に

‘Jど

•

i
S叫
は

．

紺
↑
“
休
みに
人

凸
迎
烈
、
114K館
ふ
に

11
で
．

北
泊
の
“
I
U
J
鳩
閃
か
が
さ
か
ん
に
価
さ

れ
．
＾
心
か
ら
数
多
く

m湛
了
が
9
r
R

爪
位
で
参
加
し
．
た
し
か

玉
逍
皿
か
|

11
皿
辺
紅
を
几
に
し
て

m
綽
門
公
が
ム

•っ

,':， わ
が
位
で
し
紺
兜
工
"
s
吏
＂
か
．
＂

し
：
＾
＾
を
追
位
し
て
―-
S
品
門
分
に

派
逍
L
た
が
｀
な
に
し
ろ
．
本
以
外
で

也
陀
た
こ
と
S
な

"111令
の
小
↑
t

に
と

2
、
“
江
＂
で
の
十
＂
皿
S
柔

塁

ttiは
↓
”
ヰ
欝
に
も
ま
さ
る
舷

い

う

と

下

沿

品

ぺ
て
J
中
身
か
曲

ヵ
C
ひ
と
つ
で
｀
這
ば
れ
た
吼

E
(．
こ
と
吊
け
と
釣
り
に
力
C
な
さ

は
『
発
心
を
や
っ
て
よ
か
●
た
』
と
い
を
比
つ
け
た
．
か

っ
て
能
丑
先
生
は
r

ぅ

息

い

出

を

し

っ

て

い

る

．

お

ま
え
に
ち
を
・
？
笠
亭
を
煎
(
.

ま
た
＂
に
は
．
前
僑
の
武
羞
で
行
辺
稟
を
代
氾
す
る
よ
・
み
が
．
そ
れ
は

な
わ
I
L
合
忠
・
*
＾
』
で
販
辺
し
｀
紺
罪
問
追
っ
て
い
る
．
似
に
羮
が
．
面
年
か

c
漿
の
中
で
―
―
み
あ
げ
る
＜
や
し
眼
か
っ
て
モ
ノ
に
な
る
と
し
た
・り
．
立
芯

を
そ
っ
と
―
ー
ら
え
を
一
と
や
．
遵
r
に
は
四
分
C
-
C
平
年
で
団
紐
C
力
を

唇
れ
な
が
・
り
、
名
で
嵐
で
さ
な
液
え
る
』
と
い

っ

g"紺
氣
ぃ
は
し

か
っ
に
―
ー
と
な
ど
。
に
が
い
粍
騒
し
仙
に
．
f

g

"

の
力
に
欠
け
．
立
定
が

、．

召
は
あ
る
力
禽
f
C
団
体
縦
鵬
と
う
に
な
ら
な
い
な
・
り
と
．
覧

悶

四
年
．
岳
苔
両
に
わ
た
り
．

IVlffj

岱

啓

息

い

さ

r
-
i
t
仕
稟
．

神
咆
＾
会
（
い
ま
C
国
体
）
に
出
場
で
＂
分
な
り
に
納
嬰
い
（
柔

iaが
や
U

さ
．
ク
？
＾
c
ナ
ン
パ
ー
ワ
ン
か
・
り
伎
ん
と
息
っ
て
い
る
．

内
~
妥
ヵ
名
に
な
り
た
い
と
い
・
＆
が
＆
し
で
．
り
な
綽
門
し
や
が
て
は
血

切
C
日
ぼ
を
う
わ
ま
わ
る
喪
mを
J
i
さ
と
な
り
．
肉
と
な
る
―
ー
と
は
舟
＾
だ
が

め
ら
れ
を
一
と
は
子
費
C
芋
み
だ
け
そ
れ
だ
け
で
終
っ
ぢ
で
は
逸
ル
が
“

に

う

れ

し

か

っ

た

．

そ

ぃ

．

鐸

大

疇

代

俎

木

に

対

し
て
は
忠
火
で
．
し
か
し

中
学
を
亭
零
し
て
紅
交
入
り
●
↑
＂
分
C
g
g
9
七
や
乱
を
反
映
さ

凸
墨
墨
R
生
C
指
＃
を
宍
＂
た

．

．
 
せ
た
ぶ
ん
が
え
る
公
ja
．
し
“
る
そ

閏
の
彫
り
は
ilt(．
常
に
＂
袴
姿
で

．
か
に
し
て
は
な
・り
な
い
と
息
・
F
"

閲
団
に
は
．
柔
辺
．
雙
叫
相
攘

郎

m
ほ
か
．
軍
稟
”
な
ど

m
郎
が
あ
っ

て
、
半
ば
あ
さ
ら
？
ぃ
た
柔
道
に
再

び
攘
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ
．

Rll

u
l
i
i
エ
・翫
人
だ
っ
た
と
息
う
が
．

l

般
の
兵
陣
さ
ん
と
は
翌
．
郎

ll̂
立

が
itt場
に
以
趾
1
．
た
ト
や
フ
ロ
し
別

で
あ
る
う
え
に
．
む
る
ん
間
練
や
作
翠

し
な
い
と
い
っ
た

9
洲
符
遇
“
っ
た
．

T
叫
小
二
Hlf皿．

T
拉
云

"
InIm柔

辺
細
門
以
外
は
．

五
食
北
斑
付
e
c
別

天
地
に
お
さ
ま
る
こ
と
が
で
さ
た
．

人
団
c
m
伐
出
し
た
砕
脳
丙

mlt

欄
を
比
に
分
澤
K
C
は
か
ら
い
で
転
属

さ
せ
て
(
t
L
を
一
と
が
餃
に
な
っ
て
わ

か
り
．
分
茂
竺
迄
社
に
は
い
皇
な
“

芯
洩
し
て
い
る
．

し
か
し
．
磯
り
は
之
す
／
ヽ
需
す

る
ば
か
り
で
、
米
軍
C
沖
蠅
占
ば
に
よ

っ
て
．
―
-
の
摯
園
と
し
別
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
．
入
渾
以
＊
五
か

11

た
．

K
M
を
少
々
い
か
・
り
せ
た
＂
ぷ

m
ポ
ー

ズ
で
辺
鳩
迫
い
し
な
先
t
の
姿
は
い
エ

t
"に
燒
さ
つ
い
て
い
る
．

人
?
L
を
一
ろ
C

絹

渾
U
の
な
か

に
は
．
疵
を
風
び
L
と
＊
村
政
彦
．

下
"
”
り
と
い

っ
た
猛
れ
が
い
て
．
L

ご
か
れ
た

"ftだっ
た
が
．
―
l
C
.＂
11

ど
力
の
茂
を
必
ヒ
さ
せ
ら
れ
た
・
』
と
は

な
か
っ
た
．.”II盆

”
と
い
わ
れ
に
人

H
先

故
は
•
?
は
でCS
山
が
代
る
と
+の

足
で
成
辺
館
に
出
血
J`

．
夜
七
時
よ
で

叫
如
っ
た
“
私
し
．
よ
く
戯
屠
に
“

飢
L
を
か
．
各
人
｛
よ
只
泣
営
↑
が
．

打
憫
人
＂
：
ぶ
~
ざ
し
て
く
る
が

．

＾
ふ

然
寄
せ
け
＂
ず
．
w
ヒ
ザ
さ
え
つ
か
せ

る
翠
u
に
れ
ひ
と
り
と
な
く
＾
＇
磁
時

代
の
先
戯
の
畑
さ
を
点
ざ
王
1
と
比
せ

~l

.-" 

.. 
4
9
 

な
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
で
し
面
間
に
ス

?
'
プ
が
ク
9

と
い
う
が
．
私
し
な
ん

皿
か
そ
の
げ
ぃ
収
じ
文
さ
小
社
11
．
い

9
ぶ

'J』品
i
1
“
．
弘
U
ど
ら
・
り
か

9
 

.

.
 

r
な
に
が
守~
Rら
・
・
・・・
・』
と
J
Sし

か
り
を
受
け
る
か
し
し
れ
な
い
が
．
あ

す
の
径
心
を
2
ざ
す
廿
少
年
請
“
に
ひ

と
に
ざ
IJ
の
様
と
な
れ
ば
と
息
い
．
人

え
て
つ
た
な
い
代
駿
C
ニ
伍
を
彼
脳
し

に
次

mビ
e

学
捷
出
陣

品
は
し
と
に
し
ど
る
が
．
そ
の

5
.

＂
い
ぺ
汲
か
・
り
人
東
亜
戦
中
に
そ
ス
カ

レ
ー
ト
し
な
＂
大
な

問
り
を
迎
え
．
化

↑
小
に
私
し
多
(
C
M
僚
と
北
に
中
紐

出
闘
で
粒
兵
さ
u
．
償
m
n
の
厖
兵
団

に
人
団
し
た
．

”
山
衣
の
エ
リ
や
ソ
デ
ル
』
に
ざ
る

T

は
カ
ッ
ク
ー
C
ォ
ー
ル
：
＂
党
兵
路
を

樟
作
す
る
f
に
か
わ
り
．
魚
叫
と
の
け

は
f
冬
に
遮
輝
さ
い
て
し
ま
っ
た
．

漑
し
い
訓
練
と
作
業
C
（
り
以
し
が

.1
か
H
し
紐
e
．
身
も
・
心
t
（
た
（
た

に
な
っ
て
い
に
あ
る
日
．
息
わ

grul"

が
舞
い
込
ん
で
と
た
．
分
庫
は
屯
に
呼

ば
れ
r
お
ま
え
は
あ
す
か
ら
編
R
団
内

の
柔
辺
郎
に
紐
属
ど
と
い
い
漑
さ
れ

で
私
は
｀
戦
艦
＊
411セ
瓜
に
と
す
る
第

．．
 
~
広
陳
の
配
這
m
冬
H

の
傘
飢
U
と
し

て
．
i
-
十
年
四
H
に
沖
蠅
に
出
淳
し
た
．

-
＿
の
戦
は
天
ー
サ

4"職
と
呼
ば
れ
た
＊

隕
戟
で
．
戦
に
．
揺
＂
に
．
剛
湛
に
十

数
か
・
ら
な
る
潟
上
岱
攻
隅
で
．
そ
C

後
C
儲
や
磁
命
は
腱
後
C
映
画
や
戦

北
で
“
な
じ
み
C
r
戦
艦
大
和
の
紋
拉

J
 

E:
と
“
り
に
が
．
漬
濾
し
た

R
.
g

庫
C
.？
ち
．
生
ヽ
社
っ
た
艦
m
u
冬
＂
と

M
ク
ラ
ス
の
郎
＂
ピ
け
で
．
m
l
に
＊

川
傷
を
受
け
な
が
・り
し
か
み
う
じ
て
佐

批
訟
軍
氾
に
紺
四
す
る
。
一
と
が
で
さ
た
．

煉

It麟
の
遺
場

J
L
比
に

i
t
kを
得
ク
弘
と
そ
の
表
糾

U
た
ち

u．
そ
C
年
の
直

m
約
り
に

nl

U
す
る
こ
と
が
で
さ
た
-

小
●
峙
U
米

lit?＂
ば
下
に
あ

っ
て
．

柔
．
剣
辺
は
・
日
I
l
l
汎
さ
れ
．
牛
佼
太
氾

し
i
”
は
岱
止
状
態
に
“
か
れ
る
な
ど

B
*
C
柔
辺
も
砂
滋
C
中
に
取
り
残
さ

ll
る
悧
好
と
な
っ
た
．

平
和
が
し
ど
っ
た
C
に
柔
辺
場
ひ
と

つ
な
い
町
で
は
ー
ー
と
い
う
こ
と
で
｀

払
は
当
悶
太
111
の
小
菰

Iiに
っ
た
故
沿

沢
乙
末
氏
・
り
と
力
を
あ
わ
士
．
太
111駅

削
C
縫
It轄
に
柔
屈
を
篇
緊
す
る
＿
＿

と
を
決
の
た
．
そ
C
紅
暴
み
ん
な

T

”
出
で
カ
カ
寧
仕
を
L
．
会
U
た
ち
が

“
I
l
l
し
た
沢
食
だ
け
で
は
比
り
ず
に
．

石
ぢ
寄
付
金
贔
ぃ
で
、
や
っ
と
克

十
農
C
立
場
が
完
成
し
た
．

未
屁
験
c
t
i
生
や
動
”
名
し
＊
勢

集
ま
り
．
ア
ノ
り
烹
公

3
．
ャ
ン
プ
か

ら
守
い
目
C
師
人
り
が
続
々
と
入
門
L

て
．
這
鳩
は
い
つ
も
沿
れ
を
“
び
て
い

た．
い
ま
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
柔
辺
粒
帥
を
し

て
い
る
小
休
m
l
f
t
や
お

e
m欝
墜

し
て
い
ゑ
蒋
壼
琴
5

な

ど

占

悶

仲
間
で
．
私
が
“
み
出
し
た
寄
妙
な
仰

ぇ
g
．
訂
闘
め
．
（
＿
＿
“
は
態
菟

裟
命
名
し
て
(
t
L
ん
）
が
文
郎
辺
場

な
ど
で
導
＂
す
る
な
ど
．
＾
＋
窃
に
な

っ
て
い
た
の
も
そ
C
-
l
ろ
乞
た
．

•

以
上
と
り
と
の
の
な
い
こ
と
を
羅
列

し
．
い
ず
れ
も
莉
さ
峙
代
C
ひ
と
り
よ

が
り
C
ャ
柄
に
け
で
恐
縮
ビ
が
、
ど
う

か
i
l
吝
赦
靡
い
た
い
．
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＇
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闊
17サ
線
岱
東
砥
姦
っ
て
四
で
あ
る
．
ミ
―

lL
が
先
生
の
＂
論
“
.

ヘ
A
nメ
ー
ト
ル
は
ど
唸
哲
磁
醤
禁
＂
し
い
し
の
で
あ
る
と
い
．
み

“
~
“
 

纂
盤
翌

t
:＿＿＿＿生
lfl
品

・ゑ＿

r供
に
サ
え
な
い
よ
う
な
指
腐

I
l
l
“
内
と
昔

・・
～
•
ま
わ
り
に
は
桑
畑
を
ク
え
て
い
く
の
が
指
打
者
だ
と
力
諷

が
い
っ
ぱ
い
わ
る

g
村
旭

ffi．
そ
の
中
す
る
．
い
や
し
（
し
窃
段
名
を
＂
認
す

に
ク
リ
ー
ム
色

mし
ょ
う
し
:
な
翡
る
人
た
ち
は
指
匹
の
研
究
を
立
っ
て

が
紐
っ
て
い
る
．
総
坪
致
二
十
一
坪
は
な
ら
な
い
．
し
か
ピ
ー
の
指
．
法
が

昭
和
43
年
に
匁
幻
館
は
が
＂
視
庁
を
辺
各
人
各
紐
で
は
軟
わ
る
側
が
縣
訊
す
。

・

臓
さ
れ
た
竪
m
辺

他

』
こ
わ
し
て
斯
磁
広
く
念
．
令
旧
的
な
嵐
ほ
で
の
指
”

し
に
．
―
-
―
-
へ
タ
方
に
な
る
と
近

rc
抒
の
ぶ
ぷ
竺
が
必
淡
だ
と
い
・
1
.

ィ
供
た
ち
が
畑
の
皿
を
ぬ
っ
て
島
も
追
場
の
胚
史
は
古
く
．
創
立
は

Ulifll

盃
←

r
n
分
か
・
り
や•
?
?
i
t
2
5
f
.

i
雨
紐
の
紐
以
の
．
階
竺
郎

た
名
の
み
が
成
し
刊
る
．』

と
い
う
こ
を
ぷ
ら
抜
い
て
作
っ
た
；
＂
岱
は

g
絨

と
で
中
滋
館
と
い
う
辺
鳩
名
を
つ
け
た
．
庁
勤
の
で
あ
っ
た
が
上
．
H
耀
H
に
は

そ
し
て
＿
＿
れ
は
ま
に
奸
さ
U
か
・り
の
館

紺

週

仙
そ
謁
し
た
．
正
し
い
柔
辺

岳
処
l
i
t
s
．
心
が
庄
え
で
し
あ
っ
に
．
を
出
た
い
と
い
う

i念
か
・
り
で
ム
~
”

贋
酋
訟
太
郎
八
段
は
か

2
4
"
た
＂
賢
守
は
JJL師
紐
代
の
ご
は
男
作

tt

僻
JL
の
問

肖

．

憑

屈

．

舷

岱

守

っ
生
か
立
ビ
高
椅
牛
で
山

位

．

検

罰

況

醤

師

紐

生

罷

：
た
の
で
符
"
u
i
ILぼ
．
符
翡
作

さ
れ
た
．
試
＾
＂
朕
し

Ulffll八
年
の
全
国
四
ぽ
・
？
が
関
し
た
．
駁
在
給
＂
五

肌
屈

rr尖
箇
食
騎
を
切
の
数
々
山
段
と

一
紐
に
師
紐
代
を
つ
と
め
る
衛
三

る
．
し
か

L
柴
幻
館
比
は
＂
分
の
厳

し

ぽ

は

ま
だ
珈
ん
坊
に
っ
た
．
お
箪
さ
ん

か
っ
た
紐
愕
を
そ
の
土
弓
祉
翌
ち
に

mia伎
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．
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．
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追
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介
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．
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．
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．
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．
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憧
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．
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友
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．
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＋
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．
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迎
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．
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介
．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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が
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．
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．
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＂
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．
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ヽ
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奸
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齢
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．
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．
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蜆
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．
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．
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．
そ
C
技
絶
妙
で
あ
っ
て
．
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二

平

ー開
罠
岱
＂

k
会
は
十

rI
が

別

々

に

行

な

わ

れ

｀

全

試

合

が

二

十

高

崎

四

u.n企
辺

館

に

“

い

て

間

僅

さ

れ

一

試

合

な

の

で

三

菰

で

行

う

と

紐

碍

”

"

た
。
市
の
郎
で
は
今
m
i
晶
四
累
袖
く
間
で
紐
っ
て
し
ま

う

。

せ

っ

か

く

の

梨

．

富

岡

爵
に
追
い
す
が
る
ぶ
崎
を
ふ
り
切
っ
民
大
会
が
わ
ず
か
一
f
碕

間

で

終

っ

て

し

．

綱

生

で

は

い

く

つ

か

の

実

カ

チ

ー

ム

間

で

行

て
径
暉
し
た
。
郎
の
部
で
は
利
備
が
ま
う
の
は
残
念
Fヽ

裏

校

の

試

合

も

．

藤

岡

わ

れ

て

い

る

が

県

内

の

試

合

は

各

と

喜
雙
氏
籍
ト
籠
．
通
な
で
行
わ
れ
｀
そ
の
其
力
も
わ
か
っ
部

・伊
勢
-
も
瓢
し
い
と
こ
ろ

tる
が

．

窟

土
回
め
の
厖
羹
し
た
e

て

い

る

こ

と

だ

し

、

一

紐

の

瀑

チ

が

二

の

・

鱚

枯

姐

易

の

意

珠

で

遷

盟

あ

げ

て

取

槌
伶
交
g"1阻
l

．
位
＂
名
と
い
う
の
女
な
す
ぎ
る

。
中

菰

瓢

．

詔

田

一

り

組

み

扇

に

こ

ぎ

つ

け

た

．

プ

ロ

グ

＇安
中
ラ
ム
編
成
後
も
い
く
つ
か
の
問
体
か
ら

必
田
一
巾
込
み
が
あ
り
．
来
年
ま
で
岱
っ
て
も

r
＿紋る
IL名
編
成
羹
＂
を

一
名
と
一
竺
名
を
加
え
、
介
計
七
名

＂` 

る
が
舷
U
の
部
の
濱
F
を
出
す
の
に
名
の
遺
F
で
試
合
を
す
れ
ば
も
っ
と
ル
も

罰
~
と
集
＂
力
し
て
“
り
．
岱
鳩
す
る
し
う
名
あ
る
試
＾
1
1
に
な
る
だ
ろ
う
。

3

贔
~
樟
ら
っ
た
が
全
ぽ
は
さ
ら
に
＊
き
く
復

と
こ
ろ
↓
ぷ
る
。
こ

の

小

＾

＾

註

耶

と

市

す

る

も

よ

う

。

実

力

に

は

い

く

分

の

惰

さ
名
さ
さ
名
＄
さ
さ
＄
名
さ
さ
名
さ
さ
名
さ
ク
さ
冬
名
＄
＄
さ
ざ
＄
さ
さ
＃
さ
さ
さ
さ
さ
＃
患

t
t
t
tと
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
`

今

年

韮

"
Mめ
に
あ
た
る
群
馬
て
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
．
中
学
生
の
間

恥

苔

一
梵
＂
詞
柔
嗅
＾
“
は
．
士
＂
人
試
合
た
行
っ
た
。
名
団
体
単
位
に

一

古

i".r前
八
吋
示
か
か
ら
午
薗
名
づ
つ
の

ilt-不十
八
名
の
選
手
に
よ
り

＂
ま
で
｀
れ
ふ
冠
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
点
に
よ
り
闘
人
試
茎

た
。

行
っ
た
。
i
稟
は
次
の
4
が
入
賞
し
た
。

団
の
紺
成
は
．
各
肝
釈
冴
Iii位
に

ぼ

閲

宙

m

沢

樹

（
前
は
）

一
チ
ー
ム
、
北
尤
＋
ー
ム
と
し
．
こ
れ

鳩
侵
闘

佐
轟
で

（高崎）

を
一
部
二
郎
に
分
け
て
．
各
よ
愕
1
笥
院
中
村

n（下
に
山
）

グ
及
び
決
闘
1
1
ー
グ
戟
に
よ
り
筍
仮
・
＊
金
竺
m
m
)

ま
了
U
注
迫
＇
た
。
＾
ん
工
虞
は
．
響
此
尖
会
と
切
り
鴫
し

問
賃
成
紹
は
別
磁
の
と
“
り
。

て

別

の

U
に
行
っ
た
た
め
．
試
合
は
リ

0
全
請
賞
受
賞
令
ー
グ
で
充
実
し
て
い
た
。
中
学
生
に
よ

”
勢
崎
腎
寮
C

深
棺
―
-DIS

る
闘
人
試
合
が
あ
っ
た
た
め
｀
観
覧
名

再

高

一

紐

心

●

崎

繁

も
多
”
で
あ
っ
た
。
（
鈴
木
）

ま
た
、
一
』
の
＊
会
に
“
い
て
．
＂
め

市の謳

2
 。3
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一国喜［
讀囁

第
一
回
団
ゴ
苓
溢
謂
遂
滋
大
会
は

発
が
あ
っ
た
が
．
ふ
た
ん
の
支
部
対
抗

士

百

一
旦
旦
｀
蔑
蘭
に
お
い
形
式
の
点
取
り
試
合
と
は
違
っ
た
．
勁

て
懇
庫
さ
れ
た
。
こ
れ
は
県
内
の
柔
道
得
の
祭
昂
的
ム
ー
ド
が
た
た
よ
い
好

贔
興
十
る
た
め
に
年
度
傷
か
ら
企
評
了
っ
た
。
”
1111“

祖
i

粋
の
＾

懸
さ
れ
て
い
た
も
の
で
．
翡
の
出
チ
ー
ム
が
好
瀑

T
茎
ろ
え
、
予
想
ど

零
＋
ー
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
な
り
優
＂
し
た
。
侵
聘
鰈
圃
m
-
f
l
l
.

実

業

団

に

偵

絡

的

に

は

ほ

翠

が

爾

霞

§

土
g
リ
ー
グ
で
キ
リ

い
る
が
。
い
ず
れ
も
支
部
単
位
で
試
合
ン
ピ
ー
ル
と
対
臓
し
た
の
は
titし
ま
れ

に
嘉
し
て
お
り
、
轡
棗
位
の
幽
る
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
8
田
出
睾
．

11

は
切
め
て
．
実
憲
堕
＾
会
1
1
念
辛
崎
ユ
嶋
の
鈴
杢
鸞
・は
よ
く
揺

東
京
三
洋
が
優
勝

し
た
が
後
紐
這
手
が
な
く
残
念
だ
っ
た

子
遺
リ
ー
グ

0-tll 
一
位
槃
苔
浮
＾

二
位
口
立
製
作
所
芯
岨
血

三
位

暉

＊

籠

Q
一絨一位
キ
リ
ン
ピ
ー
ル
帯
ヨ
越

二
位
爵
驚
昇
科
臼
餓

三
位
柏
井
紐
誼

Q
示
m
一
位
狐
醜
稟

二
位
王
子
製
鉄
群
墨
中
叫

不
戦
敗
控
生
絲

◇絨一
位
東
京
嗜
力
閲
支
店

二
位
叫
電
気

三
位

束
襄
罪

B

眉
群
馬
県
実
業
団

柔
道
大
会

束

苔

梵

1
ー
キ
リ
ン
ピ
ー
ル

東
舟
3
1
磁羹

決東京
三
浮
＾

1
0東
孤
笞

④
愛
縫
羅

i町
2

の
小
川
"
-
関
恩
棗
元
3

⑤
輝
磁
け
ぷ
梨
和
窟
面
3

③
m嵩
＂
生
臼
桑
負
一

2

ム
松
茅
”
叫
隊
け
汎
辺

屈檄偽甘裔裏

゜

寄
二
十
二

lnl"乱
高
信
叩
命
道
総
じ
て
乞
ぢ
餅
人
戦
は
各
”
と
も

＊
会

f
-H二
出
習
．
午
前
九
碍
力
否
象
め
だ
っ
な
農
二
序
贔

か
ぷ
汲
遵
皿
に
ク
い

X
榮
＇
の
＜
干
く
と
二
、

一＿
位
の
レ
ペ
ル
は
誼
船
叩
の

六
慎
か
参
加
し
て
行
な
わ
れ
令
ペ
ス
ト
六
位
か
ら
＾
位
ぐ
ら
い
の
と
こ

稔

は

奏

二

屈

g堂
面
ろ
か
。
こ
こ
一

．
二
年
聾
お
嚢
化

ー
で
下
し
一
昨
年
の
イ
ン
ク
ー
ハ
イ
以
が
怠
這
に
道
み
、
選
手
、
婦
N
の
七
人

杢
迅
所
ぷ

IJR眉
し
た
。
区
の
全
を
出
す
の
丘
士
慮
す
る
学
校
が
多
く
な

嬰
＾
年
戦
の
憶
霰
軋
篇
は
準
々
っ
て
き
た
の
が
最
大
の
原
因
だ
ろ
う
．

協
工
＊
二
高
に
代
慕
の
筍
攣
敗
暮
に

"9みをし
な
が
ゑ
＾
鳩
し
た

れ
な
大
沢
と
毘
が
し
っ
一
歩
の
伸
学
校
四
校
あ
っ
た
の
は
巻
で
あ
る
。

ぴ
柄
で
あ
る
。
冑
英
高
は
昨
年
の
“
~
0
訊
々
惰
（
点
が
m
苔
）

合

＾

9

年

の

屑

、

金

早

瀑

暴

＊

ニ

ー

1

醤躙

畜
点
隠
＂
て
一

、
二

位

贔

保

（

代

翌

翌

し
て
い
る
。
今
回
ば
粒
よ
り
の
メ
ン
バ
字
磁
直

i
?
Y'
1

随
~
檎

ー
で
は
な
か
っ
た
。
二
回
戦
、
四
回
輯
富
岡

2
_
1
間
信
↓

a多
扇
枡
爾
に
そ
れ
ぞ
れ
二
対
守
英

2
ー
2
利
塑
直

二
の
内
甚

iし
た

。

裏

の

書

（

内

縫

）

戟

屯

る

前

に

態

お

覇

が

責

め

◇

塁

藷

ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
．
育
英
が
こ
奏
二

3
'o
高
崎
醐

云

そ

戟

え

た

の

は

遼

―

面

の

実

紐

冑

英

ー

。

富

岡

に
よ
る

n麿
そ
れ
羞
悶
じ
ょ
う
と
0
決
＂

す
三
男
力
の
結
果
で
あ
ー
・
大
沢
が
暴
＊
二

3
_
l

青

の

良

ば

沿

う

て

き

た

の

が

華

み

爵

闊

盈

め

な
優
謄
し
た
奏
二
高
は
一
書
刀
が
Q
m
野
合
せ
伎

翌
し
て
い
令
識
を
出
し
て
も
一
応
0
関
小
閉
符
・

得
点
籠
力
が
あ
る
．
冑
英
に
し
て
も
煎
0
m
水
僅
勢
開
ち

畠
に
し
て
も
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
ク
ー
が
平
井
引
分
け

一
人
で
は
優
は
で
磐
な
い
．

2
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5
1
0
太
田
北
中
学

勢ぞろいした出場者

関
東
警
察
柔
道
大
会
口
屯
蘊

畔
昂
塁
否
望
盟
の
副
含
『

眉

甚

屡

腐

武

＿

＿

阪

霞
林
太
郎
＾
殿

(73オ
）
の
煎

魯

房

墾

塁

鼠

急

＋

嬰

留

士

盆

扁

東

誓

璽

月

11峙
協
二
殷
紐
霊
裳
―
＿
殿

．

二
月
一
日
（
日
）
午
雙
吟
か
ら
会
は
背
二
士
貧
旦
霞
道
館
に
口
軽
試
繊

高
崎
市
の
高
崎
神
社
に
お
い
工
呵
“
い
て
行
わ
れ
た
．
躙
感
老
辰
糸
井
義
一
三
段

か

れ

た

。

参

加

テ

ー

ム

は

A

輯

が

誓

観

庁

・

神

糸

井

這

手

と

隠

導

は

高

堕

こ
の
日
の
出
需
奮
は
奮
の
名
窪
I
l
l
．
千
葦
｀
塁
寅

B
楓

は

檀

毘

羹

懃

川

眉

円

累

阻

會

全
国
警
察
柔
道
大
会

置

園

婁

は

爾

二

占

年

開

は

B
組
一
班
に
出
場
し
二
"
-

に
杢
羹
目
豆
結
成
品
帳
」
敗
の
成
績
で
B
繊
の
三
位
に
韓
っ
た
。

贋

皇

品

堡

晶

屡

道

―

―

．の
大
会
の

A
9は冒
序

、

含

度

貪

冨

息

含

、

十

月
二
十
音
｀
日
＊
名
醤
に
お
い
て

B
温
唇
望
で
あ
っ
た
．

北
は
北
輝
這
隋
は
沖
縄
県
ま
で
全
謀

今
年
度
切
め
て
二
名
査
鰊
で
九
名

夏

責

嬰

墨

誓

蒋

別

富

試
合
と
い
う
方
式
を
と
っ
た
が
、
罰

皐
U
｀
県
体
協
珊
事
．
県
武
道
鱈

9亨
羞

ぽ

嚢

の

功

蓼

加

で

行

わ

れ

た

。

＊

屯

二
鱒
（
四
十
テ
ー
ム
）
団

の
よ
う
な
壇
工
層
の
う
す
い
県
に
は
ィ

利
の
よ
つ
で
あ
る
。
(
“
禾
）

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
．

体
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
輯
に
出
蝸
し
、
初
輯

工
塁
鯰
と
対
戦
し
た
P

羞

5
9
,
2
9

昭
和
二
十
七
年
日
宅
に
開
謹
し

胃
甲
2

茨
域

た
道
場
は
門
弟三
•
四
百
名
屈

え
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
ヘ
僅
笞
胃
③
ー
2

望

靡

3
ー

1

胃

贔

遣

し

て

い

る

。

＊

農

導

千

先

引

分

け

糸

井

＇
、
言

mの
登

さ

ん

か

口

覆

蘊

募

け

閏

東

嘉
寒
買
ヽ
け
る
漫
環
饗
墨
）
業
昭
翌
段
町
田
懇
闊
殿

0
—
冒

益
屑
段
m
代
奮
――阪

ー

0

斎

野
E
成

令

厩

片

塁

去

＿

＿

段

引

分

け

野

口

0

ー
_
饂
崎

*

0

ー

！

岩

木

で
聾
霞
負
け
た
。

-
』
の
大
会

一饂
唇
覆
庁
｀

二
欝
冨
百
畜
了
っ
ち
（
鈴
＊
）

璽

回

a為
．g
叩
盃
三
桑
田
天
会

2
山
田
｛
舅
（
暉
）
＋
＾
外
刈
川
皐
瓜
9

は
逼
霞
績
二
糟
一
敗
の
あ
ク
苫
け
②
目
蓄
厨
（
請
工

g
援
簿
2

さ
ゑ

ì
』

工
＇
一
月
十
七
日
、
字
郎

・亙
氾
駈
学

2
須
田
広
芙
（
勢
ご
還
払
育
愚

9̀ 

蕊
(
-
墜
蓋
場
に
お
い
五

"2れ
た
。
こ
？
魚
拓
夫
（
勢
こ
霞
返
嘉

,-
0
一
の
日
は
フ
＊
ー
ド
古
篇
の
音
の
警

2”
杢
繭
（
前
）
引
分
け
佐
臀

ii
 tl-；

の

た

め

員

i
が

嵐

で

窟

g

搾
（
利
）
＊
月

93

,＇’
}
d
-．
書
な
か
っ
た
。

1は
二
房
摯
ま

3
奔
異
泊
（
富
）
引
分
け
箭
3

｀
1

,~

で
社
に
戦
っ
た
が
撞
半
か
う
れ
3

石
檎
吉
＿
（
勢
）
捐
四
方
回
憤

8

栄
始
め
、
士
一
対
六
と
い

9十
界
の
大
ユ
爵
貰
（
伊
）
引
分
け
菅
祖

‘‘、『
ヵ

ー

、

羞

盈

れ

た

．

3
贔
農
（
伊
）
合
甚
阿
凧

―

唸

岳

蘊

(flJ)
内
殷
閏
中
1
3
態
墾
―
-
（
浪
）
引
分
け
綱
1
1
1
3

-

l
漿
一
摩
（
高
）
優
墜
暉
岡
末
3

嘉
山
失
（
高
）
優
饉
m

宜
あ

[
直
夫
（
北
）
引
分
け
磁

m
l
0
厖
麟
（
富
）
•
成
田
鴫

-
0四
籍
拮
（
利
）
甘
氾
岩
小
川
1

4
績

H
舅
（
綱
）
攘
盈
岸
c

上
襲
咎
枷
[
(
暉
）
引
分
け
山
川

1

4
旨
直
一
（
高
）
背
負
拉
下
和
囚
3

-

1
欝

悉

也

（

利

）

讃

信

委

i-（
甘

百

科

絹

4

-

I
夜
均
（
堕
引
分
け
佐
輝
1

5
樽
山
道
（
傭
）

＊

＊

I

L

蘊
粕
重
（
輝
）
優
勢
請
”
木
賢
3
5
能
"
”
夫
（
浪）•

高
檎5

2
壬
柔
幹
夫
（
佐
暮
＂
胃

2

5
神
田
茂
碍
（
輝
）
優
勢
靡
石
鳥
9

：
習
道
一
屯
優
勢
繍
坪
山
2

6
靡
弘
一
高
ご
洛

lIt
裔
6

東
北
柔
専
に
惨
敗

対
東
北
柔
専
対
抗

柔連北群馬渋川支部

．~·一ニ

支部長
副支部長
ク

,., 
,., 
事務局

段
段
段
段
段
段

6
6
6
5
4
5
 a 

関
小
島
石
横
柴

一
夫
雄
三
晴
行

竹
田
田
内
崎

久
恒
教
昭
正
洋

渋川市半田1108の2柴崎道場内 會 2-2085
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前
列
は
賓
賞
を
受
け
る
前
欄
署
チ
ー
ム

2
 

下
に
田

＊
間
々
＊
胡
松
井
lll

升

賽墳
＊

泉

ぶ

岡
騒
＂
瓜
安

中

委

芳

か

ゑ

璽

愕

欽

み

物

や

つ

ま

原

ロ

・覇

貞

盈

神

宮

・

浪

61

一

位

眉

麿

魯

み

2れ
が

あ

り

、

呑

む

ほ

ど

に

役

牛

込

．蒻

引

分

け

携

渾

・
姦
二
位
哲
墨
召
一
（
閏
）

＾
遷
堕
を
闊
ぷ
品
り
第
二
屈
雫
壺
餐
大
会
は
九
月
一
甕

．
蒻
慕
ね
讀
“
山
・
輝5
4
-
—
匿
村
因
為
（
田
a
)

対
栃
木
親
善
試
合
に
参
加
し
て

桜

井

弘

合

い

ま

し

令

嚢

多

ル

ー

ブ

も

日

日

、

墨

蓮

悶

眉

。

今

年

は

届

◇

六

阪

の

部

＊

八

蛮

真

一（
田島）

墨
E
い
宣
“
℃
』
B
編
鵡
な
く
ら
い
了
っ
た
。
頃
の
“
“
t
か
冨
A
盈
ぺ
て
歓
鵡
し
て
い
二
十
四
人
六
墜
ハ
人
の
遭
字
が
攀
面
し
“
禾

・陣
涎
引
分
け
宮
ポ
・
間
3
7
Cエ
土
エ
緑
の
部

(55)

十
一
月

t日
(a)
ま
詈
靡
試
合
は
両
懸
量
の
酔
郎
の
請
先
生
る
鴫
め
は
ま
る
で
修
学
窮
行
の
よ
う
で
令
碁
愕
に
な
る
と
ヰ
鰊
も
高
く
な
北
爪
・
勢
心
控
抒
し
下
平

・高
4
8
一
位
石
関
和
韓
（
田

a)

屈
函
武
道
諏
に
お
い
て
行
わ
れ
品
の
辱
ゑ
子
、
吾
が
”
馬
の
貨
山
し
、
綱
茎
駅
の
彙
り
か
え
稗
ち
の
間
り
｀
最
年
少
は
前
檎
の
＊
“
豆

n五
双
佐
藤

・煎
58上
四
万
固
光
山

・伊
60

二
位
碕
国

m-

（濁浅）

＊
、
群
嚢

g晏
会
は
雀
隣
る
岸
雇
房
晨
姦
畏
展
品
に
一
鰭
に
食
ぺ
姦
入
れ
の
駅
そ
ば
の
の
一＿

干

オ

｀

当

然

試

合

に

位

す

る

回

道

場

運

合

会

大

会

品

桧

思

但

（

筵

）

晏
ぃ
日
に
も
か
か
わ
各
這
手
一
同
に
努
、
そ
の
檎
一
道
一
退
の
社

3が
峠
は
ま
た
格
別
で
覆
の
吹
（
プ
ヲ
蚊
¥
く
な
る
。
往
年
の
靡
を
琵
揮
す
•
靡
烹
温
（
辺
函
）

岳
に
試
合
に
皿
み
ま
し
た
。
参
血
℃
続
く
中
に
見
吾
が
訂
馬
鼠
事
室
向
は
ッ
ト
ホ
ー
ム
も
苦
に
な
ら
ず
｀
遭
写
．
る
纏
会
も
少
い
。
し
た
が
っ
て
出
場
す
群
馬
以
土
泊
為
這
＾
蚤
＊
全
群
馬
◇
ふ
令
ふ
ハ
年
の
繹

(61)

名
掌
の
一
人
と
し
ズ
塁
で
す
が
ひ
石
菌
結
祖
登
畢
の
閲
点
を
軟
ゑ
8

役
岱
一
体
に
な
れ
た
と
つ
く
づ
く
感
ゑ
翠
の
は
り
き
り
よ
う
は
た
い
し
た
応
柔
滋
と
面
亨
灌
の
第
二
十
一
塁
一
位
含
十
閾
人
（
田
島
）

名
暴
じ
た
ま
ま
を
密
か
せ
て
戴
き
ま
い
な
ご
や
か
に
試
合
贔
開
し
ま
し
た
じ
ら
れ
た
。
今
桟
は
対
県
試
合
の
馨
も
の
で
、
お
祭
り
気
分
は
み
じ
ん
も
な
滋
大
会
は
九
月
士
音
品
匹
ぶ
鱚
に

二
位
佐
々
本
得
云
沢
）

す
。
遵
面
―
―
十
余
名
が
中
畿
樗
に
試
＾
晶
禍
杢
農
這
の
き
も
い
り
で
に
は
前
日
に
信
且
翠
が
一
堂
に
泊
り
＜
真
剣
そ
の
も
の
。
壼
汗
を
か
い
て
の
お
い
て
爵
、
墨
上
ん
還
珊
か
ゑ
四
三
位
今
泉
一
寧
（
宮
訳
）

引
を
さ
凸
罹
郁
に
最
り
込
み
ま
市
内
の
ホ
テ
ル
硼
歪
の
＊
＊
1
ル
で
込
み
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
試
合
に
皿
め

奮
闘
に
観
素
も
情
し
み
な
い
柏
手
を
追
四
五
名
の
＂
鋭
が
集
っ
た
。
＊
吉
津
爾
（
石
原
）

し
た
。
品
磁
内
の
爵
一
般
の
＊
嘩
＊
に
馨
レ
七
プ
シ
ョ
ン
が
讐
れ
た
ら
一

僭

匿

携

贋

品

属

が

図

っ

た

。

屈

入

賞

者

は

次

の

と

お

り

。

g
,2年
の
郎

(36)

会
で
敵
M
L
て
い
た
遵

mit-』
の
ま
し
た
。
食
で
は
目
の
”
冨
9
攀

れ

tの

tし
た
。
ま
た
鵡
道
ト
殿
が
輝
ち
（
鱈
学
は
年
齢
）

C
ふ
も
一
年
の
郎
（
馨
伽
苔
40)

一
位

尼

暉

畜

（

田

邑

11ば
か
り
は
な
ご
や
か
に
広
譲
し
て
い
の
も
』
や
か
名
庇
が
行
わ
れ
．
次
回
手
団
の
マ
ー
ク
の
着
用
も
望
み
ま
す
．

0
五
段
の
郎

一

位

渭

委
町

（

関

）

二

位

伊

暉

広

ー

（

田

島

）

ゑ
炊
が
悶
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
て
群
馬
で
の
対
戟
鼻
い
合
い
ま
し
た
。
当
日
は
フ
＊
ー
ド
吝
碩
の
鴨
鑽
の
た
掘

1
1
1
•
伊
8
引
分
け
＊
＾
·
蘭
二
位
膚
苔
歯
（
閲
）
三
位
宮
跨
虜
（
石
邑

う
け
ら
れ
ま
し
な
何
と
し
て
も
含
そ
の
需
で
も
既
勢
は
高
校
輿
一

ltの
め
圏
晒
と
贔
閉
瀑
が
参
加
で
讐
會

・
豊
9

合

荘

恩

・前

三

位

飯

野

一

爾

浅

）

＊

鈴

杢

蒻

（

吉

m

の
共
通
の
鰍
品
＊
娼
筍
な
の
だ
。
最
瀑
｀
役
贔
一
体
と
な
り
、
テ
ー
プ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
と
も
彦
磁
．
腎

3
7曲
盈
小
山
・
憫
•
飯
塚
純
也
（
研

1
1
1
)
◇
累
二
年
の
郎
(
2
8
)

袢
わ
れ
た
聾
民
大
会
．
民
臀
大
会
等
ル
扁
み
料
躙
を
つ
ま
み
駄
績
す
る
尤
あ
れ
久
し
よ
り
に
農
な
鵬
塁
嬰
屈

・
群
35
払

い

輯

屑

．蒻

◇

沓

―草
の
郎

(46)

一
位
恵
巽
愉
（
田
島
）

ー
で
あ
ん
な
に
憎
い
努
だ
っ
た
登
品
の
荏
龍
の
墜
覇
界
に
は
な
か
っ
た
会
で
あ
り
ま
し
た
。
開

・
嘉

釣

籍

繋

崎

・蒻

一

位

凧

肝

陵

（

閏

）

一
夜

ー

ー

預

稟

屡

遵

象

あ

U
は
二
ん
な
に
も
い
と
事
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
暉
り
（
群
昂
溢
還
向
品
）
＊
村
・
欝
4
2
存
刈
田
中

・伊

4

2

ニ

位

嘉

秀

中

心

（

憬

）

一

云

31-
（
斬
也

忌

腐

負

扉

）

・

廃

』

苔

岡

）

お
し
く
、
瓜
し
く
舟
れ
る
の
は
不
息
の
棗
が
そ
•
履
で
し
た
。
月
の
中
・
腎

4
4占
盈
塁

・

翡

一
亨
〗

1
1
1

1
i

>
，

t、
[
〗
言
冒
”

ロ
ニ
”
〗
[
〗

3
 n-

三
位
決
定
戟

1

桐

生

廿

＊

郎

団
二
部

2
 ・

鰭

U▼一直＂

群
馬
県
高
段
者
大
会

二
位
船
憤
武

三
位
冑
山
裕
二

・

靡

庫

0
復
の
郎

(51)

一
位
ふ
泉

均

二
位
漿
一
彦

三
位

m歪
習
J

＊

石

田

武

0
二
ぽ
の
輝

(20)

一
位
渡
辺

道

二
位
須
田
広
美

三
位

松
迂
央
二

・小一

含
段
の
螂

(8)

一
位
大
躙

搾

二
位
界
琶
ー

三
位
永
弁
輿
泊

•
茂
杢
躙
攀

（
隠
）

（柴崎）

（
翡
）

（田島）

（
罪
）

（
嚢
）

（宮訳）

（
田
邑

（田島）

（桜井）

宕
井
）

（
奔
）

（桜井）

（桜井）

（
奔
）

群
阻
昂
霞
聾
昇
科

三
士
云
『

椛
君
全
国
一＿＿
位

會

委

羞

遍

雪

撫

第
二
士
ハ
回
含
＂
本
茫
巨
迅
謬

．

憎
’9
9

重
臭
且
十
一
目
百
大
阪
府

t
体
で
念
社
筐
の
代
唇
＋

ニ
ー
め
て
懸
さ
れ
た
。
前
檎

ー

中

央

＊

菩

軍

の

征

沢
之
は
体
軍
を
ユ
キ
ロ
越
し
て

懇
絨
に
出
崎
よ
く
鑓
闘
し
三
位
に

食
い
こ
ん
だ
。
紐
這
g
君は
5

漏匹
H,Ji

年
、
前
檎
堕
喜
二
年
の
時
に
も
イ

ン
ク
ー
ハ
イ
に
お
い
て
中
蹴
級
で
五
位

に
な
っ
て
い
る
。

懇紐
(68klJ
恭）

箪々
決

霞

爵

之

善

段

い

鴫

田

2

（

中

央

）

天

環

）

準阻之

土木・舗装・設計・施行

関水土建株式会社
取締役社長 斎藤

群馬県渋川市2093番地

実

tt 02792(2)1182 

関
八段

六段

院
関

関

渋川市下之町1945番地

亀太郎

久 一

貪 02792(2)3540
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プ

ロ

ッ

ク

三

位

成

沢

剛

-
i―
―

藉

二

十

扇

◇

省

一

年

の

部

0』
怠

．

ク

0

二

位

檎

名

二

：

ー

＇

一

醤

腐

奥

（

東

小

）

n
3
5

-
―

匝

阻

川

一

蒻

二

敗

＇

捐

羅

m

5

二
：

9忠
酋
小
）

0
 

0~ 

3
間
に
こ
だ
ま
す
る

q

"

”

;

"

＂

"

"

“

“

'

査

の

試

＾

尋

＝

＂

＂

亡

輝

琵

一
位
沼
田
二

"-ifJ
午
前
ぷ
よ
り
圏
爆
に
お
い
て
蘭
か
◇
幼
貴
小
学
一
年
の
部

0
小
器
車
の
郷

二
位

iOi崎
エ

ニ

更

敗

れ

卜

、

界

量

が

こ

れ

ま

で

退

品

眉

昇

学

（

貧

野

小

）

霞

督

査

（

来

）

少
年
ト
ち
～
-

ん

9
バ
コ
の
綱
り
嘉
そ
つ
と
し
て
間
校

K
吠
上
翠
ぽ
各
癸
会
で
＂
T

焚

で

柄

駆

し

ま

し

な

三

位

老

粂

＿

”

石

谷

一

敗

し

伍

門

下

生

は

百

二

壬

ま

贔

え

る

。

二

位

欝

誠

（賽土
珊
小
）
二
位
川
島
享
酋
小
）

け
た
車
の
窓
か
ら
は
い
っ
て
く
念
気
閻
範
に
次
い
で
咽
侵
闘
さ
せ
て
い
ま
す
今
年
匹
＂
求
髪
＊
を
苓
覆
四
位
太
田
三
敗
こ
の
中
に
は
サ
ン
を
や
レ
ス
リ
ン
グ
の
三
位
吉
田
慮
（
北
小
）
三
位
賓
薦
賢
（
北
小
）

に
．
ず
い
ぷ
ん
山
間
池
に
来
た
も
の
だ
翡
の
歎
年
の
中
に
は
HI中
政
一
六
師
の
祖
翌

tて
い
た
蒻
の
抒
岱

”

m

9

ぃ
る
。
古
士
段
書
も
二
三
位
長
谷
JIIfll二
酋

小

）

三

位

墜

遭

（

北

小

）

品
じ
る
。

段
．
内
川
正
町
11ぽ
等
が
店
り
ま
す

“
m"ォ
哉
fn貨
零

所

の

北

裏

側

に

債

訓

鸞

4
1
1
高
崎
工
十
名
余
．
ー
』
の
日
の
出
饗
は
各
界
の

0
小
学
二
年
の
郎

0
小
学
立
年
の
螂

今
口
の
訪
問
荏
器
崎
rfiか
ら
阿
北
削
も

含

雌

の

視

は

醤

得

の

北

m品

墨

＇

る

に

あ

た

っ

て

よ

磁

沼

田

2
_
l
緯

名

2
賢
口
よ
奪
＾
夏
箪
1

棗

畏

”

辻

嬰

（

塚

沢

小

）

筐

暉

松

田

羅

（

北

小

）

直
へ
醤

・讐

0.
i＋塁
年
の
昴
の
炎
瓜
で
あ
り
こ
こ
魯

ag闘
の

は

こ

び

と

な

り

ま

決

輝

の

冒

臭

岱

士

(g)ら
薩

二

位

杢

江

妥

（

北

小

）

二

位

冒

茂

酋

小

）

ニ
キ
ロ
、
名
祖

gの
盪
野
の
讐
で
賛
の
母
念
＂
名
窟
ら
は
と
。
四
士
蒻
の
醤
は

iiに
三

沼

田

f
2
屈

醐

葬

の

あ

＃

委

悶

襄

反

i
-
ー

―

位

＊

象

一

国

小

）

三

位

紋

羮

二

蘊

沢

小）

町
に
町
を
し
て
攀
鴫
す
る
こ
占
＾
年
以
在
で

Iiagnを
は

じ

め

紺

四

が

つ

の

罰

を

と

り

茎

に

配

慮

し

三

位

圏

直

樹

（

饗

小

）

忌
慇

~
誠
（
羮
斎
t
)

一0
劣
ハ
年
の
鑢

＂

汁

醤

館

．

の

修

這

且

＂

＂

ロ

ロ

9
"＂い
＂

。

＂

い

＂

各

地

の

柔

道

熱

さ

か

ん

．

9fiJ
（

東

部

）

：

；

i

の
翌
蘭
二
贔
年
て
お
り

ま

す
。
ま
た
隊
の
？
し
う
す
れ
つ
つ
あ
る
r
礼
の
心
」
を
と"
I
*
I
,

＇
,
•
中
村
巖

0

雀
＂
年
の
8
1
1

-:

；
小
）

土

n--Xの
ご
孟
に
ぶ
m
分
が
門
て
国
仕
じ
め
各
祠
大
会
で
栢
駆
し
た
も
ど
そ
9
と
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。
館
昭
引
四
十
九
年
の
傭
檎
市
民
ス
ポ
ー
昭
和
四
卜
九
年
の
防
多
郡
民
柔
辺
大
◇
f
苔
軍
の
部

一
位
志
田
稔
（
北
）
三
位
渭
＊
知
樹
（
六
繹
小
）

っ
た
―
)
の
す
ば
ら
し
い
文
化
財
を

1
"
＂
水
利
也
を
―
ー
の
頃
中
学
生

茎

g-
l
え
の
柔
道
に
対
す
る
情
熱
と
ッ
怨
生
癸
会
は
士
＂
六

"
(U
)

会

年

11士
二
U
｀
宮
城
堪
12醤
田

怠

羹

｀

松

柊

界

二
位

偽

ド

隣

消

忌

三
位
櫨
口
正
疇
黛
沢
小
）

つ
が
せ
た
か
っ
た
こ
と
扁
面
で
と
だ
甚
召
と
も
に
党
の
聾
＂
に
は
げ
ん
翡
柑

神
が
繕
肴
の

一人
＿
人
に
し
懸
且
館
に
お
い
て
開
さ
れ
令
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

仝
玉
直
濤
の
部

三
位

醤

徽

（

壕

沢

）

ご

苦

労

さ

ま

”

"

｀

置

冒

間

悶

印

ー
ニ
ー

位
）

加

饗

醐

郎

[1

-

遥
釈
し
と
揚
れ
ま
わ
り
、
ま
る
で
イ
し
｀
こ
の
間
に

_-X
0
-子
息
の
柔
道
迅
場
は
、
＂
這
磁
設
立
を
識
に
研
し
い

◇
小
学
一
｀
二
年

の

樺

帽

竿

百

唇

匿

甍

＾

＊

第

二
十
九
皿
高
崎
市
民
柔
滋
奎
は

0
中
学
校
二
年
の
螂

モ
嘉
う
よ
う
雀
ぶ
り
で
し
た
。
界
に
わ
け
る
柄
耀
は
め
ざ
ま
し
く
．

m
ん
吹

g
っ
て
生
れ
弯
ろ
う
と
し
て
ぃ

m島
隠
行
．
椙
舟

iii笛
背
也
明
創
四
十
九
年
の
綱
帯
総
堤

+
-g
-n、
モ
閉
蒔
占
治
崎
市
一
位
虫
国
咽

(

l

)

嬰
携
醤
榊
＂
と
し
て
長
い
『
一

悶
で
全
て
羹
っ
た
冑
少
年
た
ち
に

一氏
翁
氏
五
氏
と
も
そ
れ
ぞ
れ
ま
す
。
石
井
祖
霞
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
◇
笙
―-、

四

年

の

部

会

は

K
竺
十

ll
嗣
焦
児
比
贔
に
マ
休

U
皿
に
お
い
ヱ
云
茶
名
の
導
二
位
武
者
薫
（
二
）
と
攣
し
名
＂
て
書
た
店
遷
＆
＂
さ
ん
(

ん
は
欝
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
高
々
、
尋
＊
二
揺
で
キ
ャ
プ
テ
ン
の
直
の
遥
と
し
て
．
＊
き
く
そ
の
一
閤
俎
想
．
箇
ポ
壁
咲
吉
岡
筐
お
い
て

B
0名
か
心
押
し
て
癸
に
が
参
加
し
ェ
櫃
さ
れ
た
。
＝
匿
士
紅
置
（
一
）
醤
）
が
四
丸
翌

U
示
'U"で
．―

の
で
し
ょ
う
。
責
た
摯
し
．
翁
昏
屈
に
も
嵐
踏
命
そ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
◇
宍
哀
．

i"年
の

部

欄

さ

れ

た

。

0
集

ぼ
l

年

の

部

今

9
(-
―
-
）
退
職
さ
れ
た
。

贅

は

閤

二
年
に
勢
ヽ
体
象
し
、

In
＿氏
は
墨
農
＊
囚
向
昏

f^
也

屈

災

｀

佐

条

月

の

Ill阻
屈
の
品
ま
で
の
人
賞
者
は
次
の

一位

g
?
（

g
"）
◇

嚢

・

一

般

の

郎

醤

さ

ん

は

＂

＂

品

霞

、

藁
し
ま
し
た
。
喜

出
5

柔

道

は

石

檎

象

一
年

の

郎

通

り

二
位

阿

闇

岱

薪

高

m
)

一
位
鈴
杢
紺

(Fl立
高
崎
）

闊

二
石
手
は
―
上
に
二
士
，

器

生

に

軟

わ

り

｀

学

界

で

詰

＾

屈

伊

農

一
ぶ

蘭

昭

閲

屈

語

席

努

陣

品

蓋

＂

心

＿善

二
位
漿
一
彦
（
奏
二
邸
）

年
の
長
い
叫
農
椙
“
と
し
て
畠

く
＾
＂
に
出
属
し
な
祈
屈
八
先
生
の
指

◇
翠

二
年
の
部

一年

．俯
｀
償
＊

illl

＊

倍

醤

一

英

苅

）

三

位
宵
窪
譴
（
鼻
古

一邑
襖
社
津
を
置
し
て
＊
ら
れ
な
繊

導

を

畳

け

ま

し

な

照

翌

房

玉

を

開

蘭

界

ぎ

藷

曳

二
年
中
野

0
盆

ぽ
二
年

の

郎

＊

＇

IVl

（
高
崎
應
曲
）
密
え
津
ぷ
り
と
や
わ
ら
か
な
も
の
輯

g縫
ぐ

ぺ

く

求

京

晨

大

へ

道

み

ま

し

◇

忠

一二
年

の

部

ー

―i年
八
知
．
爾
｀
国
原

一位

岡

田

襲

（

沿

）

0
屈
戟
中
学
ぼ
の
郎
で
人
気
が
あ
っ
た
が
．
七
す
茅
の
高

た
。
し
か
し
、

IUl"
に

反

し

て

“

“

藤

内

111斐
｀
丸
111誠
漬
還
以
E
紺
四
年
・
邸
磁
｀
倉
派
｀
高
畑

二
位

甑

翌

―

U
色

―
位
一
中
．
二
位
六
中
鱈
の
た
め
情
し
ま
れ
な
が
ら

m薔
し
た
。

の

な

い

蜃

だ

っ

た

の

で

景

阜

欝

合

桜

の

部

五

年

嬰

・

竃

i同

一屈

辻

懇

唇

三
位
阻
・
、
片
岡
中
長
い
間
ほ
ん

tに
ご
募
さ
ま
で
し

姦
へ
切
り
秤
えま
し
た
。
こ
こ
で
絋
＊
姐
~
均
｀
井

"
5板
｀
罐
＂
作
六
年
鈴
＊
、
W
巾
．
玉
川
＊
水
野
臭

（北
）

0
m
ば
袖
一
紐
姦
、
嚢
の
部
た
。

品
轟

罷

か

ら

み

っ

ち

り

柔

導

贔

ぇ

◇

一
紐

甚

者

の

部

忠

圏

0
小
学
tg
-litの
部

一
位

店

帽

窟

姦

・

編

集

後

記

ら
れ
ま
し
た
。
柔
道
部
の
三
間

先

輩

に

角

田

羹

｀

直

木

行

雄

｀

村

瀾

騎

治

棗

悶

桜

一位
守
沢
保
夫
（
東
）

二

位

農

大

二

高

響

に

は

不

甚

風

が

吹

き

攣

（

っ

て

は

レ

ス

リ

ン

グ

の

八

田

一

嬰

が

お

り

？

追

石

の

部

一紐

品

二
位

蔦

恩

酋

）

三
位

高

竺

高

崎

懇
I

い
る
．
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
な
ら
ぬ
ク

攣

口

亨

言

髯

，f
_
位
枯

ド
J
、
9

J

（北小）
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柔
道
は
心
身
の
力
を
最
も

有
効
に
使
用
す
る
道
で
あ

る
そ
の
修
婁
は
攻
撃
紡
禦

の
練
冒
に
由
っ

て
身
体
精

神
を
鐵
鰊
修
婁
し
翫
道
の

神
随
を
停
得
す
る
事
で
あ

る
さ
う
し
て
是
に
よ
っ

て
己
を
撼
益
す
る
が
柔
道

修
業
の
究
童
の
目
的
で
あ

る
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会
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四

B-+μ
益
一

疇
か
ら
前
綱
県
武
這
鱈
に
お
い
て
拳

行
さ
れ
令
咋
音
プ
ロ
ッ
ク
に
お
い

て
生
よ
世
を

"̀
Cプ
ロ
ッ
ク
青
ら

し
た
綱
生
支
郎
が
胃
一
番
云

Q

の
信
点
を
し
工
磁
鱚
贔
っ
た
。
＿

馨

―
悟
は
こ
れ
良
屯
ズ
プ
ロ
ッ

ク
に
お
い
て
一
点
も
得
点
で
象
て
プ

ロ
ッ
ク
野
？
た
高

9̂
'団
は
一
匹

七
忍
m点
し
工
愕
士
楯
ク
得
た
。

頷
の
―
』
と
な
が
ら
総
＾
址
藉
石
王
＇

る
の
は
K
位
プ
ロ
ッ
ク
か
五
よ
立
に
書

ち
た
年
が
最
も
町
鰈
性
が
あ
る
。
高
崎

支
部
屠
に
こ
の
手
で
優
し
た
こ

と
が
あ
る
。
群
馬
支
部
も
そ
足
。
邑

楽
・
館
林
支
哲
＾
プ
ロ
ッ
乞
品
二

年
は
立
派
だ
が
越
嶋
浜
に
や
や
息
切

れ
の
感
が
あ
り
釆
年
は
ま
た
B
プ
ロ
ッ

ク

存

nn入
り
。
こ
の
中
に
あ
っ
ヤ
贔

横
嘉
｀
烈
阻
阻
＊
郎
．
北

""T
.

渋
川
文
郎
が
当
切
か
ら
す
っ
と
＾
プ
ロ

ッ
ク
を
堅
”
し
て
い
る
の
は
さ
す
が
で

あ
る
。
+
土
m馬
・滋
111は
今
年
の
実
力

二
賽
口
に
な
る
わ
け
だ
が
、
い
つ
ま
で

"“'駅介
這盟＊饂.. 立2・ 寓92書大含

11111事遍手鰭ftC-lil

品這J11遍合金＊會

冨17阿讐暉ー＂會 lill＊会
冨20閾這L9瓢畠12*会

霜公証＂＂＂’ 柔遁＊食

紙J:●霞会

讀国神杜戴這＊会

謂131ii1畢民1事青＊会

覇2日中零1""大会S
盲?-12111軍プロッ 9＊金

寄23回高12斬人＊含
冨2園寓翼r量大会
"I[北嚢専試9
1中学ぼ懐ft合Iii

I冨匹闊軍ililtl:遍＊貪

陽稟甲＂鑢＊零＊金

I軍24回全1J1高92*＊

lll6団全国中学12*:::?

冨6回全国宣”綱＊会

陽鼠胃冑大含

閏竃高棺行＊介

全直胃賽＊会

］寄四国民1事冑人公
食U*IiiAr,."量手•"鼠予霞

｝胃れ國金員冑旱麟集逼＊＊

北隅車五*?＊合

翡武這鯖

"’" iii 
畷犀逼鱚

賜虞lll鯖

賜虞遁鱈

闊武遍鱚

賜武這鱚

貼武逼麒

千鍾闊

鼠武ill鱚

D＊累遍鱚

剛別,,,.t2I

鵡武道111

鵡這鱈

贔武遍鱚＇

曝武遍鱈

講霊舅

鶴武這鰭

B＊虞這鳳

賜武這鱈

“武遍鱈

賜武遍鰭

縣武遍鱈

鴨武這鯖

干鯛鵡

n＊武濾●
贔綺il'itt

三1111名量

講道鱈

賜武逼鱚

講這鱈

鳳武il鱈

賜武這戴

綱檎 ill

＂武退戴

鳳武這鱈

戴武這鱚

嶋＼武這鱈

総合優●の綱生支瓢

Cブロッ9
... II,1,--

fi-

遍手宣誓をする層寛置手（前欄）

含
欄
溢
へ
藍
a-

な
っ
た
店
本
社
緊
砿
闘
が
あ
げ
ら

よう。

関
口
杯
支
部
対
抗
柔
道
大
会

も
井
出
、
佐
藤
の
ペ
テ
ラ
ン
に
組
っ
て

お
り
、
後
饗
に
壁
・
の
瓢
が
あ
る
よ

う
だ
。
綱
生
支
郎
の
3
k凸
-
請
に
は
、

田
ーふ

桐
牛
支
部
が
総
合
優
勝

，

大
楯
は
高
崎
支
部

aブロック

， 

讀
＿

s
m
-
＇ 

Aブロック

"-a 

県チャンピオンは永井三段

星野三段に優勢勝ち
1群馬県柔道選手権|

”平繊食

殿'“'手糧＊会

這盟＊麟●霞会

＂鳥嘱道弔纏＊＊

冨四醒重宣重鵬螂重9●**

鵬武這Ill
鴨武這鱈

闘武這鱚

虞 ii館

園
一
位

〇

胃

・

茸

二
請
一
分

?

―

位

◎

益

．靡

一
騎
二
分

遍野
一
＿
亙
③
箆
・
太
田
一
謄
一
敗
一
分

星は
四
位
◎
石
ほ
・
勢
多

三
敗

右

0

菖
IJ
ー
グ

井

周

東

引

分

け

永

井

5

o撼
っ

り

込

康

礁

井

左

闊

東

引

分

け

星

野

g
°
奔

＊

外

刈

り

界

奔

引

分

け

品

If

き
た
翠
ャ
ン
ピ
f

る
祗
が
し
ば
ら
問
東
•
礁
丼

（
ぶ
り
に
民
間
の
手
に
か
え
っ
て
専
た
。
。

I

奔
鼻
の
二
人
は
―
ー
百
干
B

0
永
井
優
勢
蒻
ち
呈
”

蓋
既
薔
市
で
行
わ
れ
る
閲
裏
翌
・
一
位
奔
界
酋
阪
2
1
オ

嬰
会
（
全
旦

m愕
醤
芋
道
）

二
位

＆

甚

曾

段

22
オ

に
冑
事
と
し
て
出
埠
す
る
。

＝
匿
閾
塞
止
去
巖

26
オ

一◇
乏
青
ー
グ
（
塾
子
は
慇
3
)

展

靡

良

一

屡

27オ

照

吝

の

"
I
-組マ
＊

貴

遣

攣

2
量

＊

g-ー
百
貨
は
一
疇
か
ら
貼
ー
葛
塁
．

9
-
請

備

45岳
翌

汲

姜

瀑

ニ

武
爾
で
行
わ
れ
．
直
堕
蔽

（一

二
器
③
反
町

・日

一
闘

ー

：

45年．

46
醤
努
旱
閉

憲
岡
）
が
初
の
県
瀑
孟
濤
に
な
っ
た
。
三
位
③
洒
川

・
霊

日

二

敗

岨

49年
関
東
近
歴
罰
召
写
綱
匿

試
合
は
士
ユ
人
む
娼
L
．
こ

t
-碩
一

八

二

七

ン

チ

・=-0品
鵡

卒

四
プ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
リ
ー
グ
輯
を
行
一
位
③
永
井

・
富
岡
二
請
一
分
富
岡
市
で
自
営

っ
た
、
咋
年
の
饂
寄
本
轡
哨
屡
二
位
①
須

・沼
田

一
藷

一
分

マ

曇

g冨
塞

Z
蘊
塵

（
闊
警
）
が
子
逍
で
賽
ち
る
書
狂
わ
せ
三
伍
③
濾
辺

・
高
崎

二
敗
一
分
心
年
臥
高
校
学
年
別
瀑
贔
一
年
の

ー
が
あ
り
｀
決
靡
リ
ー
グ
は
登
べ
周
東
三
位
③
開

．

9
二

敗

一

分

部

R
冨
B
.
“
年
二
年
の
座
匿
．

45

鼻
界
の
争
い
と
な
っ
た
。
↓
斧
（
土
斧
レ
君
沢
ば
袂
f
d
煎
の
紐
巣
永
井
径
二
年
の
郎
二
伯
r
4
4年．

45に
高
校

と
易
が
共
に
一
開二
房
け
で
阿
点
の
，
優
勢
靡
ち
）

の
部
で
因
序
出
場

•

4
5年
全
国
高
校
大

名
り
．

9定
戦
の
末
．
奔
が

三
組

会

出

場

、

48年
全
国
大
学
大
会
ペ
ス
ト

億
で
開
っ
た
。
英
＂
は
む
し
ろ
“
好
一
位
③
凪
野

・訓
植
二
騎
l

分

8
（
国
世
．
“
如
-
僅
界
サ
ン
ポ
遭
写

が
攻
勢
に
で
た
が
奔
の
同
い
守
り
を

二
位
④
原
沢

・
県
臀
一
騎
一
敗
一
分
惰
大
会
（
テ
ヘ
ラ
ン
）
重
量
級
二
位

攻
め
£
キ
自
誡
す
る
場
面
が
多
か
っ
＝
匿
④
佐
輝

・
富
岡

三
分
＾
点
軋
修
大
学
亭
、
利
恨
郡
利
恨
村

た
。
こ
こ
鱗
r
.
{
k
土
蚤
に
独
上
詈
れ
ヤ
、
四
位
③
a諺
・
店
綺
二
敗
一
分
白
賞

一
七
バ
七
ン
チ
．
九
三
キ
Cl

貴方の愛車の相談役に
モーピル石油株式会社｝
住友ゴム工業株式会社代理店
大成火災海上保険株式会社

各種自動車整備・駐車場経営

式
社
株
会 正田卯平商店

代表取締役 正 田 文 男

館林市本町3丁目 1-7
02767-2 -2216~~ 

畳表． 敷物

株式会社

． 

卸

日用品

部

小売部

． 雑貨

沼田市上原町1697
TEL (3)0110 

沼田市下之町1024

TEL (2)2237 
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第
10皿
闘
ぽ
総
体
は
五
H
十
七
｀
け
で
あ
っ
た
。
と
い
う
i

』
と
は
弟
の
作

八
の
両

q
蔑
道
に
お
い
て
闊
戟
＂
ら
と
い
う
と
こ
ろ
か

。
決

贋

は

さ
れ
た
。
十
七
日
の
個
人
戟
で
は
大
沢
三
対
0
で
あ
っ
た
が
点
唇
ど
腐
は

哲
名
攀
而
畠
）
が
皿
履
ょ
器
な
い
。
総
じ
て
＾
夭
会
で
は
涵
学
の
技

翠
は
醤
隈
四
年
ぶ
り
、
遮
昇
七
の
ま
ず
さ
が
め
だ
っ
た
。
直
い
佑
董
を

器
の
優
騎
屈
し
な
ぶ
つ
け
＂
ぅ
だ
け
で
切
れ
味
が
ま
っ
た

個
人
戟
は
二
儘
の
う
ら
｀

g
（
前
く
な
い
。
そ
の
中
で
閾
人
載
で
五
位
に

醤
）
が
孟
ヲ
ロ
ッ
ク
の
準
々
脩
な
っ
た
松
盆
竺
侶
ふ
ー
は
名
の

で
漿
（
奏
二
）
に
鼈
し
た
が
他
内
ま
た
ら
”rJ緊
・
つ
ま
く
印
象
的
で

の
二
肇
が
順
当
に
決
随
戚
で
対
戟
、
＊
あ
っ
た
“

9
守
英
）
が
あ
せ
り
気
味
に
こ
の
試
合
の
結
果
．
饂
人
戟
の
三
位

か
け
て
い
っ
た
貨
い
警
餐
込
石
灸
ま
で
と
．
団
裟
の
位
ぼ
と
臀

爵
醤
累
が
わ
ず
か
に
返
し
ェ
賃
屈
戟
で
開
贔
っ
命
遵
ぷ
羹

＂
ち
し
た
。

W
I
の
9

社
が
パ

H
七
．
八
日
に
山
梨
貼

団
で
は
咋
年
の
優
胃
襄
は
＂
府
市
で
行
わ
れ
る

IUl東
大
会
に
本
此

柔

準

々

紐

＂

＄

魯

i-1社一
代
表
と
し
て
出
場
す
合
格
魯
た
。

腐
衰
け
は
情
し
か
っ
た
。
酬
級
鵡
◇
●
人
職

ふ
呼
協
で
前
請
に
投
匹
．
刷

閉

一

位

＊

爵

火

ま
酋
人
母
應
“
け
。
別
の
プ
ロ
ッ
ク
＿

＿位

裔

均

に
い
た
な
ら
ば
と
く
や
ま
れ
る
。
三
位

m水
云
“

こ
の
悶
贋
に
お
い
て
珍
ら
し
く
兄
四
位
大
＂
止

吼
が
対
戦
し
た
。
兄
の
大
沢
哲
夫

li位
松
本
雄
二

咀
は
前
檎
・晴

面

、

昨

年

の

学

翡

パ

位

積

水

琶

ん
尖
ク
に
優
謄
国
作
に
も
出
川
し
｀
前

0
回
停
臓

U
の
個
人
間
の
覇
弁
｀
珀
の
光
遺
チ
は
ば
m
前
虞
滴
糞

糾
醤

二
年
•
9
0キロ
｀
巾
の
方
が
体
二
位

g
人
．一

＜
 直

ヱ
十
謄
る
が
キ
ャ
リ
ア
で
は
兄
の

．．
 
税
利
似
暉
霙

J
i
が
数
・
歴
。
こ
の
試
合
は
紅

r"u”

↓
よ
-
位
高
崎
閥
稟

ヽ
霜
樋
暉
）

石
~
邑

一
塁
人
．． 
）
 

薪

晶
）

(
M
L
 

（榛

t
-

。
霊
疇
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3
―
 

〇一

2
 

声
門
’
3
[
1
]
西
芦
返
ぷ
自
必

U
公四

第2回群馬県実業団柔道大会
期日

会場

参加人員

参加資格

1 1月30日
県武道館

選手5名、補欠 l名

県内所在の事業所の従業貝

直直的な参加を求む．”
.

-

昨年の参加団体

東京三洋 日立製作所高崎工場

高木建設 キリンピール高崎工場

柏井建設 富沢整形外科病院

森産業 王子製鉄群馬工場

神戸生絲 束京遁力群馬支店

明星電気

申込みは本部または支部へ

群
馬
県
柔
道
連
盟

役
員
決
ま
る

50
年
4
月
ー
52
年
3
月

閲
い
樹
れ
郎

爵
林
太
郎

田
晶
行
一

会

此

副
含
奴

＊
 

瑾
iii必

副
雌
事
公

111岸
床
一

（雌“柊
且

常
任
剋
事
（
会
址
指
名
に
よ
る
）

柴
崎
松
太
郎

・
暉
井

一
川

宮
沢
貞

一
•
I
m麻瓜

石
井
国
礁

．

蔦

筏

須

IUnふ
・
弁
＂
汎

宮
川
喜

一
郎

常
ほ
堺
（
輯
代
表
）

大
品
（
古
）

＾
ふ
給
辺
（
ぶ
体
述
ー

高
山
叫

T
翡

）

鉛
＊
元
一
（
警
成
）

揚
巽
太
郎
（
道
蝸
連
合
会
）

山

u
押
（
支
螂
長
会
）

常
任
環
事
（
脊
晨
｀
聾
芝

＇
之
山
口
行
中
“
淳
田
―

＇
関
口
孝
輯
鈴
木
元

一

桜
弘
断
井
礼
次
郎

書
塁
・劃
饗
塁
(
O
は
委
H
長
）

高
殿
者
拉
鵡
委
只
会

0
閲
口
姐
五
郎
湯
浅
律
太
郎

強
化
雫

A
会9井
出
品
叩
角
屈
筍
川

ー

会

0
山
口
籾
森
英
樹
高
111叫

●

部
K.Mll
嬰
(
0
は
部
邑

眉

部

0
中
“
淳
宙
佐
饉
準
次
郎

欝
尊
北
瓜
塁

会
計
部

0
森

英

樹

比

宏

宮

沢

動

＊

A
呂
J

審

郎

0
関
口
孝
汎

9

硲
山
明
＊
畠
由
安

指
導
郎
〇
鉛
＊
元

一

情
訳
光
雄

翡
＆
町
石
倉
“
申

屈

部

0
桜
井
弘
渠
ば
伝

一
郎

111本
m
笑
佐
藤
川
火

広
紺
。
研
井
礼
次
郎
井
紅
~
ぽ
店

牛
込
抒
浩
石
翡
一

・
文
部

醤

＊

“

I

l

l

安

饂
・
伊
勢
崎
森
英
樹

群

馬

尼

宏

勢

多

北

爪

隣

礁

北プ渋
I
l
l
閲
久
一

利
恨

・
沼
Hi

石
屈
之

汗

焚

鋲

口

靡

祉
鰭

松
平
苓
蔀

嬰
•

安
中
＊
晶
塵

一郎

多
"
・
獲
岡
山
口
如
＂

甘

・
富

岡

今

井

裔

綱

・
山

田

惰

魯

"lfl．人
川

人

塩

閥
二
郎

邑
．館

正
m
文

山

田

址

谷

金

八

II
員。^
ニ―
,9
，
ー

小
品
友
治
郎

m中
g
-＿

伊

輝

訓

辺

嘴

舟
雄

靡小＂
黒
光
叫
羽
晶
泊
・
且
松

兵
ぷ

年
速
続
優
謄
し
、
泉
―
年
の
部
に
出
◇
＿

＿殿
の
瓢

鳩
し
左
昌
滋
倒
業
（
前
債
四
中
）
一
圃
戟

は
二
位
に
入
賞
し
た
。
宮
醤
は
昨
年
珀
田
清
七
優
鱗
屈
ゑ
冒
HJ
・
東

の
昂
累
総
体
に
お
い
て
二
虚

な

が

（

沼

m)

ら
饂
ム
霞
5

し

て

い

る

。

◇

I-

＿
段
の
謳

良
―
』
の
大
会
に
鈴
木
元
一
六
段
と
一
回
戟

i-"欺か
固
の
疹
の
濱
技
に
出
永
井
異
泊
僅

a籍
え
D
霞
3

・茨

波
し
、
好
評
を
閲
た
。
駕
囚
と
し
て
．
（
富
岡
）

参
加
し
た
田
“
歓
隈
五
殷
（
前
は
）
も
◇
四
殿
の
部

賃
畜
判
U
と
し
て
信
を
受
け
た
。

二

回
戟

◇

小

登

名

鑢

贋

産

＾

優

蒻

合

醤

・東

二

回

戦

（

以

誓

）

石

閲

和

攀

は

0
染
谷

・
神

◇

五

殿

の

瓢

（
前
紐

・城

東

・

山

薗
）

一
回
戦

産

＾

矢

”BIi

越
箪
鰈
雄
匿
藷
友
冒
ロ

・
埼

蒻

戟

(*IIJ
-

全
国

_
0
念

函

人

合

荘

贔

・

殺

（
前
ぽ．嬰
且
•
田
“
這
場
）

◇

$

＿
名

鑢

高

段

者

大

会

23選
手
が
出
場

一
回
戦

岸

諄

m
大
筵
し
0
小
林

・
成

ー。

（槻
菜
．
＂
紐
為

）

関

翌

出

祗

念

鷺

臀

＊

会

◇

笞

一

年

の

鑢

は

今

年

も

全
日
益
螢
函
天
会
の
前
＂

ik賃
に

あ

た

る

腎

二

十

八

q
登
附
蒔

沼
汲
樹
合
せ
伍

0
棗

・干
か
ら
‘
点
の
面
殷
者
約
二
三
〇
名
を
迅

＿

應

罰

．
ITI晶
捐
t
-

め
て
皿
閤
れ
令
本
出
か
ら
は
二
i

-

l

一這
年
K
1出

r
需
し
た
。

坦
各
忠
県
”
射
埠
ヤ
£
冠
パ
令

＿0

初
の郵

（＊
い
の
導
尤
召
K
段
）

は
――

H
二

+
-IJ
云
分
の

n
)`
午
e

i

＿訊
輯

綾
一
＂
か
ら
東
窮
講
道
館
に
お
い
て

＿

ti雅
牧
内
殷

0
土

f
茨
誠
◇
五
殿
の
麟

靡
111栄
一

優

墜

胃

金

田

・
静

開
催
さ
れ
な
本
県
か
ら
は
懸
ぽ
別
道

（前
縞
商
ー

贔
に
お
い
て
眉
し
た
嚢
の
眉
永
井
、
星
野
の

一眉
奥

•
O
澁

•
I
l
l
影

者
と
小
学
慕
か
ら
虫
+
二
年
ま
で

C
汰
藤
迄
匹
巴
投
げ
伊
饉

．． 

の

履

象

嵐

し

｀

小

登

箪

虚

健

闘

及

ば

ず

io閥
屋

絹

腸

ら

後

蘊

・
神

に
お
い
盃
孟
A

道
（
群
大
附
属
関
東
選
手
権
大
会

一
1
1
1
中
武
け

さ
固
め0
佳
”
•
東

小
）
が
咋
年
の
丘
年
の
部
丘
い
て
二

面
屈
洸
釣
込
み
絃
，
靡
須
・
＊

l

閏
妥
百
祖
耀
＾
＾
益
を
＂
＊
冬
休

二
郎

生

90品
・

窟

im視
盟

遥

峨

皐

晋

．

g
t欝
籍

乎

引

分

け

八

＊

靡

＂
午
前
十
闘
か
丘
甑
は
薔
市
民
槃
崎
粋
＊
角
田
・
ぶ

屈
で
開
催
さ
れ
た
。

一

界

爵

隠

勢

”

ら

0
覇

・千

＊
県
代
表
の
成
紐
兒
紀
の
と
お
り

MLI
市

0
荒
井

ふ平

予
選

it

l

l

"

心
好
柔
不
戟
瞑

0
細
川

・
・

3
・
売
猛
祈
合
せ
技
①
源
三
義
常
U
和

民

住

や

し

横

Hj
・
千

（

群

馬

）

（

神

）

◇

六
讚

2
-

＊

賃

籐

ネ

濱

層

内
IlJ
ギ
・-Dii

引
分
位
・靡

字

一

阻

雄

け

さ

固

め

0
舗
・東

〇

。

＾

口

せ

技

4

近

輝

茂

鈴

＊

元

一

引

分

け

諏

蘭

・神

査
譴
手
は
一
一
僅
＿
111
-

固

“

ー

。

小

ロ

・
此
＂

羞

面

佐

饉

準

次

郎

引

分

け

臀

．
爾

3AitJf政
＊

外

梨

密

干

梨

裕

鵞

一

郎

＊

麿

．

卓

（

群

馬

）

（

神

ー

規

震

男

け

さ

同

め

0
北
山
・
東
―

0
•

払
い
硬
大
莉
夫
光
山
武
嘉
引
分
け
今
瀬
·
茨
―

字

）

◇

七
殿
の
鶴

象
蓋
ー
広
格
蜃
籍
0

孟
．
直

（
き

0
丹
羽
文
雄
不
載
随
“
内

・
栃
木

0
富
沢
貞
一
巳
匹
げ
森
“

．茨
＊

． 
‘
/
 

f
 

金子（小•六）が優勝
吉田（中・ニほ二位

東京近県柔道大会

晶
覆
は
―
証

• 

郷土にみどり

家庭に花を
お菓子と喫茶とお食事の店

具
H

田 占
木 屋

須田信夫

沼田市中 町店

沼田市東原新町店

電話(2)2274

電話(2)2326
i(iHJ市．t：之町 840 口本 店(2)20 3 4 

口売 店(2)46 6 5 
ロレストラン(3)2 3 7 0 
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(3)第 13号 ぐ ん ま 柔 道 Iし‘ihl50ff.6 9125H 

i和やかに伝達講習
”t 九十人が受講

｀ 
県柔連主催指導者講習会り

ー 躙

I 01-12 7日
I O n 2 8 B・
l0H29日

＿
実
生
活
に
活
か
す
「
先
手
必
勝
」
一

薗
一
十
七
年
店
崎
高
校
へ
入
学
と
輯
誕
と
し
て
は
．
二
年
の
峙
全
旧

阿
峙
に
．
柔
這
躙
に
入
郎
し
、
学
校
と
大
会
の
乱
予
道
を
高
崎
高
校
で
行
い
｀

は
大
分
●
れ
た
高
崎
公
園
内
の
武
順
に
雙
逍
み
．
決
騎
戦
で
桐
生
芯

館
で
｀
塾

m撞
の
二
箭
ほ
、
校
と
烈
戦
し
．
同
点
と
な
り
｀
決
開
戟

に
励
ん
な
中
学
疇
代
は
野
球
を
し
て
だ
っ
た
の
で
代
表
輯
で
な
く
．
円
試
＾
3

い
た
が
、
高
崎
高
校
〇
茫
喝
密
A

は
、
と
な
り
｀
今
井
先
生
の
作
戟
文
回
じ
メ

中
学
峙
代

Q
石
皿
が
多
誼
お
り
、
そ
の
ン
バ
ー
、
同
じ
＊
ー
ダ
ー
で
再
試
＾
u
に

人
這
届
め
も
あ
り
、
自
分
で
丸
武
皿
み
、
桐
生
の
磁
田
選
手
と
M
戦
し
ん
-

魯
贔
り
の
先
輩
這
が
歴
這
衣
を
丸
め
決
請
ま
で
は
全
闘
で
さ
た
の
た
が
．
こ

て
日
に
か
つ
い
で
通
る
姿
に
あ
こ
が
れ
二
で
払
が
敗
れ
、
大
阪
行
き
の
望
み
は

て
い
た
の
で
も
あ
そ
っ
．
そ
の
埠
文
甑
た
れ
た
。
非
常
に
残
念
だ
っ
た
。

郎
の
手
続
書
を
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
血
四
臼
品
”
あ
定
皿
戦
で
は
、
ふ
＾

ャ

11の
三
醤
に
は
畢
売
碩
（
伊
熊
さ
ん

(ag-Ji段
・
県
謀

勢

．

虫

恩

之

段

）

｀

鈴

杢
JL

副
邑
．
態
斤
さ
ん
冠
柔
週
・

醤

述

蘭

の

指

導

§

会

は

Ji
一
先
輩
冠
裔
指
導
嬰
ー
等
が
わ
広
＂
闇
必
・
パ
段
）
と
対
輯
し
た
こ
と

＂卜

iu
g`
午
前
ー
よ
小
か
ら
り
、
固
水
先
輩
に
は
受
身
の
綽
門
た
け
を
憤
し
く
息
い
出
し
ま
す
。

県
武
滋
郎
に
“
い
て
開
さ
れ
な
一
J

一
を
一
週
間
や
ら
さ
れ
た
。
切
め
て
活
氾
邸
ぽ
．
平
に
な
っ
て
主
将
を
つ
と
め

れ
は
学

2-H-＋
六
H
か
ら
二
十
生
の
体
り
し
い
も
の
を
か
け
た
の
が
な
の
匹
毛
揖

mk会
で
は
優
膠
を
し
た
が
．

H
ま
で
講
道
館
に
お
い
て
h
わ
れ
た
全
大
輯
の
よ
う
な
も
の
で
．
こ
れ
が
盃
心
他
の
大
会
で
は
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
で

＃
惰
償
の
全
国
指
導
屈
冑
会
の
伝
填
に
よ
く
決
っ
た
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ
は
敗
退
し
た
。
私
の
一
年
後
輩
に
は
沼
賀

遠
で
貼
な
え
扇
し
た
鈴
＊
元
み
な
H
き
さ
だ
が
、
柔
道
に
関
し
て
は
沿
、

二
柁
E
に
は
生
力
右
や
桜
井
弘
右

一
パ
段
｀
椛
沢
光
雄
六
阪
、
石
倉
日
や
あ
と
慢
ま

t'位
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
元
呑
懸
配
述
瞥
及
部
＆
・
六
段
ー
等

“
段
（
い
ず
れ
も
県
誓
）
が
講
帥
を

m

切
め
の
一
年
間
は
武
磁
館
で
練
門
を
が
お
り
．

nl賀
お
ら
の
問
に
県
大
会
で

llj
し
た
。

し
｀
．
伍
．
に
な
っ
て
か
ら
ヤ
ぼ
じ
＂
し
優
聘
し
｀
全
国
大
会
に
出
鳩
し
た
。
今

梵
閉
は
鈴
企
侵
匹
の
“
故
防

K

Iv!l:!ifが
で
き
．
ま
た
．
斯
し
く
今
井
で
も
O
B会
の
斯
年
会
な
ど
で
そ
の
碕

塔
指
匹
．
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
．
午
そ
ぷ
煤
布
石
“
迎
え
し
た
。
止
．
＂
は
ま
の
店
が
で
る
と

a籍
し
た
年
代
だ
け

後
は
鈴
＊
講
師
の
賓
判
祷
情
訳
講
師
だ
行
か
っ
た
今
井
た
生
の
跳
輯
等
の
大
が
偉
い
の
で
は
な
い
0

そ
れ
を
育
て
た

の
投
げ
位
の
基
本
、
石
倉
構
g
の
関
め
技
を
H
の
あ
た
り
に
し
｀
柔
這
と
は
凄
年
代
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
。
」
な

翡
応
JIIが
＂
わ
れ
た
。
今
年
の
全

u
い
も
の
だ
と
鵞
嘆
し
た
。
ど
と
嘘
っ
て
よ
う
や
く
先
輩
と
し
て
の

“
[
〗
一

体国の年

゜
5
 
和
a
昭

少年男,..成5ド昂ェI・粒ヽ』
成年刃,.軟11'・ 成ff-男十一紐
成年昂イ•一般

2金場
3 鰊鯰●JIIJ

三重県名張市県立名弧高仕体冑館

種目 参IJIIAヽi

糧 別 犠目 監督 選手 蓼加1111這府県款 参加人 iヽ
成年9子 -u I 5 47 

軟μ 3 4 7 p64 

少年男.:t・ I 3 47 

注

4 参加資格
成年男q. B召和32年4月 1日以間に生れた
少年男十昭和32年4月2日以鯰に生れた者
成年9yr•一紐臨来と同じ
成年男イ•軟}l • ・
少年男十 体重63キロ以下． 75キロ以下、篤差9』IJ

少年9Ff・の監舒1よ紋Uの選手が葦ねる 冬
木
金
雄

憚
威
を
保
っ
て
い
る
。

察
は
学
習
院
へ
人
っ
た
が
｀
こ
こ

で
も
澤
つ
こ
と
な

s薗
へ
入
郎
し

た
。
出
蒔
の
直
範
は
衰
ぷ
切

一
小
笙
だ

っ
た
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
レ
た
が
｀

老

薔

は

嚢

の

＾

4
先
生
の
先

で
も
あ
っ
た
。

古
菩
布
の
雌
に
．
講
追
館
で
行
わ

れ
た
殷
別
選
手
椒
ゑ

E
W段
の
部
に

出
場
し
た
。
桜
炊

t群
＊
か
ら
出
場

し
て
い
た
。
両
苓
が
二
阿
戦
を
闘
ら
残

っ
た
ら
準
夕
籍
で
顧
を
＾
3

せ
る
糾
＾
c

甚
っ
た
が
｀
帽
し
く
も
私
が
二
団
戦

で
敗
退
し
、
講
道
館
で
の
高
々
出
訪
者

同
士
の
烈
は
士
視
し
な
か
っ
た
。

考
に
天
学
雌
代
に
は
｀
古
の
＊

先
輩
で
全
＂
＊
級
の
仕
詭
セ
た

っ
た
炉

輝
訟
五
郎
た
生
が
ほ
と
ん
ど
箪

u這
鳩

ヘ
組
を
名
、
少
し
で
も
―
0
ん
だ
線

隠
J

し
て
い
る
と
｀

a
g宵
後
よ
く
ふ
m
渾

を
組
ま
さ
れ
た
も
の
F‘

私
は
．
ヤ
1
k
・
大

で

面

の

何

l
 

周
東
四
段
ら
優
勝

県
下
段
別
選
手
権
大
会

堕
型
ギ
年
の
歴
よ
前
淳
ヂ
臭
三
位
杢
戸
弘
9

（太
ID）

会
は
二
月
士
筍
墨
還
釦
に
お
い

・

眉

広

羮

(9)

て
間
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
一
昨
年

0
--＿
阪
の
鶴
（
出
嶋
ぞ
2
名）

の
参
加
者
が
ニ
ナ
ぢ
8
、
昨
年
は
五
十

一
位
＊
升
興
泊
（
富
岡
）

二
名
｀
今
茅
六
土
ハ
名
と
年
々
増
加
二
位
佐
輝
享
（
＊
邑

し
て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
傾
向
で
あ
る
。
三
に
西
川
留
言
（
寓
岡
）

0
初

の

鐸

（

出

乳

名

）

．

＂

口

成

人

（

暦

）

一
位

B籟
敏
（
勢
多
）

0
四
戴
の
瓢
（
出
場
ぞ
li名）

二
位
＊
磁
呉
（
北
団
r)

一
位
屈
畏
芙
貧
警
）

三

位

裔

均

（

前

堕

二

位

誤

這

人

（

邑

稟

）

•
吉
田
畳
含

m
-

元
i
9
-

（
甘
稟
）

◇
―
―
殿
の
鶴
（
出
蝸
名
瑳
石
）
•
胃
部
摩
．（
前
檎
）

◇
五
殿
の
鶴
（
出
蝸
者
l
名）

一
位
庄
輌
蝸
夫
（
県
臀
）

二

位

誼

崎

睛

餓

冠

琶

一

位

犠

硬

輝

饂

・（
邑
楽
）

社員簾行中の●看（左から二人め）

年
間
と
で
前
後
約
十
年
間
を
茫
追
を
ヤ

ん
だ
が
、
今
考
え
て
嘉
佼
峙
代
の
三

年
間
が

一
帯
身
に
つ
い
た
峙
期
だ
と

"i

う
。
私
の
試
合
に
対
し
て
の
モ
ッ
ト
ー

は
r
先
子
る
」
こ
と
｀
つ
ま
り
｀

私
の
力
か
ら
fuJ
の
技
を
し
か
け
る
前
に

nItる
く
ら
い
く
や
し
く
、
あ
と
昧
の

感
い
こ
と
は
な
か
っ
た
°
今
で
も
そ
の

よ
う
名
容
丘
々
Ill
心
い
出
し
．
あ
の

時
に
先
に
蟄
か
け
て
い
た
ら
謄
っ
て

い
た
か
も
知
れ
な
い
と
恩
う
ー
』
と
が
あ

る
。
ー
』
の
モ
ッ
ト
ー
は
其
生
活
に
お
い

て
も
私
の
生
括
U
条
と
し
て
生
か
し
て

い
る
“
精
神
程
天
等
の
饂
か
し
い
こ
と

は
と
も
か
く
｀
絨
円
で
汗
を
流
し
た
あ

と
の
爽
な
気
分
は
、
柔
道
な
ら
で
は

の
も
の
で
あ
る
。

骨
所
高
崎
市
下
小
塙
町

職
業
冬
木
工
業
（
株
）

常
精
取
締

-＿尻キ

ぞ‘〗

田鳥先生に大外刈りの

織膿をうける金子言
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話
題
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選
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公

露

蒼

選

滋
JII寓
＿
年
い
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
↓
み
は
ま
だ
仲

勢
品
北
械
中
出
屹
咲
孟
~
大
会
問
に
つ
い
て
い
け
な
い
。

r
大
外
刈
内

で
醤
。
な
ん
と

Ilんで
い
る
う
股
．
玄
的
込
足
を
お
ぼ
え
さ
せ
．
秋
に

ら
に
儒
輝
し
て
し
ま
っ
た
。

一
八
二
七
な
っ
た
ら
ま
奴
匹
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

ンチ．

95キ
ロ
の
作
に
も
の
を
い
わ
せ
積
ま
サ
0
」
と
は
山
本
監
督
の
弁
。

た
わ
け
た
。
学
”
ニ
で
は
ま
F
E山
岬
生
に
＊

nTU表す
る
―
4
＾
物
に
な
る
こ
と
は

は
か
な
わ
な
い
。
ち
っ
レ
h
最
が
な
い
。
虫
ら
が
い
な
い
。

負
け
る
の
が
あ
た
り
ま
え
だ
と
忍
っ
て

9
,＇＿＿年

前
ほ
叫
中
出
仕
咲
燐
大
会
の
決

専

は

三

X
.Clも
の

醤

闊

田
十

を
大
内
刈
迫
し
で
一
麟
の
う
ち
に
砿
っ

た。

Iiの
体
露
し
、
費
只
い
が
関
窓
だ

が
け
が
を
し
た
た
め
急
拠
左
往
に
変
え

た
。
一
脊

ーセ
ン
チ
•
5
8キロ
と
小
兵

な
が
ら
闘
h
勘
の
よ
さ
は
伎
群
だ
。
す

い
litの
如
く
現
れ
た
感
じ
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
優
靡
を
さ
ら
っ
た
。
咋
年
も

一
年
の
樺
で
ペ
ス
ト

8
に
残
っ
た
。
指

導
者
の
い
な
い
な
か
で
．
よ
く
練
習
に

励
ん
で
い
る
。
イ
ン
ク
ー
ハ
イ
｀

e
g
e

iで
話
瑣
か
閏
待
さ
れ
る
。
は

に
か
み
が
ち

2
篇
を
た
や
さ
な
い
好

冑
で
あ
る
。

i,

• 

＾
 

禽
面
人
倉
欝
古
員
中
一
年
臭
会
に
出
た
が
抜
畔
の
偉
さ

H
霞
g

よ
く
も
こ
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
た
も
し
た
。
昨
年
は
県
の
陸
上
の
記
録
会
で

の
な
小
学
序
羞
集
す
る
臼
』
に
は
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
で
三
位
に
入
賞
し
た
。

す
で
に
．
身
鯰
が
一
七
五
｀
体
置
75キ
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
も
県
大
会
に
出
た
。
今

ロ
あ
っ
令
醤
生
点
皿
ぷ
と
ま
さ
に
韮
ネ
ほ
に
入
っ
て
甚
篇
に
人

お
と
な
と
子
・
ど
も
。
エ
遁
は
小
学
g
写
紐
し
な
何
で
↓
籍
顧
＇
》
て
詈
川
さ
を

し

”-9匹
め
な
暴
、
六
年
と
閲
東
近
身
に
つ
け
る
の
が
目
的
。
た
そ
っ
た
。
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嶋
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美
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柔
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教

室

剪

欝

の

神

森

象

二

月

の
醤
羅
母
冨
属
し
rp

開
設
記
念
大
会

◇
一
年
の
部
（
参
磐
60名
）

息

固

i
,
I
屠
薗

l

e
g
i
i食念
一

月

＋

一
位

小

林

緊

厘

二

日

、

午

槙

一

峙

よ

り

．

茫

棗

i
-
,
；

に

お

い

て

闊

か

EFul整

忌
小
久
倦
囀
次
（
前
商
）
は
旭
域
の
少
年
C
．

お

の

製

厖

忌

下

盟

（

前

）

と

余

暇

の

薯

雙

嘉

と

し

て

咋

壬

一

昭
和
五
十
年
頭
〗
量

雪
2
5
-〗
藤
岡
m
:
]
[

〗二
、
一
戸
尋
二

4
廣
武

(1
1
1
占

・
中

・

2
6)
1

林
打
．
~
t
r

ジ
ュ
ー
ド
ー
・

一

．．． 

腎
が
遵
店
罵
2
を

(48年
4
月
9
5
0乎
月

）

編

集

後

記

；f
．

浴
名
て
い
る
C
は

4
蘭

霙

（
＂

・中
・
26
)

↓

農

一

ジ
ュ
ー
ド
ー
・」

と

一

＆
鯰
睛
郎

(
I
I
•
中
・

2
4)

い
っ
て
つ
い
て
来
る
．
易
し
い
で
す
ね
“

令

屈

市

（爵

・中
・
28
)

扇

さ

ん

采

滋
な
の
；
の
観
一
そ
の
前
に
易
で
い
い
試
合
が
で
き
る
用

r
生
窟
」
が
ほ
し
い
、

3
糸
井
義
i

貧
警
・
紐

・
23
)

客
が
少
い

こ
と

r、
毎
度
の
試
介
で
麒
よ
う
広
桑
縁
を
し
て
お
か
な
か
っ
た
の
柔
道
を
す
る
人
．
誓
人
の
蒻
声
を

◇

賢

の

鄭

な

じ

み

に

な

っ
た
人
し
い
る
．
し
か
し
｀
で
し
ょ
う
“
」
と
な
か
な
か
急
び
し
ど
ん
ど
ん
紺
械
し
て
、
生
令
き

K

4
暉
胤
明

（出

倍

・中
・
28
)

斯
圃
に
し
て
い
き
た
い
。
必
然
的
に
紺

苔
あ
ふ
れ
た
巡
盟
に
な
っ
て
い
く
だ

そ
れ
は
ご
く
少
翫

rp
翌
す
が
こ
ん
な
い
．
．
 ぐ
ん
ま
璽
：
晶
磨
し
て

贔
井
良
｝

（下
に
111悉

・中
27
)

に
然
心
に
試
＾
じ
て
い
る
の
に
、
い
つ
い
る
人
た
ち
だ
け
で
な
（
．

る
紐
の
A
一ろ
う
。
野
翌
｀
サ
ッカ
ー
の
よ
う
に
茶

扁
の
蘭
に
な
る
よ
う
生
齋
に
し

4
松
ん
羹
爾
爾

・
小
•

2
5)

i

限
ら
れ
た
人
た
ち
だ
け
の
観
戦
で
は
た
ち
扁
に

t
ど
ん
ど
ん
配
っ
て
（
も

贔

竺

逍

来

・中
・
25
)

望

し

災

＂
が
な
い
だ
ろ
う
と
心
居
与
え
む
江
｀
よ
い
か
ら

）
も
ら
い
た
て
い
き
た
い
。
ご
協
力
を
待
。

＿3森紘
叫

（変

魯

・中・

24
)

る
．
マス

n
.. `

の
取
り
上
げ
方
に
も
不
い
そ
う
F
p

斯
丼
記

◇
中
学
の
鶴

よ
"
m
層

1
大
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ふ
苗
~
実
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遺
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柔
道
は
心
身
の

IJ
を
“
も

＂
効
に
使
川
す
る
滋
で
あ

る
そ
の
修
業
は
攻
撃
防
製

の
綽
叩
＂
に

IlJ
っ
て
レ
休
精

神
を
訊
鎌
修
窯
し
斯
道
の

神
随
を
作
け
十
―
0
ヤ
で
あ

る

さ

・1
L
て
址
に
よ

っ

て
，
」
を
捕
註
す
る
が
よ
道

作
窯
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究
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11的
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昭
和
ILト
年
の
旧
岱
辺
紐
位
は
ト

J
I
じ
．

i
î、
一
~九
1
1
の三"
r
m

.

．．
 
覇

ャ

叫
ぶ
佼
体
＂
館
に
わ
い
て
間

偲
J
.
n
-
っ
＂

こ
れ
に
た
だ2
`
•本
臥

八
K
'ず
法
め
る

r道
が
し
＂
古

-U
と

八
＂
卜
＂
の
出

u貼
武
辺
節
に
む
い
-
J

け
わ
れ
た
，

少
数
郎
は
今
年か―
り
闊
虹
プ
ロ
ッ

ク
羞
な
し
で
な
加
で
さ
る
が
協
副

に
な
り
．
瑣

小
．
代
の
各
紐

i
人
で

紐

府

＾

制
に
比
べ
る

と

え

翌

な
り
．
行
に
項
雌
の
選
t
・
じ•
J:
I-' 

枯
念
な
副
咆
代
い
訊
の
北
卵
は
前

ぽ・

．
．
 
が
M
ヤ
心
の
対
戟
と
な
り
．
ィ
ン

ツ
ー
ハ
イ
に
出
山
し
た
訊
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が
吋
叫
さ

れ
ま
ぎ
h
に
わ
ず
か
に
ポ
イ
ン
ト
を
r化

わ
れ
．
今
成
に
名
を
成
さ
し
め
た
"

小
N
紐
は

1ン
ク
ー
ハ
イ
に
ハ
位
に

人
打
し
た
小
川

涌
は
雌
一
が
納
袂
聘

笛
れ
．
決
粉
戦
で
は
な
命
の
内
狐
が

心

磨

liげに
U
氏
つ
さ
．
刊ヅ止

で
敗
れ
た
＂
r
出
血
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凹
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凶
脩
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へ
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蒻
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介
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1
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．
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岱
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．
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．
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＾
品
返
之

一哨
ほ
lUi
)

・
一位
“
I
l
l
”
“
.
『

（前
は
雌
｝

竺
位

w
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東軽井沢パークランド

大自然の中の日本一フィールドアスレチック

全長 5kmX60の楽しい種目

入面料ー大人 700円子供 500円

宿泊施設

林問宿舎・貸別荘・パンガロー・旅館
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光
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遺話“カー応ー四四
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（ガ・,/＇Jンスタン ド）
電紐 1>2139-5 -21況

◇パピヨン・フローラ

（スナック）

027ぷー !i-23,.12 遺話

峠の鑑めし

ドライプイン

屯訳 (IIZ7：う95)加 11
畢氷温皇あたこ・五 9四7;¥95):!Oil 
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．
輝
岡
凸
．
倍

崩
代
エ
窄
遥
ん
だ
六
名
に
よ
り

E
皿

蒻
が
午
わ
れ
な
法
精
は
utl年
の
ほ
子
岱
．
硲
1
1
1
.
f
t
下
仁
IIJ東

随
貨
山
（
前
ほ
匹
中
）
と
一
八
四
七

C
紐

ンチ．

Tj
キ
ロ
の
巨
体
を
利
し
て
蒻
ら
笠
懸
．
互

r
渋
川

抜
い
て
P
た
小
林
宮
薬
中
）
の
間
で
◇
佃
人
戦

名
れ
た
が
、
互
い
に
極
め
て
梵
か
な

一
位
宙
I
l
l
訳
間
面
ほ
匹
中
）

ー 2
 

0
直

（

出

川

85名）

眉
小
川
広
則
（
前
ぽ
躙
）

二
位
高
ぽ
利
叫

(
t
1
鰻
庫
）

一后
二
れ
竺
岱
＾
（
紺
轟
）

＊

紺

邸

瓜

(flJ讃
）

0
重
駄
級

優

靡

森

均

二
位
大
沢
何
大

三

位

漿

一

店

•
福
吊
身

全

国

高

校

大

会

県

予

選

第
25
皿
訂
馬
怪
曲
苓
侶
屯
岨
攀
て
も
い
つ
も
の
年
の
ペ
ス
ト
8
ク
ラ
ス

雙

含

蕊

計

翁

＂

桜

発

哭

会

か

。

関

＊

大

会

に

お

い

工

盆

か

品

（

宵

英

）

嵯

追

は

団

屈

兵

n-―
ー
百
．
饂
埠
六
校
の

2
二

拉

ゑ

追

姦

け

ら

（

前

篇

）

命

兵

11ニ
iLu
に

そ

れ

ぞ

れ

艮

れ

名

っ

た

の

が

よ

い

冽

硲

崎

暉

、

（

臭

二

）

掘
に
わ
い
て
行
っ
卜
P

既
空
は
ま
と
り
は
よ
い
が
ス
ケ
ー

（利
糾
商
）

定
時
制
、
通
信
制

tiば・ン
ー
ド
罰
が
懇
だ
＂
ル
の
面
面
翌
り
蘇
努
っ
て
い
る

。

贔
み
、
前
ぽ
暉
が
決
勝
罪
で
硲
崎
商
前
ほ
暉
は
全
国
＊
会
で
は
想
苓
苫
咽

を
~・:;ri 
:

の

袋

義

？

―免

覇

が

弧

い

ら

れ

よ

う

。

全

国

大

会

予

選

曲

め

の

ド

2汎
し

た

“

憫

人

戟

は

篇

職

巽

阿

念

は

＇

茨

祐

坦

睛

副

・
通

軽
・
小
植
と
も
腐
雌
が
と
っ
た
の
醤
瀾

2
1
2

高

崎

醗

且

應

含

予

這

は

六

n
干

は
名
諏
で
あ
る
“

案
の
小
川
が
シ
ー
小
川
広
則
優
勢
＂
ち

0
ぷ
ほ
利
叫
n
と
七
＂
士
―
~
"
の
両
r
l
g武
道
郎

ド
現
盆
っ
て
厖
し
た
の
は
U
頃

お

蘭

0
唇
鰈
＂
＊
間
で
間
か
れ
た
。
焚
＂
に
は

土

n
k

層
岳
の
差
で
あ
そ
フ
。

昂
謳
雀
薫
優
翌
閉

9
ロ
~
豊
人
が
参
加
し
、K
陪
今
竪
騒
に

は

い

つ

も

多

ら

両

ぷ

翠

い

と

な

神

喜

0
森

刈

"Lli＊
淳

選

ば

れ

な

足
が
甚
癸
沢
景
が
頭
一
っ
抜

"llJャニ
引

き

分

け

努

忽

一

位

哨

令

竺

前

暉

）

屈
ク
壱
で
あ
る
。
醤

一

年

の

小

I

l

l

人

戟

豆

伐

買

竺

鎌

岡

）

枯
が
ベ
ス
ト
8
人
り
し
た
の
は
将
米
が
◇
れ
凩
磁
P

出
鳩
S
名
）

三

位

閲

正

竺

沼

m)

稟
し
み
で
あ
る
。

優

謄

稲

9
二

（前
は
・
M
)
匹
位
ド
・平
英
人

（高

エ

）

且
琴
年
は
各
ほ
と
も
歪
m
で

一

i

位

w
w
透

(

*

)

盈

“
I
l
l
灸

（小
之
条
）

ふ
だ
ん
の
年
か
ら
み
る
と
か
な
り
ダ
ウ
．
示
~
翡
功
（
沼

m
)

五
位
登
竺
太

H
I
)
胃

ン
し
て
い
る
。
柑
し
伍
磁
鵡
に
し
＊
ぶ
靡
雄

（打
英
）
七
位

"
c
l
竺
郎
枯
）
•

i

位

小

体

蜘
I
0
m
薬

出

w位
小
”
澤
弘

（池
田
中
｝

昭
和
南
中
学
（
利
根
）
が
優
勝

個

人

は

古

川

・

小

林

匹

位

薗

和

之

（

池

m
出

五
位

FH村
嗣
坪
（
伊
行
ほ
中
）

六
位
桜
井
基
（
．
玉
喜
）

県
下
中
学
総
体

醤

エ
中

万
埠
中

館
林
二
中

芯
山
中
闇
蘊
岡
凶
中

硲
鰭
一
中

＊

川

茶

沼
HI
中

ィ
持
中

給
中
北
中

安

fifi

笠

想

中

い
な
こ
の
A
た
ら
に
つ
い
て
は
ま
た

唇
を
改
め
て
記
し
た
い
e

こ
の
中
の

払
が
柔
道
に
鑽
っ
て
六
十
裔
｀
既
治
五
郎
先
器
乱
の
沿
だ
ば
で

一
人
、
下
郷
の
羽
鳥
酋
郎
先
生
は
．

品
念
き
て
．
今
な
お
渥
で
き
々
揚
唇
米
て
い
た
が
．
友
人
絨
庫
叫
柏
＂
ハ
年
生
れ
．
以
窟
の
遺
馨
隈

ず
．
梼
＾
嘉
寒
ャ
前
に
＇
二
了
だ
し
氏
な
の

i

釜
に
あ
た
る
ア
魯
＇
》
存
長

l

氏
の
伯
父
で
．
直
E
盪

で

の

念

し

専

り

で

あ

る

。

で

磁

亨

届

れ

令

そ

の

蘭

芸

翡

1

1

1

と

可

h
れ
た
横
山
梨
郎
生

こ
の
2
編
櫂
か
ら

r
一言
J

レ
由
に
↓
ぶ
笈
＂
が
皿
ア
ヽ
．
わ
令
い
で
き
の
奇
と
な
り
．
後
に
干
“
戻

L
の
軟

わ
れ
て
杏
い
て
み
た
が
倉
り
に
も
m●
い
な
か
っ
た
の
が
器
に
残
念
だ
っ
な
芹
碕
郎
派
で
．
元
総
で
届

患
”
多
す
ぎ
る
の
で
．
ほ
ん
の
一
郎
た
覇
が
柔
道
と
代
り
｀
こ
の
地
か
ら
軟
師
を
し
て
い
た
。
た
ま
含
冨
繁

＂
い
い
g
l
l
v
•

父
"
“
"
＂
“
い
"
-
"
”
"
＂
い
"

母
は
腐
魯
わ
せ
れ
ば
丈
夫
に
な
る
も
そ
の
一
人
た
。
浪
川
巾
並
＊
町
で
近
殿
証
内
が
贈
ら
れ
ん
と
い
う
人
。

だ
ろ
う
点
ヮ
え
．
古
因
占
』
、
友
郷
の
廿
少
年
の
指
導
を
し
て
お
ら
れ
た
光
四
郎
先
生
が
元
気
た
っ
た
書
生
時

会
人
で
渋
I
l
l
i
i
i
阿
久

mの
荒
＊
霞
斯
柑

"ttの
代

、

今

の

文

偉

復

の

嚢

長

兵

盟

蒻

道

W
弱

嬰

，一

俗

屈
ヶ
原
が
あ
っ

均
に
入
門
し
た
。
友
人
は
竹
逢
閤
ゃ
政
と
い
う
人

め
T
し
ま
っ
た
が
｀
私
一
人
は
＂
年
に
に
飛
切
り
の

＇

i

た。

"
E
5

得
ら
れ
て
通
っ

4
。

峙

は

明

匹

＋

術

径

ぼ

9
,

．

っ
て
紺
り
道

匹
岳
苔
。
そ
の
樽
呑
通
い
紐
窯
し
れ
た
と
い
う
C

.

mt)人
風
の

品
疇
t
凰
」
く
ら
い
の
J
J
が
そ
の
係
幕

茫

｀
ー

な

g-Aに

身
に
つ
い
た
と
屏
で
111
●
い
｀
ま
た
七
氏
は
翌
じ

J
9

“
そ
わ
れ
て

腐
9

蒔
．
も
う
r
H巴
の
隠
て
お
り
既
で
あ
る
。
紺
馘
稔
袷~
菰
と
な
り
、
誼
ら
は
俎
“
女
岱
2
`

は
あ
ろ
§
と
白
分
を
励
ま

k`
が
伝
飯
塚
武
七
偽
醤
字
岱
村
北
牧
）
立
向
っ
た
“
こ
と
ご
と
く
投
げ
と
ば
し

贔
け
な
品
の
告
製
は
今
品
の
孟
に
は
忍
生
羅
は
馘
先
生
が
祖
“
を
取
り
あ
げ
た
。
誼
・

2
極
[fRし

っ
て
表
は
肘
ま
で
．
下
ば
き
は
堕
ぃ
て
む

1
万
村
王
に
そ
の
碑
が
あ
る
た
の
で
別
羞
し
た
。
後
で
烈
分
な

ま
で
で
あ
っ
王
み
み
れ
ば
お
か
し
い
芸
人
門
し
た
窃
賛
五
郎
生
は
る
も
の
は
そ
の
立
漏
さ
に
鵞
い
て
か
．

惰
＂
で
あ

2
cょ
う
。
私
の
戟
が
痛
士
営
―耳
（

一
八
五
六
）
士
石
．
山
ユ

r.,の囚
"
[
は
あ
な
た
の
物
で
す
か
ら

か
ろ
う
と
、
袖
公
に
駿
下
ズ
ポ
ン
で
当
先
生
と
同
じ
く
．
蘭
郡
綿
打
打
の
硲
伯
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ぢ
ぞ
＂
収

蒻
に
代
か
え
了
‘
れ
た
の
で
．
友
1
1
1
駁
五
郎
先
生
の
門
人
で
、
後
に
浪
川
っ
予
さ
い
。
」

と

し

し

．
’^

人
誌
＂
ん
な
珍
し
い
名
っ
た
。
私
も
に
て

B
朱
霜
斯
流
＃
指
導
し
．
そ
の
門
も
っ
て
そ
の
紐
刀
が
東
＂
生

川
の
家
に

体
み
休
み
紐
け
て
少
し
お
も
し
ろ
く
な
下
と
し
て
如
導
蜘
士
に
な
ら
れ
た
OOU
あ
る
“
講
撲
郎
長
か
ら
命
を
妥
＂
、
他

そ

き
た
頃

；

紺^
閃
＂
．
篇
秀
郎
先
生
・

2
嶺
ク
韮
人
が
沢
1
1
1
M
に
て
器
笞
止
．
広
砿
本
部
粒
収

と
な
り

辺

の

人

口

未

だ

解

ら

ず

関

伯

太

郎

§
名
の
ひ
品
象
斑
の
ン
は
級
れ
て
．
臀
に
は
引
年
の
紺
屈
呑
え
の
統
去
の
も
と
覇

登

五

し

て

み

ま

せ

ん

か

」

の

1
の
中
で
訳
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
挫

r仁
阻
―
品
勧
し
た
柔
道
軟
奎

とい・

2
Hャ
ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

で

始

ま

す

ね

。

の

少

年

過

ご

キ

＂

力

さ

ま

で

し

た

。

っ
た
腐
の
登
根
は
．
裟
部
そ
フ
言
え
ば
音
問
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。
五
十
八

91人
（
れ
苓
6
0
A
)
:
亙
細
12

贔
し
て
．
総
勢
”
人
の
哲
習
を
年
の
訂
＂
団
罪
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば

A
苔

勢

5
人
）
．
一
般
泊
42人
出
し
た
斬
町
母
悔
蛮
の
今
辻
旧
雄
さ
ろ
う
せ
。
な
わ
．
紐
瞭
少
這
を
み

（
摺
薯
74人
）
品
薯
の
お
g
ん
の
ご
業
労
↓
ぷ
行
辛
。
鯨
町
の
少
て
下
さ
っ
た
指
這
令
の
奇
さ
ん
｀
各

況
で
し
た
“

饂．
W
悩

暑

中

稽

古

を

終

っ

て

地

の

柔

視

盈

はg
ん
のr
ー
占
閲
闇
旧
回
＂
桜
二
[
〗

-f
i
"
]

こと．

2
町

ゃ

が

ん

ば

っ

て

い

倦
計
そ
し
て
民
屈
匪
＂
ゃ
甘
楽
年
た
ち
は

r償
ら
の
先
生
は
ほ
ん
と
う
る
先
生
が
た
の
ご
苔
忍
祐
感
い
た

珊
＇
仁
田
町
な
ど

30キ
ロ
も
40
キ
ロ
に
立
派
な
序
で
す
。
」
と
尉
東
弧
っ
し
ま
し
な
紺
先
生
の
献
勾
的
な
ご

房
を
通
っ
て
き
て
く
れ
ん
チ
て
払
に
収
え
て
く
れ
ま
し
な
楕
古
憧
刃
刀
が
五
十
八
年
に
間
花
さ
れ
ま
す

ピ
ッ
ィ
存
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
ご
武
道
郎
を
誉
叫
必
ら
す
先
生
が
た
ょ
泊
っ
て
や
み
ま
せ

A
贔
後
に

雰
さ
ま
で
し
た
。
夜
の
八
峙
か
ら
に

rあ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
惰
動
賞
の
万
＂
翌

．
い
ろ
い
ろ
私
ど

大
『
ま
で
と
い
う
峙
間
帯
だ
っ
た
の
よ
う
な
ら
」
と
立
派
な
あ
い
さ
つ
が
も
の
不
王
杯
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
詑

で
、
ほ
と
ん
ど
の
チ
ピ
ッ
子
柔
辺
マ
で
き
た
篠
名
町
の
チ
ピ
ッ
子
た
気
＊
び
巾
し
占
＂
ま
す

。

に
中
4
っ
た
人
ん
も
多
く
あ
る
。
肝
＂
曽
轡
里
神
宮

E
関
入
沢
穴
之

Atの
も
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

に

醤

良

斉

藤

禁

爵

中

羹

浪
I
l
l
£
捐
究
所
を
設
立
し
た
石
比
罰
幸
ム
沢
敏
彦
山
口
利
彦

坂
鼠
先
出
窪
’
名
I

小
a
f
小ム
3

渋
lll

友
桔
覧
生
石
ほ
．
硲
ぽ
．
小
此
＊
｀
斃
崎
和
店

lllHI
の
各
心
た
エ
カ
の
こ
レ
r5絆
＇
て
は
下
仁

ltl

い
ず
れ
に
し
て
最
後
に
払
の
修
菜
吟
代
ホ
布
広
起
翡
晃
双
伸
内
暉
沿
光

のそ
．』と
舌
も
う

一
言
甲
し
＃
ま
す
。

一
示
毀
＂
木
和
彦
金
井
季
町
情

肖

『

明

我

卜

小

学

校

に

わ

い

葱

森

届

」

近

lu比
広
ぶ
憤

て
郎
の
見
会
が
あ
り
．
利
恨
郡
悦
賽
伸

学
の
""1
ル
庫

一
郎
4
段
と
私
と
が
形
を
江
崎

演
じ
ま
し
令
薫
事
＇
げ
と
府
の
形
を
肥
山
広
和
飯
”
醗
守
沢
保
火

終
了
し
た
と
た
ん
笛
田
・
く
な
り
、
上
州
群
馬

名
の
を
ぃ
縦
翠
、
翌
の
農
玄
が
内
山
切

火
“
に
な
り

1
第

一

よ

が

柔

道

“

o

＿
鮫
の
翻

の
ま
ま
駆
け
つ
け
．
酋
．
昧
州
閲
醤

雰

巽

．

衷

隠

を

泡

え

る

中

か

喀

等

臨

国

紗

元

一

ら
せ
る
ま
ず
か
つ
ぎ
出
し
た
が
｀
出
地
情
訳
光
媒
狩
”
ュ

e囚
止
田
石

の
祖
m予
が
大
ホ
埠
に
よ
宕
み
け
る
倉
只
奉
角
山
次
大
北
爪
広
司
北

の
因
く
て
閉
い
し
工
咆
＂
よ
っ
と
し
沢
武
広
干
鳩
始
郎
水
紺
松
玄
”

た
ら
．
岡
り
が
桑
畑
の
高
刈
り
索
い
火
貨
ボ
勧
卿
谷
聘
之
池
田
追

上
棺
M
に
）
で
逃
げ
ら
れ
ず
．
＊
贔
関
伽
紐
高
山
叫
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人
口
は
一

＊
約
奎
藤
〇
斉
藤
正
u

北
沢
武
広
＊

佐
暉
隣

9
森
均
讚
匹
力
固
•
万
人
と
い
う

。
こ
の
数
字
は
多
い
と
も

松
井
俊

一

閲

盈

0

．

問

爾

・

欝

利

込

＊

引
”
I
t
命
奨
少
い
と
も
と
れ
る
。
し
か
し
｀
ふ
や
す

干
明
一
雄
引
分
け

•
O

閲
巣
装
汗
負
汲
げ
閲
俣
雄
〇
瓜
沢
和
山
け
さ
固
め
小
池
喜
郎
こ
と
は
可
能
な
紘
＊
だ
。
ま
た
、
質
｀

態塞
――
隊
1

1

罰

唇

・

引

召

＂

盟

昇

・

煤

け

飯

塚

進

量

と

も

に

伸

し

て

い

く

の

が

斯

辺

に

関

梨

二
郎

＿＊
符

0
島
ltl芳
一

主

許

党

引

分

け

策
訳
摩
弘

0
佐
輝
久
邸
内
股
浅
兄
晃
っ
て
き
た
名
の
つ
と
め
だ
。
こ
れ
は
国
i

0
ホ
P

弘

峯

耀

ゥ

上

ぬ

竺

引

分

け

佐

藤

伯

津

体

以

前

の

基

本

的

な

課

題

た

。

井
溝

高
崎
市

まごころこめて作る老舗の味

甘い
ごあいさつに

三和 のお
． メガネ

を
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(1)第 15号 ぐ ん ま 柔 道 昭和50年12H2OH

嘉
納
師
範
遣
馴

柔
道
は
心
身
の
力
を
最
も

li効
に
使
用
す
る
道
で
あ

る
そ
の
修
婁
は
攻
撃
防
禦

の
練
冒
に
由
っ
て
身
作
精

神
を
鐵
鰊
修
業
し
翫
道
の

神
随
を
体
得
す
る
事
で
あ

る
さ
う
し
て
是
に
よ
っ

て
己
を
撼
益
す
る
が
柔
道

修
業
の
究
立
の
目
的
で
あ

る

． 

群馬虹柔道述盟

閲n 飢五郎
編島塞

勢多郡富士兄村峙沢臼6

''i井礼次郎
027288 ・ 3117 

絡行所
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屯話

三 叶

H
鉄、

3
1
2
 

l
I
l
 

3
1
2
 滋

Ill
（
代
表
覗
）

安
中

輝
岡
館
枯
（
代
素
殿
）

桐
gI

東
京
三
洋
を
下
す

二
部
は
関
口
病
院
（
渋
川
）

個
人
は
大
前
、
池
田
、

二

位

稟

醤

漏

畜

三
位
繹
靡
拿

0
捻
”
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

準墨蘊
B

鯰

ニ

ー
ニ
富
沢
聾
窟
外
科

（
代
壺
費
で
贔
の
輝
ち
）

決贋
日

鉄

ニ

ー

0
墜

邑

浮

0
団
体
二
郎
予
遺
リ
ー
グ

◇
敢
闘
賞

一郎喜
正
和
（
東
吝
＿
澤
）

墨
順
次
（
富
沢
整
鬱
外
科
）

井
壺
愕
（
柏
井
建
m
)

；

席

紺

ヵ

）

一

干
町
一
夫

（
贔
ヵ
＇
テ
ン
オ
ー

ル）

阿
左
兒
蒻
己
（
森
隋
業
）

斎
藤

i

第
二
回
県
下
醤
団
柔
道
大
会
は
十
一
円
呈
貞
懸
武
道
館
で
閏
か
れ
な
i

i

i

占

識

悉

の

部

一

昨
年
の
第
一
回
は
五
人一
チー
ム
の
団
体
戟
だ
け
だ
っ
た
が
｀
今
年
か
ら

～
一醤
輝
正
U

滋
川
•
閲
1
1
“
m

彗
l

人
ー
チ
ー
ム
の
団
体
戦
と
年
齢
塑
暦
縁
の
偏
人
戦
が
加
わ
っ
た
。

-
二
em111彰
男
車
喜
二
洋

i
 

一
郎
百
悶
扉
の
棗
―

-9
＾

プ

ロ

ッ

ク

ー

-l
倍

n嬰
界

猿

伊

勢

崎

11鉄
カ

ー

テ

ン

オ

ー

ル

が

臀

認

籍

。

一

位

閲

m

惰

外

科

綱

院

・

闊

紺

・

塁

馨

桐

生

忌

甚

“

り

閲

！

―

二

開

“:iの郎

IllZ
が

揖

ヤ

希

憫

人

戦

は

二

二

歳

二

位

呵

且

電

気

一

糟

一点

一
位
地
m
道
襖
塁
躙
工
藁
前
は

腐
で
ぱ
衰
襲
殿
が
覇
蘊
＜
・
-
―
-
三
位
ぎ
lJ
ン
ピ
ー
9
高

亨

蝸

二

饂

器

一

キ

リ

ン

ピ

ー

9

日

土
U
羞

で

は

薗

呑

緊

胃

屡

0
輝
二
点

三
饂

巖

正

亭

桜

辻

蒋

院

高

崎

雀
で
敗
っ
工
霞
し
た
。
岳
幽

B

プ
ロ
ッ
ク
•
高
饂
町
會
磁
罹

以
上
で
は
滋
器
房
眉
°
綱
段
者
一
位
閲E
臼
院
霰I
l
l
)

二
謄
四n
~
0
--
l十
歳
以
卜
の
部
．

の
壁
で
は
出
口
が
汀
界
を
し
の

i
-
l位
墜

廷

は

一

堕

一

点

―
―

整

＾

飢

寛

＊

前

高

崎

の

さ

え

で

匿

し

た

。

三

位

富

茉

三

洋

（

）

輝

K
滅

ーニ

箪

田

昇

口

勢

1
テ
ン
オ
ー
ル

屈
一
郎
で
は
墓
―
＿
罪
が
卦
の

一◇
蒻
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一

前
鱈

阻

委

饂

．

泊

＆

籍

で

は

一
円

蒻

言

絋

＊

武
rlJIUI品
電
れ
伊
勢
崎

引
き
分
け
ら
れ
．

二
連

蒻

の

そ

歴
i

醤

閲

ng
-1一桜
§

院

-.
9
墨

霞

墨

竺

洋

＊

泉

れ

令

贔

ヵ

ー
テ
ン
オ
ー
ル
は
角
閤
｀

一

（

代
衷
で
閲
口
の
靡
）
◇
塁
整
呂
郎

悶
の
法
政
＊

o
e
nン
ビ
の
ば
躍
が
浪
川
閏

u紺
陸
一
ー
0

叫
呈
還
竺

一
位
出
3
塁

・
東

塞

浮

＊

泉

唸

っ

た

。

窟

眉

9
科

切

院

も

傑

一

決

闘

二

絡

揮

稔

山

崎

慎

械

出
し
た
道
●
は
い
な
い
が
●
ー
ム
ワ
ー

一
絨
111閏

u悶

一
I
O
前
檎
閏
3

l

位
志
塚
義

一

日

竪

I
テ
ン
オ
ー
1

ク
の
よ
さ
で
，
＇
盪

i
-
◇

暉

人

戦

・

贔

正

＊

に
二
吋
二
の
代
表
戦
に
位
ち
―
l

ん
だ
奮

Illぶ
り
は
宮
詈
れ
る
。
二
笹
霞
B

の

一

一

閏
い
臼
院
（
浪
川
）
は
斎
藤

~殿
と
井

出
六
段
足
し
て
予
忽
ど
お
り
鐙
輝
し

た
。
牽
輝
＝
二
段
は
快
珂
で
団
体
戟
．
綱

人
と
も
全
騎
し
た
。
桜
井
｀
井
出
阿
六

段
．
在
登
類
の
ペ
テ
ラ
ン
の
活
庫

が
め
だ
っ
た

0
翡
一
郎
チ
這
＂
‘
ー
グ

l

＾
プ
D

ッ
ク

一
位

嚢

葎

ー

ー

藉

九

点

二
位
寓
沢
聾
界
科

一
堕
ハ点

忌

柏

軍

謹

一
甕
ハ
点

四
位

n迅
匹gn,i蝸

0
靡
二
点

B
プ
ロ
ッ
ク

一
位
日
鉄
カ
ー
テ
ン
＊
1
9
二
輝
六
点

一
靡
四
点

0”
二
点

写

真

上

段

は

一

部

、

下

段

は

二

部

優

罵

チ

ー

ム

-し

L
II"
ー

田
＂
柄

一

(n立
高
崎
一

二
郎戸
磁
正
饂
（
前
檎
閲
口
撃
昇
科
）

瓢
m
緬

一
（
キ
リ
ン
ピ
ー
ル
．）

高
＊
武
可

(PII星
電
気
）

井
出
贔
四
（
浪
川
閏
口
病
院
）

桜
弘
（
桜
井
攘
サ
院
）

市
川
彰
男
（
東
宴
＿
洋
）

翌
―
l
i

皿
i

県
民
作
t
"
＊
会

"i↓
'
口

二

n．
は
武
道
館
に
お
い
て
＂
わ
れ
た
。

市
の
OOで
は
前
繍
が
＿＿＿
籠
｀
郡
の
部

で
は
今
年
も
利
損
が
袖
く
十
一
追
輯
を

果
し
た
。
市
の
部
で
は
前
構
は
二
回
戦
に

一
対

一の
代
賓
戦
で
輯
つ
危
い
蝸
面
も
あ
っ

た
が
亀
そ
の
撞
ば
噸
綱
に
＂
ち
遣
み
優

請
し
た
。
郎
の
郎
で
は
利
恨
が
十
一
週

＂
し
た
が
今
年
は
饂

C
郡
も
弧
く
な
っ

て
お
り
．
隕
蒻
で
利
磁
は
甘
稟
に
高

望
翡
の
一
点
で
、
決
＂
で
は
阿
じ

く
高
ぽ
生
剣
椅
の

一
点
だ
け
で
優
し

た。
．9
』
-
み
螂
も
灯
綸
刹
磁
で
傘
え
て

お
り
、
ど
の
郡
が
い
つ
利
恨
の
這
謄
記

餞
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
げ
る
か
が
注
目
さ

れ
る
。

◇
市
の
郎
上
段
が
＂
ち

一
回
戦
浪
1
1
1
2
1
1

伊
勢
崎
l
1
1

*
m
 

二
回
載
前
檎
富
岡

警
察

冨

l
1
0
 

1
1
0
 

` ・ • 

沼
田
古
綺

郎
汲
請畠窃崎

3
1
1
 
爾田＂＇ 

蒻前
ほ

2
1
1

◇
郡
の
部

一
回
靱
＂山

2
1
2

北
群
馬
3
1
2

団
3
1
2

勢
多

二
旧
戟
利
恨
廿
稟
It宴
多
＂

準
決
請
利
恨
料
噂
脩利
儀

号
賽<

.
J
.
 

3
1
0
 

4
1
0
 

甘
躙

4
1
0
多

If

2
1
0
 伊
勢
“

太
田

二繹成績表(5人11)

I ー

3
 

一部成績豪{7人嗣l

3 
ー

‘.
 

*
m
 

高

鰭

簡

檎

,-

|

館
林

µ
—
網
生
沼

田

門

渋

川

伊
勢
崎

門

暉

岡

＊
凩

下
に

m

-＊
胡
JJl 

松
ル
出

廿

宴
と

小

寓

岡倫々
公
野
原

賽
T
七
回
の
腎
寒
一
紐
合
阿
柔
辺
＊

会
（
野
骨
蕃
鋲
＊
部
｀
群
馬
息

盪
主
庫
）
は
十
H
四

旦

羹

辺

館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

一
部
で
は
間

臼
が
七
年
連
笠
一
回
め
の
優
”
ご
一

部
で
は
料
齊
が
初
優
輝
し
た
。

屈
で
は
昨
年
衷
暉
＊
亭
藻
の
塚

a

（暉
岡
高
軟
）
と
年
輩
な
が
ら
中

ru
(

口
鉄
カ
ー
テ
ン
オ
ー
ル
）
の
間
が
め

だ
r
た
。
沼
田
は
5
迫
手
を
そ
ろ
え
な

．
 

が
ぢ
な
ぜ
伊
勢
崎
に
敗
れ
た
か
歪
•
議

名

，土
賽
庸
盆
動
力
は
匹
沢
で
あ

-
ゑ
決
謂
の
代
表
輯
で
裟
の
郎
の
同

岱
手
神
尾
を
敗
っ
た
宮
崎
の
意
地
も

賞
さ
れ
る
。
今
回
は
訊
答
に
よ
り
腎
．

察
寄
対
抗
は
中
止
し
た
．

0
全
輝
賞
受
賞

＊
ポ
均
野
口
成
人
（
前
）

高
饂
間
．
星
野
政
奉
酋

ru)

＊
甍
貰
（
伊
）
永
井
異
柏
（
宮
）

匹
沢
鍼
（
邑
鮨
需
輝
（
松
）

•
1
1
•
9
9
9
•
I
'
_

．
_
．
,
．
,
．
,
．
,
．
，
．
,
．
，
．
_
,
'
・

前
橋
、
利
根
が
優
勝
_
|
~

県
民
云
育
大
会

丁
ー
し

前
橋
、
吾
妻
が
優
勝

般
合
同
大
会

2
_
2
 

3
I
l
 

2
1
0
 

4
1
0
 斤’’9
n
 

北
畔
馬

群
馬
勢
多
（
内
吝
）

3
1
1
 饂

（内
を
―

篇山ru碓

•111•1•I-

ぶ
鰭

＇ ̀
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。
9
-

4
 

ー

。
s
 

鼻

ー
ー

3
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4
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第
23回
駐

盃

胡

企

嬰

含

十

一

H

｀

歪

百

．
羹
滋
鱚
品
い
て
行
わ
れ
た
。

ら

高
r

．．
ぃ

法
翡
は
切
め
て

iR"欝
の

K
武
一
高

斎

]
1
i
.
、

勝
醤
暉
と
で
争
れ
．
点
一
高
も
開

mし

-
9
.
 

．．
 

た
が
、
前
憤
躙
は
二
年
が
じ
ょ
う
ず
に
関

“i

一

需
氏
載
〗
●L
武一の
醤
苔
ふ
り
専
っ
た
。

上

．

9A
'．．

今

国

は

潤

倍

が

昂

象

ろ

え
、
あ
る

-̀
．．．ギ
ふ
．

夏

．

い
は
腐
暉
巌
る
か
と
の
戦
間
の
孟
想
も
あ

優
9

1
ヽ

ー

；

校

し＂

っ
た
が
．
醤
高
が
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
ク
ー
を
躙

‘、ヽ

．

ぃ・
カ

・

？位
1
-
E
.’
実
に
集
し
｀
二
対
一
で
敗
っ
た
。
し
か
し`

商

」

一

●一

下

・、

一
】
の
＂
闘
は
来

t問
題
の
一
戟
と
な
ろ
う
。

県

，＂

醤
高
は
一
年
の
峙
は
よ
く
て
も
学
年
が
道
む

＇4
、

に
つ
れ
て
尻
す
ぼ
み
に
な
っ
て
く
る
の
は
奇

橋
ぶ

ら

炉

醤
し
た
狐
濡
は
、
現
否

g
-
蒻

で

心
ぷ
・
r
そ
ろ
え
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

前

煎
紐
躙

輝
岡
工

煎

檎

顧

倉
閲

学
万
鳩
高
崎
工

・
綱
生
高

斯

ぶ

中

央
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仁

m

勢
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崎

玉

村

蹟
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饂

岡
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崎
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二

•
利
恨
躙

油
川
綱
靡
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・
間
檎
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＇
伊
勢
崎
束

’館
林

ー
富
岡

・
招
田
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'

利
鷹

U

内
”
樹

饂上＿
＊

泉
伊

勢

工

中
之
条
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冥
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崎
闊

.. 

細 野 骨 大 骨

前橋市南町3丁目 19-10
電話 0272・ 23 • 3355（代）

前橋市城束町 1-16-11
電話 0272 ・ 31 ・ 2476 

-57-



(2)第 15分 ぐ ん ま 柔 道 昭和50年12月20日

世界選手権大会の開会式風景

スパルタクスの面々 と

琶

I
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m
J
L
悶
偽
辺
g
F臭
＾
ほ
．
＋
＂g
↓'-
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l
-
i
4
'
J
l
"
"
に
オ
'
•
四
鯨

3
紐
惜

．

小
'
-i逍
で
・
ふ
平
一
逍
1

r
a
"
i-―
-M
叫
で
ソ
述
の
曲
牽
チ
璽
チ

a
0
H

本
も
こ
れ
か
ら

-
5

た
た
め
に
は
好
む

ス
ト
リ
ー
の
溢
ウ
イ
ー
ン
で
間
か
れ
た
。
そ
の
後
n
醤
籍
ハ
ン
ガ
が
入
賞
L
を
）
と
に
な
る
。
し
か
し
、
シ
i
l
J
届
麿
取
ら
れ
て
拉
＂
・
ら
れ
一

I
J
I
祐
醤
囲
に
付
さ
れ
て
馨
球
溶
し
て
き
た
F

-

』
の
間
這
免
団
の
問
な
＜
優
L
た

の

は

観

屈

名

r翡

り

を

』

を

取

ら

れ

た

。

固

内

の

か

か

わ

ら

f
)の
ポ

郎

量
級
だ
け
で
あ
ろ
う
。
藤
級
の
決
靡
喜
で
は

rI
＊

」

と

言

わ

れ

て

も

仕

り

入

れ

な

け

れ

ば

な

賛
と
し
て
行
動
嘉
に
し
て
き
た
の
で
品
111の
結
堡
籠
尊
・
る
。

這
暉
対
ノ
ピ

n
フ
ー
ソ
述
）
は
導
が
力
な
を
含
ぅ
．
し
か
し
そ
の
、
―

次し騰
薗

璽

圏

鵬

麗

饂

璽

一

ノ

ピ

n
フ
に
存
刈
り
で

r効
き

を

用

四

方

で

取

り

返

し

た

の

は

さ

す

が

一

ー

は

バ

ー

マ

，

圏

一

古

十

七

日

賽

羽

m

房
k
L
M
の
土
ハ
唸
叫
つ
い
に
彼
ら
の
私
“
を
二
杢
平
ら
れ
た
あ
と
ノ
ピ

n
フ
が
薗
で
あ
る
。
二
六
の
弊
篇
｀
対
ロ
レ
ン
一
ー
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鰭

キ
磯
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
英
雄
｀
ヘ
ー
シ
ン
し
い
も
の
は
聞
か
な
か
っ
た
。
珊
行
糧
的
に
な
り
攻
め
ヤ
r
注
応
』
を
取
ら
れ
ツ
（
東
独
）
戟
も
判
立
の
旗
は
紅
白
に

．

よ
り
決
定
し
た
と
い

忍
贔
各
わ
せ
た
。
彼
も
日
本
は
ど
ん
な
に
＂
か
に
賣
ん
で
も
攣
る
に
た
の
で
遮
饉
自
身
の
攻
め
に
よ
る
”
ち
分
れ
る
く
ら
い
の
員
の
載
い
だ
っ
た
．
一

お
阿
人
か
と
は
“
見
知
り
と
み
え
て
は
菖
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
這
B
霞
で
は
な
か
っ
た
。
黒
立
別
紐
螂
扁
C
ト

”
ゲ
ン
キ
？
”
な
ど
点
を
か
け
合
っ

一
手
な
ど
は
給
め
か
ら
続
り
ま
で
臀
通

且
"
"
”
g
"ロ
ロ
・
村
鵬
響
鵬
薗
闊
閾
鵬
躙

}

IJ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
闊
営
が
保
圭
g
-
る
二
姦
偉
し
」
で
あ
る
。
日
言
試
＾
＂

it裔
か

5て
い
く
と
脊
＂
心
と
し
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
低
い
位

ヽ

せ
ら
れ
た
相
手
だ
。
止
J
然
A
本
選
手
も
代
斑
し
て
大
試
合
に
饂
む
緊
輩
慮
も
訊
n
い
を
で
き
な
い
も
の
は
騎
ち
残
れ
な
訳
か
ら
背
m
い
に
は
い
れ
る
か
が
騎
敗

P
9
,

何
か
磁
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
只
い
も
ま
っ
た
＜
慮
じ
ら
れ
な
い
。
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
軽
い
級
の
守
が
を
決
す
る
汰
め

f
と
な
る
。

し
か
し
あ
い
さ
つ
の
あ
と
は
飼
の
“
も
な
す
ぺ
き
こ
と
は
全
て
し
て
し
ま
っ
た
背
”
い
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
粍
収
鼠
紐
以
上
の
日
＊
の
六
這
手
の

な
い
。
ヘ
ー
ン
シ
ク
氏
に
し
て
み
て
も
あ
と
の
心
の
3
宕
ぎ
で
あ
ろ
う
か
．
し
が
f

口
景
陣
で
も
匹
賃
い
を
で
羹
n
つ
も
う
ち
で
”
e
い
い
設
け
の
う
ま
さ
で
は
遠

阿
凪
も
の
釆
Elで
n
*
m
ぷ
せ
る
た
か
し
二
こ
で
も
私
の
予
瑯
は
は
ず
れ
て
の
と
で
き
な
い
者
で
は
＊
ち
が
い
で
あ
藤
が
一
番
だ
。
抽
に
も
背
”
い
を
す
る

ろ
う
し
｀
岱
も
話
せ
る
だ
ろ
う
。
＾
ァ
し
ま
っ
令
試
合
が
納
っ
た
あ
と
の
選
る
。
置
薩
漬
字
が
“
藷
し
た
の
も
背
“
[
逍
手
も
い
る
が
．
背
m
い
を
で
き
な
い

阿
m
u
t
送
憬
・憤
m
工
学
｀
も
聞
い
て
生
の
節
繹
々
な
こ
と
ば
は
怠
外
だ
っ
た
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
綱
袂
名
ほ
ど
r
蒻
ち
」
が
鵡
く
な
る
。
二
＊

み
よ
う
と
翌
た
がE
l＊
道
チ
に
気
が
r
試
合
の
こ
と
は
で
色
る
だ
け
弓
え
な
＂
で
北
訓
鮮
の
巨
満
バ
ク
（
ニ
メ
ー
ト
足
を
つ
い
て
名
て
い
る
外
国
の
臣
漢

~

ね
し
て
や
め
た
。

rわ
れ
わ
れ
は
R
本
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
話
を
す
れ
ば
す

9

＿
五

＿
五
0
キ
ロ
）
を
一
瞬
の
う
を
大
外
刈
り
や
内
よ
た
で
投
げ
る
の
は

aa

t

岱

繋

、

農

tit界
の
堕
名
の
烈
が
つ
ヽ
試
合
の
こ
と
に
な
る
の
で
、
必
死
に
ち
に
背
h
ぃ
函
:
た
°
パ
ク
に
こ
れ
た
ん
た
人
靡
し
く
な
2
`
I
J
よ
う
o
-i

＂いい賛
m
-ぃ
hr"[A[-Jり
"It"[＂』
i
J
i
n
-
[
i
h
n
"
且
"
,

ゲ
え
て
沈
郎
を
守
”
て
い
る
の
だ
ろ
う
一
か
り
を
身
え
て
い
た
5
と
い
う
の
が
彼
フ
に
判
追
輝
ら
し
た
の
も
導
暉
の
貨
の
鳩
＾
＂
は
．
メ
ー
ト
ル
九

0
セ
ン
チ
と
＋
H

＝+̂
uに
｀
ヽ
ン
ガ
リ
ー
の
プ
返
し
て
刊
定
開
ち
嘉
た
。

InIじ
く

llt

ー
私
は
そ
う
お
え
た
。
し
か
L
．
そ
れ
ら
の
説
191だ
2
i
a

i
い
を
腎
成
L
て
殿
が
閉
極
的
に
色
た

一
い
う
n
宇
＾
ば
な
れ
を
し
在
は
の
位
ダ
ペ
ス
ト
に
ぁ
●
ク
ル
チ
ャ
ノ
ク
麟
拉
硲
址
紐
二
位
の
廊
も
キ
シ
の
俄
に

姐
ら
な
か
元
め
と
で
用
に
皿

一

咎
の
帖
器
す
で
に
乱
で
帽
じ
た
め
で
あ
る
ぶ
器
震
沿
述
憤
し
て
ら
よ
Itか
ら
そ
れ
が
で
書
た
。
よ
し
嶋
で
行
わ
れ
た
馨
試
合
は
、
こ
の
同
会
い
と
う
と
う
引
分
け
た
。
阿
蘭

い

舌

8
と
誼
は
も
は
や
各
れ
で
は
ら
れ
た
と
わ
り
で
あ
る
。
パ
階
級
．
十
ヰ
”
た
。

r憤
は
鑓
沈
朦
で
北
剛
鮮
の

一
彼
の
人
外
刈
り
に
し
て
贔
さ
れ
て
危
で
行
な
わ
れ
る
切
め
て
の
日
＊
代
沢
這
匹
四
年
に
滋
111で
行
わ
れ
た
全
国
高
校

な
か

っ
た
五
が
い
心
の
対
象
外
タ
・

＿遣
↑
｀
切
日
の
罷
紐
は
一
位
と
パ
ク
を
貸
い
で
拉
げ
な
ら
救
わ
れ
な
い
出
面
も
M
阿
か
ク
た
。

屯
の
試
＾
11
で
．
前
人
気
も
ま
で
あ
総
体
の
鯛
人
優
覇
名
で
畔
＂
＃
｀
も
そ
の

た
の

”r"

-―i位
戟
昂
鼠
紐
は
二
位
U

一他
の

一

た
A
で
す
よ
。
も
し
あ
れ
が
な
け
れ
ば
傘
た
巴
設
け
も
背
角
い
に
次
い
で
｀
大
っ
た
。
二
文
収
客
の
E
3

霞
”
i
埠
に
名
は
な
じ
み
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
岱
中
の
こ
の

"rtさ
人
は
予
這
盈
坦

二
n
め
の
軽
中
鰍
債
腐
靡
載
で
の
判
定
19ら
に

観

素

は

ば

梵

砿

f
が
背
n
い
を
警
L

忠
ぃ
り
き
れ
な
い
人
が
さ
ら
に
一
平
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
レ
ペ
ル
は
ヨ
ー
ロ

ッ

は
ど
う
し
お
た
ろ
う
0fll
＿
ぐ
曲
i
化
級
は
二
名
と
も
．
―
-
i
m
o
小
棗
唇
一
位
納
掛
し
な
か
り
た
で
し
ょ
う
。
」
ャ
｀
“
T
暴
く
構
え
る
と
m
]
蒻
で
下
か
＾
合
い
た
と
い
う
。
人
蝸
料
は
約
三
百
パ
で
は
や
っ
名
の
郎
に
仲
皿
人
り
し

含
裂
愁
屡
知
り
あ
”
て
い
る
と
．
一
埓
蚊
紆

ilil級
．

曇

別

代

拭

級

で

閃

眉

．

巖

紐

で

ら

攻

め

る

“
そ
の
ま
ま
復
け
ら
れ
る
こ
円
：
全
試
＾

gテ
レ
ビ
で
収
鯰
し
｀
あ
た
と
こ
ろ
か
。
讐
は
あ
る
が
r
う
ま

は
ず
な
の
に

iス
テ
ル
ダ
ム
ま
で

一
紐
と
も

一
陪

一位
ぷ
M
六
所
紐
中

ー
情

が

＝函
闘
し
た
の
も
剪
な

n
-t
t．
滋
枝
に
引
込
む
馨
も
と
炉
一
雌
間
も
の
に
し
て
放
峡
す
る
と
き
で
は
＊
だ
し
の
緊
ぁ
屯
し
か

一
い
を
岱
”
て
い
た
か
ら
で
上
令
唇

i
ふ

る

ふ
・
紐
以
下
の
＂
中
の
遺
手
は
い

咬

。

し

な
が
ら
今
阿
の
Ilt界
遺
瓜
で
は

蒻
弁
唄
製
柏
崎
よ
り
、
輝
哲
代
n
い
と
巴
投
げ
裔
Illに
よ
り
騎
ら
滋
本
臀
の
う
ち
け
が
の
二
人
を
闊
n
本
の
二
宮
と
＂
咽

L
た
ペ
ト
ロ

Ẑ

厭
よ
り
も
低
い
傷
か
ら
の

R
い
を

ー
を

副

し

た

“

島

・文
で
延
で
公
＾
晏
け
っ
た
キ
ー
は
組
ん
で
す
ぐ
二
羹
外
で

r

圏
亭
汀
い
い
に
[
N
I
t
i
"ば
昇
7

＇

少

副

か

ら

k
9く
変
つ
が
い
、
一
れ
に
般
げ
る
ク
イ
ブ
の
比
し
て
粒
字
に
必
わ
れ
た
よ
う
な
＊
勝
で
ー
を
昔
魯
醤
闘
の
繹
蹟
討
撃
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
。
技
の
警
ら
が
r

塁
r布
藝
道
よ
り
、
が
む
し
ぐ
ら
に
碍
問
い
は
な
い
a
間
の
隣
這
予
櫨
窟
虻
も
し
て
く
れ
令
隣

ー
に

を

全

墨

扇

の

中

に

．

9

色
r
往
あ
り
」

.
'
I~

」
と
四
＿
r
ば
い
攻
め
ま
く
そ
片
証

Eも
つか絨
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で

．今
料
＝
二
位
村
も
戴
鬱
試
合
で
は
パ

i
n
l
l

内
村
の
l
l
t
i
と
悶
ぃ
っ
ば
い

篇

の

判

啓

な

っ
た
。
し
か
し
？

―
せ
．
fllFに
反
撃
の
チ
ャ
ン
そ

gぇ
墨
槃
は
パ
ル
ガ
と
の
試
＾
11
で
判
に
取
れ
ず
．
ぶ
込
み
足
の
r
効
駁
』
わ
た
り
あ
え
る
遺
手
が
．
果
し
て
い
る

醤
が
細
分
化
さ
れ
た
た
め
に
二
れ
を
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
信
の
力
が
庸
渚
失
っ
た
。
パ
ル
ガ
に
低
い
エ
行
の
判
蒻
ち
に
終
”
た
。
パ
ル
ガ
は
今
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
そ
れ
に
訊
お
く
れ

餃
い
こ
な
茅
也
竺
翡
り
』
に
L

ら
を
お
さ
め
や
す
い
わ
け
だ
。

R
で
攻
め
続
け
ら
れ
．
反
撃
の
チ
ャ
旧
の
慢
界
這
予
櫂
で
＊
畜
判
L
だ
い
で
．
晉
ず
に
立
ち
向
え
る
登
が
い
る
だ
ろ
う

て

よ

い

場

血

な

の

に

r

塁

§

一

こ

の

翌

に

よ

っ

玉

翌
j

れ
か
ン
ス
を
つ
か
め
な
い
で
い
る
う
ち
に
「
は
無
蒙
別
紐
で
三
位
に
な
れ
る
と
こ
ろ
か
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
r
め
く
ら
蛇
に
怖

一
し
た
ケ
ー
ス
も
い
く
つ
か
あ
っ
令
ど
ら
は
大
き
く
変
ぅ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ぃ

指

導
」
の
反
悶
↓
え
ら
れ
．
雌
皿
が
乞
た
。

じ
ず
」
で
戦
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

う
し
て
も
ぷ
い
判
啓
名
が
ら
な
わ
ゆ
る
翡
ら
L
ぃ
怠
は
だ
ん
だ
ん
納

t
[．た
。
靴
界
遺
1
心
gtit

秤
負
い
投
げ
を
＂
”
て
い
る
遠
齋
披
ら
は
贔
の
歓
衆
の
前
と
は
い
い

甜
t
『指
導
J
.

r

屋

．

r

磨
應
．
小
矛
を
t
“
ポ
イ
ン
ト
盤
蘭
と
い
う
前
命
悶
焙
：
は
さ
す
が
品
＜
．
ベ
ト
ロ
つ
柔
キ
ー
な
が
ら
．
隣
の
ト
ッ
プ
レ
ペ
ル
に
戟

原
"
」
.

『IX血
HIt」
に
分
れ
．

i

公
摂
に
な

・
て
い
く
こ
と
は
必
至
の
な
し
と
げ
た
雌
m
の
試
＂
も
．
し
か
”
の
を
邸
砂
．
パ
ル
ガ
を
m
紗
で
あ

”
さ
り
然
と
暉
い
ら
祉
み
、
あ
わ
よ
く
ば

9

IL砂
姦
め
ず
に
い
る
と
た
ち
ま
ら
U

ょ
う
だ
“
M
年
か
後
に
社
か
つ
い
た
悶
試
＾
＂
中

Ii分
匹
六
砂
ま
で
は
「
効
出
』
し
と
め
令
満
埠
の
翫
痕
品
の
羮
技
て
や
ろ
う
と
い
う
鯰
る
』
み
が
あ
っ
た
“

＿
嬰
と
ら
れ
て
L
ま
う
“
こ
の
仕
だ
に
は
随
分
元
迅
』
と
は
隔
乞
た
も
嘉
ら
れ
石
＂
て
い
た
が

．
贔
後
に
に
す

”
か
り
懸
ー
さ
れ
．
割
れ
ん
ば
か
う
つ
ぼ
っ
た
る
斯
真
m
の
士
れ
で
あ
る
。

ー
と
じ

ぅ
く
り
構
え
て
+
ャ
ン
ス
を
う
か
の
に
な
ぅ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
よ
う
や
く
仔
れ
い
で
r
“
効
」

を
取
り
り
の
＊
か
”
さ
い
だ
り

た

。

（

＝

一

醐

へ

紐

く

）

還薦遍手とパク遍手の試合

う
こ
と
だ
が
．
二
の
寒
に
火
力
を
も
ッ

て
抗
illす
る
に
は
．
も
は
や
日
本
と
匹

欧
の
柔
道
の
実
力
の
槃
は
攘
近
L

を

て
い
る
。
口
示
が
賽

'z8底
中
量
級
．

軽
重
拭
紐
は
今
ま
で
は
｀

El本
に
と
っ

て
は
同
身
の
あ
る
”
紐
だ
2

た
。
歎
界

這
F
櫂
で
ク
イ
ト
ル
を
失
：
た
の
は
、

も
ち
ろ
ん
仝
回
が
初
め
て
だ
。

＾
曲
の
全
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
辺
つ

54.

某
1
・
フ
ニ
レ
ン
ツ
．

n
ラ
ー
ル

・

フ
ニ
レ
ン
ツ
、
サ
ポ
ー・

ミ
ハ
ー
イ
．

バ
ル
ガ

・
イ
ム
レ
の
四
人
が
ス
パ
ル
ク

ク
ス
薩
ク
ラ
プ
に
属
し
｀
ー
昨
年
夏

畔

掛

醤

述

の

招

翠

脊
L
．

開

館
、
覆
庁
で
榛
口
し
た
あ
と
、
群
馬

の
各
雄
で
も
父

g
Aて
い
っ
た
。

そ
の
峙
の
念
悶
と
の
試
合
は
五
人
で

＝
藷
一
敗
一

引
分
＂
で
群
馬
が
綿
っ
た

．

ス
パ
ル
ク
ク
ス
チ
ー
ム
は
今
夏
も
攣
B

し
、
一
咋
年
訊
様
じ
ゅ
各
に
欝
を

＂
＾
で
帰
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
偉
化
に
は
群
馬
も
一
区
"
2
J

い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四
者
の
力
間
係
は

今
は
と
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
．

こ
の
二
年
間
の
う
ち
に
．
間
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
、
拷
阪
し
て
ス
パ
ル
ク
ク
ス

（
ス
パ
ル
ク
ク
ス
柑
岨
ク
ラ
ブ
は
ハ
ン

ガ
リ
ー
“
曲
の
ク
―
乙
プ
）
妥
力
は
斑

全
に
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。
焦
名
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
が
ど
う
し
て
こ
れ
だ
け
力
を

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

群
馬
は
少
な
く
と
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
よ
り

焦
ま
れ
た
讐
覆
に
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
昂
が
つ

..̀‘" 

各 種
くみあい配合飼料

（みあい化成肥料
製

⑤印の優秀品で郷土に奉仕する

造 ． ----・ ■iiii:71ft11 
•n直．．、直
■ 

関東化成工業株式会社
R
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第
-
—干
回
の
歴
g
"
大
会
は
古n
二
士
貸
七
、
八
日
に
三
煎
県
名
弧
．

信
体
嘉
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
本
県
胃
眉
し
た
が
少
年
、
贅
一

一とも一
阿
戦
で
敗
退
．

i
般
は
躙
東
が
袢
戦
昨
年
同
様
三
回
戟
ま
で
輝
ら
道

丁

イ

ト

の

唇

m

(

．

^

‘

年

も

打

＆

れ

な

か

っ

た

。

一

少

年

の

R

l

l

i

回

緯

一

3

魯

義

一

引

分

け

3

柏

崎

査

冒
”

°

_

2

大

分

の

閾

慕

呉

背

負

拉

げ

2

譴

田

茂

実

切
＾
＇
成
克
之
引
分
け
2

奈
須
博
嘩

4
原
沢
武

2
ぷ
9fijnII崩
上
堕
“
屎
凄
利
盟
5
.
3
星
野
政
亨

2

毯

権

敬

内

股

②
瓜
石
剛
K

4
町
田
係
則

軟

の

郎

一回
戦

不
戟
＂

一
回
戦

二
回
煎問

4
暉
井
屯

4
m
m
i
E叫

5
佐
暉
引
夫

i
紐
の
郎

.
Iい
：
＂原群
馬 巳

0
1
3
 

• 

般
は
三
回
戦
に
進
出

少
年
、
教
員
の
部
は

品
“
功
悦

4
大
崎
棄
jTJ

4
千
葉
正
宏

•一
回
で
敗
退

ー

ー

2

東
北
柔
道
に
内
容
負
け

対
東
北
柔
専
親
善
試
合

野

馬

愛

知

3
糸
井
輯
ー
引
分
け
2
今
松
界

爾
東
正
夫
曇
勢
”
ら
4
小
松
誠
饂

贔

沢

武

引

分

け

4
位
If正
弘

3

鼻

政

寧

匿

籍

ゑ

潔

材

之

4
町

田

煤

則

内

殷

⑤

旧

唇

羹

裟

の

郎

畠

羹

墨

該

r
少
年
の
郎
の
遵
子
は
積
揺
的
に
よ

く
攻
め
た
が
若
干
力
が
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
作
m
別
に
な
っ
た
の
で
今
ま
で

閲

上

位

人

賞

し

て

い

た

訊

が

意

外

に

嶽

い

3
糸
井
義
一
引
分
け•
3
山
崎
叩
夫
ま
せ
ん
で
し
た
。
賛
は
過
去
に
国
体

大

分

◎

瀾

帯

夫

璽

籍

ち

2

賽

窟

ー一
扁
催
し
て
塁
し
た
と
こ
ろ
が
や
は

合
せ
往
窟
m
次
光
一

4
暉
沢
武
引
分
け
3
今
井
学
り
森
魯
め
て
い
ま
す
。
」

払
い
爬
⑤
賽
gi
3
晟
野
政
苧
•
4

梵
和
彦
一
紐
の
郎
松
本
登
郎
翫
茸
紐

．

箭

阿

4
町
Fll翡
蜃

籍

『

の

蘭

菱

＾

ー

『

遺

手

は

存

て

る

力

魯

L
g
っ

岱

輯

て

よ

く

が

ん

ば

2`
く
れ
な
軽
い
ク

-8巖
夭

優

霞

ら

闊

葵

一
ラ
ス
は
全
国
的
に
号
て

K
i―

a-
lm戟

]
1
0

沢
干

.‘亀
．． 
‘
‘
亀
●
島
｀
．． 
『
●
'
~

．．． 
亀
~
贔
'
‘
亀
．
｀

．
．
．
．
．
．
 

、．．．． 
‘
a
 ..
.
 

'

●
鳥
ヽ
・

"

t
"
~
~

！
“

引
分
け
.. ． 1

1
1
 
高
知

慰し本学が含鳥優覇
0．ユ． ー一―---- ＊, ＿．--旦＿ ＿ ， 

• :必tl1E竺．竺竺竺」

群

馬

県

立

盲

学

校

が

優

勝

い

.li-

＊
や
対
抗
柔

這
繊
＊
＊
会

関
東
盲
学
校
柔
道
大
会

哭

回

関

東

欝

暴

ぽ

酋

人

会

岳

．Illし
て
い
た
。

裔
山

PJl)-

は

+
-H
-

十
四
R
｀
午

は
土

＂
十
六

U
に

関

東

整

の

襄

畔

9
墨
取
慇
＂
佐
太
郎
孜
綸

梵
n
が
参
し
て
県
武
道
に
お
い
て
謡
r
全
盲
．
と

く

に

生

脊

に

i

E

躍

な

前

十

峙

よ

り

間
償
さ
れ
た
。

動

作

を

紋

え

る

こ

と

は

た

い

へ

ん

困

攣

蹂

武

這

館

に

生
の
問
作
リ
ー
グ
輯
で
は
｀
池
「
ん
な
こ
と
で
す
。
＾
貨
今
は
幼
児
期
の
運

•

お
い
て
闊
償

の
肝
投
翌
慕
校
が
匹
戦
全
闘
し
て
動
．
小
址
に
よ
っ
た
り
、
他
人
の
動
作
を
さ
れ
た
。
参

＂
し
な
孟
は
躙
人
戦
で

王
八
這
兄
て
ま
ね
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
"
b
l
lは
北
関
東
の
五
因
公
立
大
学
で
、
各

g
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戟
で
伸
寮
1
1
1
で
残
念
な
が
ら
巧
ち
性
に
欠
＂
．
軽
妙
＊
学
士

二人
選
手
制
で
リ
ー
グ
戦
を
行

翌
ギ
枷
g

n

の

宮

一
郎
計
が
僚
な
動
さ
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
｀
飢
っ
た
結
果
、
訂
馬
大
学
が
四
輯
全
靡
で

友
の
長
1
1
1
遺

t破
っ
て
優
謄
し
た
。
ん
で
し
ま
え
ば
相
手
の
動
き
を
認
じ
と
優
＂
し
た
。

悶
軌
の
群
馬
の
m
籍
は
、
瓜
醤
i

れ
．
そ
れ
ほ
条
・
良
笞
感
じ
ま
せ
公
開
森
の
翌
檎
成
は
工
学
部

一

名
を
T
ろ
え
た
1
門
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
誼
少
な
い
官
人
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
は
、
名
｀
軟
官
笠
郎
四
名
残
り
が
医
学
郎
で

の
た
ま
も
の
と
UI
心
わ
れ
る
．
饂
命
の
柔
這
は
古
人
に
遭
し
た
癌
動
で
T
0
J

あ
る
。
従
来
の
道
手
は
粒
育
学
部
が
主

ェ
イ
ト
に
遮
出
し
た
這
手
は
さ
t
が
に

E
住

輯

流

を

占

め

て

い

た

が

・

-

』

-

J

粒
年
は
底

試
＾
品
愕

I
て
つ
ま
く
、
技
の
内
容
も
多

一
位
群
＂
ゴ
翌
盲

y

t

l

{

£

郎
が
這
平
の
＊
半
を
占
め
て
い
る
。

彩
で
｀
観
力
障
宮
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
さ
運
柔
村
琶
｀
金
そ
正、
樺
＊
同
＊
や
は
年
に控
壁
品
~
練
叩
＂
を
槙
ん

せ
な
か
っ
た
。
し
い
て
不
肖
成
さ
を
兄
哲
夫
、
長
岡
金
光
｀
長
閻
誠
で
“
玉
に
力
を
つ
け
て
饉
て
い
る
。
學

出
す
と
す
れ
ば
｀
試
＾
a
の
始
ま
り
｀
ぁ
二
位
東
京
軟
冑
＊
附
属
育
学
ぽ
年
前
は
で
け
わ
れ
る
閏
東
甲
付
饂
地
区

る
い
は
埠
中
で
柑
ヂ
と
紐
む
際
に
靡
を
三
位
神
賽
川
整
泊
・
壕
古
学
校
＊
学
大
会
で
を
二
回
め
の
優
靡
の
可
詭

伸
し
て
繋
象
探
り
で
求
め
る
よ
う
四
位
横
in賀
市
立
百
裟
性
が
濱
厚
に
な
っ
て
き
た
。

各

翠

｀

斗

る

人

の

貝

頭

を

蝕

く

さ

五

位

郁

立

茎

孟

埃

・

校

一

位

群

馬

＊

学

四

蒻

31点

せ

る

も

の

が

あ

っ

た

。

憫

人

戦

二
位
茨
城
大
学
三
靡
一
敗
蕊
点

こ
の
人
会
に
参
加
し
た
全
直
選
手
の
一
位
宮
域
一
郎
（
平
塚
）
三
位
宇
扉
古
大
学
一
藷
二
敗
18点

小
で
は
た
だ

一
人
の
≪
翡
｀
群
馬
の

二
位
長
1
1
1
窮
＂
（
平
壕
）
四
位
埼
ュ
＊
学
一
種
巌

16点

金
子
瀑
ヂ
は
九

0
キ
ロ
を
越
す
巨
萬
で

三
位
平
m
-
＊
（
整
＂
太
田

g
)

五
位
芯
崎
怪
登
念
・
四
敗
9
点

よ
く
そ
の
体
預
を
利
Ill.J
抑
え
位
を
＿
四
位
虻
岡
誠
面
馬
ー

周
東
選
手
の
背
負
い
投
げ
決
ま
る
砿
磁
玉
臀
寮
大
会
）

,
 

8
 
7
 
6
 

r
J
 
4
 
3
 
2
 
ー

昭
和
五
十
年
度
の
関
東
冑
寮
柔
道
大

会
は
九

H
+
-
à
．．
 
寧
ば
の
A
羹

道

館
に
お
い
て
間
催
さ
れ
た
。
本
県
贅
寒

は
l
i
i
g
組
に
出
濶
し
、
予
這
I
J
I
グ

茎
一
戦
全
靡
し
、
訣
＂
に
進
逍
息

腎
家
と
対
叫
欅
二
位
の
成
績
を
お

さ
め
た
。
か
っ
て
二
回
全
国
大
会
で
優
”
し
て

印日raa』
は
叫
一

III II，中中頂煎重重爪

―-.: 1叫 1引― ＝三 匹 9i
阪阪段段匝辰阪殿段

関
東
警
察
大
会

業
昭
太
郎

町

m
保
郎

lil
代
儀

＊
沢
小
G
掘

m
桑謹ぽ
叫崎沢． 
"• 和I - · 星
r.11.iLt比：火夫坑

＊
年
最
後
の
公
式
試
合
、
対
東
北
柔

専
臓
善
試
合
は
士
頁
七
日
｀
県
武
這

館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
餌
半
高
”
t

の
不
箪
で
五
竺
と
リ
ー
ド
さ
れ
た
県

勢
は
、
後
半
糸
井
．
閲
東
ら
の
＊
年
の

一
般
の
国
作
道
乎
の
柄
馴
に
よ
り
六
対

五
と
逆
転
し
た
が
副
将
の
池

ruが
ィ
覚

23 22 26 27 21 22 25 28 :u *........• •歳
10
軽

閥

東

11
軽

三

殷

糸

井

12
軽

三
殷

山

T

団
作
リ
ー
グ
闘

開
6
1
2

群
鳥

4
1
2

問
4
_
2

団
体
紐
＂
戦
群
馬

の
一
敗
を
契
し
、
六
対
六
の
同
点
な
が

ら
一
昨
年
同
様
内
吝
塞
で
敗
れ
た
。

群
2
小
川
広
則
打
m
ぃ
役

8
杯
行
男

2
n
.
i
覺
樹
引
分
I
t
2
小
川
哲
司

l
m
竺
彦

•
2

岩
躙
請

2
暉
は
利
叫
＂
負
い
伐

9
米
＂
＂
出
喜

0
1
5
 t
f
 

f
A
`

．
 

漿蘭巌

四
殷

退讚i遭夫
22 23 26 
...歳

か
ら
ち
ず
ど
年
．
し
ば
ら
く
不
箪

贔
I
t
て
い
た
本
県
警
察
柔
這
も
｀
今

回
は
国
体
道
平
四
名
を
耀
し
久
し
ぶ
り

に
善
戟
し
た
が
訣
靡
輯
に
わ
い
て
は
且

E
"寒
に
突
JUtし
た
。
何
と
い
っ
て
も

人
材
不
足
と
練
冑
不
足
の
感
が
韓
い
。

＊
県
の
成
績
及
び
出
場
者
は
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
（
製
元
一
）

2

神

尾

輝

敬

2

＊

庄

武

e霞
崎
印
血

2
大
柑
裏

2
船
は
仁
和

3
塚
fH綽
也

-itR
均

＊

2

-

蘊

聡

繁

井

義

一

2
黒
沢
和
出
優
笠
暉
ゑ
窟
要
＊
斯

一

③

訊
荘
双
疇

2
小
島
一
夫
優
勢
庸
支

3
杯

行

男

e間
巣

呉

9男
小
外
刈
り
2
な
躙

"
e碩
沢

武

3

山

宣

羹

森

刈

ふ

＊
i

村

勲

4
町

m
態
皿

3
大
沢
慮
夫
引
分
け
3
志
m
義
和
5
池
田
進

3
斯
升
攀
-二

*

3
佐
久

IIn僅
彦

5
人

間

寛

3
高

態

3

1

1

1

m

熊

宏

纏罷否
U
会
を
代
表
し
て
井
出
、
池

田
氏
と
私
の
王
人
が
観
事
に
＂
っ
令

た
鋒
糸
井
は
い
ま

ーつ
紐
め
が
足
り

ず
三
引
分
け
に
終
っ
た
が
｀
減
紐
に
苦

し
み
な
が
ら
餌
試
＾
＂
を
優
勢
に
戦

2
J

い
た
。
閲
g
n
点
4
点
を
一
人
で

や
げ
た
闘
稟
の
m
紐
は
輯
然
光
る
。
し

か
し
、
試
＾
11
中
耀
め
た
足
を
引
き
f
り

な
が
ら
奮
戟
し
た
ば
沢
、
肋
什
を
折
り

な
が
ら
事
櫂
し
な
か
っ
た
硯
Jf、
各
几

の
贔
強
と
わ
た
え
＂

っ
た
町
111亨
IAI東

の
学
げ
た

一
点
を
死
守
し
て
よ
く
戦
っ

令
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
が
三
皿
戦

ま
で
進
出
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に

少
々
平
間
み
そ
に
な
る
が
．
代
々
と
泊

Illrli作
協
か
ら
訊
叡
に
来
て
い
た
紘
名

の
応
揖
が
他
の
そ
れ
を
比
日
し
て
い
た

こ
と
も
灌
手
の
闘
志
を
か
き
た
て
た

一

因
か
も
知
れ
な
い
。

閤
JL十
芦
念
憐
賽
阻
＊
＾
8

は

十

月

士

昔

、

車

の

日

羹

道

に
お
い
て
行
わ
れ
書
＊
鵡
賽
家
は
二
回

戟
に
山
口
印
と
対
＂
し

、
同
点
で
代
表

戦
二
回
の
福
敗
し
た
。
（
鈴
＊
）

m
馬

（
軽
量
一
糸

i
ら

鈴

氾

（

中

鼠

）

躙

裏

）

・

棗

一中
鼠
）
原
挺
3
万
n
穏
＂
渡
辺

頑

jit)
幅
1

1

1

,

§

井

頑
鼠
）

fll代
＊
外
刈
り
〇
笞

云
邑
町

"
9ぇ
¥"下

（

棗

）

業

引

分

け

八

m

代
表
戦
一
回
め

周

東

引

分

け

版

井

代
賓
輯
二
回
め
菜
麿
整
暉
久
¥
る

ど
隕
の
厚
さ
と
平
均
的
な
レ
ベ
ル
で
は

Fl＊
の
優
勢
は
こ
の
た
紐
年
は
続
く
だ

ろ
う
。

品
の
中
の
多
の
人
が
”
っ
て
い

る
•
E
熟
し
た
技
を
か
け
る
た
め
に
は

士

角

二
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
が
必
腎

で
あ
る
。
だ
が
｀
既
界
一
に
な
る
に
は

必
ず
し
も
十
数
年
の
キ
ャ
lI
ア
は
必
誓

と
し
な
い
。
並
み
は
ず
れ
た
闘
志
と
．

ス
ク
ミ
ナ
と
体
力
が
あ
れ
ば
「
う
事
さ
」

が
な
く
て
も
手
は
と
ど
く
の
で
あ
る
。

傑
出
し
た
這
手
が

一
人
い
れ
ば
そ
れ
は

可
籠
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
．
n

本
人
の
み
が
こ
れ
を
穂
＂

し
よ
う
と
す

ー
る
の
は
薫
環
で
あ
る
。

偽

力

で
三
阿
ま
で
準
ん
だ
こ
と
は
欺
既
掌
慣
は
r
蜘
さ
」
と
r
う
ま

躙
か
月
よ
く
や
っ
ク
と
言
え
る
e

さ
」
の
遺
平
憧
で
あ
り
、
槌
g
n
*

し
か
し
群
柔
述
と
し
て
は
｀
い
つ
ま
で
選
手
は
こ
の
両
令
を
情

2̀
Ilt界
を
副

も
こ
り
成
績
に
瀾
足
し
て
い
る
わ
け
に
覇
し
て
8
な
し
か
し
．
今
阿
の
書
判

ば
い
か
な
い
．
＾
拉
は
ペ
ス
ト
8
．
そ
規
定
の
改
i
E
で
だ
ん
だ
ん
●r曲
さ
』
が

れ
以
上
の
大
き
な
聾
ゑ
＂
ち
崩
す
た
め
r
う
ま
み
」
を
訓
す
る
よ
う
に
変

っ
て．

註
．
頂
以
級
に
界
の
tlJ
り
礼
が
必
い
く
だ
ろ
う
。
．

喝
に
な
る
。
隣
り
の
試
合
鳩
で
和
歌
1
1
1
ス
ポ
ー
ツ
界
の
ど
の
種
H
に
あ

2
`

易
瀑
と
し
品
嶋
し
て
い
る
＊
昂
も
．
そ
れ
が
甚
の
国
だ
か
ら
と
い
●

出

の

土

閉

・一前
揺
｀
中
奈
）
の
て
世
界
の
乱
に
店
臨
し
つ
づ
け
て
い

姑
訟
ぶ
り
多
袖
且
｀
足
な
が
ら
r
泣
山
~
ゑ
旧
ど
れ
だ
け
あ
ろ
う
か

゜
“祁
の

道
予
が
群
馬
に
戻
っ
て
い
た
ら
・
・・・
・
」
国
た
か
ら
最
上
の
練
腎
覆
填
で
、
Jit上

き

人

の
知
化
雫
U
は
同
じ
息
い
で
あ
の
練
＂
力
法
を
と

っ
て
い
る
と
は
限
ら

っ
た
。

レ
も
あ
れ
．

＊
g
9
9
f
団
は
松
な
い
。
そ
の
辺
の
反
省
な
し
に
『
g
雀

＊
監
の
も
と
で
よ
く
四弧
f
J-―
―団
輯
€
鐵
.
r~
窪
識
』
た
＂
を
栢
ち

に
追
出
し
た
。
し
か
'
r
*
n
狛
児
の
続
け
る
4
戦
界
の
直
笞
多
え
出
ま
る
こ

強
化
に
讚
名
の
心
謬
気
と
し
て
・い
と
に
な
そ
つ
。

た
い
"

『̂
7年は．
二
回

戦

で

負

け

て

し

ス

パ

ル

タ

ク

ス

の

友
情
に
感
激

ま
っ
た
。
」
と
“

9
1
9
1
1
9
`

「

1
1
9
1
9
1
9
•

『

9
9
9

全

国

警

察

二

面

か

ら

の

つ

づ

き

ブ

タ

ベ

ス

ト

濡

在

の

匹

8
問
．
ス
パ

い
わ
ゆ
る
“
柔
導
函
”
r
J
*
g
ル
タ
ク
ス
の
面
々
が
非
常
に
親
切
に
し

に
あ
っ
て
．
野
瀾
茎
函
の
レ
ペ
ル
は
て
く
れ
た
。
誼
ら
は
今
回
の
＂
＊
選
手

柔
道
大
会

近
年
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
し
か
し
外
国
団
の
中
に
も
知
人
は
い
た
。
し
か
し
閲

品

っ
て
は
＂
分
を
ら
は
r
番
の
鯛
ロ
チ
ー
ム
ド
ク
ク
ー

（

野

屋

習

ざ
で
あ
る
と
い
う
意
纏
食
＂
っ
て
い
長
）
と
私
が
畔
馬
か
ら
来
た
と
い
う
こ

た
が
、
今
回
の
横
界
逍
平
憚
で
．
と
く
と
で
非
常
な
歓
団
で
あ
っ
た
。
群
馬
m

に
ハ
ン
ガ
IJ
ー
と
の
級
登
試
合
で
そ
れ
と
は
麒
戚
の
つ
も
り
で
い
る
ら
し
い
。

は
篤
残
に
く
つ
が
え
さ
れ
て
し
ま
っ
な
も
ち
ろ
ん
私
も
絨
ら
m
m
い
っ
ぱ
い
の

好
に
す
っ
か
り
甘
え
た
。

ハ
ン
ガl
J
ー
で
は
筍
一
~
油
i
“
は
ド

大
国
意
識
だ
け
で
は

勝
て
な
い
ィ
ッ
＂
で
あ
る
。
間
口
会
生
の
ド
イ
ツ

国
内
に
あ
っ
て
．
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
を
闘
に
随
分
助
け
ら
れ
た
。

訊
ん
で
n＊
選
手
が
贋
＊
会
で
負
け
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
わ
な
じ
み
の
ク
Cl

る
と
賃
す
る
人
は
多
い
。

し
か
し
•
ー
ネ
ル
藍
買
英
“
二
で
通
訳
し
て
く
れ

念
殷
野
醤
m
加
盟
国
は
93カ
国
に
た
ク
ル
ツ
前
会
長
（
一
昨
年
団
長
で
學

の
ぼ
る
硯
状
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

＂
し
乞
令
嶋
エ
リ
カ
さ
人
は
四

Hon

の
原
日
裔
様
の
聾
貸
を
し
て
つ
き
っ

eり
で
め
ん
ど
う
を
み
て
く
れ

い
る
。
国
に
よ
っ
て
は
9
道
を
す
る
こ
た
。
“
園
で
し
み
じ
み
と
彼
ら
の
友
情

と
が
職
凛
に
近
い
国
も
あ
る
。
な
る
ほ
を
昧
わ
っ
た
。

町

・9‘

、
県
柔
道
連
盟
強
化
委
貝
伍

． 引分
＂

勝

之

作
硝
し

3
市
永
翡

引
I
t
3
宮
屈
次

優ら
3
小
提
洋

一

•
3

木
下
士
郎

大
外
刈
り
3
出
村
勲

優
”
"
ら
3
角
田
熊
宏

引
分
け

4
撞

沢

茂

森

刈

よ

潔

暉
謹
和

引
分
け
5
m
む
僅
箕

まごころこめて作る老舗の味

甘いごあいさつに
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柔
道
場
連
合
会
大
会

畔
昂
緊

rC鳩
褪
＂会
苺
庫
、
野
1
1
1
T
O

小
学
二
年
の
郎
（
参
翡
競
）

懸

醤

盪

‘m蘭
碧

師

＾

畠

霞

骨

岱

（

渋

Jll
．
間）

の

笛

二

十

二

塁

臭

会

は

背

十

四

二

位

阿

郎

沿

蕊

崎

・
桜
井
）

n

亘
雨
午
か
ら
群
愚
災
道
館
一
一
匿
田
塾
葬
＂
（
醤

•
H
l品
）

に

お

い

で

開

催

さ

れ

た

。

●

襴

m面
行
（
相
生
・
石
邑

嘉
名
は
陪
の
十
七
祖
符
必
の
◇
小
笞
軍
の
部

(55)

小
学
校
二
年
か
ら
立
笞
殿
の
部
ま
で

一

優
騎
精
水
宏
叫
（
滋
Ill
．
間）

の
十

一
”
鰻
匹
六
二
名
｀
例
年
の
こ
二
位
岡
山
蜻
竺
硲
崎

・
沿
浅
）

と
な
が
ら
｀
さ
し
も
の
広
い
武
辺
郎
も
三
位
松
下
和
弘
蕊
崎

・
桜
井
）

．

こ
の
＂
ば
か
り
は
チ
ビ
ッ
n

の
す
さ
ま
・
塁
屈
（
滋

I
l
l
•

閲
）

じ
い
ば
か
り
の
内
と
観
覧
席
を
蝿
め
つ
◇
小
学
四
年
の
部

(71)

く
し
た
パ
バ
．
マ
マ
な
ど
の
家
訟
ぐ
る

＿

優
蒻
石
川
謹
叫
寄
府

・
石
川
）

み
の
己
考
ヽ
わ
れ
か
え
る
ば
か
り
の
＊
二
位
鼠
”
阻

（滋
I
l
l
•
関
）

磁
況
で
あ
っ
た
。

一二
位
＾
染
和
砿
t
u
g生
f
平
H
a
i
)

成

mは
次

の

と

お

り

。

参

吉

”

臭

剛

（

網

檎

．
ltl晶）

今
阿

品

jn少
年
団
の
ほ
勁
を
中
心

と
し
て
．
摂
近
着
々
と
実
績
を
あ
げ
、

県
下
で
も
ユ
ニ
ー
ク
各
窟
L
て
知

ら

れ

ゑ

醤

暑

表

羅

し

た

。

ー
あ
滋
場
の
正
式
名
は

1"岡
村
”

沿
棲
罰
鳩
と
い
い
．
村
の
fot^̂
舷

滋

房

一
っ

で

叫

泊

小

沿

腐

に

あ

り

．

小

学

努

古

い

盆

房

~れ
器
を

1
1
1
L
．
半
外
の
代
を

敷
邑
つ
め
た
い
か
に
も
F11
少
年
の
鍛
線

盆
に
ふ
さ
わ
し
く
．
沼
ち
つ
い
て
質

漏
紐
気
風
を
を
よ
わ
せ
て
い
る
n

岱
費
や
紬
持
守
＂
＂
亨
は

も
ら
ろ
ん

甘
2
の
h
組
で
あ
る
。

-
』
の
道
出
の
生
い
立
ら
2
平
＂
く
＊
ぷ
5

悶
ま
で
さ
か
の
ぽ
り
、

IVI治
村
の

1"

平
繍
円
や
ぽ
の
“
志
が
小
平
位
に
代
を

載
さ
精
山
を
し
た
こ
と
に
始
ま
る
．

訓
は
研
に

m導
芥
が
い
た
わ

11で
は
な

い
が
謀
た
ら
が
互
い
に
S
嬰
蓄

t

て
位
を
き
合

2
↑“
戦
峙
巾
．

一
碍

贔
卿
[
-

永
井
三
段
ら
が
優
勝

． 

◇
小
学
五
年
の

nlla

眉

屈

唇

竺

浪

Ill
.g

-

i

位

佐

爵

也

（前

・
UISo)

――
一位
念
竺
醤
•
寄
訳
）

."HI晶
率
（
前

．
m島）

◇
小
生
ハ
年
の
郎

-67)

優
騎
磁
井
衛
（
蘭
繍

．
ul島）

二
位
角
田
暉
宝
柑
・
石
川
）

三
位

岡

01
茂
冠
崎
・
桜
む

•
L
I
m
一彦
証
前
檎．
m
邑

◇

中

学

一
年
の
郎

(34)

優

禽

涵

仝

醤

．

mれ
）

二
位

内

111
一
弘
（
綱
告
翌
館
）

忌

村

uI四
一
（
輯
ほ

．

m島）

•
松
饂
惰
禽
崎

．
翡

）

◇

中

学

元

の

郎

(29
)

醤

ル

盟

（前

・
UI“
)

二

位

整

輝

羹

t

.

)

三
位
金
谷
芙
煤
(
•
)

＊
＊
村
孝
夫
（
綱
諾
亮
ふ
館
）

.
s
,1● 

i
1
,
．
 

竺
5

r.L
;'P
 区号

”E-

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
大
事
に

練
習
計
画
は
自
分
た
ち
の
手
で

雌

全

万

世

は

履
J

通
し
て
と
い
う
く
の
売
を

g
失
す
る
等
幾
芦
の
行
力
を

こ
と
で
191柑
条
仕
厖
答
を
作
り
｀
峠
た
の
ら
．
閤

―-＋
年
HII柏
村
と
駒

斉
金
を
集
め
｀
罪
唇
枷
岱
の
時
寄
村
が
合
絣
L
．
両
村
を
流
れ
る
古
岡

に
や
っ
と
の
息
い
で
代
を
鵡
人
し
て
本
川
を
村
名
に
北
群
馬
郎
古
岡
村
が
趾
生

格
的
な
m瑶
と
し
て
ス
ク
ー
ト
L
令

し

た

。
加印

a巴
訳
氏
が
切
e2"氏
に
就

し
か
し

f域
で
岱
災
に
会
い
．
せ
ぶ
任
L
｀
こ
れ
を
憤
に
IM駒
寄
け
の
＂
志

． 0
忠

三

年

の

竺

14)

緊
靭
古
田
直
樹
（
前

•

I
l
l
&

二
位
今
蘭
蔽

I
l
l
•

閲
）

三
位

J
＊
咎
＂
（
富
岡

・
斯

也

・

貨

彗

＿
一
塁

．
習

0
百
年
切
段
の
郎

(32)

眉

擢

歴

之

（

蘭

檎

閑

．
）

二

位

骨

夏

こ

三
爵
井
＂
花
店
（
閻
紐
•
寄
沢
）

．

漿

一
竺
高
崎
・
桜
井
）

0
謀

二
段
の
部

(16)

醤

岱

竺

醤

．

m邑

二
位
裔
哲
夫
（
吉
岡
山
ク
8
H呵
i

)

三
位
翌
長

m
(
•
)

•
高
浩
(
•
)

0
計

三
殿
の
綿

(17)

優

奔

興

次

霰

蜻

撰

）

二
位
平
井
敦
（
前
檎

．

m島）

三

位

岡

智
J

(

.

)

 

斯
井
攀
三
（
渋
Ill
．
槃
鰭
）

4
1
0
 

3
1
0
 

第
二
同
屈
信
訳
人
柔
道
大
会
は

十
一
月
九
日
、
馴
珊
歴
石
爾
に
お

い
て
間
催
さ
れ
な
各
穏
土
を
闘

5
抜
い
た
四
十
只
｀
覇
を
紐
”
た
が
北

ー
醤
が
茄
＜
位
を
・
11
め
た
。
中
で
も

一
沼
田
中
が
ま
と
ま
り
の
よ
さ
を
紀
揮
、

元
げ
な
く
二
羅
笞
細
っ
た
。

-
O
Bト
ー
ナ
メ
ン
ト

-
0
一
回
戦

官
井
・
多
3
1
1

堅
炭

•
利

高
山

・
笞

3
1
0下
仁
m
車

・
甘

田
田
・
滋
3
1
1

二

•
前

明

・

利

2
1
1
＊
胡
・
勢
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寓
嶋
市
民
停
冑
大
会

＊
年
の
高
崎
市
民
柔
氾
大
会
は
五
十

年

一
R
士
ハ
El．
午
繭
＾
彗
干
分

か
命
崎
市
立
体
育
館
に
お
い
て
間
償

さ
れ
た
。
参
加
宅
は
約
―
―肯
名
、
各
”

紐
の
人
賞
令
は
ド
記
の
と
お
り
D

上
か
ら
順
に

一
、
二
、
三
竺

二
名
）

0
黎

の

部
i

紐
闊
堡
悩
）

山
口
芳
弐
鎌
塩
正
志
｀
細
村
止
輝

＊
前
剛

◇
小
学
笠
年
の
部

飯
Jf和

u
・渋
谷
直
A
．
代

m縛
之

開壮
一郎

0
小
学
5-
i年
の
郎

阿
部
潰
石
屈
庫
二
、
茂
胤
大
助
、

乏
ば
忍

0
小
ヤ
惇
二
年
の
部

利
根
郡
が
優
勝
|
|

群
馬
県
青
年
祭
大
会

T
L
7
L寸
U
「

u『
9
_
L

も
細
え
て
斬
た
に
吉
岡
柔
這
会
と
し
て
域

m亭
饂
さ
ん
の
証
●
事
実
由
雀
も
道

梵＂

t.貧
に
五
十
嵐
＿
―
-
四
七
ご
謳
埠
に
来
て
後
輩
の
を
名
た
ら
を

m

会
長
に
萩
儡
裔
＊
埠
宗

一
（
前
導
し
て
い
た
古
醤
窮
も•
r小
学
校

g役
二
戻
｀
そ
の
他
の
役
只
に
菓
六
年
か
ら
こ
の
辺
磁
へ
通
っ
て
い
る
が

Ill義
磁
（
視
村
農
）
、
訟
檎
覗

一
、
今
で
も
こ
こ
へ
来
る
と
字
阿
気
が
な
ん

神
宮
七
郎
氏
等
を
加
え
て
名
古
と
も
に
と
も
い
え
な
く
い
い
“
上
下
の
区
別
が

含
岱
閾
道
磁
の
姿
が
完
成
し
た
。
な
く
心
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
e

」
と
絹

昭

磐

干

年

這

少

醤

を

設

立

っ

て

い

た
。

•
関
長
に
神
宮
七
郎
U
｛
就
任
｀
爾
来
ま
た
｀
—
]
の
辺
鳩
の
柏
微
ば
山
夕
年
た

年
ご
と
に
隣
の

一造
を
た
ど
り
｀
こ
ち
贔
班
に
分
け
．
そ
れ
ぞ
れ
班
比
を

の
中
か
ら
ガ
英
高
ぼ
の
新
井
信
夫
先
生
決
め
て
艘
”
計
叫
を
た
て
さ
せ
｀
白
上

を
は
じ
め
県
伐
麿
界
の
第
．
人
布
的
な
桔
勁
を
し
て
い
る
こ
と
だ
．
ま
た

＊
沢
flr火
（網
檎
暉
）
が
生
ま
れ
．
と
夏
休
み
零
は
他
の
少
年
団
と
も
＾
紬
で

く
に
匹

Kllig出
ぷ

荏

で
は
こ

キ
ャ
ン
プ
等
行
い
巾
広
く
沿
勁
し
て

zin生翡
の
遺
ふ
・で
固
め
た
醤
い
る
。

中
裟
が
兄
事
団
体
．
憫
人
と
も
偽
現
年
3
問

必

嬰
の
紐
大
の
念
劇
は

的
な
繁
で
醤
し
た
o
I

』
の
峙
の
道
今
の
道
は
旧
叫
柏
池
区
に
あ
り
．
旧

＄

が

緊

腐

の

冬

揺

竺

出

醤

F・

塁
蒻
に
か
ら
は
遠
く
．

か

つ

古

い

の

群

馬

贔

界

会

、

群

榊

霰

ま

っ
た
9
ふ
副
に
欠
け
．
盆
i

兵

郡

と

し

及

控

を

tて
い
る
。
い
わ
く
で
な
ん
と
か
し
て
＂

の
中
心
部
に
鮨
し
＂
胃

K^
.

醤

靡

可

貪

＾
益
藷
市
の
中
込
み
の
う
ち
．
勢
多
は
一
こ
＿

ili十凪
正

喜

．

回

＿

い

武

揖

＆

て
る―
』と
だ
。
な
お
「

「

！

土

臭

会

は

JLn-一
の
男
来
た
だ
け
で
栂
が
机
め
ず

圏

庶

盆

々

）

限

異

竺

窓
靡
さ
れ
た
畠

a
g
n畜
＋

八

n．
は
醤
館
に
お
い
て
開
置
さ
吾
返
は
繁
出
さ
ず
で
、
結
局
覇
の

世

、

人

器

（乱
咽
哲
夫
の
崎
事
務
醤
は
、
神
宮
氏
を
は
じ
め

m
れ
た
。
参
は
四
郡
市
で
リ
ー
グ
戟
の
組
み
合
せ
を
変
史
し
て
怠
き
ょ
リ
ー
グ

塁

”

磁

竺

魯

「

は

紀

明

器

堪

翠

含

で

裟

這

の

指

導

に

仕

蓋

紺

郎

が

全

騎

で

優

し

た

。

戦

に

切

り

変

え

る

芸

。
閏
係
布
の
猛

應

｀

免

袈

恩

で

あ

る

“
そ

専

っ
て
く
れ
る
に
は
全
く
吼
手
つ
と
二
の
大
会
で
利
根
の
相
馬
失
景
喜
促
し
た
い
。

の
賃

せ

翡

届

甘

―

―玄
い
わ
れ
た
が
こ
の
あ
た
り
に
も
｀
吉
岡
醤
の
鈴
木
正
叫
這
ヤ
の
両
名
は
小
柄

一
位

、

fnに
の

閲

屡

の

謙
臀
＂
成
に
か
け
る
熱
正
な
が
ら
よ
く
鑓

Iiiし
技
9議
ぶ
り
を
琵

二
位

裔

市

．，．
 

罹
』
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蝸
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爵
裟
が
う
カ
カ
わ
れ
・
全
の
梵
誡
が
躙
緯
揮
↓
令

三
位
訓
槙
市

団

を

中

心

に

約

三

十

名

の

小

中

学

生

が

さ

れ

る

。

鉦

年

の

こ

と

な

が

ら

｀
こ
の
大
会
は
四
位
群
馬
郡

H
、

*
．
金
の
週
＿
―
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寒

風

を

も

の

と

嚢

に

こ

の

神

宮

氏

の

棗

に

わ

た

名

崎

ー

大

会

十

六

日

（

日

）

屈

よ

り

屈

所

内

の

も

茅

密
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森
｀
五
士
を
ら
ざ
る
酋
少
裔
裔
導
を
含
め
た
社
会
伊
勢
崎
市
軟
委
佐
波
郡
軟
宵
貫
社
会
嘉
で
守
笙
一

0
1
｀
高
校

し
て
頑
愚
っ
て
い
る
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祖
の

m
体
育
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
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年
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会
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饗
．
伊
勢
崎
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育
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会
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｀
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．
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．
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．
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く
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1
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弘
幸
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往
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公
升
一
史

0

一
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部
（
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者
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樽
ぬ
巌
、
布
坂
忠
叫
山
崎
闘
英

土
壬
打箪

◇

一
般
の
郎
否
段
乞

松
浦
久
仁
芙
．
今
井
博
、
山

m修

控

醤

籍

◇

腿

輯

訟
輯
峠
惰
＊
学
．
高
崎
輝
驀
惰

塁
＊
二
高
｀
四
匹
愛
好
会

◇

招
膚
試
合
西
毛
地
x

捻
栂
輯
）

下
仁

m卓
1ヤ
。
石
g
中
ヤ
、

群
馬
小
中
学
、
松
井
山
裏

謁

の

甚

百
g
．
滋
Ill
．勢
寡
市
町

村
西
癸
会
は
十

一
H
二
十
四
日
、
浪

JIIiii校
体
宵
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

優

赤

域

村

二

位

古

警

三
位
北
憤
打
、
吉
岡
村
B

塁
チ
ー
ム
は
筍
打
堕
蹂
薔
の
も

と
に
よ
く
ま
と
ま
り
．
＊
事
泊
一
ぷ
将

以
下
全q
ね
ば
り
の
あ
る
試
＾

g
作
~
な

い
、
＋
年
ぶ
り
に
優
輝
し
令
＊
碁
治

二
塁
）
．
熊
羞
ー
（
古
警
）
．

9
函
IllA)
．
＊
汎
霊
竺

胃

）等
の
選
子
の
話
庫
が
め
だ
っ
た。
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沼
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ぽ
二
位
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檎
靡
粛

三
位
太
田
高
校
匹
位
中
之
条
高

五
位
館
枯
高
校

女
の
子
が
優
勝

境
町
柔
道
敏
宣
大
会

魯
郡
填
町
で
は
、
町
信
の
指
導

苓
茫
醤
蒙
を
た
い
へ
ん
躙
懇
的
に

運
営
し
て
い
る
が
｀
十

一
月
二
十
＿―-ロ

祖

母

蓋

闊

二
園
年
記
念
柔
違
大
会

を
壌
劣
翠
闊
い
令
参
加
は
小
学

生
61、
中
翌
退
。
小
吠
生
は
男
女

の
体
力
翠
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
こ
ろ
か

ら
男
女
混
成
で
試
合
し
た
と
二
委
子

の
参
加
れ
が

16名
も
あ
っ
た
。
＿
』
の
う

ち
小
誓
＿
＿
、
四
年
の
郎
に
出
鳩
し
ん

偲

蘭

岱

ん

五

田

展

さ

ん

の

二
名
が
男
工
な
ぎ
倒
し
て
見
事
一
、

二
位
を
緬
樽
し
た
。
醤
も
し
い
隕
り

と
町
中
の
も
っ
ば
ら
の
評
判

・光
LIJ

I
麗

イ
ン
フ
レ
と
不
況
で
不
枯
し
が
こ
と

の
ほ
か
冷
た
い
。
し
か
し
い
つ
か
ま
た

好
vる
だ
ろ
う
。
そ
の
日
の
た
め

に
か
方
を
靡
え
て
お
こ
う
。
中
込
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